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雲棲袾宏の浄土教
──その教学基礎について──

苑 　 克 柱

一　袾宏の登場背景

　中国浄土宗十三祖の系譜 において第八祖の袾宏以後は智旭 · 截流 · 省庵 · 徹悟の四人の祖

師が出世した。この四人はみな袾宏の時代から遠くない。徹悟の寂年は袾宏の寂年後、百九十

八年に過ぎない。

　つまり、明末から清中期にかけての約二百年に、五人の浄土宗祖師が出世し、多くの祖師が

輩出される時代であった。しかし、袾宏と前の省常の両者は、約五百年も隔たっている。この

五百年間に、一人の浄土宗祖師も出現しなかった。しかも、袾宏前の、慧遠から省常までの七

人の祖師には、或は著作が伝世せず 、或は著述が少なく 、或は著述があるが散逸してい

る 。袾宏の時代に至ると、浄土宗の法脈は断絶しようとしたほどと言える。こうした状況下

において、浄土教を大成し、慧遠・善導などが切り開いた浄土教の伝統を引き継ぎ、理論と実

践の方面から近代以来の中国浄土宗の基礎を築いたのは袾宏である。袾宏は新しい時代を開拓

した。

論　文

　雲棲袾宏は明末の四大高僧の一人として尊ばれている。その思想は多岐にわってお

り、従来の研究では華厳宗の教学が基盤にあることが指摘されてきた。しかし、実際

は天台宗教学、とりわけ宋代の天台浄土教とも深い関連を持っている。小論は、華厳

教学のみならず、天台教学も袾宏の重要な思想的な柱であることを論証するものであ

る。

キーワード：雲棲袾宏、華厳教学、天台教学

〔抄　録〕
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二　華厳宗教学

　袾宏は出家直後に行脚参学し、かつて当時の華厳宗の巨匠たる徧融に参じ、徧融の啓発を受

けて華厳学を研鑽した。呉応賓撰の ｢蓮宗八祖杭州古雲棲寺中興尊宿蓮池大師塔銘（ 序）｣

によると、彼は馬鳴から宗密までの七人の華厳宗祖師、及び慧遠から延寿までの七人の蓮宗祖

師に対して、ともに像を設けて供養していたという 。その主著である『阿弥陀経疏鈔』四巻

の全体枠組みも、華厳宗の注経方式である「十門総啓」に従って展開している。そのため、袾

宏の浄土教学の基礎が華厳学にあることは学界の共通認識になっており、これはほとんど定説

化されている 。

　確かに、『阿弥陀経疏鈔』に限って見れば、華厳宗の澄観と宗密の影響を深く受けているの

で、そうしたイメージを受けるだろう。「十門総啓」は、明らかに澄観『華厳経疏』の十門注

釈の方式に倣っており、また『阿弥陀経』を華厳五教の頓教、兼通終教圓教に判定することは

宗密が『圓覚経疏』において『圓覚経』を華厳五教の終教、分摂小乗教始教圓教に判ずるとい

う啓発を受けたものである。加えて『阿弥陀経疏鈔』全篇には、法蔵・澄観・宗密の著作への

直接或は取意的引用は、枚挙の暇がないほど多いのである。『華厳経』の引用箇所は『無量寿

経』についで多く、『観経』をはじめとする他の経典をはるかに超えている 。したがって、

『華厳経』と華厳宗教学が袾宏の基礎教学であったと判断して誤りはない。しかし、もし華厳

宗と浄土教との交渉歴史を回顧すれば、実は両者の関係は密接とは言えず、一定の理論的な衝

突ですら存在することが見えてくるのである。

　華厳宗教学には大別して二つの支流があり、一派は法蔵と澄観の『華厳経探玄記』『華厳演

義鈔』を代表とする正統的・煩瑣的な解釈学（主流とされる）であり、もう一派は李通玄の

『華厳合論 』を代表とする簡潔明瞭で実践的な教学（傍系とされる）である。これら両系の

外、三教調和を主張する宗密は一般に法蔵と澄観の一系に帰される。主流の華厳宗のうち、法

蔵は浄土法門にほとんど触れない。澄観はその著述中に西方浄土を讃歎しているにも関わら

ず、その教義体系においては、極楽浄土は華厳重々無尽の華蔵浄土の一つに過ぎず、支流に属

している 。彼の西方浄土への讃歎は『華厳経』とくに新出の『普賢菩薩行願品』の極楽浄土

信仰への理論対応に過ぎない。彼が『観経疏』一巻を著したと伝えられている 。その内容は

知る由もないが、少なくとも現存の資料からすれば、彼の西方浄土への態度は肯定一辺倒であ

るわけではなかったようである 。彼自身には西方浄土の信仰が認められず、積極的に西方浄

土を鼓吹したとは言い難い。

　宗密も同様で、西方浄土の信仰を持っておらず、しかも、浄土教に関連する著述はない。李

通玄を代表とする華厳宗は、その影響がむしろ浄土法門にとっては破壊的であると言える。李

通玄は『新華厳経論』において浄土を十種に分け、『阿弥陀経』に説かれている浄土につい

5（

（

6（

（

7（

（

8（

（

9（

（

10（

（

11（

（

雲棲袾宏の浄土教（苑　克柱）

2 ──



て、相に執着している一部の凡夫のために仏が仮に施設した化土であり、権教法門であると考

えている。その化土とは、『法華経』の化城の意味合いが含まれている。李通玄の『新華厳経

論』は五代に入蔵し、宋代に影響力がすでに全国に及んで、明代に至ると、さらに甚だしくな

り、『華厳合論』は仏教を学究する士大夫に愛読される書物になってきた。それがもたらした

浄土教への理論的衝撃もますます激しくなってきた。袾宏が『阿弥陀経疏鈔』を著した後、す

ぐに李通玄の信奉者である曹魯川からの強烈な質疑を受け、彼が『阿弥陀経』を華厳円教に判

ずることが牽強付会であると批判したということは正しくその明証である。それゆえ、華厳教

学だけでは袾宏の浄土教学の理論基礎を支えるに十分ではないのである。

三　天台宗教学

　華厳宗に比べると、むしろ天台宗の方が浄土宗との関連が密接である。先述したように、中

国浄土宗は北宋の省常から明末にかけての五百年間に、一人の祖師も出現しなかった。ただ

し、それはこの時期に浄土宗が振るわず、発展しなかったというわけではない。むしろ浄土教

はこの時期に立宗を完成させたのみならず、民衆に深く浸透し、空前の発展も遂げていたので

ある。その背景の主たる担い手は天台宗である。

　浄土宗は中国の宗派の中で非常に独特であり、流伝が最も広範に及ぶが、立宗が最も遅く南

宋時代になって、しかも他宗の手を借りてようやく立宗完成された。南宋時代に天台学者の宗

暁は『楽邦文類』において、蓮社六祖を立て、慧遠を以て蓮社の始祖とし、善導 · 法照 · 少康 ·

省常 · 宗賾という五人を法系に組み入れた。その後、同じく天台学者の志磐は、『仏祖統紀』

において、天台宗の法統を定め、天台宗を仏教正統に確立させたほか、禅宗 · 華厳宗 · 法相宗 ·

密宗 · 律宗などの諸宗を兼ねて述べ、｢諸宗立教志｣ 以外、併せて ｢浄土立教志｣ を設けて浄

土の源流を述べた。志磐は宗暁の蓮社六祖の基礎の上、少し修正を加え、宗賾を削除して承遠

と延寿を加入し、新たに蓮社七祖を決定した。浄土が禅宗などの諸宗と並列で立教するので、

志磐の立教は浄土が独立の一宗として存在することを認めたことになるはずである。

　志磐の浄土七祖説は後世の中国浄土宗立祖説の基盤になって、袾宏が彼の『往生集』の中に

その説を受けいれただけではなく 、清代ないし中華民国の印光が浄土宗の法統を確立する

際、他の祖師が時折変化して増減したが、この七人の祖師の位置がずっと比較的固定してお

り、ほとんど変動していない。これは袾宏を含む浄土宗の人師が志磐の立宗・立祖説を認めて

継承していたことを示している。

　天台宗と浄土教との淵源は、南宋から始まったわけではない。遠く隋の智顗から天台宗と浄

土教とがすでに密接な関係を結んでいた。智顗は臨終時に西方往生の信仰を持っていただけで

はなく、生前また『阿弥陀経疏』などの数部の浄土に関係する著述を遺している。智顗の寂

後、彼の著述と伝えられる『観経疏』と『浄土十疑論』は、宋代浄土教とくに天台浄土教の指
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導書になっていた。

　宋一代に、浄土教を弘める最も影響力を持っている者は、知礼・遵式と元照という三人の高

僧である 。知礼と遵式は天台宗の人である。元照は律宗の大家であるが、遵式に私淑してい

たので半分天台宗の人師であったと言える。それだけではなく、智顗以後の天台宗の大家に

は、浄土教に帰依しなかった者はほとんどいなかった。｢教演天台、行帰浄土｣ という語は、

天台宗教学の特色を示す一方、浄土宗が天台宗から受けた影響の大きさと、両宗の関係の密接

さを物語っていると言える。

　宋代には結社念仏の風が盛んになって、浄土教が迅速に民衆に浸透し、庶民的な宗教になっ

てきた。この歩みを推進していた者は、主として天台宗の人であった。佐々木功成は唐代の結

社念仏も視野に入れ、史料から唐宋の念仏社の代表的な二十九家を選んでいる。その半数は天

台教系に属している 。要するに宋代の浄土教とは実際には天台浄土教であったと言えるので

ある。

　元代になると諸宗は振るわず、浄土教もほとんど発展しなかった。したがって明代の袾宏が

前代の浄土教を継承しようとするならば、それは直前の元代ではなく、さらにその前の宋代な

いし宋代以前から理論の源を求めなければならなかったのである。しかし、東晋から隋唐にか

けての慧遠以来の浄土宗の祖師には、或は著作がなかったり、或は著作が少なかったり、或は

著作があっても散逸しているという状況下において、袾宏が天台浄土教、特に宋代の天台浄土

教を継承して自身の浄土教学の基礎とすることは当然のことであった。

　天台宗の開祖智顗は、天賦の才智によって三大部を中心とする膨大な教義体系を構築した。

智顗の教義の特徴は教観を重視して実修を重んじることである。止観の他、智顗はまた懺法・

放生・菩薩戒への広がりを重視している。彼の懺法にはかなりの密教的要素が含まれている。

宋代の天台宗の人師はさらに瑜伽施食などの密教の儀式を導入し、天台宗の密教的色彩がます

ます濃厚になっていった。中国の天台宗は戒律・浄土・密教・放生などを融合する総合的な仏

教であり、それは袾宏の諸宗融会・浄土導帰という風格とぴったり合致しているのである。

　崇禎十二年（1639）に、雲棲寺が『雲棲法彙』を再版する際、雲棲弟子である銭士貴は、序

文において、次のように袾宏の浄土教を評価している。

雖力弘浄土之教、躬荷 尼之任、而亦不廃演法坐禅諸業、融通禅浄、和会宗教 。

袾宏は浄土教の伝播に尽力し、戒律を厳持しながら、布教や座禅等の諸行を廃することな

く、禅と浄土を融合させ、諸宗の教えを会通した。

　袾宏が登場する明代末期は、唐中期以来の諸宗融合 及び唐末以来の三教融合思潮がすでに

爛熟期までに発展し、諸宗融合と三教調和が時代の趨勢になっていた。それは袾宏も例外では

なかった。袾宏の総合的な浄土教は主として天台教学の基礎の上に建立しているのである。
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　袾宏は当時存世の浄土教の著述の中から、最も代表的な十六部を選出した。

　　智者大師観経疏一巻

　　四明妙宗鈔三巻

　　智者大師十疑論一巻

　　元暁法師弥陀経疏一巻

　　大佑法師弥陀略解一巻

　　永明万善同帰集三巻

　　慈雲懺主浄土懺願儀一巻

　　決疑行願門一巻

　　天如則禅師浄土或問一巻

　　大佑浄土指帰十巻

　　智徹浄土玄門據要一巻

　　優曇法師蓮宗宝鑑一巻

　　鏡道二師念仏鏡一巻

　　道衍浄土善人咏一巻

　　四明石芝沙門宗暁楽邦文類六巻

　　龍舒浄土文一巻

　これら十六部のうち天台宗人の著述は半数の八部である。袾宏が接する浄土教の著述には天

台宗の人師の作品が最も多いことから、袾宏の浄土思想の形成に提供する材料は天台浄土教が

最も豊富であることがわかる。ただし、袾宏は天台宗教学・天台浄土教をそのまま踏襲するわ

けではなかった。彼は天台宗教学と天台浄土教を吸収し継承しながらも、それらを自身の教学

体系の中に発展的に取り込んでいた。以下、その重要な特色と考えられるものを四点提示す

る。

（ 1）天台の菩薩戒の継承

　虞淳熙の ｢雲棲蓮池祖師傳｣ には、次のようにある。

　　其説主南山戒律 · 東林浄土。先行戒疏発隠、後行弥陀疏鈔 。

袾宏の教えは、南山の戒律や東林の浄土を中軸とする。先ず『戒疏発隠』が広まり、次い

で『弥陀疏鈔』が広まっていった。

　雲棲浄土教は戒浄双修の浄土教である。袾宏の時代に、国家の禁令を受け、五十年にわたっ
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て南北戒壇が開かず、その間に、比丘は登壇受戒することができなかった。客観的な環境は、

袾宏がより菩薩戒の宣揚を重視することを促した。菩薩戒が袾宏の僧団管理 · 世俗接化の重

要な手段である。袾宏自身はしばしば「菩薩戒弟子 」と自称していた。

　中国で流伝する菩薩戒には梵網系 · 瑜伽系 · 密教系がある。智顗以前、流行したのは瑜伽系

であった。智顗の提唱によって、隋唐時代から、梵網系が次第に主流になってきた。『梵網経』

の注釈をめぐって、天台宗智顗を中心とする旧疏と華厳宗法蔵を中心とする新疏が形成され

た 。後世に流伝しているのは天台疏である。袾宏の『梵網経菩薩戒義疏発隠』は天台智顗の

『梵網経菩薩戒義疏』に対する補注である。袾宏は ｢拂古鏡以維新、続先灯而広照｣ と述べて

自己の目的を表明した。智顗の義疏に対し、彼は継承した一方、独自の闡発もした。

（ 2）天台の戒殺放生の継承

　戒殺放生は雲棲浄土教の喫緊な法門である 。中国の戒殺放生習俗は、南北朝に遡ることが

できるが、歴史上積極的に放生池を設立して放生を勧進したことは、隋の智顗から始まった。

両宋時期に、天台宗人が広汎的に活動していた浙江地方において、放生活動が極めて活発して

いた。遵式は朝廷に上書し、西湖を放生池にし、毎年四月八日に郡人を会し放生していた。知

礼は南湖を放生池にし、仏誕生日になると放生会を行っていた。放生は徐々に習俗化され、民

間に浸透してきた。袾宏の時代に、仏誕生日に逢うたびに、西湖で放生する習俗が依然として

継続されていた。袾宏の組織した放生社も、常に西湖で放生を行い、西湖を重要な放生拠点と

していた。

　大規模な放生活動に適応するために、放生儀軌の制定が要求された。遵式と知礼はみな放生

儀軌を制定した。袾宏の ｢放生儀｣ は知礼の ｢放生文｣ をもとに改訂したものである 。｢放

生儀｣ の中で、袾宏は智顗 · 永明などの昔の先賢に礼敬の意を表している。

仰白十方三宝、釈迦本師、弥陀慈父、宝勝如来、観音菩薩、流水長者子、天台永明、諸大

士等、唯願慈悲、証知護念 。

十方三宝、釈迦本師、弥陀慈父、宝勝如来及び観音菩薩、流水長者子、天台永明等、もろ

もろの大士に敬い白しあげる。ただ願わくは、慈悲心をもって証知護念いただきますよう

に。

　時人及び後人の評価では、袾宏が智顗 · 永明以来の戒殺放生を弘める最も有力な人とされ、

彼ら三人が前後相承したと見なされている。例えば、憨山は次のように述べている。

広度衆生之行、無踰放生一門。在昔天台大師、次則永明大師、嘗為吏時、将官銭買生放、

以致不死。此目前衆人皆知者。自後至今、唯雲棲大師能効二師之行 。
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広度衆生の行には、放生の一門以上のものはない。〔これを弘める人師には〕昔は天台大

師智顗、そして永明大師延寿がいた。師は嘗て官吏であった時、官銭で生きものを買い取

って放し、死から救ったことがある。これを現前の人々はみな知っている。それから後、

今に至るまで、ただ雲棲大師一人がよく二師の行を倣っている。

（ 3）天台の水陸施食儀の継承

　袾宏は『法界聖凡水陸勝会修齋儀軌』を作り、水陸施食を鼓吹した。その施食儀は、南宋の

天台学者である志磐の儀文を底本として修訂して成ったものである 。袾宏は水陸施食を修設

するとともに、至るところで西方浄土に指帰し、それを万機普度の法門の一つにしている。

（ 4）『阿弥陀経疏鈔』における天台要素

　周知のように、『阿弥陀経疏鈔』が袾宏の主要な浄土著述である。前に示したように、袾宏

が接する浄土宗に関わる著述の中には、天台宗人の典籍が多数を占める。それゆえ、『疏鈔』

は天台宗の著述に負うところが大きかった。袾宏は『疏鈔』の中で智顗 · 湛然 · 遵式 · 知礼 · 草

庵 · 仁岳 · 越渓 · 志眼 · 大佑などの著作を引用している。所引の著述としては、『法華文句』『法

華文句記』『法華玄義』『金光明経疏』『観音義疏』『観経疏』『十疑論』『妙宗鈔』『観経輔正解』

『阿弥陀経疏』（智円撰）『阿弥陀経新疏』（仁岳撰）『阿弥陀経句解』『阿弥陀経略解』などがあ

る。これらの天台宗の著述は或は問題を発起し、或は袾宏の『疏鈔』の拠り所として不可欠の

材料になった。

四　余論

　清代の紀蔭は『宗統年編』の中で、次のように隋代以来の天台宗の伝承を述べている。

顗伝章安頂、頂伝縉雲威、威伝東陽威、威伝左渓朗、朗伝荊渓然、皆以教觀、輔翼禅宗。

後因安史之乱、会昌之廃、五代兵火之変、幾至失伝。螺渓尋訪旧聞、天台一宗復弘江浙、

伝至四明荊渓、中興教観。至明雲棲宏、復闡明之。迄今曲水蓮居、 亭龍渓之間、伝持未

泯。諸方講席、目為性宗 。

智顗は章安潅頂に伝え、潅頂は縉雲智威に伝え、智威は恵威に伝え、恵威は左渓玄朗に伝

え、玄朗は荊渓湛然に伝え、〔以上の諸師は〕みな教観を以て禅宗を輔助した。その後、

安史の乱や会昌の廃仏毀釈、そして五代の争乱を経て、殆ど教えの相伝が失われてしまっ

た。螺渓義寂が昔の伝承を調べ、天台一宗を再び江浙地方に弘め、四明知礼まで伝わり、

教観が中興された。明の雲棲袾宏に至ると、再びこれを闡明にした。現在の曲水庵 · 蓮居

庵 · 亭 · 龍渓において、伝持が未だに絶えていない。諸方の講席は、それを性宗と見な
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している。

　袾宏が天台教法を伝持しただけではなく、門下の弟子たちも師伝を継承して天台教説を宣揚

したことが示されている。

　なお、『武林梵志』の ｢蓮居庵｣ 条において、次のように袾宏の弟子である広承の事蹟を記

している。

広承、字紹覚、（中略）雲棲宏命之代講於天台賢首教 。

広承は、字を紹覚といい、（中略）雲棲袾宏の命を受け、天台と賢首（華厳）の教えを代

講した。

　袾宏の住持した雲棲寺において、天台 · 賢首教を兼ねて弘めたことが知られる。袾宏教学に

おける天台教の位置は、決して看過されてはならない。華厳教学が袾宏教学の基礎としてであ

ることは、諸先学によってすでに指摘され、再弁する必要はない。ここで、私は袾宏教学のも

う一つの重要な柱──天台宗教学を提示したい。

〔注〕
中国浄土十三祖とは、①慧遠（334-416）、②善導（613-681）、③承遠（712-802）、④法照（746-
838）、⑤少康（?-805）、⑥延寿（904-975）、⑦省常（959-1020）、⑧雲棲袾宏（1535-1615）、⑨藕
益智旭（1599-1655）、⑩截流行策（1628-1682）、⑪省庵（1686-1734）、⑫徹悟（1741-1810）、⑬印
光（1861-1940）である。①～⑦は宗暁『楽邦文類』によりつつ志磐が『佛祖統紀』において決定
し、⑧は袾宏の弟子が決定、⑨⑪⑫は天台宗の悟開（?-1830）が決定、⑩は印光が智旭と省庵の間
に入れ、⑬は印光の弟子が決定した系譜である。なお、面受口決の系譜ではない。
承遠、少康、省常。ただし、少康には『往生西方浄土瑞応刪伝』（文 との共編）がある。
慧遠、延寿。延寿には『宗鏡録』などの大部の著作はあるが、浄土教関係の著作は少ない。
善導、法照。法照の主要な二部作とされる『浄土五会念仏誦経観行儀』及び『浄土五会念仏略法事
儀讚』がいつ散逸したかは不明だが、十世紀から十一世紀には、すでに、彼の五会念仏は正確に継
承されていなかったと考えられる（齊藤隆信『中国浄土教儀礼の研究──善導と法照の讃偈の律動
を中心として──』四六三～四六七頁、法蔵館、二〇一五年）。善導の著作については、北宋初期
の遵式の所見によれば、わずか ｢觀經疏一巻、二十四讚、六時禮文各一巻｣（『天竺別集』巻中、

『卍続蔵経』五七・三六頁中）が伝世しているのみである。『観経疏』について、元照が『観経義
疏』と『阿弥陀経義疏』において、前後五ヶ所で善導の『観経疏』玄義分を三文引用した後は行方
不明となる。

『嘉興蔵』三三・一九八頁下。
袾宏の教学基礎に言及する研究のほとんどが、この点を強調している。二三例を挙げてみる。
　一、高雄義堅『中国仏教史論』（平楽寺書店、一九五二年）
　二、荒木見悟『雲棲袾宏の研究』（大蔵出版社、一九八五年）
　三、 岩城英規 ｢雲棲袾宏の華厳教学｣ 八七～九一頁（『印度学仏教学研究』第四五巻、第一号

〔八九〕、日本印度学仏教学会、一九九六年）
筆者の知る限りでは、陳敏齡のみが袾宏と天台宗の思想関連に言及し、袾宏の『阿弥陀経疏鈔』の

29（

（

1（ ）

2（ ）
3（ ）
4（ ）

5（ ）
6（ ）

雲棲袾宏の浄土教（苑　克柱）

8 ──



所論が華厳と天台の特徴を兼ね備えていると指摘する。ただし、その論説は『阿弥陀経疏鈔』に限
られ、教学全体ではない。陳敏齡 ｢義山『阿弥陀経随聞講録』所見の雲棲袾宏の引用をめぐって｣
八四〇頁（『印度学仏教学研究』第六七巻、第二号〔一四七〕、二〇一九年）を参照。
筆者の調査では、『無量寿経』への引用は最多であり、延べ一一三回となる。『華厳経』は『無量寿
経』に次いで、六三回。これは第三位の『観経』（三七回）を超えるだけではなく、さらに第四位
の『法華経』（二一回）をはるかに超えている。
原書名は『新華厳経論』である。北宋の慧研はそれを経とともに合刊し、『華厳合論』百二十巻に
まとめた。
荒木見悟『雲棲袾宏の浄土教』一〇六頁、大蔵出版社、一九八五年。
遵式 ｢往生西方略傳序｣、｢鎮國沙門澄觀、造觀經疏一卷。｣『楽邦文類』巻二、『大正蔵』四七・一
六八頁中。
澄観には ｢念佛之門、諸教攸讚、理致深遠、世多共行｣（『華嚴經疏』巻五六、『大正蔵』三五・九
二四頁中）のような、念仏を肯定する一面もあれば、｢一佛佛相望者、如云、阿彌陀佛有四十八
願、能攝 生、餘則不能。禮於此佛、滅罪則多、禮於餘佛、滅罪即少。不知諸佛行願功德、無不平
等、隨根隨緣、說有優劣、故為顚倒｣（『華嚴經隨疏演義鈔』巻三七、『大正蔵』三六・二八四頁上）
のような、阿弥陀仏の願力に否定的な態度を持っている一面もある。
『往生集』巻一、｢圓浄常法師｣ 条下に ｢赞曰、始遠公、次善導、既而南嶽・五會・永明・臺岩、終
於法師、號蓮社七祖｣ とある。『大正蔵』五一・一三四頁上。
晁説之（1059-1129）は、｢浄土略因｣ において、当時の浄土一法を弘めた最も著しい三人を挙げて
｢今世弘此教也、蓋有人焉。如慈雲法師之教行、四明法師之觀智、近者靈芝律師之辯論、何以尚之｣
と言う。（『楽邦文類』巻四、『大正蔵』四七・二〇九頁上）
佐々木功成 ｢白蓮社の復興運動｣（上、下）、『龍谷大学論叢』二六一・二六二号、一九二五年。
｢新刻雲棲法彙叙｣、『雲棲大師全集』第一冊、上海古籍出版社、二〇一一年。
諸宗融合の浄土教は、慈愍三蔵慧日の浄土教に遡ることができる。唐中期の大暦、貞元年間に、諸
宗融合は著しい発展を遂げた。法照の浄土教は、すでに鮮明な融合諸宗の色彩を有している。小野
玄妙 ｢慈愍三蔵の浄土教｣（『現代仏教』第三巻、第二十二号、大雄閣書房、一九二六年）及び塚本
善隆『唐中期の浄土教──特に法照禅師の研究──』（法蔵館、一九七五年、同『塚本善隆著作集』
第四巻所収、大東出版社、一九七六年）を参照。
『雲棲浄土彙語』、『卍続蔵経』六一・一一頁中。
『虞德園先生集』巻九、『四部禁毀書叢刊』四三・二九二頁下。
法蔵『弘法戒儀』に ｢今雲棲遞監院之人、皆菩薩戒弟子、蓮池大師葢甞親登座說法而授之矣｣ とあ
る。『卍続蔵経』六〇・六一二頁中。
例えば、｢復古雲棲寺記｣ において、｢菩薩戒弟子比丘袾宏｣ と自称し、また ｢菩薩戒弟子雲棲寺沙
門袾宏｣（『具戒便蒙』『沙彌律儀要略』『沙彌尼比丘尼戒錄要』『半月誦戒儀式』｢重修上方寺鑿放生
池記｣ ｢北門長壽庵放生池記｣）や、｢菩薩戒弟子杭雲棲寺比丘袾宏｣（｢梵網經心地品菩薩戒義疏發
隱序｣）などとも自称した。
旧疏に属する末書には、智顗『義疏』をはじめ、元暁『私記』、明曠『刪補』、袾宏『発隱』、智旭
『合注』、弘賛『略疏』、寂光『直解』、徳玉『順朱』、書玉『初津』などがある。新疏に属する末書
には、法蔵『疏』をはじめ、義寂『疏』、太賢『記』、勝荘『述記』などがある。詳しくは弘一の
｢梵網十重戒諸疏所判罪相緩急異同表｣（『弘一大師全集』第一冊、一二六一・二六二頁、福建人民
出版社、二〇一〇年）を参照。
｢梵網經心地品菩薩戒義疏發隱序｣、『卍続蔵経』三八・一三四頁中。
姚文然 ｢樅陽放生會前紀｣ に ｢念佛放生、雲棲喫緊法門也｣ とある。『姚端恪公集』巻十六・三頁。
袾宏 ｢放生儀｣、｢按四明禮法師舊文、稍為參酌、使簡便易行。後增代彼求願往生、又增華嚴迴向品
文結之、意取先生阿弥陀佛極樂世界、後入毘盧遮那華藏玄門也。｣『嘉興藏』三二・七五六頁上。
同上。
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『卍続蔵経』七三・七五八頁上。
袾宏 ｢水陸儀文｣ に ｢惟四明志磐法師所輯儀文、至精至密、至簡至易。精密而不傷於煩長、簡易而
不病於缺漏。其本止存四明、諸方皆未之見也。予為訂正、重壽諸梓、以廣流通｣ とある。『嘉興藏』
三三・六六頁上。
『卍続蔵経』八六・一三二頁中。
『大藏經補編』二九・四八〇頁上。

〔参考文献〕
高雄義堅〔一九五二〕『中国仏教史論』、平楽寺書店。
塚本善隆〔一九七五〕『唐中期の浄土教──特に法照禅師の研究──』、法蔵館。
荒木見悟〔一九八五〕『雲棲袾宏の研究』、大蔵出版社。
齊藤隆信〔二〇一五〕『中国浄土教儀礼の研究──善導と法照の讃偈の律動を中心として──』法蔵館。
佐々木功成〔一九二五〕｢白蓮社の復興運動｣（上、下）、『龍谷大学論叢』二六一・二六二号。
小野玄妙〔一九二六〕｢慈愍三蔵の浄土教｣、『現代仏教』三巻 · 二十二号。
岩城英規〔一九九六〕｢雲棲袾宏の華厳教学｣、『印度学仏教学研究』四五巻 · 一号。
陳敏齡〔二〇一九〕｢義山『阿弥陀経随聞講録』所見の雲棲袾宏の引用をめぐって｣、『印度学仏教学研
究』六七巻 · 二号。

（えん　こくちゅう　文学研究科仏教学専攻博士後期課程）
（指導教員 : 齊藤　隆信　教授）

2021 年 9 月 29 日受理

26（ ）
27（ ）

28（ ）
29（ ）

雲棲袾宏の浄土教（苑　克柱）
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『安楽集』における二諦説と往生浄土の関係について

王 　 振 賢

はじめに

　道綽（562-645）の時代、中国の仏教界は空の思想が広まっており、浄土に往生することを

軽視する状況になっていた。そこで、道綽は往生浄土に対する偏見を修正し、その真実性、合

理性を説明するために、『安楽集』において様々な大乗経論を引用し、衆生に西方浄土へ往生

させようと勧進したのである。その引用した大乗経論の中で最も注意すべきは二諦説の運用と

いうことである。『安楽集』には「二諦」というような言葉が十二回まで用いられているの

で、これがどれほど重要であるのかわかるだろう。

　しかし、先学らは道綽の仏身仏土論を中心として論じている時、その関連性のある二諦説の

内容を分析している が、すべての条文を詳しく研究することはない。また、その二諦説と往

生浄土の関係について、田中無量は「道綽は二諦（約理）の道理から「真空」（第一義諦）と

「妙有」（世俗諦）の因果論を語り、「真空妙有」の往生思想を確立することで、「妙有」の西方

論　文

　本稿では、道綽『安楽集』における二諦説の条文を分析することによって、道綽が

二諦説を利用する意図を明らかにすることを目的とする。『安楽集』には「二諦」と

いうような言葉が十二回まで用いられているので、これが重要な論説であると分かる

ようになった。しかし、その二諦説を詳しく研究する論文は少ない。特に二諦説と往

生浄土の関係について、二諦説に関するすべての条文を整理して、その前後の関連性

を含めて考察する必要がある。詳しく分析した結果、道綽は二諦説によって、往生浄

土の、大乗仏教における地位を確立させた。ただし、二諦説は往生浄土の真実性と合

理性を証明するために非常に重要な作用を発揮しているが、道綽の浄土教の根本原理

ではない。道綽の本意は二諦分明によって末法の衆生が浄土の功徳のみを求めて、阿

弥陀仏の願力によって往生できることを証明することを考えられる。

キーワード：道綽、安楽集、二諦説、往生浄土、阿弥陀仏

〔抄　録〕
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往生、修道論が示されるのである」と因果論の角度から二諦説と道綽の往生思想の関係を考察

している 。また杉山祐俊は『安楽集』における二諦に関する用例を整理することによって

「道綽は仏土論、往生論、実践論などの議論において、二諦説を全面的に援用しており、それ

に本願他力によって浄土に往生すると主張する曇鸞とは全く異なった往生浄土説を提示してい

る」と指摘している 。しかし、二諦の道理を体得できない凡夫にとって本願力を外れて二諦

によって浄土に往生するのは到底考えられない。そして、杉山は前後の関係を考えずに単に当

段の文面に限って道綽の意図を検討しているが、そのことは妥当性を欠いていると考えられ

る。従って、本論文では、道綽の往生浄土の確立に焦点を当て二諦に関する条文を再整理し、

そして前後の文脈の関連性も含めて考察することで、道綽の二諦説を運用する本意を探ってい

きたい。

　本論では、まず、龍樹の『中論』、『十二門論』における二諦説に関する文章によって、二諦

の意義を解明する。つぎに、『安楽集』における二諦説の条文を並べて、分析することによっ

て、道綽がどうやって二諦説を利用して往生浄土の真実性、合理性を証明したのかを明らかに

する。

一、『中論』、『十二門論』における二諦説の意義について

　道綽は『安楽集』の第二大門「破異見邪執」において、「一切諸仏説法、要具二縁。一依法

性実理、二須其二諦。彼計大乗無念、但依法性。然謗法無縁求、即是不順二諦 」といい、二

諦説の道理を利用して大乗無相論を批判している。この二諦説の意義を究明するために、龍樹

の『中論』、『十二門論』における二諦説に関する文章を確認する必要がある。

　まず、『中論』において、二諦について以下のように述べている。

　　諸仏依二諦、為衆生説法。一以世俗諦、二第一義諦。

　　若人不能知、分別於二諦、則於深仏法、不知真実義。

世俗諦者、一切法性空、而世間顚倒故生虚妄法、於世間是実。諸賢聖真知顚倒性、故知一

切法皆空無法、於聖人是第一義諦名為実。諸仏依是二諦、而為衆生説法。若人不能如実分

別二諦、則於甚深仏法、不知実義。若謂一切法不生是第一義諦、不須第二俗諦者、是亦不

然。何以故。

　　若不依俗諦、不得第一義。不得第一義、則不得涅槃。

第一義皆因言説。言説是世俗、是故若不依世俗。第一義則不可説。若不得第一義、云何得

至涅槃。是故諸法雖無生、而有二諦 。

　ここでは、仏は二諦によって衆生に仏法を説かれる。二諦とは世俗諦と第一義諦とのことで
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ある。世俗諦というのは、元々一切の法性は空であり、実体がないが、衆生は煩悩顚倒によっ

て一切の法に実体があると認識しているのである。しかし、聖人はその顚倒性を洞察すること

ができて、すべてのものは皆空であり、無生であることを知っている。即ち、第一義諦という

のは一切の法に自性がなくて、空であるということである。もし人々はこの二諦を分別しない

と、深い仏法を理解することができなくて、またその実義を知るわけがない。なぜならば、世

俗諦である言葉に依らないと、第一義を説くことができない、また第一義を語ることができな

いと、涅槃に至ることができないということである。したがって、諸々の法は無生であるが、

二諦の存在が必要となる。

　このように、衆生のために、仏は二諦によって仏法を説かなければならない。また、世俗諦

は第一義諦を知るための唯一、また必然な手段であると考えられる。

　しかし、もし世俗諦のみに執着すれば、おおきな危険を伴っている。これについて、『十二

門論』においてこのように述べている。

有二諦、一世諦、二第一義諦。因世諦、得説第一義諦。若不因世諦、則不得説第一義諦。

若不得第一義諦、則不得涅槃。若人不知二諦、則不知自利利他共利。如是若知世諦、則知

第一義諦。知第一義諦、則知世諦。汝今聞説世諦、謂是第一義諦、是故堕在失処。諸仏因

縁法名為甚深第一義。是因縁法無自性故我説是空 。

　この文章から見ると、二諦の関係を説明している。世諦によって第一義諦を説明することが

できるので、世諦を理解すれば、第一義諦を体得することができる。また、第一義諦を体得し

たら、世諦も知られるということである。もし二諦を知らないと、自利利他の利益を得ること

ができない。ただし、世諦を聞いて、第一義諦と誤認すれば、大きな間違いを犯すことにな

る。なぜなら諸仏の因縁法を第一義諦と名付けて、その因縁法は自性がないので空と言われる

からである。上述したように、世俗諦は衆生が煩悩によって自性のあると認識している法であ

る。もしその世諦を執着し止めれば、自性がない空義を体得することができるわけがないと示

している。

　また、『大智度論』において、菩薩は二諦によって説法することについて以下のように説明

している。

世尊、菩薩今得無所有法故、能令衆生得無所有法。無所得是有所得。仏答、菩薩行般若波

羅蜜時、無有有所得過。何以故。菩薩行般若波羅蜜時、不見衆生及法、但諸因縁和合仮名

衆生。菩薩住二諦中為衆生説法。不但説空、不但説有。為愛著衆生故説空。為取相著空衆

生故説有。有無中二処不染。如是方便力為衆生説法 。
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　この対話から見ると、菩薩は二諦によって修行するだけではなくて、衆生を教化する時も二

諦によると示している。菩薩は般若波羅蜜を行ずる時、有所得の過ちがない。なぜならば、菩

薩は六度を修行する時、衆生が諸々の因縁によって仮合したものであり、実体がないことを知

るからである。また、菩薩は智慧によって衆生と法は自性がないものと知るが、二諦によって

仮合した衆生に教化を施す。つまり、空だけを説かれるものではなく、有だけを語られるもの

ではない。有相を愛着する衆生のために、無相を説かれる。また、空を執着する衆生のため

に、有相を説かれるのである。このように有・無とも執着せずに衆生に仏法を説かれる。

　こうして、空（無相）は第一義諦であり、有（有相）は世俗諦であることがわかるようにな

った。また菩薩はこの二諦によって無所有法を得て（自利）、また衆生に利益を与える（利他）

ことができることを表している。

　以上の論典における二諦説をまとめると、二諦は仏が衆生に仏法の真義を伝えるための必要

な手段であり、衆生は自利利他の利益を得るために、この二諦を知らなければならない。また

菩薩はこの二諦に準じて修行し、そして衆生を教化されるのである。従って、単に俗諦、ある

いは単に第一義諦を執着すれば、仏法の利益を得られないということである。

　道綽はその二諦説によって、諸師の大乗無相の説が世俗諦の縁求を否定した断滅空である、

と反発する。しかし、道綽は直接に「諸仏依二諦、為衆生説法。一世俗諦、二第一義諦」とい

う原文を引用せずに、「要具二縁。一依法性実理、二須其二諦。」と示している。第一の要素は

法性実理という第一義諦を取り上げて、第二の要素は世俗諦を代わりに二諦という言葉を使っ

ている。第二要素ではなぜ、世俗諦のみを使っていないのか。ここでは道綽は諸師の大乗無相

の説に反発しているが、実は往生浄土の合理性を証明することこそ道綽の本意であるといえよ

う。したがって、二諦という言葉を使って第二要素とする理由は浄土を求めるのが有相の行為

であるが、無生の道理に順ずる縁求であり、二諦の道理に違反していないことを強調している

と考えられる。つまり、道綽は往生浄土が世俗諦のみに執着するのではなく、第一義諦に基づ

いて発生した行為であると強調している 。こうして、世俗諦を第一義諦とする間違いが避け

られると考えられる。

　このように、道綽は二諦説を通して諸師の大乗無相説を否定することによって、浄土に往生

するのが解脱を求める道であると強調している。すなわち、この二諦説は道綽が人々に浄土へ

往生しようと説得する基調であると考えられる。では、これから、『安楽集』における二諦説

に関する条文を並べて、具体的に二諦説と往生浄土との関係を分析しようと思う。

二、『安楽集』における二諦説について

　上述したように、『安楽集』には「二諦」に関する条文が十二回見られる。以下は『安楽集』

に出る順番によって並べている。
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⑴ 若知無相離念為体而縁中求往者、多応上輩生也 。（第一大門第八）

⑵ 今之行者、無問淄素、但能知生無生、不違二諦者、多応落在上輩生也 。（第一大門第

八）

⑶ 今祈菩提、但能如此修行、即是不行而行。不行而行者、不違二諦大道理 。（第二大門

第一）

⑷ 一切諸仏説法、要具二縁。一依法性実理、二須其二諦 。（第二大門第二）

⑸ 菩薩雖処二諦、常能妙捨有無、取捨得中、不違大道理 。（第二大門第二）

⑹ 又云、若摂縁従本、即是心外無法、若分二諦明義、浄土無妨是心外法也 。（第二大門

第二）

⑺ 今勧後代学者、若欲会其二諦、但知念念不可得、即是智慧門、而能繫念相続不断、即是

功徳門 。（第二大門第三）

⑻ 言衆生畢竟無生如虚空者、有二種義。一者如凡夫人所見実衆生、実生死等。若拠菩薩、

往生畢竟如虚空、如兎角。二者今言生者、是因縁生。因縁生故、即是仮名生、仮名生

故、即是無生、不違大道理。非如凡夫謂有実衆生、実生死也 。（第二大門第三）

⑼ 然前六大徳、並是二諦神鏡、斯乃仏法網維。志行殊倫、古今実稀、皆共詳審大乗、嘆帰

浄土乃是無上要門也 。（第四大門第一）

⑽ 学則衆門並進、止則二諦虚融、十方済運、則乗大神通、晏安暫時、則坐三空門 。（第

五大門第三）

⑾ 如『十地経』云、初地菩薩、尚自別観二諦、励心作意、先依相求、終則無相、以漸増

進、体大菩提。尽七地終心、相心始息。入其八地、絶於相求、方名無功用也。是故

『論』云、七地以還、悪貪為障、善貪為治。八地以上、善貪為障、無貪為治。況今願生

浄土、現是外凡、所修善根、皆従愛仏功徳生、豈是縛也 。（第七大門第一）

⑿ 只欲疾成自利利他、利物深廣。十信三賢、摂受正法、契会不二、見証仏性、明曉実相、

観照暉心、有無二諦、因果先後、十地優劣、三忍三道、金鋼無碍、証大涅槃。大乗寛

運、欲無限時住、為尽無辺生死海故 。（第八大門第三）

　このように十二の条文がある。第⑴、⑻条文には「二諦」という言葉がないが、その内容か

ら見ると、「二諦」と一致しているからここにあげることができると考えられる。

　以上の十二条文は内容によって四種類に分けられる。まず、⑴～⑸の条文は二諦説によって

大乗仏教において往生浄土の地位を確立する（第一類）。次に、第⑹～⑻、⑾の条文は二諦分

明によって往生浄土の合理性を証明する（第二類）。さらに、第⑼の条文は二諦に順ずる修行

者を浄土に往生する事例として取り上げる（第三類）。最後に、⑽、⑿の条文は二諦の境界を

往生の利益とする（第四類）。これから、一一の条文を詳しく分析して、道綽が二諦説を運用

する本意を明らかにしたいと思う。
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（一）　往生浄土の確立（第一類）──二諦説を通して──

　『安楽集』の第一大門の凡聖通往において、道綽は凡夫が有相の善根をもって浄土に往生で

きると証明するために、『観仏三昧経』菩薩本行品と『浄土論註』を引用している。また最後

の論説として⑴と⑵の条文を用いられている。

是故『観仏三昧経』菩薩本行品云、「文殊師利白仏言、我念過去無量劫数為凡夫時、彼世

有仏、名宝威徳上王如来。…童子見仏、為仏作礼、敬仏心重、目不暫捨。一見仏故、即得

除却百万億那由他劫生死の罪。従是以後、常生浄土、即得値遇百億那由他恒河沙仏。是諸

世尊、亦以相好度脱衆生。…既得此已、諸仏現前、乃為説無相法、須臾之間、得首楞厳三

昧。時彼童子、但受三帰、一礼仏故、諦観仏身、心無疲厭、由此因縁、値無数仏。何況繫

念、具足思惟、観仏色身。時彼童子、豈異人乎。是我身也。」爾時世尊讃文殊菩薩言、「善

哉善哉。汝以一礼仏故、得値無数諸仏、何況未来我諸弟子、勤観仏者、勤念仏者。」仏敕

阿難、「汝持文殊師利語、遍告大衆及未来世衆生。若能礼仏者、若能念仏者、若能観仏

者、当知此人與文殊師利等無有異。捨身他世、文殊師利等諸菩薩為其和上。」以此文証、

故知浄土該通相土、往生不謬。若知無相離念為体而縁中求往者、多応上輩生也。

是故天親菩薩『論』云、「若能観二十九種荘厳清浄、即略入一法句。一法句者、謂清浄

句。清浄句者、即是智慧無為法身故。…雖知就縁観総別二句、莫非実相也。以知実相故、

即知三界衆生虚妄相也。以知三界衆生虚妄故、即起真実慈悲也。以知真実慈悲故、即起真

実帰依也。」今之行者、無問淄素、但能知生無生、不違二諦者、多応落在上輩生也 。

　道綽は『観仏三昧経』における文殊菩薩の事例を引用して凡夫が礼仏、念仏と観仏などの有

相行によって必ず浄土に往生することができると強調している。また、無相離念を本体とする

ことを体得しながら浄土に縁じて求めれば、上輩生になると表明している。

　引き続き、天親菩薩の『浄土論』を引用して、上輩生のことを説明している。これは『浄土

論』の原文ではなく、曇鸞（476～542）の『浄土論註』の内容である。そして道綽は『浄土論

註』の原文を引用するのではなくて、自らの加減文、あるいは取意文として引用している。ま

たこの文章について、上述したように、従来の学者は阿弥陀仏の法性法身（無相）と方便法身

（有相）の関係を中心として論じるが、しかし段落の末尾の言葉から見ると、やはり浄土往生

の思想を述べていると考えられる。

　道綽は二十九種荘厳清浄の相を観ずるのは即ち一法句に入る、またこの総別二相に縁じて観

ずることを知ると雖も、この二相は皆実相であると述べている。つまり、総相としての二十九

種荘厳清浄でも別相としての一法句でも、実相であると主張している。また、この実相を理解

してから、三界の衆生の虚妄相を知って、またその虚妄相を知ってから、真実の慈悲を起こ

し、さらに真実の帰依を起こすことができる。こうして、その実相を体得しながら二十九種荘
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厳清浄の相を観ずるのは上輩生になると考えられる。従って、道綽は在家者であろうが出家者

であろうが、ただ生即無生であることを知りながら浄土を求めるという二諦の道理を違反しな

ければ、上輩生になると提示している。

　このように、道綽は凡夫が有相の行法によって浄土に往生できると強調しているが、二諦の

道理を体得することによって上輩生になることも認めている。また、浄土に往生するために、

生即無生と無相離念為体という道理を知られるかどうかにもかかわらず、浄土に縁じて求める

のは決して異なることはないと示している。

　また⑶の条文について、『安楽集』第二大門の「発菩提心」において以下のように述べてい

る。

問曰、若備修万行能感菩提、得成仏者、何故『諸法無行経』云、「若人求菩提、即無有菩

提、是人遠菩提、猶如天與地。」

答曰、菩提正体、理求無相。今作相求、不当理実、故名人遠也。是故経言、「菩提者、不

可以心得、不可以身得也。」今謂行者、雖知修行往求、了了識知理体無求、仍不壊仮名、

是故備修万行、故能感也。…今祈菩提、但能如此修行、即是不行而行。不行而行者、不違

二諦大道理 。

　ここには菩提を得る方法について設問している。もし万行を備えて菩提を得て、成仏できれ

ば、なぜ『諸法無行経』において、人々は菩提を求めれば、菩提がなくなる、この人は菩提か

ら遠く離れて、まるで天と地のようであると説かれているのか。この問題に対して、まず、な

ぜ人は菩提から離れるのかについて解釈している。菩提の正体は無相であり、今は有相として

求めているので、実理に当たってないからである。次に、行者は万行を修行し菩提を得る原因

を説明している。行者は本当に菩提を有相として求めるのではなく、菩提の正体が無相という

道理を体得しながらその仮名を壊さずに修行するからである。このような修行は不行の行であ

るので、二諦の大道理に違反していないと指摘している。

　このように、大乗仏教において菩提の本体は無相であるが、それを得るために、有相の縁求

が必要あるということがわかるようになった。

　また、その次、道綽は天親菩薩の『浄土論』を引用し、浄土に往生することによって、菩提

を得ることについて説明している。

又依天親『浄土論』云、「凡欲発心会無上菩提者、有其二義。一者先須離三種與菩提門相

違法、二者須知三種順菩提門法。…菩提是畢竟常楽処、若不令一切衆生得畢竟常楽者、則

違菩提門。此畢竟常楽、依何而得。要依大義門。大義門者、謂彼安楽仏国是也。」故令一

心専至、願生彼国、欲使早会無上菩提也 。

22（

（

23（

（

佛教大学大学院紀要　文学研究科篇　第 50 号（2022 年 3 月）

17 ──



　『浄土論』に説かれているように、菩提は畢竟常楽のところであり、もし一切の衆生に畢竟

常楽を得させなければ、菩提門に違反している。そして、畢竟常楽である菩提を得るために、

安楽国という大義門によらないといけないと表明している。これを論拠として、道綽は衆生に

専ら安楽浄土に願生して、早く無上の菩提を獲得しようと勧める。

　このように、前の段落と合わせて見ると、菩提を得るために、有相の縁求が必要であるか

ら、浄土を求めるのは正当性があるとみられる。また、菩提を得る目的として、浄土に願生す

ることと万行を修行することとの効果は異なることがないと考えられる。そうすれば、往生浄

土によって菩提を得られるから、その真実性を証明することができると考えられる。そしてこ

こから、往生浄土をめぐって諸師の偏見や邪見を修正するために論争を展開していく。

　⑷には、道綽は『安楽集』の第二大門「破妄計大乗無相者」において二諦によって往生浄土

の合理性を説明するために以下のように述べている。

問曰、或有人言、大乗無相、勿念彼此、若願生浄土、便是取相、転増漏縛、何用求之。

答曰、如此計者、将謂未然。何者。一切諸仏説法、要具二縁。一依法性実理、二須其二

諦。彼計大乗無念、但依法性。然謗法無縁求、即是不順二諦。如此見者、堕滅空所収。是

故、『無上依経』云、「仏告阿難、一切衆生若起我見如須弥山、我所不懼。何以故。此人雖

未即出離、常不壊因果、不失果報故。若起空見如芥子、我即不許。何以故。此見者破喪因

果、多堕悪道。未来生処、必背我化。」今勧行者、理雖無生、然二諦道理非無縁求、一切

得往生也。是故『維摩経』云、「雖観諸仏国、及與衆生空、而常修浄土、教化諸群生。」

又、彼『経』云、「雖行無作、而現受身、是菩薩行。雖行無起、而起一切善行、是菩薩

行。」是其真証也 。

　ここには道綽は二諦の道理によって、ただ大乗無相を執着し、縁によって求めるのを否定す

ることが断滅空であると批判している。二諦の道理において、大乗無相との実理があるが、有

相によって修行する必要があり、また上述したように、浄土を求めるのは第一義諦に立脚した

世俗諦の行為であるから、浄土に願生するのが理にかなうと強調している。さらに、『維摩経』

を引用して、菩薩は諸仏国と衆生は空であると観ずるが、常に浄土を求めて、諸々の衆生を教

化する、そして無相の行を修行するが、一切の善行を行うことが菩薩行であると説明してい

る。こうして、浄土を求めるのは二諦の道理に順ずる修行であり、決して有漏、束縛の行為で

はないと証明している。

　また、⑸には、道綽は『安楽集』の第二大門「会通菩薩愛見大悲者」において人々に浄土に

往生しようと勧進するのは二諦に順ずる菩薩行であることについて以下のように述べている。

　問曰、依大乗聖教、菩薩於諸衆生若起愛見大悲、即応捨離。今勧衆生共生浄土、豈非愛

24（

（

『安楽集』における二諦説と往生浄土の関係について（王　振賢）

18 ──



染取相。若為免其塵累也。答曰、菩薩行法、功用有二。何者。一証空慧般若、二具大悲。

一以修空慧般若力故、雖入六道生死、不為塵染所繫。二以大悲念衆生故、不住涅槃。菩薩

雖処二諦、常能妙捨有無、取捨得中、不違大道理也。是故『維摩経』云、「譬如有人、欲

於空地造立宮舎、随意無碍。若於虚空、終不能成。菩薩亦如是、為欲成就衆生故、願取仏

国。願取仏国者、非於空也 。」

　ここには菩薩は衆生を勧めて、一緒に浄土に往生するのが愛染取相であるという非難に対し

て、菩薩は空慧般若と慈悲との二つの功用があるから、衆生を救済する時、常に有無を巧みに

捨てて、正しい道を行ずることができて、大乗仏教の根本原理である二諦の道理を違反するこ

とがないと答えている。

　また、『維摩経』に説かれる譬喩を引用して、衆生に浄土へ往生しようと勧めるのは菩薩の

修行であると説明している。それは何もない地面で宮舎を建てることは容易にできるが、空中

では建てることができない。菩薩が仏国土を建てることも同じである。菩薩は衆生を救済する

ために、仏国を取ろうと願うが、その仏国を空中で建てるのではなく、必ず地面で建てるので

ある。つまり、菩薩は空慧のみで仏国を取ることができなくて、その修行する対象が必要であ

る。即ち、大悲によって衆生に浄土へ往生しようと勧めるのは仏国を求める修行である。そう

すると、これは菩薩が二諦に順ずる救済活動であり、決して愛染取相ではないと主張してい

る。

　以上のように、往生浄土は大乗仏教の根本道理に順ずる菩薩行であり、その大乗仏教の属性

を確立することができると考えられる。

（二）　往生浄土の合理性（第二類）──二諦分明を通して──

　⑹、⑾には二諦分明のことについて説明している。まず第⑹の条文について、道綽は『安楽

集』の第二大門「破繫心外無法者」において以下のように述べている。

問曰、或有人言、所観浄境、約就内心、浄土融通、心浄即是。心外無法、何須西入。答

曰、但法性浄土、理処虚融、体無偏局、此乃無生之生、上士堪入。是故『無字宝篋経』

云、「善男子、復有一法、是仏所覚。所謂諸法不去不来、無因無縁、無生無滅、無思無不

思、無増無減。仏告羅 羅言、汝今受持我此所説正法義否。爾時十方有九億菩薩即白仏

言、我等皆能持此法門、当為衆生流通不絶。世尊告言、是善男子等、則為両肩荷担菩提。

彼人即得不断辯才、得善清浄諸仏世界。命終之時、即得現見阿弥陀仏與諸聖衆住其人前、

得往生也。」自有中下之輩、未能破相、要依信仏因縁、求生浄土。雖至彼国、還居相土。

又云、若摂縁従本、即是心外無法。若分二諦明義、浄土無妨是心外法也 。

25（

（

26（

（

佛教大学大学院紀要　文学研究科篇　第 50 号（2022 年 3 月）

19 ──



　ここには心を清らかにすれば、その心は浄土であるという観点を持つ人に対して、道綽は

『無字宝篋経』を引用して、このような浄土が上輩の人のみ往生できると説明している。その

一方、中下輩の人たちは有相を看破することができないから、信仏因縁によって、浄土に往生

しなければならないと強調している。因みに、「信仏因縁」という言葉は『安楽集』第三大門

第一の「弁難行道、易行道」において、道綽が曇鸞の易行道の思想を引用する時も出てい

る 。藤堂恭俊は曇鸞の易行道にある「信仏因縁」に対して、

「信仏の因縁とは具体的には、阿弥陀仏の本願成就の聖意とその働きを信じ（往生の信

因）、その聖意のままに阿弥陀仏のみ名を称念し（往生の行因）、その大願業力の働きを増

上縁（往生の縁）とすることによって往生できるから、阿弥陀仏の在す清浄の土におい

て、速やかに大乗正定聚（不退転）を体得できる、という他力易行道を選び取るに至っ

た 。」

と解釈している。道綽はこのような曇鸞の易行道の思想を継承していると考えられる。

　また、「摂縁従本、即是心外無法」といい、ここの「摂縁従本」の「縁」とは外相であるか

ら、その「本」とは外相を発生させる根源であり、つまり我々の心を指していると考えられ

る。そうすると、ここでは浄土は心の外現の因縁であるから、もしこの縁を本体である心に納

めれば、心外無法といえるが、もし、二諦の明義を分ければ、浄土は心の外の法であるともい

える。つまり、我々の本心は第一義諦であれば、その浄土は俗諦である、また、この二諦を分

立すれば、浄土は確実に心の外にあるということである。すなわち、無相を体得できなく、自

らの本心を悟ってない人々に対して、浄土は心外の法であると指摘している。

　このように、道綽は機根によって、浄土に往生するために、二種の方法を分別している。一

つには二諦を体得しながら浄土を求めること、二つにはただ信仏因縁によって浄土を求めるこ

とである。また、⑺において、この二つの方法について、もう一度説明している。

　⑺について、『安楽集』における第二大門「広施問答」において、以下のように説かれてい

る。

又問曰、今欲依勧、行念仏三昧、未知計念相状何似。

答曰、譬如有人、於空曠迥処、値遇怨賊、抜刃奮勇、直来欲殺。此人徑走、視渡一河。未

及到河、即作此念、「我至河岸、為脱衣渡、為着衣浮。若脱衣渡、唯恐無暇。若着衣浮、

復畏首領難全。」爾時但有一心作渡河方便、無余心想間雑。行者亦爾、念阿弥陀仏時、又

如彼人念渡、念念相次、無余心想間雑。或念仏法身、或念仏神力、或念仏智慧、或念仏毫

相、或念仏相好、或念仏本願、称名亦爾。但能専至、相続不断、定生仏前。

今勧後代学者、若欲会其二諦、但知念念不可得、即是智慧門、而能繫念相続不断、即是功
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徳門。是故経云、「菩薩摩訶薩、恒以功徳智慧以修其心。」若始学者、未能破相、但能依相

専至、無不往生、不須疑也

　ここには道綽は河を渡るという譬喩を利用して念仏三昧の様相を説明している。即ち、ある

人は自らの命を救うために、雑念なく心を一つにして方法を考えて河を渡ろうとする様子に譬

えている。つまり、行者は阿弥陀仏を念ずる時、よそのことを全く考えず、ただ絶えず念仏す

るということである。念仏とは或は仏の法身を念じて、或は仏の神力を念じて、或は仏の智慧

を念じて、或は仏の毫相を念じて、或は仏の相好を念じて、或は仏の本願を念じて、また仏の

名字を称えるなどのである。いずれの行法でも、ただ心を専らにして、絶えずに相続すれば、

必ず仏の前に生まれると指摘している。

　さらに、念念に得るものがないと知るのは智慧門であり、また仏を繫念して相続するのは功

徳門であると示している。その二諦を会通しようとすれば、智慧門に立脚して功徳門を修行し

なければならない。ただし、もし始学者が有相を看破してない場合は、ただ有相によって修行

すれば、往生できないことがないと強調している。つまり、智慧門を修行できない行者はただ

功徳門を修行することによって、必ず往生できると考えられる。

　⑹と合わせてみると、二諦明義というのは智慧門と功徳門ともいえるだろう。浄土が無生の

生であることを知る智慧がなくても、浄土に執着してその功徳を求めれば、必ず往生できると

いうのが道綽の本意であると考えられる。

　しかし、以上のように、大乗仏教において、ただ俗諦に執着して修行すれば、大きな間違い

を犯すと説かれているが、なぜ西方浄土に執着して修行すれば往生できるのか。この問題に対

する回答は第⑾の条文にあると考えられる。

　⑾について、『安楽集』における第七大門の「此彼取相、料簡縛脱」において、以下のよう

に説かれている。

若取西方浄相、疾得解脱、純受極楽、智眼開朗。若取此方穢相、唯有妄楽、痴盲、厄縛、

憂怖。問曰、依大乗諸経、皆云無相乃是出離要道、執相拘礙、不免塵累。今勧衆生捨穢欣

浄、是義云何。

答曰、此義不類。何者、凡相有二種。一者於五塵欲境、妄愛貪染、随境執着、此等是相、

名之為縛。二者愛仏功徳、願生浄土、雖言是相、名為解脱。何以得知。如『十地経』云、

「初地菩薩、尚自別観二諦、励心作意、先依相求、終則無相、以漸増進、体大菩提。儘七

地終心、相心始息。入其八地、絶於相求、方名無功用也。」是故『論』云、「七地以還、悪

貪為障、善貪為治。八地以上、善貪為障、無貪為治。」況今願生浄土、現是外凡、所修善

根、皆従愛仏功徳生、豈是縛也。

故『涅槃経』云、「一切衆生有二種愛、一者善愛、二者不善愛。不善愛者、唯愚求之、善
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法愛者、諸菩薩求。」是故、『浄土論』云、「観仏国土清浄味、摂受衆生大乗味、類事起行

願取仏土味、畢竟住持不虚作味、有如是等無量仏道味。」故雖是取相、非当執縛也。又、

彼浄土所言相者、即是無漏相、実相相也 。

　この文章から見ると、道綽は相を二種類に分けている。一つには五塵欲境に執着する縛相で

ある。二つには仏の功徳を愛して、浄土に願生する解脱相である。そして『十地経』とその

論、『涅槃経』と『浄土論』を引用して、仏の功徳を愛する善根は束縛の相ではなく、西方浄

土という相は無漏で、実相の相であると証明している。すなわち、西方浄土という相は凡夫の

顚倒煩悩によって成就した相ではなく、仏の功徳によって建てられたものであり、無相に即す

る有相であるので、単に世俗諦ではないと考えられる。

　また、二諦に関する条文においては「初地の菩薩が二諦を分別にして、まず相によって求め

て、最後に無相に達し、段々と大菩提を体得する、七地終心に入る菩薩が初めて相による心を

やめて、八地以上に入った後、相を求めることを止めてから無功用という」とある。初地の菩

薩まで相によって修行して、段々と無相に入るのに、まして凡夫は西方浄土に往生してから、

菩提を体得するのではないか。こうして、道綽は凡夫が二諦明義を分けることによって有相往

生の合理性を強調している。

　このように、中下輩の人は西方浄土が無生の生という道理を体得できないといえども、仏の

功徳によって建てられた浄土を信じて求めるのは決して束縛の行為ではなく、逆に実相である

浄土を求めてこそ凡夫の正しい修行であると主張している。

　ただし、凡夫が浄土に往生できると雖も、やはり凡夫は破相できないから、この往生は実の

生死であるのか、あるいは因縁生（無生の生）であるのか。これから第⑻条文に入って、往生

浄土というのは因縁生であることと説明している。

　⑻について、『安楽集』における第二大門「広施問答・釈去疑情」において、以下のように

説かれている。

問曰、諸大乗経論皆言、一切衆生畢竟無生、猶若虚空、云何天親、龍樹菩薩皆願往生也。

答曰、言衆生畢竟無生如虚空者、有二種義、一者如凡夫人所見実衆生、実生死等。若拠菩

薩、往生畢竟如虚空、如兔角。二者今言生者、是因縁生。因縁生故、即是仮名生。仮名生

故、即是無生、不違大道理。非如凡夫謂有実衆生、実生死也。

又問曰、夫生為有本、乃是衆累之元。若知此過、捨生求無生者、可有脱期。今既勧生浄

土、即是棄生求生、生何可尽。

答曰、然彼浄土、乃是阿弥陀如来清浄本願無生之生、非如三有衆生愛染虚妄執着生也。何

以故。夫法性清浄、畢竟無生。而言生者、得生者之情耳。

又問曰、如上所言、知生無生、当上品生者。若爾、下品生人、乗十念往生者、豈非取実生
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也。若実生者、即堕二疑、一恐不得往生、二謂此相善不能與無生為因也。

答曰、釈有三番。

一譬如浄摩尼珠、置之濁水、以珠威力、水即澄清、若人雖有無量生死罪濁、若聞阿弥陀如

来至極無生清浄宝珠名号、投之濁心、念念之中、罪滅心浄、即便往生。

二如浄摩尼珠、以玄黄帛裹、投之於水、水即玄黄、一如物色。彼清浄仏土、有阿弥陀如来

無上宝珠名号、以無量功徳成就帛裹、投之所往生者心水之中、豈不能転生為無生智乎。

三亦如氷上燃火、火猛則氷液、氷液則火滅。彼下品往生人、雖不知法性無生、但以称仏名

力、作往生意、願生彼土、既至無生界時、見生之火自然而滅也 。

　第一問答には天親、龍樹菩薩の願生は因縁生であり、凡夫のような実の生死ではないと説明

している。その因縁生はまた仮名生、無生といい、二諦の道理に違反していないのである。

　また、第二の問答においては西方浄土は阿弥陀仏の清浄の本願によって建てられた世界であ

るので、無生の境界であり、決して三有の衆生が愛染、虚妄、執着によって形成したところで

はないと主張している 。なぜならば、その法性が清浄で、畢竟無生であるからである。生と

いうのは、ただ往生を求める人の情に従って説かれるものである。つまり、西方浄土に往生す

るのは人々の情によって説かれるのが、実は無生であると考えられる。そうすると、生が無生

という道理を体得する人は浄土に往生できると理解できるが、この道理を悟っていない人は西

方浄土に往生できるのか。

　更に、第三の問答には、生が無生と体得できる人は上品生に当たるが、十念によって往生す

る下品生の人は実の生死に落ちるのではないか。もしそうであれば、西方浄土に往生できない

恐れがある、また、十念念仏という有相の善根によって無生の境界に行けない恐れがあると提

起している。これに対して、三つの解釈を取り上げている。

　第一には、阿弥陀仏の清浄な名号を聞いて心に投入すれば、衆生の罪は除かれて心を清らか

にされ、即ち往生できる。

　第二には、阿弥陀仏の名号には無量の功徳があるから、往生した人の心に投入すると、生の

知見を無生の智慧に転じることができる、即ち、無生の境界に入ることができる。

　第三には、まるで氷上の火のように、火が猛烈になるほど、その氷が早く溶ける、また氷が

溶けると、火は消えることになる。これは下品生の人は法性が無生という道理を体得できない

が、心の中に往生しようと決定し、浄土に願生すれば、ただ仏名を称える力によって往生でき

る、また、衆生は無生の境界に入ると、その有生の願生心がすぐに消えると譬えている。

　こうして、凡夫が往生できるのは凡夫の修行の能力と関係なく、すべて阿弥陀仏の名号の力

であると考えられる。また、阿弥陀仏の名号そのものは衆生の生の知見を無生の智慧に転換す

る働きがあるから、名号を称えることによって衆生に智慧と功徳を備えさせることになり、二

諦の道理に違反していないと考えられる。つまり、阿弥陀仏の名号には功徳と智慧があるだけ
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ではなく、念仏の衆生にも具足させる働きがある。従って、衆生は二諦の道理を体得せずに名

号を称えるのは有相の行いであるが、実に二諦の道理を違反してない。すなわち、凡夫が称名

念仏をして阿弥陀仏の願力によって西方浄土に往生するということは大乗の根本道理に順ずる

無生の生であると示唆している。

　以上のように、道綽は二諦分明によって往生浄土の合理性を証明することができた。また、

中下輩の人は直接に二諦の道理を体得して往生するのではなく、阿弥陀仏の願力によって往生

するのであると主張している。

（三）　二諦の道理に順ずる修行者ら（第三類）

　⑼において、六名の大徳の徳行を取り上げて、二諦の道理に従う修行の様相を示している。

『安楽集』における第四大門「依中国及以此土大徳所行者」において、以下のように説かれて

いる。

余五翳面牆、豈寧自輙。但以游歴披勘、敬有師承。何者。謂中国大乗法師流支三蔵。次有

大徳呵避名利、則有慧寵法師。次有大徳尋常敷演、毎感聖僧来聴、則有道場法師。次有大

徳和光孤棲、二国慕仰、則有曇鸞法師。次有大徳禅観独秀、則有大海禅師。次有大徳聡慧

守戒、則有斉朝上統。然前六大徳、並是二諦神境、斯乃仏法綱維、志行殊倫、古今実稀。

皆共詳審大乗、歎帰浄土乃是無上要門也。問曰、既云歎帰浄土乃是要門者、未知此等諸徳

臨終時皆有霊験已否。答曰、皆有不虚。如曇鸞法師、康存之日、常修浄土 。

　ここには菩提流支三蔵、慧寵、道場、曇鸞、大海、上統など六名の大徳を取り上げて、彼ら

は二諦の道理に従って修行するものであり、その修行がとても優れて、仏法の模範であると褒

めている。また、彼らは皆大乗仏教の真義を良く洞察して、浄土に帰するのが無上の要門であ

ると讃歎していることを指摘している。このように、道綽は二諦の道理に会通できて優れた徳

行のある高僧を浄土行者として、往生浄土の素晴らしさと真実性を表している。そして、特に

曇鸞の往生事例を取り上げて衆生に浄土へ往生しようと勧めると考えられる。

（四）　往生浄土の利益としての二諦（第四類）

　また、⑽には往生した利益として二諦を提示している。『安楽集』における第五大門におい

て、以下のように述べている。

往生彼国勝者、拠『大経』云、十方人天、但生彼国者、莫不皆獲種々利益也。何者。一生

彼国者、行則金蓮棒足、坐則宝座承軀、出則帝釈在前、入則梵王従後。一切聖衆與我親

朋、阿弥陀仏為我大師。宝樹宝林之下、任意翱翔。八徳池中、游神濯足。形則身同金色、
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寿則命與仏斉。学則衆門並進、止則二諦虚融、十方済運、則乗大神通、晏安暫時、則坐三

空門。游則入八正之路、至則到大涅槃。一切衆生、但至彼国者、皆証此益。何不思量、不

速去也 。

　⑿について、第八大門の「釈往生意」において、以下のように述べている。

問曰、今願生浄土、未知作何意也。答曰、只欲疾成自利利他、利物深広。十信三賢、摂受

正法、契会不二、見証仏性、明曉実相、観照暉心、有無二諦、因果先後、十地優劣、三忍

三道、金剛無碍、証大涅槃。大乗寛運、欲無限時住、為尽無辺生死海故 。

　この二つの条文には極楽世界に往生した後の利益を取り上げて、その中に二諦の道理を証得

することができると示している。西方浄土に往生すれば、皆同じく大乗の二諦の道理を体得

し、大涅槃を証得することができると示している。つまり、この世界で二諦の道理を体得でき

るかどうかにもかかわらず、浄土に往生すると、同じ利益を得ることができると示唆してい

る。これによって、すべての衆生に浄土へ往生しようと勧進するのは道綽の意図であると捉え

られるだろう。

三、道綽『安楽集』における二諦説の意図

　以上のように、二諦説に関する十二の条文を四種類に分けて詳しく分析してきた。二諦説の

引用の半分六条は第二大門に集中しており、ほかの部分は第一、四、五、七大門に分散してい

る。道綽が第二大門において広く諸師の邪見を批判しているので、二諦説を引用して論じた主

な目的は諸師の偏見を修正し、またそれによって往生浄土の正当性を確立すると考えられるの

だろう。

　まず、道綽は⑴～⑸の条文（第一類）を利用して往生浄土の大乗仏教の属性を確立してい

る。すなわち、⑴、⑵の条文には有相往生でも無相往生でも浄土を求めるのは必要であると主

張している。⑶の条文には菩提を得るために、往生浄土はその方法の一つとして取り上げてい

ることによって、往生浄土の真実性を証明している。さらに、⑷、⑸の条文において二諦道理

によって諸師の大乗無相と愛見大悲の非難を論破して、往生浄土は菩薩行であると強調してい

る。こうして、往生浄土は大乗菩提を求める菩薩行であるので、大乗仏教であると考えられ

る。

　次に、⑹～⑻、⑾の条文（第二類）において二諦を分立して往生浄土の合理性を証明してい

る。すなわち、⑹の条文には二諦道理を体得できない人に対して浄土は心外の法であると指摘

しているが、⑺、⑾の条文において『十地経』とその論、『涅槃経』と『浄土論』を引用する
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ことによって、往生浄土は真諦に立脚した俗諦であり、浄土の功徳を求める者のみが往生でき

ると論証している。また、⑻の条文には破相できない凡夫の往生は実の生死であるか二諦道理

にかなう無生の生であるかという問題を検討することによって、阿弥陀仏の功徳（名号）は名

号を称える衆生に功徳と智慧を具足させる働きがあるから、往生浄土が二諦の道理に順ずる無

生の生であると強調している。このように、西方浄土は凡夫の心外の法といっても、決して凡

夫の煩悩によって成就した束縛の相ではなく、真諦に即する解脱相であるので、ただ浄土の功

徳を求めれば往生できると示し、そして、その功徳は衆生に功徳と智慧を具足させる働きがあ

るから、無生の生であると強調している。

　さらに、⑼の条文（第三類）において修行が優れた著名な高僧は皆往生浄土が素晴らしい解

脱の道であると讃歎していることと指摘していることによって、浄土へ往生する説得力を強化

していると考えられる。

　最後に、⑽、⑿の条文（第四類）において二諦を往生浄土の利益として取り上げていること

によって、浄土の平等性と真実性を表明し、衆生に浄土へ往生する欣求心を引き出すと考えら

れる。

　このように、道綽が二諦説を利用する主な目的は諸師の邪見を論破して往生浄土の真実と合

理性を証明すると考えられる。つまり、その二諦説をかけ橋として、聖道門の諸師に浄土門を

承認させ、また転入させるというのが道綽の本意であったと考えられるのである。さらに、道

綽は浄土門が末法の衆生の唯一の出路 であると主張している。しかし、下劣な末法衆生は二

諦を体得することによって浄土に往生するのはやはり無理である。したがって、二諦の道理を

借り、阿弥陀仏の願力に乗じて称名念仏にして浄土に往生できるということの正確性を証明す

ることこそ道綽の意図であったと考えられる。

おわりに

　本論では、『中論』、『十二門論』における二諦説の意義と『安楽集』における二諦に関する

条文を分析することによって、二諦説の意味を明らかにして、また道綽が二諦説によって、往

生浄土を大乗仏教における地位として確立させたということを考察してきた。　二諦説は往生

浄土の真実性と合理性を証明するために非常に重要な作用を発揮しているが、道綽の浄土教の

根本原理ではない。むしろ、二諦分明によって末法の衆生が浄土の功徳のみを求めて、阿弥陀

仏の願力によって往生できることを証明するのは道綽の本意であると考えられる。

　しかし、二諦によって浄土を求めることを否定することではない。衆生の機根によって直接

に二諦の道理を体得できて浄土を求める、または道理を理解できなくても、阿弥陀仏の願力に

よって浄土に往生するという場合があるから、道綽は衆生の機根によって多くの往生方法を提

示している。従って、今後は、衆生の機根と繫げて道綽の方法論を考察していく。
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『大正蔵』四七、八頁下、九頁上
『大正蔵』四七、一二頁中『安楽集』第三大門「言易行道者、謂以信仏因縁、願生浄土、起心立
徳、修諸行業。仏願力故、即便往生。以佛力住持、即入大乗正定聚。正定聚者、即是阿 跋致不退
位也。譬如水路、乗船則楽、故名易行道也。」
藤堂恭俊・牧田諦亮『曇鸞・道綽』（『浄土仏教の思想』四、講談社、一九九五年）
『大正蔵』四七、一一頁上、中
『大正蔵』四七、一八頁中、下
『大正蔵』四七、一一頁下、十二頁上
原恒久『浄土教における往生観』（『佛教論叢』通号四八、二〇〇四年）一二八頁参照

『大正蔵』四七、十四頁中
『大正蔵』四七、十七頁中、下
『大正蔵』四七、一九頁中
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『大正蔵』四七、一三頁下『安楽集』第三大門「当今末法、現是五濁悪世、唯有浄土一門可通入
路。」

（おう　しんけん　文学研究科仏教学専攻博士後期課程）
（指導教員：齊藤　隆信　教授）

2021 年 9 月 23 日受理

36（ ）

『安楽集』における二諦説と往生浄土の関係について（王　振賢）
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縁起の二句をめぐる
世親とシュリーラータの解釈について

中 島 正 淳

1．はじめに

　シュリーラータと世親の二人は、ともに有部の「三世実有説」に反対し、経部の立場から

「現在有体・過未無体説」を主張する 。しかし一方で、この二人の間にはしばしば大きな思

想的差異も散見し、世親がシュリーラータの思想を否定する箇所まで存在する 。では、この

二人が同じ「経部」（Sautrāntika）に属するのであれば、世親はシュリーラータの思想に賛同

することはあっても、なぜ否定するのであろうか 。経部の形態を解明するためには、この問

論　文

　シュリーラータと世親の二人は、ともに「経部」に属すると主張するにも拘わら

ず、しばしば大きな思想的差異も散見し、世親がシュリーラータの主張を否定する箇

所まで存在する。同じ「経部」に属するのであれば、なぜ世親はシュリーラータの主

張を否定するのか。本稿は、この問いに答えるべく、『俱舎論』と『順正理論』、およ

び『縁起経釈』を中心に、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈、および世親がシ

ュリーラータの「縁起の二句」の解釈を否定する理由について検討した。そして、そ

の検討の結果、シュリーラータの縁起の二句の解釈は、「随界説」との間に思想的関

連があることが明らかになった。そして、世親がシュリーラータの縁起の二句の解釈

を否定した理由は、その「随界説」を背景とする縁起の二句を許容すると、自らのた

てる「相続転変差別説」の思想と矛盾するからであると考えられる。すなわち、「相

続転変差別説」と「随界説」とは、同じ「経部」の思想であっても、その性格は大き

くかけ離れており、世親はその「随界説」の思想を許容するならば、自らの「相続転

変差別説」とは矛盾してしまうため、シュリーラータの解釈とは異なる解釈を主張せ

ざるを得なかった、という仮説を提示した。

キーワード：シュリーラータ、世親、経部、縁起の二句、『俱舎論』

〔抄　録〕
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（

3（

（

佛教大学大学院紀要　文学研究科篇　第 50 号（2022 年 3 月）

29 ──



題に対して、一応の解答を用意しなくてはならないであろう。

　そこで今回は、『俱舎論』と『順正理論』、および『縁起経釈』を中心に、「縁起の二句」に

対するシュリーラータの解釈と、その思想的背景について検討したい。その上で、なぜ世親は

シュリーラータの思想を否定したのか、その理由を探ってみたい 。

2．シュリーラータの「縁起の二句」の解釈とその背景

2．1．シュリーラータの「縁起の二句」の解釈

　『俱舎論』「世間品」では、「これあるときかれあり、これ生ずるが故にかれ生ずる」という

「縁起の二句」の解釈をめぐって、世親とシュリーラータの間で解釈が異なり、議論になった

ことが記されている 。そこでまずはこの議論を通して、シュリーラータにおける「縁起の二

句」の解釈から確認していきたい。シュリーラータは「縁起の二句」について、次のように述

べる。

AKBh 139, 14-15:

sthityutpattisam. dar anārtham ity apare. yāvat kāran. asrotas tāvat kāryasroto bhavati. 

kāran. asyaiva cotpādāt kāryam utpadyata iti. 

他の人々（シュリーラータ）は、「〔縁起の二句は、因果の〕持続と生起を示すためであ

る」と〔主張する〕。〔すなわち〕「原因の相続があるかぎり、結果の相続がある。そし

て、他ならぬ原因が生ずるが故に、結果が生ずる」と。

　称友や満増等の註釈家たちは、ここでの「他の人々」をシュリーラータと註釈している 。

そのため、まずこの見解をシュリーラータとみなしてよいであろう。このシュリーラータの

「縁起の二句」の解釈を整理すると、次のようになる。

　シュリーラータによれば、「縁起の二句」のうち、最初の第一句では原因と結果の「持続」

の関係が説かれ、次の第二句では原因と結果の「生起」の関係が説かれたとされる。

　しかし、このシュリーラータの解釈に対して、世親は次のように反論する。

AKBh 139, 16-18:

utpāde tv adhikr. te kah.  prasan
. gah.  sthitivacanasya. bhinnakramam.  ca bhagavān 

4（

（

5（

（

6（

（

縁起の二句 シュリーラータの解釈

第一句 これあるときかれあり 原因の相続があるかぎり、結果の相続がある

第二句 これ生ずるが故にかれ生ずる 他ならぬ原因が生ずるが故に、結果が生ずる
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30 ──



kimartham ācaks. īta prāk sthitim.  pa cād utpādam.

しかし、〔世尊がこの縁起の二句を説かれるとき、「縁起の初めとは何か 」と、〕「生起」

が主題となっているのに、どうして、「持続」という語が説かれるはずがあろうか。そし

て、〔もし君の解釈の通りであれば、〕どうして世尊は順序を破って、先に「持続」を〔説

き〕、後に「生起」を説かれた〔という〕のか。

　世親によれば、「生起」が主題となっている場面で、縁起の第一句を「持続」と解釈するの

はあまりにも不自然である、とされる。そして、もしシュリーラータの言う通りであれば、ど

うして世尊は、「生起→持続」という順序 を破ってまで、「持続→生起」という順序で、縁起

の二句を説かれたのか、と難詰するのである。このことから、世親はシュリーラータの「縁起

の二句」の解釈を否定した、ということが確認できるのである。

　では、なぜシュリーラータは、縁起の第一句を「原因の相続があるかぎり、結果の相続があ

る」と「持続」の意味で解釈しようとしたのであろうか。そこには、何らかの意図が反映して

いるとみるべきであろう。そこで次に、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈の根拠となる

思想的背景を探っていこう。

2．2．シュリーラータの「随界説」

　『俱舎論』や『縁起経釈』では、先の世親の反論に対するシュリーラータの解答は提示され

ていない 。そのため、当該箇所とは別の箇所から、シュリーラータの思想的背景を検討する

必要があるが、筆者はこのシュリーラータの解釈の背景には、シュリーラータが「縁起の二

句」のなかに「随界説」の思想を導入しようとした可能性があると考えている。そこで、『順

正理論』「弁差別品」において、「因縁性」を解説する箇所に説かれる「随界説」の記述を確認

してみよう。

『順正理論』T. 29, 440b3-8. Cf. 加藤 (1989, 252-253):

然上座言．因縁性者謂舊隨界．即諸有情相續展轉能爲因性．彼謂．世尊契經中説．應知．

如是補特伽羅善法隱沒惡法出現．有隨俱行善根未斷．以未斷故、從此善根、猶有可起餘善

根義．隨俱善根即舊隨界．相續展轉能爲因性．如斯等類説名因縁．

しかし、上座（シュリーラータ）は言う。「因縁性（hetupratyayatā）とは、以前の随界

（*pūrvānudhātu）である。すなわち、諸々の有情の相続が次々と因性（*hetubhāva）に

なることである」と。彼は言う。「世尊は経の中で説かれた。『まさに知りなさい。かくの

ごときプトガラには善法が隠没し、悪法が出現する。〔しかし、〕未だ断ぜられていない

〔心に 〕付随された善根がある。〔その善根が〕未だ断ぜられていないが故に、この善根

から、また別の善根が起こり得ることがある』と 。〔この経に説かれた〕付随された善
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根〔こそ〕が、すなわち以前の随界である。〔以前の随界とは、〕相続が次々と因性になる

ことである。かくのごとき等の類の説を因縁（hetupratyaya）と呼ぶのである」と。

　ここでは、「因縁性」が「以前の随界」（*pūrvānudhātu）に言い換えられており、その意味

は有情の相続が次々と因性になることであると説明される。そして、シュリーラータはその

「随界説」の教証として、『中阿含』の「阿奴波経」に相当する経典を引用する 。

　この経典では、善法が隠没し、悪法が出現した後であっても、心に付随された善根が未だ断

ぜられていないならば、その善根から、再び別の善根が起こり得ると説かれる。そのため、

「随界説」とは、有情の相続において、随界が未だ断ぜられておらず、絶えず持続しているか

ぎり、次から次へと因性になること、と定義することができよう。ゆえに、この「随界説」の

構造は、前述の「原因の相続があるかぎり、結果の相続がある」という、縁起の第一句の解釈

とも、極めてよく対応している。すなわち、原因の相続（随界）が持続し続けるかぎり、その

原因の相続は、結果の相続を持続させるというのである。

　したがって、シュリーラータが時間の順序を破ってまで、縁起の第一句を「持続」の意味で

解釈した背景には、彼独自の思想である「随界説」を導入しようとした可能性がある、と考え

られるのである。

2．3．『順正理論』に見える「縁起の二句」の解釈と「随界説」との関連性

　そして、以上のシュリーラータの「縁起の第一句」の解釈と「随界説」との関係は、衆賢の

見解からも傍証をとることができる。『順正理論』「弁差別品」の「俱生因」解説箇所では、

「縁起の二句」の解釈をめぐって、衆賢とシュリーラータとの間で論争になる。そこでまずは

『順正理論』に説かれる、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈を確認しよう。

『順正理論』T. 29, 419a7-11:

此中上座釋經義言．依此有彼有者、此説有因相續爲先、然後有果相續而住．誰生爲先誰生

已住．爲答此復説此生故彼生．此顯因生爲先故後果生而相續住．

ここで、上座（シュリーラータ）は、経の意味を解釈して言う。「〔経に〕『これあるとき

かれあり（asmin satīdam.  bhavati）』とあるのは、これ（第一句）は原因の相続

（*kāran. asrotas）が先にあって、その後に結果の相続（*kāryasrotas）があり、持続する

ことを説くのである。〔では、〕何が先に生じ、何が生じ終わって持続するのか。こ〔の問

12（

（

シュリーラータの解釈

縁起の第一句 原因の相続があるかぎり、結果の相続がある

随界説
有情の相続において、随界が未だ断ぜられておらず、
絶えず持続しているかぎり、次々と因性となること
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い〕に答えんがために、また〔経に〕『これ生ずるが故にかれ生ずる（asyotpādād idam 

utpadyate）』と〔いう第二句が〕説かれたのである。これ（第二句）は、原因の生起が先

にあるが故に、後に結果が生じて、相続が持続することを顕すのである」と。

　この『順正理論』の記述は、前述した『俱舎論』におけるシュリーラータの縁起の二句の解

釈と、およそ対応していることがわかる。また、『俱舎論』の記述だけでは、あまり判然とし

なかったシュリーラータの縁起の第二句の解釈も、はっきりと理解することができる。すなわ

ち、縁起の第一句では、原因の相続と結果の相続との「持続」の関係しか説かれない。なら

ば、何が先に生じ、何が生じ終わって持続するのか、という「生起」にかかわる説明がない。

そこで、縁起の第二句では「原因が先に生起するが故に、後に結果が生じて、相続が持続す

る」と説明されるのである。

　一方で、衆賢自身は「縁起の二句」について次のように解釈する 。

『順正理論』T. 29, 419a1-3:

依此有彼有、此生故彼生．與此相反非有非生．如是名爲因果總相．此中初顯俱生因義．後

文復顯前生因義．

これあるときかれあり、これ生ずるが故にかれ生ずる。これと相反するものは有ではな

く、生ではない。かくのごときを因果の一般的な特徴と呼ぶ。このうち、最初〔の第一

句〕は、俱生因の意味を顕す。後文〔の第二句〕はまた、前生因の意味を顕す。

　この衆賢の「縁起の二句」の解釈を整理すれば、次のように纏められる。

　このうち、周知のようにシュリーラータは「前生因」のみを認め、「俱生因」については認

めない 。そのため、縁起の第一句を「俱生因」の意味で理解する衆賢と、縁起の第一句を

「俱生因」の意味で理解しないシュリーラータとの間で論争になるのである。

　さて、その論争の多くは衆賢の「俱生因」の証明にさかれているのであるが、ここで注目し

たいのは、その論争の最後になされる、以下の衆賢の主張である。

『順正理論』T. 29, 419c18-26:

然妄執有隨界論者．彼執恒現有無量法生因．豈不汝宗獨爲諸法於一切時頓生過害．若汝雖

執唯前生因而待餘縁方能生果、何故不許此俱生因亦待餘縁方能生法．

13（
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縁起の二句 衆賢の解釈

第一句 これあるときかれあり 俱生因（同時因果）

第二句 これ生ずるが故にかれ生ずる 前生因（異時因果）
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しかし、身勝手にも「随界」を主張する論者（シュリーラータ）がいる。彼は常に無量の

法を生ずる原因が現に存在すると主張する。どうして、汝（シュリーラータ）の主張命題

（*pratijñā）は、諸法が独りでに一切時に、一挙に生ずるという過失にならないのか。も

し汝が、ただ前生因のみを主張して、〔その前生因は〕他の縁を考慮して、結果を生ずる

〔という〕としても、どうしてこの俱生因もまた、他の縁を考慮して、法を生ずると許容

しないのか。

　ここでは、縁起の第一句を「俱生因」の意味で理解しないシュリーラータが、その代わりに

「随界説」を主張し、随界があるからこそ「常に無量の法を生ずる原因が現に存在する」と主

張したことが示される。シュリーラータによれば、様々な経験を通して、有情の相続には諸々

の原因が随界として保持されていく。その随界が未だ断ぜられておらず、絶えず持続している

かぎり、常に無量の法を生み出す原因が存在する 、というのである。

　衆賢によれば、このシュリーラータの解釈が認められないのは言うまでもない。それより

も、ここで注目したいことは、衆賢がシュリーラータの縁起の第一句の解釈を「随界説」と同

一視して反論している点である。そのため、以上の衆賢の見解からも、シュリーラータの「縁

起の二句」の解釈の背景には「随界説」の理論があったと考えられるのである。

2．4．小結

　以上、ここでは、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈と、その思想的背景について検討

した。検討の結果を整理すれば、以下の通りである。

1． シュリーラータは、縁起の二句を「原因の相続があるかぎり、結果の相続がある。そ

して、他ならぬ原因が生ずるが故に、結果が生ずる」と「持続・生起」の意味で解釈

した。それに対して、世親はこのシュリーラータの解釈を否定した。

2． シュリーラータの「縁起の二句」の解釈の背景には、彼独自の「随界説」の思想を導

入しようとした可能性がみいだせる。なぜなら、「随界説」とは「有情の相続におい

て、随界が未だ断ぜられておらず、絶えず持続しているかぎり、次々と因性になる」

という思想であるため、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈と「随界説」とは、

その構造が極めてよく対応しているからである。

3． シュリーラータの「縁起の二句」の解釈と、「随界説」との間に密接な関係があること

は、衆賢の『順正理論』の記述からもうかがえる。
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3．シュリーラータと世親の思想的差異の背景

3．1．世親の「縁起の二句」の解釈

　以上、前項において、シュリーラータにおける「縁起の二句」の解釈を検討し、その背景に

は「随界説」の理論があった可能性を指摘した。そして、すでに確認したように、世親はその

シュリーラータの「縁起の二句」の解釈を否定した。では、なぜ世親はシュリーラータの解釈

を否定したのであろうか。そこでまずは、世親の「縁起の二句」の解釈を確認した上で、世親

がシュリーラータの「縁起の二句」を否定した理由について考えてみたい。

　『俱舎論』の「世間品」において、世親自身は「縁起の二句」について、次のように解釈す

る。

AKBh 138, 24-139, 6:

kimartham.  punar bhagavān paryāyadvayam āha. asmin satīdam.  bhavati asyotpādād 

idam utpadyate iti. ⑴ avadhāran. ārtham. yathānyatrāha. avidyāyām.  satyām.  sam. skārā 

bhavanti nānyatrāvidyāyāh.  sam. skārā iti. ⑵ an
. gaparam. parām.  vā dar ayitum. asminn 

an. ge satīdam.  bhavati , asya punar an
. gasyotpādād idam utpadyata iti .  ⑶

janmaparam. parām.  vā. pūrvānte sati madhyānto bhavati madhyāntasyotpādād aparānta 

utpadyata iti. ⑷ sāks. āt pāram. paryen. a ca pratyayabhāvam.  dar ayati. kadācid dhi 

samanantaram avidyāyāh.  sam. skārā bhavanti kadācit pāram. paryen. eti.

ところで、世尊は何のために、「これあるときかれあり、これ生ずるが故にかれ生ずる」

と、二つの句を説かれたのか。【第一解】限定するためである。たとえば、別〔の経〕で

説かれた通りである。「無明があるとき〔のみ〕諸行があり、無明以外があるとき諸行は

ない」と。【第二解】あるいは、支分の連続性を示すためである。「Aなる支分があると

き B〔なる支分〕がある。さらに、Bなる支分が生ずるが故に C〔なる支分〕が生ずる」

と。【第三解】あるいは、生涯の連続性を〔示すため〕である。「前際があるとき、中際が

ある。中際があるとき、後際がある」と。【第四解】直接的な〔縁のありかた〕と、間接

的な縁のありかたを示す〔ため〕である。「あるときには無明の直後に諸行があり、また

あるときには間をおいて〔諸行が〕ある」と。

　世親はここで、世尊によって「縁起の二句」が説かれた理由として、四つの解釈を挙げてい

る。しかし、先行研究によれば、後の『縁起経釈』において、世親はこのうちの【第一解】の

みを支持し、それ以外の解釈については否定したとされる 。したがって、世親の解釈によれ

ば、「縁起の二句」とは、「無明があるときのみ諸行があり、無明以外があるとき諸行はない」

16（
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というように、因果関係を限定するためであったといえよう。

　さらに『俱舎論』では、この解釈を支持する用例として、次のような記述も説かれている。

AKBh 137, 10-14:

“pratītyasamutpādah.  katamah. . yad utāsmin satīdam.  bhavatīti vistaren. oktvā iti yā ’tra 

dharmatā dharmasthititā yāvad aviparyastatā ayam ucyate pratītyasamutpāda” iti. 

dhrmatā ca nāma dharmajātih.  dharmān. ām.  ailih. . ato yeyam.  dharmatā ya es. a niyamah. . 

avidyāyām eva satyām.  sam. skārā bhavanti nonyathā / es. a pratītyasamutpādo na hetur 

eva.

「縁起とは何か。すなわち、これあるときかれあり」云々と説いてから、「以上、ここなる

法性、法の確定性、乃至、不顚倒性、これが縁起と言われる 」と〔説く〕。そして〔こ

こで〕「法性」と呼ばれるのは法の本性、法の習性である。ゆえに、この法性なるもの、

この必然性なるものが〔縁起で〕ある。〔すなわち〕無明があるときのみ諸行が生ずるの

であって、そうでなければ〔生じ〕ない。こ〔の必然性〕が縁起なのであって、単なる原

因のみが〔縁起なのでは〕ない。

　ここでは、法性なる必然性こそが「縁起」であって、単なる原因のみを「縁起」というので

はない、と述べられている。つまり、世親は「これあるときかれあり、これ生ずるが故にかれ

生ずる」という「縁起の二句」を、「これあるときのみかれあり」という必然性で理解し、さ

らにはそれを「法性」（dharmatā）の意味に置き換えているのである 。

　そして、世親にとってこの「法性」とは、種が芽を生むことや、識が名色を生じること等、

説明できなくとも、絶対的にそうなると考えられている諸様相を指す。たとえば、『縁起経釈』

「名色支」では、「法性」について次のように説かれている。

PSVy D. 26a3-5, P. 29a8-29b2:

ji ltar mtshan nyid mi mthun pa’i rgyu las ’bras bu ’byung ba yin de lta na ni thams cad 

las thams cad ci’i phyir mi ’byung zhe na | dpe de dag nyid kyis re zhig mtshan nyid mi 

mthun pa’i rgyu las ’bras bu ’byung yang thams cad las thams cad ’byung ba ma yin no 

zhes bya ba de dag grub pa yin na ’di la dri bar bya ci dgos | chos nyid kyis gang dngos 

po tha dad pa’i chos de dag ni nus pa tha dad pa yod yin no ||

どうして、相の異なる原因から結果が生じるのか。もしそうなら、一切から一切がなぜ生

じないのか。これら〔上述〕の例そのもの によって、まず相の異なる原因から結果が生

じても、一切から一切が生じるわけではないというこのことが成立しているのに、この点

について問いかける必要がどこにあろうか。〔あるいは〕法性（dharmatā）によって、こ
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れら本質の異なる諸法には〔それぞれ〕異なる能力が存在する。

　ここでは、相の異なる原因であっても、結果が生じることについて、世親は法性によって、

本質の異なる諸法にはそれぞれ異なる能力があるから問題はないと述べている。そのため、世

親によれば、識（無色）が名色（色と無色）を生むことなども、法性として定まっているから

何ら問題ないというのである。

　したがって、世親の「縁起の二句」の解釈には、この「法性」との深い関係がうかがえ、前

述したシュリーラータの解釈とは全く異なる、ということが確認できるのである。

3．2．「随界説」と「相続転変説差別説」との思想的差異

　では最後に、なぜ世親はシュリーラータの「縁起の二句」の解釈を否定したのかについて考

えてみたい。まず注目したいのは、「随界説」と「相続転変差別説」との思想的差異である。

『俱舎論』において、世親は一度も「随界説」の語を引用せず、明確に否定することはな

い 。しかし、世親の主張する「相続転変差別説」は、この「随界説」と明らかに異なる点が

存在する。それが因果の限定性である 。すなわち、「相続転変差別説」の場合、因果の関係

は、結果が生じた時点で終了する、一回かぎりのものであるのに対し、シュリーラータの「随

界説」では、随界があるかぎり、何度でも因になり得るという違いが存在するのである。そこ

で実際に、この両者の思想的差異を確認したい。まず世親の「相続転変差別説」は次のように

説かれる。

AKBh 477, 9-12:

naiva tu vayam.  vinast. . āt karman. a āyatyām.  phalotpattim.  brūmah. . kim.  tarhi. 

tatsam. tatiparin. āmavi es. ād bījaphalavat. yathā bījāt phalam utpadyata ity ucyate. na ca 

tad vinast. .ād bījād utpadyate. nāpy anantaram eva. kim.  tarhi. tatsam. tatiparin. āmavi es. ād 

an. kurakānd. . apatrādikramanis. pannāt pus.pāvasānāt.

しかし、我々（経部）はすでに滅した業から、後に結果が生じるとは言わない。ではどう

か。その相続の特殊な変化から、〔後に結果が生じる、と言うの〕である。種子と果のご

とし。たとえば、種子から果が生じると言われるが、そ〔の果〕はすでに滅した種子から

生じるのではなく、直後に生じるのでもない。ではどうか。そ〔の種子〕の相続の特殊な

変化から、芽・茎・葉などの順で成長し、〔最終的に〕花の終焉をもって、〔果が生じる

の〕である。

　このように、世親の「相続転変差別説」は、種子から花の終焉までの一連の過程を経て、最

後に果を生じる。そのため、世親の考えでは、因果の関係は種子が結果を生じた時点で、因と
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しての役目を終える。

　それに対して、シュリーラータの考えでは、原因は随界が存在するかぎり、何度でも原因と

なり得るのである。

『順正理論』T. 29. 628c13-18:

彼謂．如是因智生時、自相續中因縁有故．謂昔曾有如是智生．傳因生今如是相智．今智既

以昔智爲因．故今智生如昔而解．

彼（シュリーラータ）は言う。「ある特定の因なる智が生起する時には、自らの相続中

に、因・縁が有るからである。すなわち、過去にかつてある特定の智の生起があった。

〔そして〕伝わった因が、現在のその特定の相の智を生じさせた。現在の智はすでに〔生

じた〕過去の智を因とする。その故に、現在の智が生じて、過去〔の智〕と同様に理解す

る。

　ここでは、すでに滅した過去の智（識）であっても、後に再び、現在の智を生ぜしめると説

かれている。そのため、シュリーラータによれば、すでに過去に滅していても、「随界」とし

て相続中に保持されているかぎり、何度でも「原因」になり得るというのである 。

　このシュリーラータの因果の捉え方は、前述した世親の「相続転変差別説」とはまったく異

なることが確認できる。すなわち、「随界説」にもとづき、過去に滅した法からの生起を認め

るシュリーラータと、「相続転変差別説」にもとづき、過去からの生起を認めない世親には、

同じ「経部」であっても違いが存在するのである。

　そして、このような世親とシュリーラータの因果の捉え方の違いこそが、今回のような「縁

起の二句」の解釈における両者の思想的差異の背景にある、と考えられる。すなわち、「相続

転変差別説」を主張し、一回かぎりの因果関係を認める世親にとって、それとは矛盾して、随

界があるかぎり、何度でも因になり得るという「随界説」の思想、およびその「随界説」を背

景とするシュリーラータの「縁起の二句」の解釈は、たとえ同じ「経部」の解釈であろうと

も、世親にとっては許容できるものではなかった、と考えられるのである。

4．おわりに

　以上、本稿では、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈と、その背景について検討した。

そしてその上で、世親がシュリーラータの「縁起の二句」の解釈を否定する理由について考察

した。検討の結果、以下のことが明らかとなった。

1． シュリーラータは、「これあるときかれあり」という縁起の第一句を「原因の相続があ
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るかぎり、結果の相続がある」と「持続」の意味で解釈する。縁起という「生起」を

主題とする場面で、シュリーラータが因果の「持続」を説く背景には、「随界説」の理

論がある。なぜなら、「随界説」とは、「有情の相続において、随界が断ぜられておら

ず、絶えず持続しているかぎり、次々と因性になる」という思想である。そのため、

このシュリーラータの「縁起の二句」の解釈と「随界説」とは構造が極めてよく対応

しているからである。また、その傍証として、衆賢の『順正理論』からも、この二つ

の間に対応関係がみられることが確認できた。

2． 同じ「経部」に属するのにもかかわらず、世親はシュリーラータの「縁起の二句」の

解釈を否定する。そこで、なぜ世親はシュリーラータの解釈を否定するのか、その理

由を探り、両者の因果の捉え方の違いに着目した。まず世親の「相続転変差別説」

は、種子が芽、茎などに刻々と変化していき、最後に果を生ずることで滅する。その

ため、世親の考えでは、原因は結果を生じた時点で、原因としての役目を終える。し

かし、シュリーラータの「随界説」は、たとえすでに過去に滅していても、「随界」と

して相続中に保持されているかぎり、何度でも「原因」になり得る。したがって、世

親は因果を一回かぎりと捉えるのに対し、シュリーラータは連続性のなかで因果を捉

えるのである。そして、この両者の因果の捉え方の違いこそが、世親がシュリーラー

タの「縁起の二句」の解釈を否定した理由に他ならないと考える。つまり、「原因の相

続があるかぎり、結果の相続がある」という「随界説」を背景にした「縁起の二句」

の解釈を許容すれば、世親自らが主張する「相続転変差別説」の思想と矛盾してしま

う。そこで、世親は「随界説」に基づく、シュリーラータの「縁起の二句」の解釈を

否定せざるを得なかったと考えられるのである。

　以上の検討結果に基づくならば、シュリーラータの思想は認識論だけでなく、縁起の二句の

解釈までもが「随界説」と密接に関係している。彼が有部の「三世実有説」に反対して、「現

在有体・過未無体説」を主張した時点で、有部の「三世実有説」に基づく法相の箇所は、すべ

て自らの立場と矛盾しないように、独自の思想を建てる必要があったと考えられる。そこで、

シュリーラータは「随界説」を中心として、経部の思想を体系化しようとしたのだと考えられ

よう。シュリーラータの思想体系は、資料的な限界もあって、今もなお充分に解明されている

とは言い難い。今後は「随界説」との関連も考慮に入れて考察する必要があるといえよう。

　最後に、同じ「経部」（Sautrāntika）に属するのにもかかわらず、世親がシュリーラータの

思想を否定するのは、世親にとって「随界説」の思想が許容できないからであるといえる。

なぜなら、世親の「相続転変差別説」とシュリーラータの「随界説」とは、思想的に大きくか

け離れているからである 。したがって、同じ「経部」（Sautrāntika）であっても、世親は自23（
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らの主張と矛盾するシュリーラータの思想には賛同できず、否定せざるを得なかったと考えら

れるのである。

〔注〕
拙稿 2021a において、筆者は有部の「三世実有説」の教証に対するシュリーラータと世親の解釈を
考察し、シュリーラータは一貫して「随界説」をもとに「三世実有説」の教証を解釈するのに対
し、世親は一貫して「相続転変差別説」と「種子説」をもとに教証を解釈することを指摘した。そ
して、これを踏まえて、有部の四大論師と同様に、経部も「現在有体・過未無体説」を主張しさえ
していれば、その証明の仕方は論師ごとに異なっていてもよかった、と考えていた可能性があるこ
とを指摘した。
本稿で挙げる用例の他にも、「真の楽受の有無」などが挙げられる。周知の通り、シュリーラータ
は楽受の実体を否定したが、世親は有部と同様に楽受の実体を認めた（cf. 本庄 2000）。
加藤（1989, 86-92）は、このような世親とシュリーラータの思想的差異を「さまよえる経量部」と
評し、学界に問題を提起した。
加藤 1989 はこの「縁起の二句」については言及していない。また、『俱舎論』と『縁起経釈』とに
おける諸師の「縁起の二句」の解釈を整理した李（2001, 121-134）や楠本（2007, 149-166）等に
おいても、この二人の間に起きた思想的差異の背景については考察されていない。
cf. AKBh 138, 24-139, 21. ただし、これは『俱舎論』のみならず、『順正理論』や『縁起経釈』にお
いても詳細に論じられている。cf. 『順正理論』［T. 29, 419a7ff］, PSVy P. 4a5-5b7, D. 3b6-5a6.
cf. AKVy 298, 23-24, LA P. 353b6-7, D. 301a7.
こ こで議論の対象となっている経典は、Nidānasam. yukta16 で あり、その経典では、
pratītyasamutpādasyādih.  katamah. と質問してから、yad utāsmin satīdam.  bhavaty asyotpādād 
idam utpadyate と続く。そのため、ここでは「生起」が主題となっている、と世親は主張するの
である。
『俱舎論』では説かれないが、『縁起経釈』では、シュリーラータの解釈が理に適わない理由につい
て、世親は「生起→持続」という喩例を挙げて、シュリーラータの解釈と矛盾することを指摘す
る。

PSVy P. 5a3-4, D. 4b4:
nur nur po dang nar nar po la sogs pa dang | zho dang ’o ma la sogs pa yang skye ste gnas 
pa yin na rgyu gang zhig gnas pa yod na yod do zhes ’dir brjod par bya |
さらにまた、カララとアルブダ等や、牛乳と酪等も生起して持続するものであるのに、「何ら
かの原因の持続があれば、〔結果の持続〕がある」と、ここで説明されようか〔いや、されま
い〕。

ただし、シュリーラータは世親に否定されたことによって、最初に述べた「第一説」とは異なる
「第二説」を主張している。

AKBh 139, 16-18:
punar āha. asmin satīdam.  bhavatīti kārye sati kāran. asya vinā o bhavatīti. syān matam 
ahetukam.  tarhi kāryam utpadyata iti, ata āha nāhetukam yasmād idam utpadyata iti.
さらに〔シュリーラータは〕言う。「これあるときかれあり」とは、「結果があるとき原因の滅
がある」と〔いうことである〕。〔この句だけを説いたのでは〕「もしそうなら原因なくして結
果が生ずる〔ことになる〕」と考える者がいるかもしれないので、「原因なくして〔結果が生ず
ることは〕ない」と説くのである。なぜなら、〔縁起経には〕「これ生ずるが故にかれ生ず」と
いう〔後半の句がある〕から。

　筆者は、このシュリーラータの第二説は、世間一般の事物に当てはまる解釈として提示されたと
考える。たとえば、牛乳と酪は牛乳が生じてから酪が生じるという関係である。その際に、第一説

1（ ）

2（ ）

3（ ）

4（ ）

5（ ）

6（ ）
7（ ）

8（ ）

9（ ）
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であれば、酪が生じて以降も牛乳が存続することになるので、合理的に考えて問題がある。そこ
で、シュリーラータは、第一説の代わりとなる第二節を主張することで、「酪（結果）が生じたと
きには、牛乳（原因）の滅がある」として、世親からの反論に応えるかたちで、第二説を主張した
と考えられるのである。そのため、第一説を主張した理由については、シュリーラータは明確には
解答をしていないのである。
当該箇所は、如来が他心智をもって、他人の心を観察したときになされた発言である。そのため、
この「付随された」（隨俱行）という語は、「〔心に〕付随された」という意味で理解する。
国訳一切経や三友 1980, 加藤 1989 等は、この経典の典拠を提示していないが、この経典は、『中阿
含』第 112 経「阿奴波経」、AN 6. に相当する。
『中阿含』T. 26, 601a24-27:
知此人滅善法生不善法．此人善法已滅不善法已生．餘有善根而不斷絶、從此善根、當復更生
善．
AN vol. 3, 404, 17-20:
imassa kho puggalassa kusalā dhammā antarahitā, akusalā dhammā sammukhībhūtā. Atthi 
ca khvāssa kusalamūlam.  asamucchinnam. , tamhā tassa kusalā kusalam.  pātubhavissati.

脚注 11 を参照。また、シュリーラータが「随界説」の教証として引用する『中阿含』「阿奴波経」
は、『婆沙論』や『順正理論』、およびでは、「同類因」の教証として引用される。
『婆沙論』T. 27, 79b21-25: 
又契經説．如是補特伽羅成就善法及不善法．善法隱沒惡法出現．有隨俱行善根未斷．以未斷
故、從此善根、猶有可起餘善根義．彼於當來有清淨法．如是等經説同類因．
『順正理論』T. 29, 416c6-12:
如是補特伽羅成就善法及不善法．應知．如是補特伽羅善法隱沒惡法出現．有隨俱行善根未斷．
以未斷故、從此善根、猶有可起餘善根義…諸如是等即同類因．
AKVy 188, 30-189, 1:
samanvāgato 'yam.  pudgalah.  ku ala ir api dharmair aku ala ir api yāvad ast i 
cāsyān. usahagatam.  ku alamūlam asamucchinnam.  yato 'sya ku alamūlād anyat ku alamūlam 
utpatsyate. evam ayam.  pudgala āyatyām.  vi uddhidharmā bhavis. yatīti sabhāgahetuh. . 

　さて、この下線を引いた三つの資料には若干の齟齬があることに言及しておきたい。すなわち、
『婆沙論』と『順正理論』では「隨俱行」とあるため、恐らく梵文は *anusahagata とあった可能性
がうかがえる。一方、AKVy では梵文に an. usahagata とあることから、前者とは異なり、「微俱
行」の善根が想定されていることになる。この「隨俱行」と「微俱行」とは似て非なるものであ
る。なぜなら、「微俱行」の善根は、諸善根が断ぜられるときに、最後に捨するところの善根、と
規定されるため（AKBh 249, 16-18）、最後に残された微かな善根であることが想定されている。
それに対して「隨俱行」の善根は、「随界」（anudhātu）のように、anu という接頭辞に意味をもた
せ、過去に一度でも相続に保持された善根、と考えられているからである。あくまでも仮説にしか
す ぎ な い が、 こ の anu と an. u の 違 い が「随 界 説」（anudhātu） と「相 続 転 変 差 別 説」
（sam. tatiparin. āmavi es. a）の違いに繫がっていくとも考えられるかもしれない。これについては今
後の課題である。cf. ADV（jaini）166, n. 3 は an. u° に訂正（三友 2007, 480, n. 215）。また、SHT V 
1142 BL. 254 V 2-3（140）では anusahagata- とあるが、SWTF I 508 では an. u の意味に解する。
cf. also CPD s. vv. anu-sahagata, an. u-sahagata.
箕浦 2003a は衆賢の見解を中心に、シュリーラータとの「俱有因」論争の一部を整理している。そ
のため、本稿では、衆賢の「縁起の二句」の解釈に関しては詳説しない。
一例を挙げると、『順正理論』T. 29, 449a5-8 等が挙げられる。
それゆえに「随界説」は記憶を担ったことも、三友 1980 や加藤 1989 らによって指摘されている。
cf. 李 2001, 楠本 2007
この経典については、松田 2005 によってわかりやすく整理されているため、そちらを参照された

10（ ）

11（ ）

12（ ）

13（ ）

14（ ）
15（ ）
16（ ）
17（ ）
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い。
なおこの一節は、小谷 2006c が指摘するように、両漢訳（真諦・玄奘）、チベット訳、インド撰述
の三つの注釈書（安慧・称友・満増）のどれにも引用されていない。
すでに世親は、相の異なる原因から結果が生じることの喩例として、打撃から音が生じることや、
善・不善から無記が生じることなどがあるから、上述で挙げた例によって、相の異なる原因から結
果が生じることもありえるというのである。
『俱舎論』のみならず、インド撰述の三つの注釈書（TA, AKVy, LA）においても、「随界」という
語は、一度も使用されない。
世親とシュリーラータとの因果の捉え方が異なるという点については、すでに加藤（1989, 253-
254）が指摘している。しかし、加藤 1989 は、その両者の因果の捉え方の違いが、今回のような
「縁起の二句」の解釈に対する思想的差異の背景にある、とまでは言及していない。
シュリーラータの認識論については、拙稿 2019a を参照。
世親の「相続転変差別説」とシュリーラータの「随界説」との思想的差異については拙稿 2021b
を参照。

〔略号表〕
AKBh Abhidharmako abhās. ya of Vasubandhu, Ed. by P. Pradhan. Patna: Kashi Prasad 

Jayaswal Research Institute, 1967.
AKVy Sphut. ārthā Abhidharmako avyākhyā. Ed. by Unrai Wogihara, Tokyo: Association of 

Abhidharmako avyākhyā 1932-1936.
PSVy  Pratītyasamutpādavyākhyā. (Tib. rten cing ’brel bar ’byung ba dang po’i rnam par dbye 

ba bzhad pa): D 3995, P 5496.
LA Abhidharmako at. īkā Laks. an. ānusārin. ī. (Tib. Chos mngon pa’i mdzod kyi ’grel bshad 

mtshan nyid kyi rjes su ’brangba zhes bya ba): D4093, P5594.
T. 大正新脩大蔵経．
『縁起経釈』 PSVy
『俱舎論』 AKBh
『順正理論』 衆賢造、玄奘訳『阿毘逹磨順正理論』（T. No. 1562）．
『中阿含』 瞿曇僧伽提婆譯『中阿含経』（T. No. 26）．
『婆沙論』 五百大阿羅漢造、玄奘訳『阿毘達磨大毘婆沙論』（T. No. 1545）．

〔参考文献〕
加藤純章 1989『経量部の研究』，春秋社．
楠本信道 2007『『俱舎論』における世親の縁起観』，平楽寺書店．
櫻部建 1953「経量部の形態」『印仏研』3，115-116．
─── 1969『俱舎論の研究　界・根品』，法蔵館．
小谷信千代 2006c「世親は縁起説の意味をどう考えたか」，『印仏研』55-1，76-83．
中島正淳 2019a「シュリーラータにおける認識の構造」『佛教大学仏教学会紀要』24，119-139．
─── 2020「『縁起経釈』「触支」における世親の認識の構造──前五識と意識の生起に対する世親の解
釈」『佛教大学仏教学会紀要』25，111-131．

─── 2021b「さまよえる経量部再考」，『佛教大学大学院紀要』49，15-28．
那須良彦 2008「俱舎論根品心不相応行論──世親本論と諸註釈の和訳研究（ 3）──」『インド学チベ
ット学研究』12，67-95．

兵藤一夫 1980「『俱舎論』に見える説一切有部と経量部の異熟説」『仏教思想史』3，57-88．
─── 2002「経量部師としてのヤショーミトラ」『櫻部健博士喜寿記念論集　初期仏教からアビダルマ
へ』，平楽寺書店，315-336．
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は
じ
め
に

　

浄
土
宗
鎮
西
派
三
祖
良
忠
上
人
（
一
一
九
九
│
一
二
八
七
、
以
下
、
全
て
の
尊

称
略
）
の
著
書
は
「
報
夢
鈔
五
十
余
帖
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
多
く
、
そ
の
中
に
は

源
信
（
九
四
二
│
一
〇
一
七
）
撰
『
往
生
要
集
』（
九
八
五
成
立
）
に
対
す
る
注

釈
書
も
あ
る
。『
往
生
要
集
鈔
』（
以
下
、『
鈔
』
と
略
）
或
は
『
往
生
要
集
義
記
』

（
以
下
、『
義
記
』
と
略
）
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
良
忠
の
『
往
生
要
集
』
に
対

す
る
注
釈
態
度
は
、
冒
頭
に
浄
土
宗
宗
祖
法
然
（
一
一
三
三
│
一
二
一
二
）
の

『
往
生
要
集
釈
』（
以
下
、『
釈
』
と
略
）
か
ら
「
広
・
略
・
要
」
解
釈
を
長
文
に

亘
っ
て
引
用
す
る
の
を
始
め
、
随
所
に
法
然
の
言
葉
を
引
い
て
お
り
、
法
然
の

『
往
生
要
集
』
解
釈
を
受
容
し
て
い
る
と
言
え
る
。
先
行
研
究
で
は
良
忠
が
ど
の

注
釈
書
を
引
用
し
た
か
等
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
谷
旭
雄
氏
は
『
義
記
』

(

1 (

(

2 (

良
忠
撰
『
往
生
要
集
義
記
』
に
お
け
る
往
生
行

│
│
念
仏
と
諸
行
・
称
と
観
│
│

下

端

啓

介

論　

文
　

良
忠
の
作
と
さ
れ
る
『
往
生
要
集
義
記
』
で
は
随
所
に
法
然
の
言
葉
が
引

用
さ
れ
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
良
忠
は
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
往
生
行
に
つ
い
て
、
念
仏
と
諸
行
を

相
対
し
て
念
仏
を
要
と
す
る
「
総
な
る
要
」
と
、
念
仏
の
中
で
観
想
念
仏
と

称
名
念
仏
を
相
対
さ
せ
て
称
名
念
仏
を
要
と
す
る
「
別
な
る
要
」
と
の
二
つ

の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。
本
検
討
で
は
こ
れ
ら
の
解
釈
の
起
源
を
法
然
の

『
往
生
要
集
』
解
釈
か
ら
探
る
。
良
忠
は
諸
行
念
仏
相
対
と
し
て
は
法
然

『
往
生
要
集
釈
』
の
「
広
・
略
・
要
」
解
釈
を
重
視
し
、
観
称
相
対
と
し
て

は
法
然
『
往
生
要
集
詮
要
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
難
易
に
基
づ
く
解
釈
を
重

視
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
複
数
あ
る
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
中

で
、
一
つ
の
釈
書
だ
け
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
複
数
の
釈
書
を
重
視
す
る

姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

 

良
忠
、
法
然
、『
往
生
要
集
義
記
』、『
往
生
要
集
釈
』、『
往

生
要
集
詮
要
』
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十
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一



に
お
け
る
法
然
の
引
用
箇
所
を
検
討
し
、
良
忠
が
引
用
し
た
法
然
の
『
往
生
要

集
』
の
釈
書
は
「
内
容
的
に
は
『
往
生
要
集
釈
』
と
『
往
生
要
集
詮
要
』
の
二
部

で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
一
方
、
南
宏
信
氏
は
『
鈔
』
に
お
け
る
跋
文
か
ら
、
良
忠

が
引
用
し
た
法
然
の
釈
書
は
『
往
生
要
集
釈
』
と
『
惣
結
要
行
料
簡
』
の
二
書
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
那
須
一
雄
氏
は
『
義
記
』
に
お
け
る
法
然
の

四
釈
書
か
ら
の
引
用
箇
所
と
四
釈
書
の
対
応
箇
所
を
逐
一
挙
げ
、
ま
た
四
釈
書
以

外
で
法
然
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
そ
の
箇
所
を
提
示
し
て
い
る
。

　

本
検
討
で
は
そ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
元
に
し
な
が
ら
、
良
忠
が
『
往
生
要

集
』
を
「
総
・
別
」
の
二
種
の
見
方
か
ら
解
釈
す
る
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
、
良

忠
が
法
然
の
ど
の
注
釈
書
を
重
視
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
先
行
研
究
で
は
、
四
釈
書
の
成
立
順
序
が
追
究
さ
れ
る
中
で
、
最
後
に
成

立
し
た
釈
書
こ
そ
が
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
で
あ
る
と
す
る
姿
勢
が
窺
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
検
討
で
は
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
対
す
る
良
忠

の
態
度
を
基
に
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
観
が
複
数
の
釈
書
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
可
能
性
を
考
察
し
た
い
。

　

以
下
で
は
大
谷
・
那
須
両
氏
の
成
果
に
基
づ
い
て
『
義
記
』
に
お
け
る
内
容
を

検
討
し
て
い
く
。

一
、「
総
・
別
」
の
二
種
の
解
釈

　

良
忠
は
『
往
生
要
集
』
の
序
分
「
依
念
仏
一
門
」
に
つ
い
て
の
解
説
で
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

總
テ

而
言
ハ
ハ

之
ヲ

諸
行
ヲ

不
要
ト
セ

、
觀
稱
ヲ

爲
要
ト

。
別
シ
テ

而
言
ハ

之
ヲ

觀
ヲ

不

要
ト
セ

、
稱
ヲ

爲
要
ト

也
。

　
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
全
体
を
言
う
と
諸
行
を
要
と
せ
ず
に
観
称
の
念
仏
を

要
と
し
、
特
に
念
仏
に
つ
い
て
言
う
と
観
想
念
仏
を
要
と
せ
ず
に
称
名
念
仏
を
要

と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
行
と
念
仏
を
相
対
し
て
念
仏
を
選
ぶ
「
総
な
る

要
」
と
観
想
念
仏
と
称
名
念
仏
を
相
対
し
て
称
名
念
仏
を
選
ぶ
「
別
な
る
要
」、

こ
の
二
種
の
解
釈
が
良
忠
に
よ
る
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
往
生
行
の
見
方
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
こ
の
二
種
の
解
釈
の
根
拠
等
、
詳
細
は

説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、
こ
れ
ら
の
解
釈
の
起
源
に
つ
い
て
法
然

の
引
用
箇
所
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
総
・
別
」
の
要

の
解
釈
は
良
忠
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
良
忠
自
身
の
説
示

に
よ
る
解
説
を
読
み
解
い
て
「
総
・
別
」
の
要
の
解
釈
を
分
析
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
諸
行
と
念
仏
を
相
対
し
て
念
仏
が
要
だ
と
す
る
解
釈
も
観
想
念

仏
と
称
名
念
仏
を
相
対
し
て
称
名
念
仏
が
要
だ
と
す
る
解
釈
も
、
既
に
法
然
の
四

釈
書
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
良
忠
は
随
所
に
法
然
の
解

釈
を
引
用
し
て
『
往
生
要
集
』
を
解
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
総
・
別
」
の
要

の
解
釈
に
つ
い
て
も
法
然
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
法

然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
か
ら
「
総
・
別
」
の
要
の
解
釈

の
起
源
を
探
っ
て
い
く
。

二
、「
総
な
る
要
」
の
解
釈

　

ま
ず
「
総
な
る
要
」
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈

書
に
お
い
て
は
諸
行
と
念
仏
を
相
対
す
る
解
釈
は
種
々
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
開
・
合
」
解
釈
は
『
釈
』
や
『
往
生
要
集
詮
要
』（
以
下
、『
詮
要
』
と
略
）
で

説
か
れ
、「
広
・
略
・
要
」
解
釈
は
『
釈
』
に
お
い
て
説
か
れ
る
。
ま
た
『
選
択

(
3 (

(

4 (

(

5 (

(

6 (

(

7 (

(

8 (

(
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介
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本
願
念
仏
集
』（
以
下
、『
選
択
集
』
と
略
）
第
十
六
章
の
八
種
選
択
へ
と
つ
な
が

る
い
わ
ゆ
る
六
義
の
解
釈
は
『
釈
』
や
『
詮
要
』
等
に
お
い
て
説
か
れ
る
。『
義

記
』
に
お
け
る
法
然
の
引
用
に
お
い
て
、
念
仏
と
そ
の
他
の
行
の
両
方
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
引
用
文
は
次
の
七
箇
所
で
あ
る
（
引
用
文
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
検
討

し
た
法
然
の
引
用
箇
所
及
び
法
然
に
触
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
で
あ

る
。
ま
た
念
仏
と
そ
の
他
の
行
に
触
れ
た
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
）。

　

①
冒
頭
の
『
往
生
要
集
』
の
題
字
「
要
」
の
解
説
。

祖
師
ノ

釋
ニ

云
、
付
テ

此
ノ

要
集
ニ

有
リ

廣
略
要
。（
中
略
）
是
レ

即
此
集
ノ

本
意
也
ト

可
思
。〈
已
上
祖
師
釋
〉

　

②
冒
頭
の
『
往
生
要
集
』
の
題
字
「
要
」
の
解
説
の
続
き
。

祖
師
料
簡
ニ

引
テ

上
ノ

文
ヲ

云
ヘ
リ

故
ニ

知
ヌ

、
如
説
ニ

念
佛
セ
ハ

不
必
ス
シ
モ

可
院

 

具
ス

持

戒
等
ヲ

矣
。〈
已
上
〉

　

③
序
分
「
総
有
十
門
」
の
解
説
。

祖
師
釋
ニ

云
、
三
ニ

入
文
解
釋
。
此
ニ

有
リ

二
意
。
一
ニ

者
分
別
シ

三
段
ヲ

、
二
ニ

者
明
ス

章
門
ノ

開
合
ヲ

。（
中
略
）
是
レ

對
シ
テ

諸
行
ニ

亦
云
念
佛
ト

。〈
已
上
祖
師

釋
〉

　

④
大
文
第
八
念
仏
証
拠
門
の
三
番
問
答
の
大
意
の
解
説
。

祖
師
ノ

云
、
念
佛
證
據
門
ニ

即
チ

念
佛
ト

諸
行
ト
ヲ

相
對
シ
テ

判
ス

往
生
ノ

得
失
ヲ

。（
中

略
）
即
文
ニ

引
ク

馬
鳴
ノ

論
ヲ

是
也
。〈
已
上
〉

　

⑤
大
文
第
八
念
仏
証
拠
門
の
「
無
他
方
便
」
の
解
説
。

如
ク

選
擇
ニ

云
カ

、
下
品
下
生
ハ

是
レ

五
逆
重
罪
ノ

之
人
也
。
而
ニ

能
ク

除
滅
ス
ル

逆

罪
ヲ

、
所
不
堪
ヘ

餘
行
ノ

、
唯
有
テ

念
佛
之
力
ノ
ミ

、
能
ク

堪
ヘ
タ
リ

滅
ル
ニ

於
重

罪
ヲ

。
故
ニ

爲
極
惡
最
下
ノ

之
人
ノ

、
而
モ

説
ク

極
善
最
上
ノ

之
法
ヲ

。〈
已
上
〉

　

⑥
大
文
第
八
念
仏
証
拠
門
の
「
其
余
行
法
因
明
」
の
解
説
。

祖
師
ノ

云
、
因
明
ト

者
（
中
略
）
説
ク
ハ

念
佛
ヲ

本
自
リ

爲
メ

往
生
ノ

一
事
ノ

也
。〈
已

上
〉

　

⑦
大
文
第
十
問
答
料
簡
の
「
問
答
料
簡
」
の
解
説
。

祖
師
ノ

云
、
此
レ

約
シ
テ

先
ノ

諸
行
ニ

出
シ

不
審
ヲ

、
問
答
解
釋
ス
ル

也
。
故
ニ

終
ニ

立
ツ

此
門
ヲ

。
又
云
、
前
ノ

三
ハ

可
シ

通
ス

念
佛
ト

諸
行
ト
ニ

。
後
ノ

七
ハ

但
タ

約
ル

念
佛
ノ

一

行
ニ

也
。〈
云
云
〉

　

こ
れ
ら
引
用
文
は
次
の
箇
所
に
依
っ
て
い
る
。
①
は
法
然
『
釈
』
の
「
広
・

略
・
要
」
解
釈
の
引
用
で
あ
る
。
②
は
①
の
引
用
の
後
に
設
け
ら
れ
た
問
答
の
中

の
一
つ
に
お
い
て
、
良
忠
の
答
の
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
言
で
、『
釈
』
に

お
け
る
「
略
」
の
解
釈
の
中
の
一
文
で
あ
る
。
③
は
『
釈
』
の
「
開
・
合
」
解
釈

の
引
用
で
あ
る
。
④
は
『
詮
要
』
の
六
義
の
解
釈
の
引
用
で
あ
る
。
⑤
は
『
選
択

集
』
第
十
一
章
の
私
釈
段
の
引
用
で
あ
る
。
⑥
は
④
と
同
様
、『
詮
要
』
の
解
釈

の
引
用
で
あ
る
。
⑦
は
『
詮
要
』
の
「
合
」
解
釈
の
引
用
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
、
②
の
用
例
は
諸
行
が
非
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
は
い
る
が
、

①
の
用
例
で
既
に
述
べ
た
こ
と
を
再
度
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
①
に
含

ま
れ
る
。
ま
た
⑦
の
用
例
は
問
答
料
簡
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
説
明
し
た
だ
け

で
あ
っ
て
諸
行
と
念
仏
を
相
対
し
て
念
仏
が
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
は

な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
は
以
降
で
特
に
検
討
し
な
い
。
そ
れ

以
外
の
五
例
は
い
ず
れ
も
諸
行
と
念
仏
を
相
対
し
て
念
仏
が
要
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
⑤
の
用
例
は
『
選
択
集
』
に
お
け
る
文
言
で
あ

り
、
法
然
が
『
往
生
要
集
』
を
解
釈
し
た
内
容
と
は
言
え
な
い
。

　

次
に
、
こ
の
中
で
良
忠
は
ど
の
用
例
を
諸
行
念
仏
相
対
と
し
て
特
に
重
視
し
た
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か
検
討
し
よ
う
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
第
一
に
各
用
例
が
説
か
れ
る
箇
所
に
つ
い

て
検
討
し
、
第
二
に
各
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
内
容
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
第
一
に
つ
い
て
、『
義
記
』
の
基
本
的
な
構
成
は
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る

各
文
言
に
対
し
て
良
忠
が
逐
一
解
説
を
加
え
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
文

言
が
『
往
生
要
集
』
の
ど
れ
だ
け
の
範
囲
に
つ
い
て
の
も
の
か
を
基
準
に
そ
の
重

要
性
を
検
討
す
る
。
つ
ま
り
、『
往
生
要
集
』
全
体
に
波
及
す
る
文
言
に
つ
い
て

の
解
説
は
良
忠
の
『
往
生
要
集
』
全
体
に
対
す
る
解
説
だ
と
言
え
、
そ
こ
で
用
い

ら
れ
る
法
然
の
言
葉
は
、『
往
生
要
集
』
全
体
を
通
し
て
諸
行
と
念
仏
を
相
対
す

る
「
総
な
る
要
」
の
解
釈
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
つ
い
て
、
法
然
の
文
言
を
引
用
す
る
だ
け
で
な
く
良
忠
自
身
が
補
足
す
る

こ
と
で
諸
行
念
仏
相
対
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
る
箇
所
は
良
忠
が
重
視
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
各
用
例
が
説
か
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
④
、
⑤
及
び

⑥
の
用
例
は
大
文
第
八
念
仏
証
拠
門
の
大
意
、
或
は
個
別
の
文
言
に
つ
い
て
の
解

説
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
往
生
要
集
』
全
体
に
対
す
る
解
釈
と
言
う
よ
り
も
、
そ

の
一
部
に
つ
い
て
諸
行
と
念
仏
の
相
対
を
述
べ
た
箇
所
だ
と
言
え
る
。
一
方
、
①

の
用
例
は
『
往
生
要
集
』
の
題
字
の
「
要
」
と
い
う
語
の
解
説
で
あ
り
、
③
の
用

例
は
『
往
生
要
集
』
の
章
全
体
を
指
す
「
総
有
十
門
」
と
い
う
文
言
の
解
説
で
あ

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
語
は
共
に
『
往
生
要
集
』
全
体
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
す
る
『
義
記
』
の
解
説
も
ま
た
『
往
生
要
集
』
全
体
に
対
し
て
諸
行
と
念
仏

を
相
対
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
①
の
「
要
」
と
は
正
に
「
往

生
行
に
お
け
る
要
」
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
各
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
に
目
を
向
け
て
み
る
。
ま
ず
①

の
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
を
挙
げ
る
。

有
云
、
往
生
ハ

約
シ

機
ニ

要
集
ハ

約
ス

法
ニ

。
法
ニ

有
リ

三
重
。
廣
ト

略
ト

極
ト

也
。
一
ニ

廣
要
ト

者
、
題
ノ

要
是
レ

也
。
一
部
ニ

所
ノ

明
ス

念
佛
諸
行
、
無
シ

一
ト
シ
テ

非
淫ルコ
ト

要

ニ

。
二
ニ

略
要
ト

者
、
序
ニ

云
ハ
ル

集
ト

經
論
ノ

要
文
ヲ

是
レ

也
。
於
テ
ハ

二
行
ノ

中
ニ

別
シ
テ

限
ル

念
佛
ニ

。
三
ニ

極
要
ト

者
、
總
結
要
行
ノ

七
法
是
レ

也
。
於
テ

念
佛
ノ

中
ニ

選
取

ス

詮
要
ヲ

。〈
云
云
〉

今
云
、
此
ニ

有
リ

二
ノ

難
。
一
ニ

者
略
要
ノ

證
ニ

所
ノ

引
經
論
要
文
ト

者
與
廣
要
同

ク

通
ス
ル
カ

一
部
ニ

故
ニ

非
除
ニ

第
九
門
之
諸
業
ヲ

。
故
ニ

下
ノ

文
ニ

云
、
豈
ニ

不
ヤ

前
キ
ニ

言
ハ

如
キ

予
カ

之
者
難
シ

披
キ

廣
文
ヲ

。
故
ニ

聊
カ

鈔
ス
ト

其
ノ

要
ヲ

。〈
已
上
〉
前
ト

者
指

序
ヲ

、
要
ハ

通
ス

一
部
ニ

。〈
吉
水
鈔
引
此
文
爲
廣
要
證
〉
二
ニ

有
リ

但
念
佛

ヲ

不
ル

屬
セ

要
ニ

過
。
以
テ

具
ス
ル
ヲ

七
法
ヲ

爲
カ

極
要
ト

故
ニ

。

有
云
、
於
テ

七
法
ノ

中
ニ

猶
除
テ

護
三
業
ヲ

以
テ

餘
ノ

六
法
ヲ

爲
要
中
ノ

要
ト

。
即
チ

集

ノ

文
ニ

云
、
問
。
念
佛
ハ

自
ラ

滅
ス

罪
ヲ

何
ソ

必
ス

堅
ク

持
タ
ン

戒
ヲ

。
答
。
若
シ

一
心
ニ

念

セ
ハ

誠
ニ

如
シ

所
ノ

責
ル

。〈
云
云
〉

今
云
、
此
レ

亦
不
然
ラ

、
猶
可
シ

除
ク

菩
提
心
ヲ

也
。
故
ニ

祖
師
料
簡
ニ

引
テ

上
ノ

文
ヲ

云
ヘ
リ

故
ニ

知
ヌ

、
如
説
ニ

念
佛
セ
ハ

不
必
ス
シ
モ

可
院具
ス

持
戒
等
ヲ

矣
。〈
已
上
〉

所
ノ

言
「
等
ト

」
者
、
等
取
ス
ル

菩
提
心
ヲ

也
。

　

こ
こ
で
は
、「
有
云
」
と
し
て
の
意
見
を
出
し
、
そ
れ
に
対
す
る
良
忠
の
解
説

を
述
べ
る
。「
惣
結
要
行
」
の
七
法
を
極
要
と
す
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
但

念
仏
を
要
と
し
な
い
こ
と
が
間
違
い
だ
と
解
説
す
る
。
ま
た
七
法
の
中
か
ら
持
戒

を
除
い
た
六
法
が
要
だ
と
す
る
主
張
に
対
し
て
、
持
戒
だ
け
で
な
く
菩
提
心
も
除

く
べ
き
だ
と
解
説
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て
②
の
用
例
を
挙
げ
る
。

　

次
に
③
の
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
を
挙
げ
る
。
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但
シ

就
テ

初
ノ

三
段
ニ

或
本
ニ
ハ

無
シ

此
ノ

四
句
ノ

偈
。
若
シ

依
ラ
ハ

此
ノ

本
ニ

無
キ

流
通

歟
。
又
石
泉
ノ

鈔
ニ

云
、
問
。
行
人
自
應
學
已
下
ハ

流
通
分
也
。〈
云
云
〉
又
有

云
、
因
論
生
論
ノ

下
ハ

流
通
分
也
。〈
云
云
〉
祖
師
ノ

意
ハ

、
據
ル
ノ

功
生
シ

極

樂
ニ

證
ル
ニ

無
上
覺
ヲ

義
、
常
ノ

歎
勝
ナ
リ

。
勸
學
ノ

文
竟
ヌ
レ
ハ

以
偈
ヲ

而
歎
ス

集
ノ

功
ヲ

。
蓋
ソ

爲
流
通
ト

。
如
キ

諸
經
ノ

中
ニ

以
テ

經
家
ノ

言
ヲ

爲
ル
カ

流
通
段
ト

、
則
チ

此

ノ

義
也
。

問
。
於
十
門
ノ

中
ニ

何
レ
カ

解
、
何
レ
カ

行
ナ
ル
ヤ

。
答
。
初
ノ

三
門
ハ

解
、
次
ノ

三
門
ハ

行
、
後
ノ

二
門
ハ

亦
解
、
第
九
門
ハ

行
、
第
十
門
ハ

亦
解
ナ
リ

。
問
。
所
求
去
行
ノ

分
別
、
如
何
。
答
。
四
句
分
別
セ
ハ

、
或
ハ

有
リ

所
求
ニ
シ
テ

而
非
ル

去
行
ニ

。
第
二

第
三
是
レ

也
。
或
ハ

有
リ

去
行
ニ
シ
テ

而
非
ル

所
求
ニ

。
次
ノ

六
門
是
也
。
或
ハ

有
リ

通
ル

二
ニ

。
第
十
門
是
レ

也
。
或
ハ

有
リ

非
ル

二
ニ

。
第
一
門
是
レ

也
。

　

こ
れ
は
、
流
通
分
の
分
割
箇
所
に
つ
い
て
の
解
説
と
、『
往
生
要
集
』
の
十
門

に
つ
い
て
行
と
解
の
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
か
と
い
う
問
答
と
所
求
と
去
行
の
ど

ち
ら
に
分
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問
答
で
あ
る
。
④
及
び
⑦
の
用
例
で
は
引
用
文
の

他
に
解
説
は
な
い
。

　

次
に
⑤
の
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

問
。
經
ニ

無
此
ノ

文
。
答
。
是
レ

取
意
ノ

文
ナ
リ

。
最
モ

叶
ヘ
リ

經
旨
ニ

。
有
説
ニ

云
、

後
一
條
ノ

御
宇
ニ

出
離
無
ク

疑
往
生
指
ス

掌
ヲ

肝
要
ノ

明
文
、
可
擇
ヒ

進
ス

之
由
シ

勅
シ
タ
マ
フ

諸
宗
ニ

之
處
ニ

、
異
所
同
心
シ
テ

而
各
ノ

進
ス

斯
ノ

文
ヲ

。
誠
ニ

有
ル

所
以
哉
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
引
用
の
文
言
が
経
典
に
は
無
い
こ
と
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ

る
。

　

最
後
に
⑥
の
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
を
挙
げ
る
。

問
。
三
經
所
説
ノ

餘
行
ハ

因
明
ト

直
辨
ト
ノ

中
ニ
ハ

何
ソ
ヤ

。
答
。
非
ル

二
ノ

攝
ニ

歟
。
或

ハ

準
ハ

他
經
ニ

猶
ヲ

是
レ

因
明
ナ
リ

。
言
ロ
ハ

上
上
品
ノ

讀
誦
之
行
ハ

、
望
法
華
經
藥
王

品
ノ

説
ニ

因
明
ノ

行
ナ
ル
カ

故
ニ

。
餘
業
準
セ
ヨ

之
ニ

。

問
。
三
經
之
外
ノ

諸
經
所
説
ノ

念
佛
往
生
亦
是
何
レ
ノ

攝
ソ
ヤ

。
答
。
非
ル

二
ノ

攝
ニ

歟
。
或
ハ

望
ム
レ
ハ

三
經
ニ

亦
是
レ

直
辨
ナ
ル
ヘ
シ

。
極
樂
ノ

直
因
彌
陀
ノ

願
ナ
ル
カ

故
ニ

。
起

信
論
ノ

文
即
チ

其
ノ

證
也
。
先
師
ノ

語
ニ

云
、
上
人
ノ

云
ク

難
易
等
ノ

義
ハ

曇
鸞
等
ノ

師

釋
ス

之
ヲ

。
因
明
直
辨
之
義
ハ

諸
師
未
タ

釋
セ

。
今
師
ノ

意
趣
在
リ

此
ノ

言
ニ

也
。
私
ニ

云
、
歷
テ

此
彼
ノ

經
ニ

、
諸
行
往
生
ヲ

名
テ

爲
因
明
ト

。
隨
他
ノ

諸
行
雖
所
主
ル

異
ナ
リ
ト

、
彼
ノ

法
ノ

功
、
普
カ

故
ニ

、
因
テ

便
チ

明
ナ
リ

往
生
ノ

利
益
ヲ

。
説
ク

此
彼
ノ

經
ノ

中
ニ

念
佛
往
生
ヲ

名
テ

爲
直
辨
ト

。
安
養
ノ

正
因
、
佛
ノ

本
願
ナ
ル
カ

故
ニ

。

　

こ
こ
で
は
、
問
答
が
二
つ
と
法
然
の
引
用
が
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
の
問
答

と
は
、
浄
土
三
部
経
に
お
け
る
余
行
の
説
示
、
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
経
典
に
お
け

る
念
仏
往
生
の
説
示
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
因
明
」「
直
弁
」
の
い
ず
れ
に
当
た
る
か

を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
法
然
の
引
用
は
、「
因
明
・
直
弁
」
に
よ
っ

て
念
仏
と
諸
行
を
相
対
す
る
こ
と
は
源
信
が
初
め
て
成
し
た
解
釈
だ
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

各
用
例
に
お
け
る
良
忠
自
身
の
解
説
を
見
る
と
、
①
以
外
の
用
例
で
は
諸
行
と

念
仏
を
相
対
し
て
要
非
要
を
論
じ
る
箇
所
は
な
い
。
一
方
、
①
の
用
例
に
お
い
て

は
七
法
を
極
要
と
す
る
主
張
を
退
け
て
諸
行
を
伴
わ
な
い
但
念
仏
を
要
と
す
る
こ

と
を
解
説
し
て
お
り
、
こ
の
用
例
の
み
、
諸
行
と
念
仏
を
相
対
し
て
念
仏
を
要
と

す
る
解
説
を
補
足
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
各
用
例
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
及
び
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
良
忠
自

身
の
解
説
か
ら
、
①
の
用
例
が
諸
行
念
仏
相
対
と
し
て
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
①
の
用
例
は
『
往
生
要
集
』
の
題
字
に
お
け
る

(
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「
要
」
と
い
う
『
往
生
要
集
』
全
体
に
関
す
る
語
の
解
説
の
中
で
諸
行
念
仏
相
対

を
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
良
忠
自
身
の
解
説
で
も
っ
て
諸
行
を
非
要
と
し
、
念
仏

を
要
と
す
る
解
説
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
良
忠
は
諸
行
と

念
仏
を
相
対
し
て
念
仏
を
選
ぶ
「
総
な
る
要
」
と
し
て
、
法
然
『
釈
』
の
「
広
・

略
・
要
」
解
釈
を
重
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。

三
、「
別
な
る
要
」
の
解
釈

　

次
に
「
別
な
る
要
」
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
観
想
念
仏
と
称
名

念
仏
を
相
対
し
て
称
名
念
仏
を
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
の
四
釈
書
の
中
で

は
二
つ
の
説
示
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
『
詮
要
』
に
お
け
る
観
勝
称
劣
の
解
釈

で
あ
る
。

然
ニ

觀
念
ト

稱
念
ト

、
勝
劣
ア
リ

難
易
ア
リ

。
即
觀
念
ハ

勝
、
稱
念
ハ

劣
ナ
リ

。
故
ニ

念
佛

證
據
門
ノ

中
ニ

云
ヘ
リ

但
以
念
名
號
爲
往
生
之
業
何
況
觀
念
セ
ン

相
好
功

徳
ヲ
ヤ
ト

。
又
觀
念
ハ

難
ク

修
シ

、
稱
念
ハ

易
行
シ

。
故
ニ

上
ノ

文
ニ

云
、
若
有
ハ

不
ル
モ
ノ

堪
觀
念
ス
ル
ニ

相
好
〈
乃
至
〉
應
一
心
ニ

稱
念
ス

。
然
レ
ハ

則
、
依
テ

勝
劣
ニ

先
ツ

雖
勸
ト

觀
念
ヲ

、
約
シ
テ
ハ

難
易
ニ

專
ラ

唯
勸
稱
念
ヲ

也
。
而
ル
ニ

此
ノ

集
意
、
自
始

至
マ
テ

終
ニ

、
捨
テ

難
ヲ

取
ル

易
。
即
序
ノ

中
ニ

云
、
披
テ

之
修
ル
ニ

之
、
易
ク

覺
シ

易
シ

行

シ

。
又
念
佛
證
據
門
ノ

中
ニ

云
ク

、
男
女
貴
賤
、
修
ス
ル
ニ

之
ヲ

不
難
カ
ラ

等
。
當
ニ

知

ル

。
所
ノ

言
念
佛
ハ

則
稱
念
ナ
リ

也
。
然
ニ

觀
稱
ノ

中
ニ
ハ

、
尚
ヲ

就
易
行
ニ

專
勸
ム

稱

念
ヲ

。

　

こ
の
解
釈
で
は
、
観
想
念
仏
は
勝
だ
が
難
で
あ
り
称
名
念
仏
は
劣
だ
が
易
で
あ

っ
て
、『
往
生
要
集
』
は
易
行
で
あ
る
称
名
念
仏
を
専
ら
勧
め
る
と
す
る
。
ま
た

そ
の
根
拠
と
し
て
、
序
文
や
大
文
第
四
正
修
念
仏
、
大
文
第
八
念
仏
証
拠
の
文
言

を
挙
げ
る
。

　

も
う
一
つ
の
解
釈
は
、『
釈
』
等
に
お
い
て
『
往
生
要
集
』
大
文
第
五
助
念
方

法
の
「
惣
結
要
行
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

問
。
觀
察
門
ノ

中
ニ

有
リ

稱
念
、
有
リ

觀
念
。
正
ク
ハ

何
ノ

念
ソ
ヤ

乎
。
答
。
取
ル

稱

念
ヲ

也
。
故
ニ

下
ノ

文
ニ

云
フ

稱
念
佛
ハ

是
行
善
ナ
リ
ト

也
。

　

こ
こ
で
は
大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行
」
に
お
け
る
「
稱
念
ス
ル
ハ

佛
ヲ

是
レ

行
善
ナ
リ

」
と
い
う
説
示
を
根
拠
に
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
観
想
念
仏
と
称

名
念
仏
で
は
称
名
念
仏
が
選
ば
れ
る
と
す
る
。

　
『
義
記
』
で
は
観
想
念
仏
と
称
名
念
仏
の
選
別
に
つ
い
て
い
ず
れ
の
解
釈
も
引

用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
上
記
一
つ
目
の
解
釈
の
よ
う
な
観
称
の
念
仏
を
難

易
と
い
う
観
点
で
相
対
し
て
称
名
念
仏
を
選
ぶ
解
説
は
『
義
記
』
に
散
見
さ
れ

る
。
そ
の
一
例
を
示
す
。

頑
魯
ノ

念
佛
ハ

稱
名
ヲ

爲
ル

本
ト

也
。

　

こ
こ
で
は
「
頑
魯
」
の
者
の
た
め
に
は
称
名
念
仏
が
本
意
で
あ
る
と
し
、
そ
の

判
断
基
準
は
難
易
に
因
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
で
、
二
つ
目
の
解
釈
の
よ
う
な
「
惣
結
要
行
」
の
文
言
を
根
拠
と
す
る
解

説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

顯
密
事
理
ヲ

配
テ

於
利
智
精
進
之
人
ニ

、
爲
ニ
ハ

頑
魯
ノ

者
ノ

唯
勸
ム
ト

念
佛
ヲ

約
束
ノ

以
後
ニ

、
段
段
ノ

念
佛
、
以
稱
ヲ

爲
本
ト

。
總
結
要
行
ノ

文
、
念
佛
證
據
ノ

文
、

即
チ

其
ノ

證
也
。

　

こ
こ
で
良
忠
は
、「
頑
魯
の
者
」
の
た
め
に
は
称
名
念
仏
だ
と
難
易
に
よ
っ
て

説
明
し
つ
つ
、
称
名
が
要
だ
と
述
べ
る
証
拠
と
し
て
「
惣
結
要
行
の
文
」
な
ど
と

項
目
名
の
み
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、「
称
念
仏
是
行
善
」
の
文
言
を
引
用
し
て
解
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説
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
活
用
の
差
か
ら
、
良
忠
は
観
想
念
仏
と
称
名

念
仏
を
相
対
し
て
称
名
念
仏
を
選
ぶ
「
別
な
る
要
」
と
し
て
、
観
・
称
の
念
仏
を

難
易
と
い
う
観
点
で
相
対
す
る
解
釈
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
解
釈

は
法
然
『
詮
要
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
解
説
（
難
易
義
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
言

え
る
。

　

ま
た
『
義
記
』
で
は
、
称
名
念
仏
を
「
最
勝
の
行
」
と
し
て
解
説
す
る
箇
所
も

あ
る
（「
約
ス
レ
ハ

其
法
體
ニ

最
勝
ノ

行
ナ
リ

」、「
若
シ

約
ハ

法
體
ニ

是
レ

最
勝
ノ

行
ナ
リ

」）。
た

だ
し
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
で
は
称
名
念
仏
を
観
想

念
仏
と
相
対
し
て
劣
と
し
て
解
説
し
て
お
り
、
称
名
念
仏
を
勝
と
す
る
解
釈
は
法

然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈

は
、
念
仏
を
勝
劣
義
と
難
易
義
で
解
説
し
て
勝
・
易
だ
と
説
く
法
然
の
『
選
択

集
』
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
つ
い
て
の
良
忠
の
姿
勢

　

法
然
の
『
往
生
要
集
』
に
対
す
る
現
存
の
四
釈
書
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
そ

の
成
立
順
序
に
つ
い
て
様
々
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
林
田
康
順
氏

は
『
釈
』
↓
『
詮
要
』
の
成
立
順
序
を
提
唱
し
、
松
岡
法
之
氏
は
そ
の
立
場
を
さ

ら
に
進
め
て
、「
法
然
の
『
往
生
要
集
』
観
と
い
う
見
方
に
お
い
て
は
、「
惣
結
要

行
Ｂ
釈
」
↓
『
要
集
釈
』（
Ａ
釈
の
み
）
↓
『
詮
要
』（
惣
結
要
行
釈
な
し
）
と
い

う
順
序
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
正
に
助
念
仏
か
ら
但
念
仏
へ
と
関
心
の
重
き
が

移
っ
て
い
く
過
程
、『
往
生
要
集
』
の
念
仏
か
ら
善
導
の
念
仏
へ
と
傾
倒
し
て
い

く
過
程
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
「『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
を
、『
選
択
集
』
以
後
は
固
よ
り
、
三
部
経
講
説

以
後
の
法
然
が
著
し
た
と
す
る
に
は
首
肯
し
得
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
「
惣

結
要
行
Ｂ
釈
」
と
い
う
の
は
、
大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行
」
に
説
か
れ

る
七
法
が
『
往
生
要
集
』
の
正
意
だ
と
す
る
解
釈
で
あ
り
、「
惣
結
要
行
Ａ
釈
」

と
い
う
の
は
、「
惣
結
要
行
」
に
説
か
れ
る
七
法
は
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は

な
い
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
松
岡
氏
の
論
を
言
い
か
え
れ
ば
、「
法
然
は
、
は
じ

め
は
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
を
重
視
し
、
後
に
は
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
よ
り
も
「
惣

結
要
行
Ａ
釈
」
を
説
く
『
釈
』
を
重
視
し
、
さ
ら
に
後
に
は
、『
釈
』
よ
り
も

『
詮
要
』
を
重
視
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
松
岡
氏
は
「
惣
結
要
行
Ｂ

釈
」
か
ら
「
惣
結
要
行
Ａ
釈
」
へ
の
過
程
に
つ
い
て
「
法
然
の
中
で
そ
の
こ
と
に

対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
そ
う

し
た
思
想
の
変
化
に
要
す
る
時
間
的
な
経
過
を
内
包
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
、
Ｂ

釈
↓
Ａ
釈
へ
の
変
化
に
時
間
的
隔
た
り
を
含
め
て
い
る
。
一
般
的
に
同
じ
書
物
に

対
し
て
何
度
も
注
釈
書
を
残
し
て
い
る
場
合
、
よ
り
後
に
成
立
し
た
書
の
内
容
が

著
者
の
真
意
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
然
の
四

釈
書
に
つ
い
て
も
最
後
に
成
立
し
た
釈
書
こ
そ
が
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
で

あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
良
忠
は
「
総
な
る
要
」
の
解
説
に
お
い
て

は
『
釈
』
に
お
け
る
「
広
・
略
・
要
」
解
説
を
重
視
し
、「
別
な
る
要
」
の
解
説

に
お
い
て
は
『
詮
要
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
観
称
相
対
の
解
説
を
重
視
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
対
す
る
良
忠
の
姿
勢
と
し
て

は
、
釈
書
の
中
の
一
つ
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
釈
書
を
重
視
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
良
忠
は
、
法
然
の
複
数
の
釈
書
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

目
的
で
活
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
良
忠
は
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
が
一
つ
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の
釈
書
だ
け
に
集
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
捉
え
、
複
数
の
釈
書
に
そ
れ

ぞ
れ
別
の
意
図
を
見
出
し
て
（『
釈
』
は
諸
行
念
仏
相
対
と
し
て
、『
詮
要
』
は
観

称
相
対
と
し
て
）
受
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
観
想
念
仏
と
称
名
念
仏
を
相
対
す
る
説
示
は
『
詮
要
』
だ
け
に
し
か
見

ら
れ
ず
、「
広
・
略
・
要
」
解
釈
は
『
釈
』
だ
け
に
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
と
し
て
重
要
な
説
示
は
複
数
の
釈
書
に
亘
る
の
で
あ

る
。
厳
密
に
は
こ
れ
ら
の
釈
書
に
成
立
の
順
序
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
重
要
性

を
一
書
に
絞
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
中
で
た

だ
一
つ
の
釈
書
の
み
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
釈
書
に
の
み
説
か
れ
る

説
示
を
切
り
捨
て
る
こ
と
に
な
り
、
法
然
の
理
解
を
取
り
こ
ぼ
し
か
ね
な
い
。
一

つ
の
釈
書
の
み
を
法
然
の
真
意
だ
と
す
る
の
で
は
な
く
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』

観
は
複
数
の
釈
書
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
み
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
言

え
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
良
忠
の
「
総
・
別
」
の
解
釈
は
そ
の
よ
う
な
、
釈
書

の
中
の
一
つ
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
釈
書
を
重
視
す
る
姿
勢
が
見
ら

れ
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
を
受
容
す
る
注
目
す
べ
き
態
度
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
と
め

　

本
検
討
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
を
示
し
た
。

　

①
良
忠
が
『
往
生
要
集
』
を
解
釈
す
る
中
、
法
然
の
引
用
文
と
し
て
は
、『
往

生
要
集
釈
』
に
お
け
る
「
広
・
略
・
要
」
解
釈
を
諸
行
念
仏
相
対
と
し
て
重
視
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
良
忠
は
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
対
し
て
、
一
書
の
み
を
重
視
す
る
こ

と
な
く
、
複
数
の
釈
書
に
依
っ
て
『
往
生
要
集
』
を
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
姿
勢
は
法
然
の
四
釈
書
を
受
容
・
探
求
す
る
上
で
の
一
つ
の
注
目
す
べ
き
態
度

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
注
〕

た
だ
し
、『
往
生
要
集
鈔
』
か
ら
『
往
生
要
集
義
記
』
へ
と
増
補
・
再
編
集
が
な

さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（
南
宏
信
「
良
忠
撰
『
往
生
要
集
』
注
釈
書
の
成
立
過

程
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
法
然
上
人
八
〇
〇
年
大
遠
忌
記
念　

法
然
仏

教
と
そ
の
可
能
性
』
佛
教
大
学
、
二
〇
一
二
年
）
七
五
二
頁
）。『
往
生
要
集

鈔
』・『
往
生
要
集
義
記
』
の
諸
本
の
対
照
等
に
つ
い
て
南
氏
が
総
合
的
な
研
究
を

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
往
生
要
集
鈔
』
と
『
往
生
要
集
義
記
』
の
読
み

の
違
い
や
詳
細
な
異
同
に
つ
い
て
は
南
氏
の
研
究
成
果
を
待
つ
こ
と
と
す
る
。

法
然
の
『
往
生
要
集
』
に
対
す
る
解
釈
で
あ
り
、「
広
」
は
『
往
生
要
集
』
全
体

に
つ
い
て
解
釈
し
、「
略
」
は
大
文
第
五
助
念
方
法
の
「
惣
結
要
行
」
に
つ
い
て

解
釈
し
、「
要
」
は
大
文
第
四
正
修
念
仏
と
大
文
第
八
念
仏
証
拠
に
つ
い
て
解
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
は
こ
の
「
広
・
略
・
要
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
『
往
生
要

集
』
が
念
仏
だ
け
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

大
谷
旭
雄
「『
往
生
要
集
義
記
』
に
つ
い
て
」（『
浄
土
学
』
第
三
六
輯
、
大
正
大

学
浄
土
学
研
究
会
、
一
九
八
五
年
）
一
八
〇
頁
。

南
宏
信
「『
往
生
要
集
釈
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第

三
五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
頁
。
な
お
『
惣
結
要
行
料

簡
』
に
つ
い
て
は
南
氏
の
論
文
で
「『
惣
結
料
簡
』
は
『
詮
要
』
と
内
容
的
に
類

似
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

那
須
一
雄
「
弁
長
・
良
忠
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
理
解
に
つ
い
て
」（『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
七
年
）
一

八
三
頁
。

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
坂
田
良
弘
氏
が
触
れ
て
い
る
が
詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
て

い
な
い
（
坂
田
良
弘
「
往
生
要
集
の
念
佛
」（『
浄
土
学
』
第
二
一
輯
、
浄
土
学
研

究
会
、
一
九
四
六
年
）
三
一
頁
）。
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『
浄
全
』
十
五
・
一
六
五
頁
下
一
行
。

実
際
、
良
忠
自
身
の
解
説
に
よ
っ
て
「
総
別
」
の
解
釈
を
論
じ
て
い
る
箇
所
で

は
、
法
然
の
解
釈
と
同
じ
根
拠
を
用
い
る
等
、
法
然
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
。

「
総
」
に
つ
い
て
は
、
難
易
に
よ
っ
て
、
或
は
序
分
で
易
行
を
勧
め
る
点
に
依
っ

て
い
る
。
ま
た
「
別
」
に
つ
い
て
は
法
然
と
同
じ
く
難
易
義
に
依
っ
て
い
る
。

「
開
」
解
釈
は
『
往
生
要
集
』
の
章
門
を
元
の
通
り
十
門
で
捉
え
、「
合
」
解
釈
は

十
門
を
念
仏
と
諸
行
と
の
対
比
で
ま
と
め
て
五
門
と
し
て
解
釈
す
る
（『
昭
法
全
』

三
頁
六
行
（『
詮
要
』）、
十
八
頁
八
行
（『
釈
』））。

『
昭
法
全
』
十
九
頁
八
行
。

『
昭
法
全
』
三
四
七
頁
二
行
。
弥
陀
・
釈
迦
・
諸
仏
が
往
生
行
と
し
て
称
名
念
仏

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
を
、『
無
量
寿
経
』
の
①
選
択
本
願
、
②
選
択
讃
歎
、
③

選
択
留
教
、『
観
無
量
寿
経
』
の
④
選
択
摂
取
、
⑤
選
択
化
讃
、
⑥
選
択
付
属
、

『
阿
弥
陀
経
』
の
⑦
選
択
証
誠
、『
般
舟
三
昧
経
』
の
⑧
選
択
我
名
と
い
う
八
種
の

選
択
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
。
八
種
選
択
と
『
往
生
要
集
』
の
六
義
の
関
連
に
つ

い
て
南
氏
の
論
文
が
あ
る
（
南
宏
信
「
法
然
「
八
種
選
択
義
」
の
淵
源
│
│
『
往

生
要
集
』
か
ら
『
選
択
集
』
へ
│
│
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
四
一
号
、
知
恩
院

浄
土
宗
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
））。

『
往
生
要
集
』
大
文
第
八
念
仏
証
拠
門
の
説
示
か
ら
念
仏
と
諸
行
に
つ
い
て
六
つ

の
相
対
を
捉
え
る
解
釈
。
六
つ
の
相
対
と
は
①
難
行
易
行
対
、
②
少
分
多
分
対
、

③
因
明
直
弁
対
、
④
自
説
不
自
説
対
、
⑤
摂
取
不
摂
取
対
、
⑥
随
宜
尽
理
対
。

『
昭
法
全
』
六
頁
十
行
、
十
三
頁
十
一
行
、
十
六
頁
十
行
、
二
五
頁
十
四
行
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
五
八
頁
下
十
二
行
。
大
谷
論
文
で
は
祖
師
釈
、
那
須
論
文
で

は
釈
書
①
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
大
谷
論
文
は
引
用
箇
所
の
典
拠
を

全
て
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
引
用
元
と
す
る
四
釈
書
等
か
ら
筆
者

が
判
断
し
た
。
引
用
文
全
体
は
「
祖
師
ノ

釋
ニ

云
、
付
テ

此
ノ

要
集
ニ

有
リ

廣
略
要
。
一

ニ

廣
ト

者
、
此
ノ

一
部
三
卷
ニ

有
リ

序
正
流
通
厭
離
等
ノ

十
門
、
束
テ

以
テ

名
ク

廣
ト

。
二
ニ

略
ト

者
、
總
結
要
行
ノ

七
法
是
レ

也
。〈
乃
至
〉
此
レ

尚
ホ

準
シ
テ

問
ニ

雖
ト
モ

簡
ト

要
否
ヲ

是
レ

且
ク

助
念
門
ノ

意
也
。
非
此
ノ

集
ノ

正
意
ニ
ハ

。
所
以
知
ル

者
、
上
ノ

止
惡
修
善
ノ

中
ニ

云
、
問
。
念
佛
セ
ハ

自
ラ

滅
ス

罪
ヲ

何
ソ

必
シ
モ

堅
ク

持
戒
セ
ン
ヤ

。
答
。
若
シ

一
心
ニ

念
セ
ハ

誠
ニ

如
シ

所
ノ

責
ル

。〈
已
上
〉
故
ニ

知
ヌ

如
説
ニ

念
佛
セ
ハ

不
必
ス
シ
モ

可
淫具
ス

持
戒
等
ヲ

矣
。
三

ニ

要
ト

者
、
約
シ
テ

念
佛
ノ

一
行
ニ

勸
進
ス
ル

文
是
レ

也
。
第
四
ニ

正
修
念
佛
門
ノ

中
ノ

觀
察
門

ニ

云
、
初
心
ノ

觀
行
ハ

不
堪
深
奧
ニ

。〈
乃
至
〉
是
ノ

故
ニ

可
修
ス

色
相
觀
ヲ

。
此
ヲ

分
テ

爲
三
ト

。
一
ニ
ハ

別
相
觀
、
二
ニ
ハ

總
相
觀
、
三
ニ
ハ

雜
略
觀
也
。
隨
テ

意
樂
ニ

應
ニ

用
フ

之

ヲ

。
若
シ

有
ハ

不
ル
コ
ト

堪
觀
念
ス
ル
ニ

相
好
ヲ

、
或
ハ

依
リ

歸
命
想
ニ

、
或
ハ

依
リ

引
接
想
ニ

、

或
ハ

依
テ

往
生
想
ニ

應
ニ

一
心
ニ

稱
念
ス

。〈
已
上
意
樂
不
同
故
明
種
種
觀
〉
行
住
坐

臥
語
默
作
作
常
ニ

以
テ

此
ノ

念
ヲ

在
ヲ
ク
コ
ト

於
胸
中
ニ

、
如
ク
シ

飢
ヘ
テ

念
淫フカ
食
ヲ

如
ク
ス
ヘ
シ

渴
シ
テ

追
淫フカ
水
ヲ

。
或
ハ

低
レ

頭
ヲ

擧
ケ

手
ヲ

、
或
ハ

擧
テ

聲
ヲ

稱
名
セ
ヨ

。
外
儀
雖
ト
モ

異
ナ
リ
ト

心
念
ハ

常
ニ

存
シ
テ

念
念
相
續
シ
テ

寤
寐
ニ

莫
レ

忘
ル
コ
ト

。〈
已
上
〉
又
念
佛
證
據
門
ニ

問
テ

云
、
一

切
ノ

善
業
ニ

各
有
テ

利
益
各
得
往
生
ヲ

。
何
カ

故
ソ

唯
勸
ル
ヤ

念
佛
ノ

一
門
ヲ

。
答
。
今

勸
ル
コ
ト
ハ

念
佛
ヲ

非
是
レ

遮
ル
ニ
ハ

餘
ノ

種
種
ノ

妙
行
ヲ

。
只
是
レ

男
女
貴
賤
不
簡
ハ

行
住
坐

臥
ヲ

不
論
セ

時
處
諸
縁
ヲ

修
ス
ル
ニ

之
ヲ

不
難
カ
ラ

、
乃
至
臨
終
ニ

願
求
ス
ル
ニ

往
生
ヲ

得
ル
コ
ト

其
ノ

便
宜
ヲ

、
不
如
カ

念
佛
ニ

。
故
ニ

木

經
ニ

云
、
難
陀
國
ノ

波
瑠
璃
王
〈
乃
至
〉
其

ノ

餘
ノ

行
法
ハ

因
テ

明
ス
ニ

彼
ノ

法
ノ

種
種
ノ

功
能
ヲ

自
ラ

説
ク

往
生
之
事
ヲ

。
不
如
直
ニ

辨
ス
ル

ニ

往
生
之
要
ヲ

多
ク

云
ニ
ハ

念
佛
ト

。〈
乃
至
〉
明
ニ

知
ヌ

、
契
經
ニ
ハ

多
ク

以
テ

念
佛
ヲ

爲
ル
コ
ト
ヲ

往
生
ノ

要
ト

。〈
云
云
〉
私
ニ

云
、
初
問
ノ

意
者
、
可
シ

唯
勸
ノ

語
ハ

正
ク

指
ス
ナ
ル

上
ノ

觀
察

門
ノ

中
ノ

行
住
坐
臥
等
ノ

文
ヲ

也
。
其
ノ

故
ハ

尋
ル
ニ

一
部
ノ

始
末
ヲ

慇
懃
ノ

勸
進
唯
在
リ

觀
察

ノ

一
門
ニ

。
餘
處
ニ
ハ

全
ク

所
不
ル

見
也
。
答
ノ

中
ニ

有
二
義
。
一
ニ

者
難
行
易
行
。〈
云

云
〉
二
ニ

者
少
分
多
分
。〈
云
云
〉
次
ノ

問
答
ノ

中
ニ

有
リ

三
義
。
一
ニ

者
因
明
直
辨
。

〈
云
云
〉
二
ニ

者
自
説
不
自
説
。〈
云
云
〉
三
ニ

者
攝
取
不
攝
取
。〈
云
云
〉
後
ノ

問
答

ノ

中
ニ

有
一
義
。
如
來
ノ

隨
機
ト

四
依
ノ

理
盡
ト
ナ
リ

。〈
云
云
〉
是
レ

即
此
集
ノ

本
意
也
ト

可
思
。〈
已
上
祖
師
釋
〉」
た
だ
し
、「
有
リ

廣
略
要
ニ

」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
諸
本
に

依
っ
て
「
有
リ

廣
略
要
」
と
し
た
。
本
節
で
は
法
然
の
引
用
に
お
け
る
諸
行
と
念

仏
の
説
示
の
有
無
の
み
を
重
視
し
て
い
る
（
以
下
の
用
例
も
同
様
）。
現
代
語
訳

に
つ
い
て
は
本
庄
良
文
「『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯

（
一
）
│
│
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
一
号
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
一

九
九
五
年
）
六
四
頁
参
照
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
五
九
頁
下
十
六
行
。
大
谷
論
文
で
は
祖
師
料
簡
ａ
、
那
須
論

文
で
は
釈
書
②
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
六
六
頁
上
九
行
。
大
谷
論
文
で
は
祖
師
釈
、
那
須
論
文
で
は

釈
書
⑥
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
文
全
体
は
「
祖
師
釋
ニ

云
、
三
ニ

入
文
解
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釋
。
此
ニ

有
リ

二
意
。
一
ニ

者
分
別
シ

三
段
ヲ

、
二
ニ

者
明
ス

章
門
ノ

開
合
ヲ

。
一
ニ

分
別

ス
ト

三
段
ヲ

者
、
一
ニ

序
分
ト

者
、
初
メ

自
夫
往
生
極
樂
ト
イ
フ

至
マ
テ

備
於
廢
忘
矣
ニ

者
是
レ

序
分
也
。
二
ニ

言
正
宗
ト

者
、
自
大
文
第
一
終
ル
マ
テ
ハ

下
卷
ノ

末
ノ

寳
性
論
ノ

偈
ヲ

正

宗
分
也
。
三
ニ

言
流
通
ト

者
、
下
卷
ノ

内
題
ノ

奧
ノ

七
言
四
句
ノ

偈
是
レ

流
通
分
也
。
二

ニ

明
ス
ト
ハ

章
門
ノ

開
合
ヲ

者
、
先
ニ

開
シ

次
ニ

合
ス

。
先
ニ

開
ス
ト

者
、
如
シ

序
ノ

中
ニ

云
カ

總
シ
テ

有
十
門
分
テ

爲
三
卷
ト

一
ニ
ハ

厭
離
穢
土
乃
至
十
ニ
ハ

問
答
料
簡
ト

。
是
レ

則
チ

開
ノ

義

也
。
次
ニ

合
ト

者
、
前
ノ

十
門
ヲ

束
テ

爲
五
門
ト

。
謂
ク

一
ニ
ハ

厭
離
穢
土
門
。
二
ニ
ハ

欣
求

淨
土
門
ナ
リ

。
此
ノ

門
ノ

中
ニ

即
チ

攝
ス

第
三
ノ

極
樂
證
據
門
ヲ

。
三
ニ
ハ

正
修
念
佛
門
。
此
ノ

門
ノ

中
ニ

即
チ

攝
ス

助
念
ト

別
時
ト

利
益
ト

證
據
ト
ノ

四
門
ヲ

。
四
ニ
ハ

往
生
諸
行
門
。
五
ニ
ハ

問

答
料
簡
門
也
。
問
曰
、
十
門
ノ

次
第
、
造
主
定
テ

可
シ

有
ル

其
意
ノ

。
今
何
カ

故
ソ

末
學

膚
ニ

受
テ

輒
ク

論
ス
ル
コ
ト

開
合
ノ

二
義
ヲ

、
有
リ

何
ノ

故
耶
。
答
曰
、
第
三
ノ

極
樂
證
據
門

之
意
ハ

即
チ

釋
ス

第
二
ノ

欣
求
淨
土
門
之
疑
ヲ

。
謂
ク

對
シ
テ

十
方
及
ヒ

都
率
ニ

唯
偏
ニ

釋
成

ス

西
方
ノ

一
義
ヲ

。
故
ニ

爲
ス

一
門
ト

。
問
曰
、
何
故
ソ

第
四
第
五
第
六
第
七
第
八
合
シ
テ

之
ヲ

爲
ヤ

一
門
ト

乎
。
答
曰
、
依
テ

正
助
長
時
別
時
修
因
得
果
ノ

義
ニ

一
往
開
シ
テ

之
ヲ

雖

爲
ト

五
門
ト

、
對
ス
レ
ハ

諸
行
ニ

五
門
共
ニ

是
レ

念
佛
ナ
ル
カ

故
ニ

亦
合
シ
テ

爲
一
門
ト

。
故
ニ

序

ノ

中
ニ

云
依
念
佛
一
門
聊
集
經
論
要
文
ト

。〈
云
云
〉
又
第
八
念
佛
證
據
門
ノ

中
ニ
ハ

問

曰
、
一
切
ノ

善
業
ニ

各
有
テ

利
益
各
得
往
生
ス
ル
コ
ト
ヲ

。
何
カ

故
ソ

唯
勸
ル
ヤ
ト

念
佛
ノ

一

門
ヲ

。
第
九
門
ノ

初
ニ

謂
ク

、
求
ル

極
樂
ヲ

者
ハ

不
必
シ
モ

修
セ

專
ラ

念
佛
ヲ

。
須
ク

明
テ

諸
行
ヲ

各
任
ス

樂
欲
ニ

。
序
ノ

中
ニ

言
一
門
ト

者
、
總
シ
テ

指
テ

一
部
十
門
之
中
ニ

所
ノ

言
念

佛
ヲ

云
念
佛
一
門
ト

。
是
レ

則
チ

對
シ
テ

諸
行
ニ

論
ス

之
ヲ

。
第
八
念
佛
證
據
門
ノ

中
ニ

所
ノ

言
一
門
ト

者
、
指
テ

上
ノ

正
修
念
佛
已
下
ノ

四
門
ヲ

亦
對
シ
テ

諸
行
ニ

云
一
門
ト

也
。
第
九

門
ノ

初
ニ

言
念
佛
ト

者
、
雖
無
ト

一
門
ノ

言
ハ

意
ハ

指
テ

正
修
已
下
ノ

五
門
ヲ

云
念
佛
ト

也
。
是
レ

對
シ
テ

諸
行
ニ

亦
云
念
佛
ト

。〈
已
上
祖
師
釋
〉」
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
本

庄
良
文
「『
往
生
要
集
義
記
』
第
一
│
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
二
）
│
│
」

（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
二
号
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）
一

九
九
頁
参
照
。

『
浄
全
』
十
五
・
三
三
四
頁
上
五
行
。
大
谷
論
文
で
は
祖
師
云
㋺
、
那
須
論
文
で

は
釈
書
⑮
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
文
全
体
は
「
祖
師
ノ

云
、
念
佛
證
據

門
ニ

即
チ

念
佛
ト

諸
行
ト
ヲ

相
對
シ
テ

判
ス

往
生
ノ

得
失
ヲ

。
文
ニ

有
リ

三
ノ

問
答
。
義
ニ

有
リ

六
ノ

相
對
。
謂
ク

始
ノ

問
答
ノ

中
ニ

即
有
二
ノ

相
對
。
一
ハ

難
行
易
行
對
、
二
ニ
ハ

少
分
多
分

對
也
。
始
ニ

難
行
易
行
對
ト

者
、
諸
行
ハ

難
行
、
念
佛
ハ

易
行
ナ
リ

。
即
チ

文
云
ヘ
ル

不
簡

行
住
坐
臥
等
ト

是
也
。
次
ニ

少
分
多
分
對
ト

者
、
諸
行
ハ

少
分
ノ

説
、
念
佛
ハ

多
分
ノ

説

也
。
即
チ

文
ニ

云
ヘ
ル

諸
ノ

聖
敎
ノ

中
ニ

多
ク

以
テ

念
佛
ヲ

爲
ト

往
生
業
ト

是
也
。
第
二
ノ

問
答
ノ

中
ニ

亦
有
三
ノ

相
對
。
一
ニ

因
明
直
辨
對
、
二
ニ

自
説
不
自
説
對
、
三
ニ

攝
取
不
攝
取

對
也
。
一
ニ

因
明
直
辨
對
ト

者
、
諸
行
ハ

因
明
ノ

行
、
念
佛
ハ

直
辨
ノ

行
也
。
即
文
ニ

云
ヘ

ル

其
ノ

餘
ノ

行
法
ハ

因
ニ

明
ス

彼
ノ

法
ノ

種
種
ノ

功
能
ヲ

、
其
ノ

中
ニ

自
ラ

説
ク

往
生
ノ

之
事
ヲ

、
不

陰ト如
カ

直
ニ

辨
シ

往
生
ノ

之
要
ヲ

多
ク

云
ニ
ハ

念
佛
ヲ

是
也
。
二
ニ

自
説
不
自
説
對
ト

者
、
諸
行

ハ

非
ス

彌
陀
自
説
ノ

行
ニ

、
念
佛
ハ

即
彌
陀
自
説
ノ

行
ナ
リ

。
即
チ

文
ニ

云
ヘ
ル

佛
自
ラ

説
テ

言
フ
ト

當
念
我
名
是
也
。
三
ニ

攝
取
不
攝
取
對
ト

者
、
諸
行
ハ

佛
光
不
攝
取
ノ

行
、
念
佛
ハ

佛

光
攝
取
ノ

行
也
。
即
チ

文
ニ

云
ヘ
ル

不
ト

云
ハ

佛
ノ

光
明
攝
取
ス
ト

餘
行
ノ

人
ヲ

是
也
。
第
三

問
答
ノ

中
ニ

唯
タ

一
ノ

相
對
ア
リ

。
謂
ク

隨
機
理
盡
對
ナ
リ

。
諸
行
ハ

如
來
隨
機
ノ

經
説
、
念

佛
ハ

四
依
理
盡
ノ

論
説
ナ
リ

。
即
文
ニ

引
ク

馬
鳴
ノ

論
ヲ

是
也
。〈
已
上
〉」
こ
れ
は
『
詮

要
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、『
詮
要
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
現
代
語
訳
に
つ

い
て
は
福
𠩤
隆

監
修
、
曽
根
宣
雄
訳
注
『
傍
訳　

往
生
要
集
詮
要
』（
四
季

社
、
二
〇
〇
四
年
）
七
六
頁
参
照
。

『
浄
全
』
十
五
・
三
三
五
頁
下
一
行
。
大
谷
論
文
、
那
須
論
文
で
は
挙
げ
ら
れ
て

い
な
い
。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
高
橋
弘
次
監
修
、
本
庄
良
文　

善
裕
昭
編
集

『
傍
訳　

選
択
本
願
念
仏
集
』（
下
）（
四
季
社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
七
三
頁
参
照
。

『
浄
全
』
十
五
・
三
三
六
頁
上
三
行
。
大
谷
論
文
で
は
祖
師
云
㋺
、
那
須
論
文
で

は
釈
書
⑰
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
文
全
体
は
「
祖
師
ノ

云
、
因
明
ト

者
、

且
ク

法
華
ニ

或
ハ

説
ク
ニ

即
身
成
佛
ノ

功
能
ヲ

提
婆
品
ノ

中
ニ

云
ト
イ
フ

坐
寳
蓮
華
成
等
正
覺

等
ト

其
ノ

文
ナ
リ

。
或
ハ

説
ク
ニ

六
根
淸
淨
ノ

功
能
ヲ

或
ハ

生
シ

十
方
ノ

佛
前
ニ

或
ハ

即
チ

往
ク
ト
イ
フ

兜
率
天
上
ニ

。
明
ス

如
ク

此
ノ

種
種
ノ

功
能
ヲ

。
因
テ

自
説
往
生
ノ

事
ニ

即
チ

藥
王
品
ノ

中
ニ

説
ク

即
往
安
樂
世
界
等
ト

此
ノ

文
也
。
如
ク

修
ス
ル
カ

法
華
ヲ

餘
法
準
ス
ヘ
シ

之
ニ

。
直
辨
ト

者
、
大
經
・
觀
經
・
彌
陀
經
等
ノ

中
ニ

説
ク
ハ

念
佛
ヲ

本
自
リ

爲
メ

往
生
ノ

一
事
ノ

也
。〈
已

上
〉」
こ
れ
は
『
詮
要
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、『
詮
要
』
に
お
け
る
該
当
箇
所

の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
福
𠩤
隆

監
修
、
曽
根
宣
雄
訳
注
『
傍
訳　

往
生
要
集

詮
要
』（
四
季
社
、
二
〇
〇
四
年
）
八
一
頁
参
照
。

『
浄
全
』
十
五
・
三
四
一
頁
下
一
行
。
大
谷
論
文
で
は
祖
師
云
㋺
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
那
須
論
文
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
『
詮
要
』
か
ら
の
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引
用
で
あ
る
が
、『
詮
要
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
福
𠩤

隆

監
修
、
曽
根
宣
雄
訳
注
『
傍
訳　

往
生
要
集
詮
要
』（
四
季
社
、
二
〇
〇
四

年
）
四
九
頁
参
照
。

『
昭
法
全
』
十
九
頁
八
行
。

『
昭
法
全
』
十
八
頁
八
行
。

『
昭
法
全
』
六
頁
十
行
。

『
昭
法
全
』
三
三
七
頁
六
行
。

『
昭
法
全
』
六
頁
十
七
行
。

『
昭
法
全
』
四
頁
十
二
行
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
五
九
頁
下
五
行
。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
本
庄
良
文
「『
往
生

要
集
義
記
』
第
一
│
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
一
）
│
│
」（『
浄
土
宗
学
研

究
』
第
二
一
号
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
六
九
頁
参
照
。

『
往
生
要
集
』
で
は
「
往
生
の
要
」
は
何
か
と
い
う
問
に
対
し
て
、
①
大
菩
提
心

と
②
三
業
を
護
る
こ
と
と
③
深
く
信
じ
④
誠
を
至
し
て
⑤
常
に
⑥
仏
を
念
ず
る
な

ら
ば
⑦
願
に
随
っ
て
、
決
定
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
七
法
を
答
え
る

（『
浄
全
』
十
五
・
一
〇
八
頁
上
一
行
）。

『
浄
全
』
十
五
・
一
六
六
頁
下
十
七
行
。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
本
庄
良
文
「『
往

生
要
集
義
記
』
第
一
│
│
訓
み
下
し
と
現
代
語
譯
（
二
）
│
│
」（『
浄
土
宗
学
研

究
』
第
二
二
号
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
二
頁
参
照
。

『
浄
全
』
十
五
・
三
三
五
頁
下
三
行
。（
試
訳
：
問
う
。
経
に
は
こ
の
文
言
は
な

い
。
答
え
る
。
こ
れ
は
取
意
の
文
で
あ
る
。
経
の
趣
旨
に
最
も
適
っ
て
い
る
。
有

る
説
に
言
う
。
後
一
条
天
皇
の
御
代
に
お
い
て
、
出
離
に
疑
い
な
く
往
生
が
明
白

な
肝
要
の
明
文
を
選
り
す
ぐ
っ
て
奉
る
よ
う
諸
宗
に
命
令
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
よ

う
に
各
々
こ
の
文
言
を
進
呈
し
た
。
誠
に
謂
れ
の
あ
る
こ
と
よ
。）

『
浄
全
』
十
五
・
三
三
六
頁
上
九
行
。（
試
訳
：
問
う
。〔『
無
量
寿
経
』・『
観
無
量

寿
経
』・『
阿
弥
陀
経
』
の
〕
三
経
に
説
か
れ
る
余
行
は
因
明
と
直
弁
の
中
で
は
ど

う
か
。
答
え
る
。
ど
ち
ら
に
も
属
し
な
い
か
。
或
は
他
の
経
に
準
ず
れ
ば
、
や
は

り
因
明
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
上
品
上
生
の
読
誦
の
行
は
、『
法
華
経
』
薬
王

品
の
説
に
対
し
て
は
因
明
の
行
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
の
行
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え

な
さ
い
。
問
う
。
三
経
の
他
の
諸
経
に
説
か
れ
る
念
仏
往
生
〔
の
教
え
〕
は
〔
因

明
・
直
弁
の
〕
ど
ち
ら
に
含
ま
れ
る
か
。
答
え
る
。
ど
ち
ら
に
も
属
し
な
い
か
。

或
は
三
経
に
対
す
れ
ば
、
ま
た
こ
れ
も
直
弁
で
あ
ろ
う
。
極
楽
〔
往
生
〕
の
直
接

の
原
因
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
だ
か
ら
で
あ
る
。『
大
乗
起
信
論
』
の
文
言
は
そ
の

証
拠
で
あ
る
。
先
師
（
聖
光
）
の
語
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
法
然
上
人
が
言
う

こ
と
に
、
難
易
等
の
義
は
曇
鸞
等
の
師
が
解
釈
し
た
。
因
明
・
直
弁
の
義
に
つ
い

て
は
、
諸
師
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
今
師
（
源
信
）
の
意
向
は
こ
の
言
葉
に
あ

る
、
と
。
私
（
良
忠
）
が
考
え
る
に
、
此
彼
の
経
に
お
い
て
諸
行
往
生
を
因
明
と

名
づ
け
る
。
人
に
応
じ
て
説
く
諸
行
は
主
る
も
の
が
異
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
法

（
諸
行
）
の
功
能
は
広
い
の
で
、
因
み
に
往
生
の
利
益
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ

る
。
此
彼
の
経
の
中
で
説
く
念
仏
往
生
を
直
弁
と
名
づ
け
る
。
極
楽
〔
往
生
〕
の

正
因
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
だ
か
ら
で
あ
る
。）

①
の
用
例
に
お
け
る
良
忠
の
解
説
で
は
良
忠
自
身
の
「
要
」
の
解
釈
も
述
べ
ら
れ

る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
と
良
忠
に
よ

る
そ
の
継
承
と
深
化
│
│
菩
提
心
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀

要
』
第
四
九
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
二
一
年
）
七
頁
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
本
検
討
で
は
諸
行
念
仏
相
対
の
有
無
に
よ
っ
て
「
総
な
る
要
」
と
し
て
の
重

要
性
を
判
断
し
た
。

『
昭
法
全
』
五
頁
十
七
行
（
底
本
は
善
照
寺
本
と
し
た
）。

『
釈
』（『
昭
法
全
』
二
一
頁
六
行
（
底
本
は
善
照
寺
本
と
し
た
））。
ま
た
他
に
も

九
頁
八
行
（『
詮
要
』）、
十
一
頁
十
七
行
（『
往
生
要
集
料
簡
』）、
十
五
頁
九
行

（『
往
生
要
集
略
料
簡
』）、
二
三
頁
一
行
（『
釈
』）
に
同
様
の
説
示
が
見
ら
れ
る
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
〇
八
頁
上
十
行
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
六
五
頁
上
六
行
。
そ
の
他
の
用
例
と
し
て
次
の
箇
所
が
挙
げ

ら
れ
る
。「
集
ノ

意
、
爲
ニ

被
シ
メ
ン
カ

末
代
ノ

機
ニ

、
選
ヒ

捨
テ

不
堪
ノ

行
法
ヲ

而
モ

觀
ス

相
應
ノ

要
法
ヲ

」（『
浄
全
』
十
五
・
一
六
〇
頁
下
一
行
。
試
訳
：『
往
生
要
集
』
の
本
意

は
、
末
代
の
衆
生
に
〔
往
生
の
利
益
を
〕
蒙
ら
せ
る
た
め
に
、
そ
の
者
が
堪
え
ら

れ
な
い
行
法
を
選
び
捨
て
、
相
応
し
い
要
法
を
勧
め
る
こ
と
で
あ
る
。（
た
だ
し

「
觀
ス

」
を
「
勧
」
の
誤
り
と
考
え
た
。））、「
顯
密
事
理
ヲ

配
テ

於
利
智
精
進
之

人
ニ

、
爲
ニ
ハ

頑
魯
ノ

者
ノ

唯
勸
ム
ト

念
佛
ヲ

約
束
ノ

以
後
ニ

、
段
段
ノ

念
佛
、
以
稱
ヲ

爲
本

ト

」（『
浄
全
』
十
五
・
一
六
四
頁
下
十
一
行
。
試
訳
：
顕
密
事
理
を
利
智
精
進
の
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人
に
配
当
し
て
、
頑
魯
の
者
の
た
め
に
は
た
だ
念
仏
を
勧
め
る
と
約
束
し
た
後
、

一
つ
一
つ
の
念
仏
は
称
名
を
本
と
す
る
）、「
勸
ル
ヲ

稱
ヲ

爲
正
ト

。
見
タ
リ

答
ノ

初
文
ニ

」

（『
浄
全
』
十
五
・
三
三
四
頁
下
六
行
。「
答
の
初
文
」
は
『
往
生
要
集
』
に
お
け

る
「
今
勸
ル
ハ

念
佛
ヲ

、
非
ス

是
遮
ル
ニ

餘
ノ

種
種
ノ

妙
行
ヲ

、
只
男
女
貴
賤
、
不
簡
ハ

行

住
坐
臥
ヲ

、
不
シ
テ

論
セ

時
處
諸
縁
ヲ

、
修
ル
ニ

之
不
難
カ
ラ

、
乃
至
臨
終
ニ

願
求
ス
ル
ニ

往

生
ヲ

、
得
ル
コ
ト

其
ノ

便
宜
ヲ

、
不
如
カ

念
佛
ニ

」（『
浄
全
』
十
五
・
一
二
八
頁
下
九
行
）

を
指
す
）。
た
だ
し
い
ず
れ
も
称
名
念
仏
を
劣
だ
と
は
し
な
い
。

『
浄
全
』
十
五
・
一
六
四
頁
下
十
一
行
。
訳
は
前
注
参
照
。
ま
た
『
浄
全
』
十

五
・
二
八
三
頁
上
二
行
で
も
称
名
念
仏
を
『
往
生
要
集
』
の
本
意
と
す
る
証
拠
と

し
て
「
惣
結
要
行
」
の
項
目
名
だ
け
を
挙
げ
る
。

た
だ
し
、
南
氏
に
よ
る
と
『
鈔
』
に
お
い
て
良
忠
が
用
い
た
法
然
の
釈
書
は

『
釈
』
と
『
惣
結
要
行
料
簡
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的
に
は
『
詮
要
』

の
そ
れ
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
が
釈
書
と
し
て
は
『
惣
結
要
行
料
簡
』
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
南
宏
信
「『
往
生
要
集
釈
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学

院
紀
要
』
第
三
五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
頁
）。

『
浄
全
』
十
五
・
一
六
〇
頁
下
七
行
。

『
浄
全
』
十
五
・
二
七
五
頁
上
七
行
。

林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
五
年
）
一
二
七
頁
。

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第

五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）
三
〇
一
頁
。

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第

五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）
三
〇
二
頁
。

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第

五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）
二
九
八
頁
。

こ
の
こ
と
は
、
良
忠
が
『
往
生
要
集
』
を
解
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、
複
数
の
法
然

の
釈
書
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
坪
井
俊
映
氏
も
ま
た
法
然
の
複
数
の
釈
書
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
目
的
を
見
出
し
て
い
る
（
坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
』
│
│
伝

統
と
自
証
に
つ
い
て
│
│
（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
）
二
〇
四
頁
）。

（
し
も
ば
た　

け
い
す
け　

文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
本
庄　

良
文　

教
授
）

二
〇
二
一
年
九
月
三
十
日
受
理
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別
表　
『
往
生
要
集
義
記
』
に
お
け
る
法
然
の
引
用
箇
所
及
び
法
然
に
触
れ
た
箇
所

『
往
生
要
集
義
記
』
に
お
け
る
法
然
の
引
用
箇
所
及
び
法
然
（
著
書
を
含
む
）
に
関
す
る
記
述
を
整
理
し
た
。
頁
・
行
の
欄
は
『
浄
全
』
十
五
巻
に
お
け
る
該
当
箇
所
を
示
す
。
著
書
の
引
用
に
つ
い
て
は
典
拠
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
を
示
し
た
が
、
必
ず
し
も
文
言
が
厳
密
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
先
行
研
究
に
お
け
る
指
摘
箇
所
も
並
記
し
た
。
た
だ
し
、
大
谷
論
文
で
は
明
確
な
箇
所
の
指
摘
が
な
い
た
め
、
筆
者
の
判
断
で

配
当
し
た
。
欄
外
に
数
字
を
付
し
た
用
例
は
本
文
で
挙
げ
る
箇
所
で
あ
る
（『
釈
』
＝
『
往
生
要
集
釈
』、『
詮
要
』
＝
『
往
生
要
集
詮
要
』、『
料
簡
』
＝
『
往
生
要
集
料
簡
』、『
略
料
簡
』
＝
『
往
生
要
集
略
料
簡
』
を
指
す
）。

番
号

頁
・
行

引
用
箇
所

そ
の
他
の
法
然
に
触
れ
た
箇
所

典
拠
（『
昭
法
全
』
頁
・
行
）

大
谷
論
文

那
須
論
文

①

一

一
五
八
・
下
十
二

　

〜
一
五
九
・
下
五

祖
師
釋
云
付
此
要
集
（
中
略
）
本
意
也
可
思
〈
已
上
祖

師
釋
〉

│

『
釈
』

十
九
・
八

　

〜
二
六
・
七

祖
師
釈
云

釈
書
①

②

二

一
五
九
・
下
十
六

　

〜
一
五
九
・
下
十
七

祖
師
料
簡
引
上
文
云
故
知
如
説
念
佛
不
必
可
具
持
戒
等

矣
〈
已
上
〉

│

『
釈
』

『
料
簡
』

『
略
料
簡
』

二
一
・
十

十
二
・
十
四

十
五
・
十
三

　

〜
十
五
・
十
四

祖
師

料
簡
ａ

釈
書
②

三

一
六
〇
・
下
九

│

祖
師
立
難
易
勝
劣
稱
名
爲
勝
亦
爲
易
行

│

│

│

釈
書
③

四

一
六
〇
・
下
十
三

　

〜
一
六
〇
・
下
十
四

祖
師
釋
云
廣
依
經
論
撰
集
念
佛
往
生
之
文
故
言
集
也

〈
已
上
〉

│

『
釈
』

十
八
・
二

祖
師
釈
云

釈
書
④

五

一
六
三
・
下
二

　

〜
一
六
三
・
下
三

│

依
凖
經
論
分
三
段
如
祖
師
分
文

│

│

祖
師
分
文

釈
書
⑤

六

一
六
四
・
下
一

│

〈
祖
師
御
弟
子
唯
行
房
〉

│

│

│

│

七

一
六
四
・
下
二

│

黑
谷
御
義

│

│

│

│

八

一
六
五
・
下
六

│

何
稱
屬
劣
違
選
擇
意

│

│

│

│

③

九

一
六
六
・
上
九

　

〜
一
六
六
・
下
十
七

祖
師
釋
云
三
入
文
解
釋
（
中
略
）
亦
云
念
佛
〈
已
上
祖

師
釋
〉

│

『
釈
』

十
八
・
四

　

〜
十
九
・
六

祖
師
釈
云

釈
書
⑥

十

一
六
七
・
上
三

　

〜
一
六
七
・
上
五

│

祖
師
意
據
功
生
極
樂
證
無
上
覺
義
常
歎
勝
勸

學
文
竟
以
偈
而
歎
集
功
蓋
爲
流
通
如
諸
經
中

以
經
家
言
爲
流
通
段
則
此
義
也

│

│

│

他
①

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

一
三



番
号

頁
・
行

引
用
箇
所

そ
の
他
の
法
然
に
触
れ
た
箇
所

典
拠
（『
昭
法
全
』
頁
・
行
）

大
谷
論
文

那
須
論
文

十
一

二
二
一
・
上
三

│

〈
有
云
此
義
上
人
御
義
〉

│

│

│

│

十
二

二
三
九
・
下
六

　

〜
二
三
九
・
下
七

│

〈
有
云
法
然
上
人

妙
香
院
意
〉

│

│

│

│

十
三

二
四
一
・
上
十

　

〜
二
四
一
・
上
十
五

│

先
師
語
云
故
上
人
云
要
集
會
通
是
一
途
也

（
中
略
）
不
傳
眞
言
上
乘

│

│

│

│

十
四

二
四
九
・
下
十
四

　

〜
二
四
九
・
下
十
七

│

妙
云
（
中
略
）
黑
谷
上
人
云
此
名
目
依
遊
心

安
樂
道
（
中
略
）〈
已
上
妙
鈔
〉

│

│

│

│

十
五

二
六
七
・
上
十
四

　

〜
二
六
七
・
上
十
五

│

此
三
重
義
先
師
初
謁
祖
師
之
時
種
種
被
立
替

聞
之
生
渇
仰
心
〈
云
云
〉

│

│

│

他
②

十
六

二
六
七
・
下
十
二

　

〜
二
六
七
・
下
十
四

祖
師
云
斯
有
二
初
先
觀
華
座
次
觀
相
好
也
即
出
四
十
二

相
好
始
自
頂
上
終
至
足
下
順
逆
觀
之
也
付
之
有
廣
略

〈
云
云
〉

│

『
詮
要
』

五
・
七

　

〜
五
・
八

祖
師
云
㋺

釈
書
⑦

十
七

二
七
一
・
上
十
四

　

〜
二
七
一
・
上
十
五

祖
師
云
斯
有
二
初
依
觀
經
立
相
好
光
明
次
就
色
相
觀
三

身
一
體
也
〈
已
上
〉

│

『
詮
要
』

五
・
八

　

〜
五
・
十

祖
師
云
㋺

釈
書
⑧

十
八

二
七
四
・
下
三

　

〜
二
七
四
・
下
四

祖
師
云
此
有
二
一
白
毫
觀
二
往
生
觀
也

│

『
詮
要
』

五
・
十

祖
師
云
㋺

釈
書
⑨

十
九

二
七
五
・
上
一

祖
師
云
白
毫
觀
略
也
〈
云
云
〉

│

『
詮
要
』

五
・
十

祖
師
云
㋺

釈
書
⑩

二
〇

二
七
五
・
下
七

　

〜
二
七
五
・
下
八

祖
師
云
引
接
想
者
無
常
院
本
尊
是
也
〈
或
有
異
説
〉

│

│

│

祖
師
云
㋩

他
③

二
一

二
七
五
・
下
十
二

祖
師
云
我
用
引
接
想
之
念
佛
〈
云
云
〉

│

│

│

祖
師
云
㋩

釈
書
⑪

良
忠
撰
『
往
生
要
集
義
記
』
に
お
け
る
往
生
行
（
下
端
啓
介
）

一
四



番
号

頁
・
行

引
用
箇
所

そ
の
他
の
法
然
に
触
れ
た
箇
所

典
拠
（『
昭
法
全
』
頁
・
行
）

大
谷
論
文

那
須
論
文

二
二

二
七
七
・
上
十
二

│

祖
師
御
料
簡
局
稱
名
〈
云
云
〉

│

│

祖
師

御
料
簡

釈
書
⑫

二
三

二
七
七
・
上
十
五

　

〜
二
七
七
・
下
三

│

有
云
黑
谷
御
料
簡
約
稱
念
（
中
略
）〈
云
云
〉
│

│

│

釈
書
⑫

二
四

二
七
七
・
下
九

│

〈
此
全
同
祖
師
意
〉

│

│

│

釈
書
⑫

二
五

二
七
七
・
下
九

　

〜
二
七
七
・
下
十
一

祖
師
云
上
常
以
斯
念
在
於
胸
中
今
云
外
儀
雖
異
心
念
常

存
所
言
常
字
即
無
間
義
此
指
四
修
中
無
間
修

│

『
詮
要
』

五
・
十
五

　

〜
五
・
十
六

祖
師
云
㋺

釈
書
⑬

二
六

二
八
二
・
下
四

選
擇
云
方
處
供
具
等
異
類
助
業
也
〈
云
云
〉

│

『
選
択
集
』

（
取
意
）

三
二
三
・
十

　

〜
三
二
三
・
十
五

│

│

二
七

二
八
六
・
上
十
三

│

空
上
人
遺
弟
等

│

│

│

│

二
八

二
八
六
・
上
十
七

　

〜
二
八
六
・
下
一

選
擇
集
云
外
賢
内
虚
者
内
心
與
外
相
不
調
心
即
是
内
虚

外
實
等
〈
云
云
〉

│

『
選
択
集
』

（
取
意
）

三
三
三
・
十
四

　

〜
三
三
三
・
十
七

│

│

二
九

二
八
六
・
下
二

│

同
選
擇

│

│

│

│

三
〇

二
八
六
・
下
十
五

│

源
空
明
遍
等
義

│

│

│

│

三
一

二
八
七
・
下
四

　

〜
二
八
七
・
下
六

或
上
人
語
云
傳
聞
宋
朝
多
有
闕
卷
一
部
四
卷
流
布
甚
希

〈
云
云
〉
末
法
之
節
邊
地
之
境
具
開
四
卷
疏
粗
伺
一
宗

趣
非
宿
殖
淨
土
因
何
得
値
遇
習
學
幸
哉
幸
哉
〈
已
上
〉

│

│

│

│

│

三
二

二
九
七
・
上
六

　

〜
二
九
七
・
上
九

祖
師
口
傳
云
淨
土
敎
文
上
自
龍
樹
天
親
（
中
略
）
勿
放

逸
〈
云
云
〉

│

│

│

祖
師
○
○

云

│

三
三

三
〇
二
・
下
八

　

〜
三
〇
二
・
下
九

│

此
段
料
簡
如
上
人
釋

│

│

│

│

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

一
五



番
号

頁
・
行

引
用
箇
所

そ
の
他
の
法
然
に
触
れ
た
箇
所

典
拠
（『
昭
法
全
』
頁
・
行
）

大
谷
論
文

那
須
論
文

三
四

三
〇
三
・
上
八

　

〜
三
〇
三
・
上
九

│

妙
云
（
中
略
）
一
云
唯
局
稱
名
如
空
上
人
料

簡
〈
已
上
〉

│

│

│

釈
書
⑭

三
五

三
一
二
・
上
七

　

〜
三
一
二
・
上
八

祖
師
説
章
云
傳
祇
園
精
舍
風
作
三
尺
立
像
〈
云
云
〉

│

『
逆
修
説
法
』
二
三
四
・
五

│

他
④

三
六

三
一
二
・
上
十

　

〜
三
一
二
・
上
十
一

│

先
師
語
云
故
上
人
云
臨
終
本
尊
可
用
薄
佛
今

文
爲
證
〈
云
云
〉

│

│

│

│

三
七

三
一
七
・
下
四

　

〜
三
一
七
・
下
五

祖
師
口
傳
云
深
心
嫌
雜
此
嫌
始
修
非
嫌
善
體
廻
向
心
中

廻
萬
善
者
已
修
善
故
〈
云
云
〉

│

│

│

祖
師
○
○

云

他
⑤

三
八

三
二
九
・
上
十
五

│

如
祖
師
三
經
略
釋

│

│

│

他
⑦

④

三
九

三
三
四
・
上
五

　

〜
三
三
四
・
下
三

祖
師
云
念
佛
證
據
門
即
念
佛
諸
行
相
對
〜
引
馬
鳴
論
是

也
〈
已
上
〉

│

『
詮
要
』

六
・
十

　

〜
七
・
十

祖
師
云
㋺

釈
書
⑮

四
〇

三
三
四
・
下
八

　

〜
三
三
四
・
下
九

祖
師
料
簡
云
唯
勸
詞
正
指
上
観
察
門
中
行
住
坐
臥
等
文

也

│

『
釈
』

『
料
簡
』

『
略
料
簡
』

二
五
・
十
四

　

〜
二
六
・
一

十
三
・
十
一

十
六
・
十
一

祖
師

料
簡
ｂ

釈
書
⑯

四
一

三
三
五
・
上
六

│

如
選
擇
集

│

│

│

│

四
二

三
三
五
・
上
十
三

　

〜
三
三
五
・
上
十
四

如
選
擇
云
四
十
八
願
皆
雖
本
願
殊
以
念
佛
願
爲
往
生
規

〈
已
上
〉

―

『
選
択
集
』

三
二
六
・
十
四

　

〜
三
二
六
・
十
五

―

―

⑤

四
三

三
三
五
・
下
一

　

〜
三
三
五
・
下
三

如
選
擇
云
下
品
下
生
是
五
逆
重
罪
之
人
也
而
能
除
滅
逆

罪
所
不
堪
餘
行
唯
有
念
佛
之
力
能
堪
滅
於
重
罪
故
爲
極

惡
最
下
之
人
而
説
極
善
最
上
之
法
〈
已
上
〉

│

『
選
択
集
』

三
三
七
・
六

　

〜
三
三
七
・
八

│

│

良
忠
撰
『
往
生
要
集
義
記
』
に
お
け
る
往
生
行
（
下
端
啓
介
）

一
六



番
号

頁
・
行

引
用
箇
所

そ
の
他
の
法
然
に
触
れ
た
箇
所

典
拠
（『
昭
法
全
』
頁
・
行
）

大
谷
論
文

那
須
論
文

⑥

四
四

三
三
六
・
上
三

　

〜
三
三
六
・
上
九

祖
師
云
因
明
者
且
法
華
或
〜
爲
往
生
一
事
也
〈
已
上
〉

│

『
詮
要
』

六
・
十
七

　

〜
七
・
五

祖
師
云
㋺

釈
書
⑰

四
五

三
三
六
・
上
十
三

　

〜
三
三
六
・
上
十
五

│

先
師
語
云
上
人
云
難
易
等
義
曇
鸞
等
師
釋
之

因
明
直
辨
之
義
諸
師
未
釋
今
師
意
趣
在
此
言

也

│

│

│

│

⑦

四
六

三
四
一
・
下
一

　

〜
三
四
一
・
下
三

祖
師
云
此
約
先
諸
行
出
不
審
問
答
解
釋
也
故
終
立
此
門

又
云
前
三
可
通
念
佛
諸
行
後
七
但
約
念
佛
一
行
也
〈
云

云
〉

│

『
詮
要
』

四
・
十
二
、

四
・
十
三

　

〜
四
・
十
四

祖
師
云
㋺

│

四
七

三
四
九
・
上
十
五

　

〜
三
四
九
・
上
十
六

祖
師
云
慧
心
盡
理
定
往
生
得
否
以
導
和
尚
釋
爲
指
南
也

然
則
用
慧
心
之
輩
必
可
歸
導
和
尚
也
〈
已
上
〉

│

『
釈
』

『
料
簡
』

『
略
料
簡
』

二
六
・
十
一

　

〜
二
六
・
十
三

十
四
・
三

　

〜
十
四
・
四

十
七
・
二

　

〜
十
七
・
三

祖
師
云
㋑

釈
書
⑱

四
八

三
五
〇
・
下
二

│

祖
師
口
傳
如
餘
處
記

│

│

│

他
⑥

四
九

三
五
二
・
下
十
二

│

如
選
擇
及
鈔

│

│

│

│

五
〇

三
六
六
・
上
六

　

〜
三
六
六
・
上
七

祖
師
云
老
倒
而
自
然
死
鹿
等
皮
也

│

│

│

祖
師
云
㋩

│

五
一

三
六
九
・
下
二

　

〜
三
六
九
・
下
三

祖
師
云
以
今
此
文
爲
廣
略

│

│

│

祖
師
云
㋩

釈
書
⑲

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

一
七



は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
世
後
期
の
国
学
者
平
田
篤
胤
が
遺
し
た
学
問
、
い
わ
ゆ
る
平
田
国

学
の
明
治
前
半
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
宗
家
で
あ
る
平
田
家
の
動
向
に
着
目
し

論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
期
の
平
田
国
学
は
、
幕
末
維
新
期
に
比
べ
注
目
度
が
低
い
と
さ
れ
て
き

た
。
阪
本
是
丸
は
そ
の
要
因
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
明
治
維
新
以
降
の
国
学
や
国

学
者
と
い
え
ば
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
「
没
落
」
や
時
代
錯
誤
性
、
復
古
・
反
動
性
の

み
が
強
調
さ
れ
、
見
る
べ
き
ほ
ど
の
成
果
は
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
」
と
指
摘
し
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
「
没
落
」
の
史
観
を
生
ん
だ
要

(

1 (

平
田
国
学
の
明
治

│
│
平
田
胤
雄
と
本
教
教
会
を
め
ぐ
っ
て
│
│

相

澤

み
の
り

論　

文
　

本
稿
は
、
平
田
篤
胤
の
学
問
、
い
わ
ゆ
る
平
田
国
学
に
つ
い
て
宗
家
で
あ

る
平
田
家
に
注
目
し
、
そ
の
明
治
前
半
の
動
向
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
対

象
と
す
る
明
治
五
年
か
ら
明
治
一
〇
年
代
は
、
政
府
に
よ
っ
て
近
代
化
政
策

が
推
進
さ
れ
、
宗
教
史
に
お
い
て
は
、
信
教
自
由
の
口
達
、
祭
神
論
争
、
神

官
教
導
職
分
離
な
ど
を
経
て
価
値
観
が
大
き
く
変
化
す
る
き
わ
め
て
重
要
な

時
期
と
い
え
る
。

　

一
方
、
平
田
国
学
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
平
田

派
国
事
犯
事
件
以
降
に
関
す
る
注
目
度
は
低
く
、
未
だ
不
明
確
な
点
も
多

い
。
近
代
へ
の
過
渡
期
と
い
え
る
こ
の
時
代
に
、
平
田
国
学
の
実
際
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
当
時
の
平

田
家
当
主
で
あ
る
平
田
胤
雄
と
、
彼
が
関
わ
っ
た
平
田
神
社
、
本
教
教
会
、

出
版
事
業
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
島
崎
藤
村
の

小
説
『
夜
明
け
前
』
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
平
田
派
の
絶
望
や
落
胆
だ
け
で

は
な
い
、
近
代
化
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
篤
胤
の
学
問
の
継
承
を
積
極
的
に

試
み
る
平
田
家
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
平
田
国
学
研
究
に
新
た
な
視
点
を
提

起
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　
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因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
の
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
平
田
派
国
事
犯
事
件

で
あ
る
。

　

事
件
に
よ
っ
て
平
田
派
が
政
府
内
か
ら
排
除
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
も
の

の
、
当
時
の
平
田
派
が
皆
、
政
治
的
主
導
権
の
掌
握
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
時
期
の
学
塾
気
吹
舎
の
閉
鎖
、
さ
ら
に
は
島
崎

藤
村
が
小
説
『
夜
明
け
前
』
に
描
い
た
主
人
公
の
モ
デ
ル
島
崎
正
樹
の
絶
望
や
狂

死
、
あ
る
い
は
西
洋
化
へ
の
落
胆
な
ど
の
複
合
的
な
負
の
印
象
が
、
頑
迷
な
復
古

主
義
ゆ
え
に
近
代
化
に
取
り
残
さ
れ
た
敗
北
側
と
し
て
「
没
落
」
を
補
強
し
、
そ

の
認
識
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
起
き
た
祭
神
論
争
で
は
、
大
国
主
大
神

の
名
を
祭
神
に
加
え
る
と
い
う
出
雲
派
の
主
張
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
出
雲

派
を
支
持
し
た
平
田
派
の
更
な
る
衰
退
を
印
象
づ
け
た
。
た
だ
し
、
原
武
史
は
こ

れ
に
対
し
て
、
論
争
そ
の
も
の
は
出
雲
派
が
優
勢
で
あ
り
、
平
田
派
は
な
お
一
大

勢
力
を
保
っ
て
い
た
と
し
て
「
没
落
」
に
は
否
定
的
な
見
方
を
示
し
て
い
る
。

　

阪
本
ら
に
よ
る
制
度
史
や
神
道
史
な
ど
広
範
囲
に
渡
る
緻
密
な
論
考
の
功
績
も

あ
り
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
特
段
に
「
没
落
」
を
強
調
す
る
論
考
は
少
な

く
、
今
後
も
こ
れ
に
囚
わ
れ
な
い
幅
広
い
議
論
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に

は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
以
降
が
等
閑
視
さ
れ
埋
没
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
事
実
に
も
、
あ
ら
た
め
て
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
代
の
平

田
国
学
に
関
す
る
論
述
の
多
く
は
、
祭
神
論
争
、
教
派
神
道
へ
の
展
開
、
有
力
門

人
の
個
別
研
究
な
ど
で
部
分
的
に
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
平
田
国
学
か
ら
の

主
体
的
な
視
線
で
見
据
え
る
議
論
は
十
分
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
死
角
の
中
心
と
も
い
え
る
平
田
宗

家
と
、
当
時
の
当
主
平
田
胤
雄
の
動
向
で
あ
る
。
気
吹
舎
の
運
営
や
書
籍
の
出
版

な
ど
、
近
世
か
ら
長
く
平
田
国
学
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
平
田
家
の
明
治
は
、

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　

明
治
前
半
の
平
田
家
が
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
の

が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
三
代
延
胤
の
病
没
で
あ
る
。
延
胤
は
二
代
銕
胤

と
と
も
に
幕
末
維
新
期
の
平
田
家
を
支
え
た
有
望
な
継
嗣
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
明

治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
、
現
在
四
代
と
さ
れ
る
盛
胤
（
戸
沢
盛
定
）
が
入
家

し
当
主
と
な
る
が
、
こ
の
間
に
は
約
十
五
年
間
の
空
白
が
存
在
す
る
。
こ
の
平
田

家
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
も
い
え
る
期
間
に
当
主
を
務
め
て
い
た
人
物
が
、
銕

胤
の
末
子
で
延
胤
の
十
五
歳
下
の
弟
、
胤
雄
で
あ
る
。
胤
雄
は
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
に
正
式
に
家
督
を
相
続
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
で
の
位
置
づ
け

は
曖
昧
で
長
く
閑
却
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
数
少
な
い
言
及
を
み
て
も
、

た
と
え
ば
、
宮
地
正
人
に
よ
る
胤
雄
へ
の
評
価
は
、
病
弱
で
学
問
が
不
十
分
な
た

め
に
気
吹
舎
を
継
承
で
き
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
概
ね
低
調
で
あ
る
な
ど
、
研
究

対
象
と
し
て
さ
ほ
ど
興
味
を
惹
く
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
宮
地
ら
と
と
も
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
平
田
篤
胤

関
係
資
料
」（
以
下
、「
平
田
家
史
料
」
と
い
う
）
の
分
析
を
行
っ
た
中
川
和
明

は
、
今
後
の
研
究
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
明
治
四
年
以
降
の
平
田
家
と
門
人
」

を
あ
げ
、
胤
雄
の
活
動
へ
の
注
目
を
促
し
て
い
る
。
平
田
国
学
を
理
解
す
る
う
え

で
、
平
田
家
の
存
在
と
こ
の
時
代
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

明
治
五
年
か
ら
一
〇
年
代
は
近
世
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期
に
あ
た
り
、
社
会
的

に
も
急
激
な
変
化
と
試
行
錯
誤
が
続
く
時
代
で
あ
る
。
西
洋
文
明
の
流
入
に
と
も
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な
い
多
く
の
翻
訳
語
が
導
入
さ
れ
、
新
た
に
意
識
化
さ
れ
た
価
値
観
が
言
語
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
、religion

の
訳
語
と
し
て
生
成
さ
れ
た
「
宗
教
」

の
観
念
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
視
さ
れ
る
。
教
部
省
下
で
の
大
教
院
の
設
置
と

廃
止
、
信
教
自
由
の
口
達
、
神
官
教
導
職
分
離
な
ど
、
宗
教
行
政
は
大
き
く
変
化

し
、
平
田
家
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
平
田

神
社
を
創
建
、
続
け
て
本
教
教
会
と
い
う
教
会
組
織
を
創
設
す
る
。

　

こ
の
一
見
す
る
と
、
宗
教
的
な
教
団
化
と
も
思
え
る
平
田
家
の
動
き
に
つ
い

て
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
と
は
異
な
る
あ
ら
た
な
見
解
を
提
示
す
る
。
ま
ず
、
本

教
教
会
創
設
の
真
意
は
篤
胤
の
学
問
の
拡
大
を
企
図
し
た
、
い
わ
ば
気
吹
舎
の
再

興
と
も
い
う
べ
き
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
、
平
田
家

当
主
た
る
胤
雄
が
、
学
問
や
「
宗
教
」
と
い
う
認
識
か
ら
な
る
近
代
化
の
事
象
に

ど
の
よ
う
に
対
峙
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
近
代
に
お
け
る
国
学
や
神
道
の
現
場

の
一
例
を
、
実
証
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
の
「
平
田
家
」
は
、
単
に
家
族
の
単
位
を
指
す
も
の
で
は
な

く
、
平
田
国
学
宗
家
の
意
を
示
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
気
吹
舎
」
は
平
田
家

の
家
塾
あ
る
い
は
学
塾
を
示
す
語
と
し
て
用
い
る
。

一　

平
田
派
国
事
犯
事
件
と
平
田
家

　

胤
雄
と
そ
の
時
代
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
下
地
と

な
る
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
前
後
に
お
け
る
平
田
家
の
立
ち
位
置
か
ら
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　

維
新
直
後
の
平
田
家
は
、
銕
胤
が
内
国
事
務
局
判
事
を
務
め
、
延
胤
は
神
祇
官

に
出
仕
す
る
な
ど
、
明
治
新
政
府
に
活
動
の
場
が
与
え
ら
れ
た
。
気
吹
舎
の
年
間

入
門
者
数
も
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
二
四
四
人
か
ら
、
明
治
元
年
（
一
八
六

八
）
に
は
九
八
八
人
に
ま
で
増
加
す
る
な
ど
、
平
田
国
学
は
ま
さ
に
隆
盛
の
時
を

迎
え
る
。

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
に
大
教
宣
布
詔
が
発
せ
ら
れ
、
神
社
を
め
ぐ
る

政
府
の
具
体
的
な
変
革
が
本
格
化
し
は
じ
め
た
頃
、
神
祇
官
の
内
部
で
は
大
国
隆

正
の
系
統
で
あ
る
津
和
野
派
と
平
田
直
系
と
い
わ
れ
る
平
田
派
が
激
し
く
対
立

し
、
延
胤
は
両
者
の
間
で
調
整
役
と
し
て
苦
慮
し
て
い
た
。
対
立
の
お
も
な
原
因

は
東
京
遷
都
や
大
嘗
祭
の
開
催
要
領
な
ど
に
関
す
る
意
見
の
相
違
で
あ
っ
た
が
、

延
胤
自
身
は
、
福
羽
美
静
ら
津
和
野
派
に
よ
る
東
京
へ
の
遷
都
推
進
や
、
大
嘗
祭

に
際
し
て
の
従
来
の
様
式
を
必
ず
し
も
踏
襲
し
な
い
革
新
的
な
方
針
に
反
対
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
復
古
主
義
を
掲
げ
頑
固
な
態
度
を
崩
さ
な
い
矢
野

玄
道
ら
平
田
派
の
面
々
に
手
を
焼
い
て
い
た
と
い
う
の
が
実
際
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
二
二
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
政
府

内
の
平
田
派
と
彼
ら
の
塾
生
な
ど
が
一
斉
に
捕
縛
さ
れ
る
（
平
田
派
国
事
犯
事

件
）。
津
和
野
派
と
の
対
立
は
そ
の
主
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
が
、
事
件
に
は
他

に
も
複
合
的
な
要
素
が
多
く
認
め
ら
れ
、
全
容
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。

　

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
平
田
派
は
政
府
か
ら
一
掃
さ
れ
た
が
、
そ
の
禍
が
平
田
家

の
延
胤
に
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
延
胤
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
二
月
に

神
祇
権
大
祐
兼
宣
教
判
官
を
御
免
と
な
っ
て
お
り
、
事
件
当
時
は
宮
内
省
で
明
治

天
皇
の
侍
講
・
侍
読
を
務
め
て
い
る
。
組
織
図
上
、
宮
内
省
へ
の
配
置
換
え
は
格

下
げ
に
も
み
え
る
が
、
延
胤
の
日
記
に
こ
れ
を
不
本
意
と
す
る
様
子
は
み
ら
れ

ず
、
ま
た
、
延
胤
自
身
が
以
前
か
ら
神
祇
官
の
辞
職
を
希
望
し
て
お
り
、
周
囲
が
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こ
れ
を
引
き
止
め
て
い
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
延
胤
の

処
遇
は
平
田
派
の
排
除
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

熊
澤
恵
里
子
は
事
件
に
触
れ
た
論
考
の
な
か
で
、
当
時
の
延
胤
に
よ
る
「
和
魂

万
国
才
」、
す
な
わ
ち
「
菅
公
之
和
魂
漢
才
の
御
語
を
学
範
と
致
し
、
漢
才
と
云

も
漢
土
の
学
計
に
て
ハ
万
国
を
悉
く
統
御
之
玉
ふ
皇
国
に
ハ
不
足
故
、
今
ハ
和
魂

万
国
才
と
申
意
ニ
相
学
び
申
候
」
な
ど
の
主
張
に
着
目
し
、「
先
行
研
究
に
よ
り

す
で
に
固
定
化
し
た
感
の
あ
る
復
古
主
義
的
な
国
学
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
当
時
の
平
田
家
の
姿
勢
を
検
討
す
る
う
え
で

大
い
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
平
田
家
と
平
田
派
を
同
視
せ
ず
、
個
別

に
捉
え
る
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
、
延
胤
以
外
の
家
族
は
京
都
聖
護
院
村
に
居
住
し
て
お
り
、
銕
胤
は
平

田
派
国
事
犯
事
件
直
後
の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
月
に
こ
こ
を
訪
ね
た
門
人

の
舘
松
縫
殿
之
助
に
対
し
て
、「
東
京
に
て
御
召
捕
の
者
の
儀
は
決
て
心
配
致
間

敷
旨
、
近
々
薩
の
大
挙
も
可
有
之
、
左
候
へ
ば
右
有
志
輩
の
存
意
も
こ
こ
に
白
日

を
看
る
時
あ
る
べ
し
」
と
語
っ
て
い
る
。
京
都
に
在
り
な
が
ら
事
件
を
把
握
す
る

銕
胤
は
、
こ
れ
が
長
期
化
す
る
も
の
と
は
見
て
お
ら
ず
、
事
実
、
ほ
と
ん
ど
の
者

が
数
か
月
程
度
で
謹
慎
を
解
か
れ
、
こ
の
翌
年
に
神
祇
省
を
引
き
継
い
だ
教
部
省

は
、
銕
胤
の
言
葉
ど
お
り
薩
摩
系
の
官
僚
が
主
導
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
田
家
が
事
件
を
事
前
に
承
知
し
て
い
た
可
能
性
さ
え
も
窺
わ
せ
る
一
連
の
経

過
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
証
が
求
め
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の

平
田
家
は
政
府
の
方
針
に
対
立
的
で
は
な
く
、
柔
軟
な
態
度
で
政
権
側
と
関
係
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
延
胤
は
事
件
後
も
引
き
続
き
宮
内
省
で
職
務

を
続
け
、
同
年
九
月
に
は
七
等
出
仕
を
拝
命
、
ま
た
同
じ
時
期
の
書
簡
で
は
「
近

来
ハ
在
塾
日
々
通
学
之
生
徒
も
百
人
ニ
近
く
、
第
一
西
京
と
両
処
に
て
彼
是
不
便

宜
ニ
も
有
之
」
と
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
年
の
書
籍
発
行
部
数
も
前
年
を
上
回

る
な
ど
、
事
件
以
降
も
気
吹
舎
は
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
正
月
二
四
日
、
延
胤
は
四
五
歳
で

死
去
す
る
。
病
気
を
理
由
に
宮
内
省
に
辞
表
を
提
出
し
た
数
日
後
の
こ
と
で
あ

る
。
有
望
な
継
嗣
を
失
っ
た
平
田
家
は
、
御
城
に
近
い
番
町
か
ら
、
隅
田
川
を
越

え
た
柳
島
横
川
（
現
在
の
墨
田
区
）
へ
屋
敷
を
移
し
、
気
吹
舎
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
期
に
政
府
内
に
延
胤
の
名
が
見
え
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
平
田
派
国
事
犯
事
件
と
の
混
同
を
招
き
、
気
吹
舎
の
閉
鎖
と
併
せ
て

「
没
落
」
の
印
象
を
強
め
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
生
前
の
延
胤
は
頑
迷
な
復
古
主
義
者
な
ど
で
は
な
く
、
近
代
化
を
進
め
る
明

治
政
府
に
対
立
的
な
姿
勢
は
な
か
っ
た
。
ま
た
延
胤
存
命
中
の
短
い
期
間
と
は
い

え
、
事
件
後
も
気
吹
舎
は
存
続
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
、
平
田
派
国

事
犯
事
件
に
よ
る
排
除
の
対
象
に
平
田
家
の
延
胤
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま

た
事
件
と
気
吹
舎
の
閉
鎖
に
は
直
接
関
係
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
以
降

の
議
論
は
こ
の
よ
う
な
平
田
家
の
状
況
を
念
頭
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二　

当
主
、
平
田
胤
雄
の
誕
生

　

延
胤
没
後
の
平
田
家
は
ど
の
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
平
田
家
史

料
」
か
ら
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
〇
月
よ
り
胤
雄
が
神
職
と
し
て
実
際

の
神
社
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

柳
島
横
川
の
平
田
邸
か
ら
ほ
ど
近
い
向
島
の
牛
島
神
社
は
、
牛
頭
天
王
を
由
来

と
す
る
須
佐
之
男
命
を
主
祭
神
に
祀
る
神
社
で
あ
る
。
明
治
に
入
り
社
格
の
制
定
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に
よ
っ
て
郷
社
と
な
っ
た
牛
島
神
社
は
、
代
々
神
主
を
務
め
た
牛
島
氏
が
世
襲
制

廃
止
に
よ
り
罷
免
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
胤
雄
が
祠
官
に
着
任
し
た
。
平
田
篤

胤
の
系
譜
で
初
め
て
の
神
職
で
あ
る
。
当
時
の
史
料
に
は
、
そ
れ
ま
で
牛
島
神
社

の
祭
神
に
は
な
か
っ
た
神
々
、
た
と
え
ば
篤
胤
の
神
学
で
尊
ば
れ
る
天
之
御
中
主

大
御
神
、
高
皇
産
霊
大
御
神
、
神
皇
産
霊
大
御
神
な
ど
の
御
札
や
、
銕
胤
の
筆
に

よ
る
「
牛
島
大
神
」
の
神
号
の
書
な
ど
が
残
る
。

　

他
方
、
延
胤
を
失
っ
た
平
田
家
に
と
っ
て
懸
案
と
な
る
の
は
跡
継
ぎ
の
問
題
で

あ
っ
た
。
延
胤
が
没
し
た
半
年
ほ
ど
後
、
銕
胤
は
門
人
の
羽
田
野
敬
雄
に
宛
て
た

書
簡
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
隠
居
云
々
右
ハ
敏
ニ
老
拙
隠
居
い
た
し
度
候
へ
共
、
色
々
面
倒
な
る
事
有

之
候
ニ
付
ヤ
ハ
リ
当
主
ニ
而
、
胤
雄
を
家
督
ニ
相
定
御
届
相
済
居
候
、
青
山

三
男
助
松
と
申
を
も
ら
い
置
候
へ
共
、
未
幼
年
（
十
四
才
也
）
此
節
洋
学
為

致
居
候
、
胤
雄
事
ハ
甚
虚
弱
ニ
付
先
当
分
之
積
り
ニ
御
座
候

　

青
山
三
男
助
松
と
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
に
平
田
門
人
の
苗
木
藩

士
青
山
景
通
の
も
と
か
ら
迎
え
た
延
胤
の
養
子
で
、
の
ち
に
胤
通
と
い
う
。
平
田

家
は
胤
通
へ
の
家
督
継
承
を
想
定
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
右
の
書
簡
の
あ
と

養
子
縁
組
は
解
消
さ
れ
、
胤
通
は
青
山
家
に
戻
っ
て
い
る
。
胤
通
の
入
家
当
時
に

は
並
行
し
て
胤
雄
を
延
胤
の
順
養
子
に
迎
え
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
お
り
、
平

田
家
で
は
延
胤
生
前
か
ら
家
督
継
承
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
胤
雄
は
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
胤
通
が
青
山
家

に
戻
っ
た
後
し
ば
ら
く
は
銕
胤
が
当
主
を
務
め
た
。

　

青
山
胤
通
は
そ
の
後
、
西
洋
医
学
を
志
し
て
帝
国
大
学
か
ら
ド
イ
ツ
へ
留
学

し
、
近
代
の
医
学
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
伝
記
で
は
平
田

家
で
国
学
を
学
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
が
、
前
掲
の
銕
胤
の
書
簡
に
は
「
此
節
洋
学

為
致
居
候
」
と
あ
り
、
平
田
家
が
機
会
を
与
え
た
洋
学
の
学
び
が
胤
通
の
医
学
者

へ
の
道
を
開
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
篤
胤
は
『
志
都
能
石
屋
』
の

な
か
で
蘭
学
の
医
学
知
識
や
方
法
を
評
価
し
て
お
り
、
西
洋
医
学
へ
の
興
味
の
発

端
が
篤
胤
の
学
問
で
あ
っ
た
と
し
て
も
驚
き
は
な
い
。

　

一
方
の
胤
雄
は
、
佐
久
間
糸
子
と
い
う
女
性
と
結
婚
し
、
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
一
月
に
は
嫡
男
の
千
束
が
誕
生
す
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
同
年
二
月
二
八

日
に
胤
雄
が
家
督
を
相
続
し
、
銕
胤
は
隠
居
と
な
っ
た
。
よ
う
や
く
こ
こ
に
、
平

田
家
当
主
た
る
平
田
胤
雄
が
誕
生
す
る
。

　

糸
子
の
実
弟
は
、
キ
リ
ス
ト
教
慈
善
事
業
家
と
し
て
著
名
な
原
胤
昭
（
母
方
の

原
家
へ
養
子
）
で
あ
る
。
佐
久
間
家
、
原
家
と
も
代
々
江
戸
幕
府
の
与
力
を
務
め

た
家
柄
で
、
原
自
身
も
幕
末
ま
で
南
町
奉
行
所
の
与
力
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入

る
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
、
東
京
出
獄
人
保
護
会
な
ど
の
慈
善
活
動
を
精
力
的

に
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
原
が
初
め
て
触
れ
た
、
当
時
国
禁
だ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の

書
物
（『
旧
約
全
書
』
三
冊
、『
新
約
全
書
』
一
冊
、『
神
道
総
論
』
三
冊
、『
天
道

遡
原
』
一
冊
）
は
、
他
で
も
な
い
銕
胤
か
ら
借
覧
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

篤
胤
の
神
学
思
想
に
み
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
痕
跡
や
門
人
の
受
洗
な
ど
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
複
数
の
論
考
が
あ
る
が
、
平
田
家
当
主
の
義
弟
が
著
名
な
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
直
接
的
な
関
係
に
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
原
に
よ
る
回
顧
記
事
な
ど
を
み
る
限
り
、
自
身
の
信
仰
が
平
田
家

か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
と
す
る
記
録
は
確
認
で
き
ず
、
原
に
貸
し
出
さ
れ
た
書

物
の
種
類
や
冊
数
か
ら
は
、
銕
胤
は
む
し
ろ
原
の
申
し
出
に
好
意
的
に
応
じ
た
よ

う
に
さ
え
み
え
る
。
同
時
期
に
盛
ん
に
活
動
す
る
原
と
平
田
家
の
つ
な
が
り
は
も
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っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三　

平
田
神
社
の
創
建

　

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月
、
教
部
省
の
配
下
で
三
条
教
則
の
教
化
を
推
進

し
て
い
た
大
教
院
が
解
散
し
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
は
教
部
省
に
か
わ

っ
て
内
務
省
社
寺
局
が
設
置
さ
れ
る
。

　

大
教
院
の
解
散
と
同
じ
頃
、
平
田
邸
内
に
は
篤
胤
の
霊
社
が
建
立
さ
れ
る
。
平

田
邸
は
播
州
竜
野
脇
坂
侯
の
隠
居
所
と
し
て
造
営
途
中
だ
っ
た
屋
敷
を
購
入
し
た

も
の
で
、
霊
社
は
そ
の
三
五
〇
〇
坪
の
敷
地
の
一
角
に
一
〇
〇
〇
円
近
く
の
費
用

を
か
け
て
完
成
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
三
年
後
の
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
五
月

八
日
、
霊
社
は
官
許
を
得
て
平
田
神
社
と
称
す
る
こ
と
と
な
る
。
大
久
保
利
通
が

暗
殺
さ
れ
る
数
日
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

神
社
創
建
の
経
緯
は
、
霊
社
へ
の
参
詣
人
が
多
く
な
っ
た
た
め
関
係
者
に
相
談

し
て
願
い
を
提
出
し
た
も
の
と
い
い
、
社
格
は
無
格
社
、
受
持
神
官
は
近
隣
の
柳

島
村
天
祖
神
社
祠
掌
の
砂
原
宣
久
と
な
っ
て
い
る
。
官
許
を
願
い
出
る
文
書
に
は

具
体
的
な
法
令
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
平
田
家
史
料
」
に
残
る
文
書
な
ど
か

ら
、
教
部
省
布
達
第
三
八
号
（
明
治
九
年
﹇
一
八
七
六
﹈
発
布
）
に
依
拠
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
該
布
達
の
意
図
は
府
県
社
以
下
の
実
態
把
握
、
い
わ
ゆ
る
淫
祠
邪
教
と
さ
れ

る
よ
う
な
民
俗
信
仰
や
迷
信
の
類
を
排
除
し
、
す
べ
て
の
信
仰
対
象
を
社
寺
と
し

て
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
文
言
に
「
私
邸
内
等
ニ
自
祭
ス
ル
神
祠
佛
堂
へ

衆
庶
参
拜
為
致
候
向
モ
有
之
」
と
あ
る
と
お
り
、
一
般
の
邸
内
に
自
祭
す
る
祠
な

ど
に
参
拝
人
が
多
く
訪
れ
、
社
寺
同
然
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
対
す
る
政
府
の
規

制
で
あ
り
、
平
田
神
社
は
こ
れ
に
従
っ
て
官
許
を
得
た
結
果
、
篤
胤
は
法
令
上
の

祭
神
と
な
っ
た
。

　

先
祖
の
霊
魂
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
『
玉
襷
』
の
な
か
で
「
我
家
わ
が
身
に
親
く

付
た
る
神
と
云
は
。

に
師
の
歌
に
詠
れ
た
る
如
く
。
先
祖
た
ち
の
霊
魂
で
有
り

ま
す
か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
師
の
歌
に
詠
れ
た
る
如
く
」
と
は
、

本
居
宣
長
に
よ
る
「
世
ゝ
の
祖
の
み
か
げ
忘
る
な
代
ゝ
の
祖
は
己
が
氏
神
己
が
家

の
神
」「
父
母
は
我
家
の
迦
微
吾
神
と
心
尽
し
て
い
つ
け
人
の
子
」
な
ど
の
歌
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
田
神
社
の
前
身
と
な
る
霊
社
を
さ
ら
に
遡
れ

ば
、
延
胤
が
屋
敷
に
誂
え
た
「
御
家
之
神
棚
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
神
様
」
と

「
御
霊
前
様
」
が
別
宮
で
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
田
家
に
と

っ
て
の
篤
胤
は
「
我
家
わ
が
身
に
親
く
付
た
る
神
」、
つ
ま
り
祖
霊
と
し
て
の
意

味
合
い
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
神
社
創
建
は
人
々
に
よ
り
広
い
意
味
で

篤
胤
を
神
と
し
て
印
象
づ
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
篤
胤
の
神
格
化
は
近
代
の

神
社
制
度
が
も
た
ら
し
た
作
用
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

官
許
翌
月
の
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
二
三
日
、
平
田
神
社
で
は
創
建

を
祝
う
祭
礼
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
徳
川
慶
勝
を
は
じ
め
教
導
職
も
三
七
〇
名
あ

ま
り
が
参
詣
し
た
と
い
う
華
や
か
な
様
子
は
一
般
紙
に
も
報
じ
ら
れ
、
ま
た
創
建

の
記
事
は
、
大
内
青
巒
が
中
心
的
に
関
わ
る
仏
教
系
新
聞
『
明
教
新
誌
』
に
も
大

き
く
掲
載
さ
れ
た
。

　

篤
胤
に
は
没
後
に
、
神
祇
伯
資
敬
王
か
ら
霊
神
号
「
神
霊
能
真
柱
大
人
」（
弘

化
二
年
﹇
一
八
四
五
﹈）、
霊
社
号
「
神
霊
能
真
柱
霊
社
」（
文
久
二
年
﹇
一
八
六

二
﹈）
が
授
与
さ
れ
て
い
る
が
、『
明
教
新
誌
』
に
は
、
篤
胤
存
命
中
の
天
保
一
一

年
（
一
八
四
〇
）
に
永
平
寺
か
ら
諡
号
「
東
華
大
壑
居
士
」
が
授
け
ら
れ
て
い
る
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旨
が
誇
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
篤
胤
の
葬
儀
が
秋
田
の
曹
洞
宗
正
洞
院
で

営
ま
れ
墓
碑
も
そ
の
山
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
永
平
寺
第
五
七
世
禹
隣
禅
師
に
よ

る
『
印
度
蔵
志
』
の
序
文
全
文
を
読
み
下
し
て
掲
載
す
る
と
い
う
力
の
入
れ
よ
う

で
あ
る
。
篤
胤
を
め
ぐ
っ
て
仏
教
側
の
優
位
性
を
顕
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
篤
胤

を
称
え
る
記
述
を
積
極
的
に
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

既
知
の
と
お
り
、
篤
胤
は
『
出
定
笑
語
』
な
ど
の
仏
教
批
判
書
を
著
述
し
て
お

り
、
こ
れ
に
対
す
る
仏
教
者
か
ら
の
反
批
判
の
書
も
複
数
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一

方
で
、「
気
吹
舎
日
記
」
に
は
平
田
家
と
僧
侶
ら
が
親
し
く
交
流
す
る
記
述
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、『
印
度
蔵
志
』
序
文
や
諡
号
の
拝
受
に
あ
た
っ
て
は
、
篤
胤

本
人
が
永
平
寺
の
関
係
者
と
事
前
に
面
会
し
て
い
た
事
実
も
確
認
で
き
る
。
ま
た

一
時
平
田
家
に
同
居
し
て
い
た
銕
胤
の
実
母
は
、
日
蓮
宗
を
篤
信
し
て
い
た
と
い

う
。

　

前
節
の
原
胤
昭
と
の
関
わ
り
も
併
せ
、
異
教
に
対
し
必
ず
し
も
否
定
的
で
は
な

い
平
田
家
の
態
度
は
、
篤
胤
の
学
問
が
異
教
信
仰
と
衝
突
す
る
も
の
で
は
な
い
と

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
廃
仏
毀
釈
、
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
、
神
道
国

教
化
政
策
な
ど
を
平
田
派
の
思
想
と
接
続
す
る
論
考
や
、
篤
胤
の
神
学
を
現
在
的

な
宗
教
と
同
列
に
と
ら
え
、
攻
撃
的
な
テ
キ
ス
ト
を
根
拠
に
異
教
と
の
対
立
を
強

調
す
る
見
方
か
ら
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
映
る
が
、
世
界
の
普
遍
を
探
求
す

る
篤
胤
の
姿
勢
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
平
田
家
の
振
る
舞
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
い
。
自
国
の
優
位
性
の
主
張
に
つ
な
が
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
も
の
の
、

『
鬼
神
新
論
』
に
は
、
仏
教
が
広
ま
っ
た
の
も
神
の
御
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
人
が
仏
を
祭
る
こ
と
を
咎
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
あ
り
、
講
本
『
伊
吹
於
呂

志
』
で
は
、
異
教
を
責
め
立
て
る
訳
を
「
古
道
ノ
眞
意
バ
カ
リ
ヲ
申
テ
ハ
人
ノ
心

ニ
入
リ
兼
ル
故
」
と
述
べ
、「
不
断
カ
ヤ
ウ
ニ
人
ノ
氣
ニ
當
ル

ヤ
攻
撃
ヲ
申
ス

ト
云
フ
訣
デ
ハ
ナ
イ
」
と
残
し
て
い
る
。

　
『
明
教
新
誌
』
の
記
事
に
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
な
仏
教
側
か
ら
の
篤
胤
へ
の
理

解
や
受
容
の
実
態
は
、「
近
代
仏
教
」
を
考
え
る
う
え
で
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。『
印
度
蔵
志
』
を
典
型
と
す
る
、
信
仰
的
立
場
か
ら
離
れ
た
篤
胤
の
探

求
は
、
近
代
の
仏
教
へ
何
を
投
げ
か
け
た
の
か
。
そ
し
て
近
代
の
仏
教
は
、
篤
胤

か
ら
ど
の
よ
う
な
刺
激
を
受
け
た
の
か
。
明
治
の
平
田
家
と
そ
の
周
辺
の
様
子

は
、
篤
胤
と
異
教
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
の
新
た
な
糸
口
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

四　

本
教
教
会
の
創
設

　

平
田
神
社
の
官
許
か
ら
わ
ず
か
二
か
月
後
、
平
田
家
は
本
教
教
会
を
創
設
す

る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
今
日
的
な
意
味
で
の
教
団
的
な
性
格
の
強
い
組
織
を

形
成
し
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
動
き
で
あ
る
。

　

次
に
示
す
「
本
教
教
会
結
社
之
儀
願
」
の
一
文
は
、
官
許
の
申
請
に
あ
た
っ
て

提
出
さ
れ
た
基
礎
書
類
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
本
教
教
会
の
創
設
が
「
教

会
大
意
」
に
則
し
て
い
る
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

従
来
教
義
宣
廣
候
処
、
追
々
信
従
之
徒
有
之
候
ニ
付
、
明
治
六
年
旧
教
部
省

御
許
可
之
上
大
教
院
ニ
於
て
頒
布
相
成
候
教
会
大
意
ニ
照
準
シ
、
本
教
々
会

と
相
称
シ
兼
而
御
許
可
相
成
候
本
所
柳
嶋
横
川
町
拾
弐
番
地
平
田
神
社
ニ
於

て
結
社
仕
度
、
於
御
庁
御
差
支
無
之
候
て
御
成
規
之
通
内
務
省
へ
出
願
仕
度

候
条
、
御
聞
届
被
成
下
度
此
段
奉
願
候
也
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十
条
の
誓
約
か
ら
な
る
「
教
会
大
意
」
は
大
教
院
か
ら
発
布
さ
れ
、
そ
の
基
準

を
満
た
し
て
教
部
省
が
認
め
た
も
の
に
「
教
会
」
の
官
許
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ

に
は
「
各
派
従
来
之
弊
風
改
正
」
の
う
え
で
一
派
の
教
会
と
し
て
独
立
さ
せ
管
理

す
る
意
図
が
あ
り
、
各
教
会
は
講
社
や
神
社
の
下
部
組
織
と
い
う
位
置
づ
け
で
認

可
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
、
平
田
家
の
本
教
教
会
は
異
な
る
手
順
を
経
て
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
講
社
や
神
社
を
も
た
な
い
本
教

教
会
は
官
許
を
得
る
に
あ
た
り
母
体
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
教
部
省
布
達

第
三
八
号
を
援
用
し
、
平
田
神
社
を
創
設
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
は
、
両
者
の
祭
神
に
不
自
然
な
点
が
あ
る
こ
と
に
も
着
目
し

た
い
。
先
行
研
究
で
は
、
本
教
教
会
の
祭
神
は
国
学
四
大
人
（
賀
茂
真
淵
・
荷
田

春
満
・
本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
で
複
数
の
資
料
を

検
証
し
た
結
果
は
こ
れ
と
異
な
り
、
祭
神
は
、
天
御
中
主
神
・
高
皇
産
霊
神
・
神

皇
産
霊
神
・
天
照
大
神
・
伊
邪
那
岐
神
・
伊
邪
那
美
神
・
須
佐
之
男
大
神
・
皇
御

孫
尊
・
大
国
主
大
神
の
九
柱
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。
次
に
例
示
す
る
の
は
、
銕

胤
が
祭
神
論
争
の
際
に
提
出
し
た
意
見
書
の
一
部
で
あ
る
。

就
而
は
今
般
御
改
正
之
序
、
四
神
之
外
、
伊
邪
那
岐
神
・
伊
邪
那
美
神
・
須

佐
之
男
大
神
を
奉
始
、
皇
孫
尊
・
大
國
主
大
神
も
御
合
祀
被
為
在
候
様
願
上

候
、
既
ニ
又
篤
胤
以
来
之
定
説
を
以
而
、
先
般
結
集
之
本
教
々
会
祭
神
号
を

も
、
右
之
通
リ
相
定
置
申
候
次
第
ニ
而
、
右
之
外
異
論
無
之
候

　

こ
の
事
実
か
ら
は
、
本
教
教
会
が
篤
胤
を
祭
神
と
す
る
平
田
神
社
を
母
体
と
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
双
方
の
祭
神
の
系
統
は
ま
っ
た
く
異
な
る
と
い
う
特
異

な
構
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
則
的
な
か
た
ち
で
本
教
教
会
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
平
田
家
の
教
会
創
設
の
目
的

が
、
気
吹
舎
の
後
継
と
も
い
え
る
学
塾
的
組
織
の
復
興
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え

る
。
次
に
そ
の
理
由
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月
六
日
に
許
諾
を
受
け
た
「
本
教
教
会

規
約
」
の
第
二
條
に
あ
る
、
入
会
者
が
本
教
教
会
に
提
出
す
る
「
誓
約
」
を
み
る

と
、
こ
れ
が
気
吹
舎
入
門
の
際
の
「
誓
廼
詞
」
を
土
台
に
ほ
ぼ
同
じ
主
旨
で
作
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
所
々
の
表
現
は
教
会
と
い
う
形
態
に
合
わ
せ
て
修

正
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
中
心
的
な
文
言
「
重
し
み
学
ひ
て
神
の
御
道
に
習

ひ
」
は
変
わ
ら
ず
、
両
者
の
類
似
性
は
、
本
教
教
会
の
入
会
者
に
求
め
る
志
が
気

吹
舎
門
人
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
な
お
、
気
吹
舎
「
誓
廼
詞
」

に
「
公
の
御
掟
に
違
事
無
く
」
と
あ
る
部
分
に
、
本
教
教
会
「
誓
約
」
で
は
「
此

の
世
は
更
な
り
幽
界
に
至
り
て
も
斯
道
を
忘
れ
じ
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る

点
は
目
立
っ
た
更
新
と
い
え
、
篤
胤
の
神
学
で
特
に
重
要
と
さ
れ
る
幽
冥
界
を
意

識
し
た
思
想
の
表
出
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
当
時
、
銕
胤
か
ら
は
各
地
に
本
教
教
会
の
支
部
組
織
の
形
成
が
働
き
か
け

ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
門
人
た
ち
に
宛
て
た
、
教
長
・
副
教
長
を
依
頼
す
る
書
簡

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
胤
雄
は
教
長
を
束
ね
る
大
教
長
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
書
簡
に
、
い
わ
ゆ
る
一
教
団
と
し
て
教
義
を
共
有
す
る

信
徒
の
獲
得
を
促
す
表
現
は
み
ら
れ
ず
、
内
容
は
あ
く
ま
で
も
組
織
的
な
人
事
の

調
整
が
中
心
で
あ
る
。

　

他
方
、
先
に
示
し
た
「
本
教
教
会
結
社
之
儀
願
」
が
、
胤
雄
と
矢
野
玄
道
の
連

名
で
出
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。
矢
野
は
平
田
直
系
と
さ
れ
る
学
者
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で
、
篤
胤
の
未
完
の
大
著
『
古
史
伝
』
の
続
修
を
任
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
国
学

の
学
校
設
立
に
熱
心
で
、
維
新
後
に
は
銕
胤
ら
と
皇
学
所
や
大
学
校
設
立
に
尽
力

し
た
。
平
田
派
国
事
犯
事
件
で
一
旦
は
退
く
も
の
の
、
謹
慎
が
解
け
た
後
は
そ
の

豊
富
な
知
識
が
か
わ
れ
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
に
は
宮
内
省
御
用
掛

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
教
教
会
の
創
設
は
こ
の
時
期
に
重
な
り
、
ま
も
な
く
矢

野
に
よ
る
『
本
教
学
解
』『
本
教
学
畧
解
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
出
板
人
は
平
田
胤

雄
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
二
冊
の
上
梓
の
経
緯
が
、
同
年
一
一
月
に
銕
胤
か
ら
羽
田
野
敬
雄

に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
本
教
教
会
の
創
設
目
的
の
真
意
と
と
も
に
語
ら
れ
て

い
る
。種

々
雑
事
申
上
候
追
々
諸
方
へ
も
申
出
候
所
十
ニ
八
九
は
承
知
ニ
而
都
合
宜

く
、
乍
去
即
今
之
景
況
急
速
之
事
ニ
ハ
相
成
申
間
敷
被
存
候
可
然
御
取
斗
可

被
下
候
、
講
會
と
ハ
申
候
へ
と
も
実
ハ
学
事
擴
充
第
一
之
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
先

以
本
教
之
趣
意
知
人
ハ
知
居
候
事
申
迄
も
無
之
候
ヘ
共
、
世
俗
知
ら
ぬ
人
多

く
候
ヘ
バ
何
卒
便
利
之
趣
意
書
上
木
い
た
し
相
弘
候
事
可
然
と
例
之
懇
志
相

談
之
上
、
先
日
ゟ
取
掛
り
小
（
形
）
本
之
懐
中
本
ニ
相
製
し
手
軽
ニ
相
弘
申

度
（
撰
者
ハ
矢
野
ニ
託
し
申
候
）
近
々
上
木
相
成
可
申
候

　

銕
胤
は
「
講
會
と
ハ
申
候
へ
と
も
実
ハ
学
事
擴
充
第
一
之
事
ニ
候
ヘ
ハ
」
と
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
教
教
会
は
講
會
（
教
会
）
と
は
い
う
も
の
の
実
は
学

事
を
広
め
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
本
教
の
趣
意
を
人
び
と
に
広
め
る
べ
く
趣
意
書
を
上
木
す
る
と
し
、
続
く
明

治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
の
書
簡
で
、
そ
れ
が
矢
野
に
よ
る
『
本
教
学
解
』

『
本
教
学
畧
解
』
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

○
先
頃
申
上
候
と
存
候
本
教
学
解
（
十
二
㦮
）
同
畧
解
（
十
㦮
也
）
以
上
小

本
弐
冊
ニ
而
刻
成
、
矢
野
ニ
頼
ミ
著
述
出
來
製
本
中
ニ
御
座
候
、
何
レ
三
月

初
迄
ニ
数
十
部
差
出
し
可
申
候
、
其
外
学
神
の
摺
物
も
両
三
種
い
た
し
候
、

右
ら
廉
價
ニ
し
て
世
上
へ
多
く
相
弘
申
度
、
尤
古
橋
氏
ヘ
モ
相
送
り
可
申

候
、
入
料
ハ
御
急
ニ
不
及
成
候
□
廣
く
沢
山
御
弘
メ
可
被
下
候
、
本
教
の
名

義
を
弘
く
衆
人
ニ
知
ら
せ
度
候
故
ニ
御
座
候

　

銕
胤
が
「
本
教
の
名
義
を
弘
く
衆
人
ニ
知
ら
せ
度
候
」
と
述
べ
て
こ
だ
わ
る

「
本
教
」
の
語
は
、
古
事
記
序
文
「
故
太
素
杳
冥
因
本
教
而
識
孕
土
產
嶋
之
時
」

か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
、
気
吹
舎
で
の
延
胤
の
肩
書
は
「
本
教
学
師
範
」
で
あ
っ

た
。

五　

気
吹
舎
の
後
継

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
教
教
会
に
は
学
問
を
重
視
す
る
気
吹
舎
の
後

継
組
織
と
し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
銕
胤
が
中
津
川
の
門
人
市
岡
殷
政
・
政

香
に
宛
て
た
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月
の
書
簡
に
も
「
此
節
第
一
に
致
す

べ
き
は
学
問
也
」「
何
卒
善
き
人
々
御
誘
ひ
、
学
問
を
し
て
時
節
を
得
べ
き
事
に

候
」
と
の
文
言
が
見
え
、
教
会
創
設
か
ら
一
年
以
上
経
っ
て
も
な
お
、
そ
の
姿
勢

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
動
き
が
気
吹
舎
の
再
開
で
は
な
く
、
教
会
創
設
へ
向
か

う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
宮
地
正
人
に
よ
る
「
気
吹
舎
塾
の
閉
鎖
は
塾

主
延
胤
の
死
亡
と
銕
胤
の
老
齢
化
の
た
め
で
あ
る
。
博
覧
強
記
、
神
道
神
学
理

論
・
論
理
の
首
尾
一
貫
性
が
鋭
く
要
求
さ
れ
、
し
か
も
年
輩
の
有
力
門
人
が
と
り

か
こ
む
学
塾
に
お
い
て
は
血
統
は
全
く
意
味
を
も
た
な
い
。
胤
雄
は
病
弱
で
あ
り
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塾
主
た
る
力
量
も
欠
如
し
て
い
る
と
判
断
し
た
銕
胤
は
正
当
に
も
塾
の
閉
鎖
を
選

択
し
た
。
そ
し
て
ま
た
既
に
家
塾
で
神
道
家
を
育
成
す
る
時
代
で
も
な
く
な
っ
て

き
た
」
と
の
考
察
が
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
老
齢
の
銕
胤
と
病
弱
な
胤
雄
で
は
、
多
く
の
門
人
を
寄
宿
・

出
入
り
さ
せ
る
運
営
方
法
は
困
難
で
あ
る
と
想
像
が
つ
く
。
こ
れ
に
対
し
、
気
吹

舎
に
は
も
と
よ
り
各
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
て
お
り
、
入
門
の
紹
介
や
学
習

会
、
書
物
の
注
文
の
仲
介
な
ど
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
各
拠
点
に
教

長
を
置
く
と
い
う
本
教
教
会
の
支
部
組
織
の
設
置
は
、
こ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
気

吹
舎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
動
き
と
も
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
本
教

教
会
は
気
吹
舎
の
学
塾
機
能
を
政
府
認
可
の
教
会
組
織
の
仕
組
み
に
乗
せ
た
も
の

で
、「
教
会
大
意
」
と
い
う
近
代
化
政
策
の
枠
組
み
を

猾
に
利
用
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
学
制
」
の
発
布
な
ど
、
近
代
的
な
学
校
制
度
に
よ
っ
て
学
問
が
公
の
も
と
で

管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
時
代
、
神
官
や
教
導
職
育
成
に
あ
た
っ
て
も
神

道
事
務
局
内
に
生
徒
寮
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
私
塾
運
営
の

限
界
を
見
極
め
、
当
時
次
々
と
誕
生
す
る
教
会
の
勢
い
や
そ
の
展
開
の
可
能
性
を

い
ち
早
く
読
み
取
っ
た
と
す
れ
ば
、
見
事
な
算
段
と
い
え
る
。
組
織
の
分
散
は
力

量
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
胤
雄
を
援
助
す
る
術
と
も
な
ろ
う
。
学
者
で
あ
り
教
育
者

で
あ
っ
た
矢
野
も
ま
た
、
新
た
な
組
織
形
態
の
可
能
性
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
講
義
を
想
定
し
た
『
本
教
学
解
講
義
』
の
執
筆
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
平
田
神
社
が
本
教
教
会
の
官
許
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
可
能
性
も
強

ま
る
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
一
月
時
点
の
『
本
教
学
解
』
巻
末
の
刊
行
物

一
覧
で
は
、
本
教
教
会
に
関
連
す
る
も
の
が
い
ず
れ
も
刊
行
済
で
あ
る
の
に
対

し
、『
平
田
神
社
縁
起
』『
平
田
神
社
畧
縁
起
』
は
未
刊
行
で
あ
る
。
母
体
で
あ
る

は
ず
の
平
田
神
社
の
刊
行
物
が
後
に
遅
れ
て
い
る
の
は
、
本
教
教
会
の
方
が
先
に

企
図
さ
れ
て
い
た
証
左
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
両
者
の
官
許
が
短
期
間
に
得

ら
れ
て
い
る
不
自
然
さ
や
、
祭
神
の
系
統
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
も
、
先
立
つ
目

的
が
本
教
教
会
創
設
に
あ
っ
た
と
み
れ
ば
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
手

続
き
上
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
行
程
に
、
政
府
内
の
事
情
を
よ
く
知
る
門
人
た
ち
の
助

け
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

　

時
勢
を
見
極
め
法
令
を
首
尾
よ
く
利
用
し
、
気
吹
舎
の
機
能
の
再
興
を
目
論
ん

で
本
教
教
会
が
創
設
さ
れ
た
。
洋
学
や
実
学
が
奨
励
さ
れ
る
状
況
の
な
か
で
の
こ

の
動
き
は
、
篤
胤
が
探
求
し
た
多
様
な
学
問
が
、
新
し
い
時
代
に
こ
そ
有
用
で
あ

り
正
し
く
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
平
田
家
の
矜
持
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。
同
時
に
こ
れ
は
、
平
田
家
が
周
囲
の
教
会
組
織
の
勢
い
を
十
分
に
把
握
し
て

い
な
が
ら
も
、
宗
教
性
を
強
め
た
教
団
的
な
展
開
に
直
進
し
よ
う
と
は
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

六　

神
官
教
導
職
分
離
と
本
教
教
会

　

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、
神
道
事
務
局
に
新
築
さ
れ
た
遥
拝
所
に
奉
祀
す

る
祭
神
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
論
争
が
生
じ
る
。
大
国
主
大
神
を
加
え
る
べ
き
で
あ

る
と
す
る
出
雲
派
の
千
家
尊
福
ら
と
、
こ
れ
を
認
め
な
い
伊
勢
派
の
田
中
頼
庸
ら

に
よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
祭
神
論
争
は
、
神
道
界
を
二
分
す
る
一
大
事
と
な
っ

た
。
平
田
家
で
は
銕
胤
が
中
心
と
な
っ
て
出
雲
派
を
支
持
し
、
平
田
門
人
ら
も
こ

れ
に
追
随
、
論
争
で
の
出
雲
派
の
優
勢
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
、
銕
胤
は
こ
の

頃
病
を
患
っ
て
お
り
、
両
派
対
立
の
只
中
の
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
一
〇
月
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二
五
日
に
八
二
歳
で
死
没
す
る
。
そ
の
後
論
争
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
一

月
に
天
皇
勅
裁
に
よ
り
決
着
し
、
祭
神
は
「
宮
中
ニ
被
斎
祭
所
ノ　

神
霊　

天
神

地
祇　

賢
所　

歴
代
皇
霊
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
神
道
大
会
議
に
は
胤
雄
も

出
席
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
き
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
に
は
、
内
務
省
達
に
よ
っ
て

神
官
（
祭
祀
）
と
教
導
職
（
教
義
の
布
教
）
の
兼
職
が
禁
止
さ
れ
、
神
職
は
葬
儀

へ
の
関
与
や
説
教
を
お
こ
な
う
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
（
以
下
、
神
官
教
導
職
分
離

と
い
う
）。
神
道
界
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
教
義
や
信

仰
を
強
く
保
持
す
る
神
道
別
派
は
相
次
い
で
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
銕
胤
亡
き
後
の
本
教
教
会
は
ど
の
よ
う
な
道
を
模

索
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
年
二
月
二
一
日
付
で
胤
雄
か
ら
門
人
の
富
士
万

（
羽
田
直
秀
）
に
宛
て
た
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

一
神
官
兼
職
廃
止
一
件
何
分
六
ケ
敷
様
子
折
合
あ
し
く
候
而
困
り
申
候
、
此

上
ハ
当
教
会
も
直
轄
ニ
相
成
盛
大
ニ
い
た
し
候
ハ
ん
と
相
談
仕
居
候
、
中
等

以
上
之
見
込
ニ
而
居
候
へ
共
是
上
ハ
中
々
其
位
ニ
而
も
難
相
成
と
奉
存
候
、

御
見
込
候
ハ
ゝ
拝
承
仕
度
奉
存
候

　

胤
雄
は
神
官
教
導
職
分
離
の
対
応
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
こ
う
な
っ
た
上
は
本
教

教
会
を
直
轄
教
会
に
し
て
、
盛
大
に
し
て
い
こ
う
と
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
状

況
は
混
乱
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
日
付
の
翌
日
、『
太
教
新
報
』

に
本
教
教
会
と
惟
神
教
会
の
合
併
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。

○
神
宮
教
會
は
惟
神
教
會
と
改
稱
さ
れ
又
東
京
神
道
事
務
分
局
に
属
セ
し
惟

神
教
會
と
平
田
家
の
本
教
々
會
と
は
合
併
さ
る
ゝ
由
な
り

　

こ
の
後
、
胤
雄
は
富
士
宛
に
二
つ
の
重
要
な
決
断
を
示
し
た
興
味
深
い
書
簡
を

送
っ
て
い
る
。
決
断
の
ひ
と
つ
は
、
右
の
記
事
の
と
お
り
本
教
教
会
を
惟
神
教
会

と
合
併
し
、
名
称
を
惟
神
教
会
と
す
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
合
併
後
の
惟
神
教

会
に
「
本
教
館
」
と
い
う
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
中
に
「
矢
野
翁
始

其
余
有
志
輩
へ
相
談
之
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
矢
野
を
中
心
と
す
る
門
人
た
ち

と
話
し
合
わ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
文
面
に
は
胤
雄
の
明
確
な
意
思
や
感

情
表
現
が
み
ら
れ
る
。

一
先
般
神
官
教
導
職
分
離
之
儀
発
令
相
成
、
其
前
戊
第
壱
号
布
達
も
有
之
、

右
趣
意
ニ
而
者
最
早
一
宗
教
と
被
同
視
候
も
同
様
ニ
而
、
如
斯
ニ
而
者
各
自

見
込
を
以
而
、
伊
勢
者
予
而
之
趣
意
を
以
而
天
照
大
御
神
を
の
ミ
尊
敬
し
、

出
雲
も
同
様
大
国
主
神
の
ミ
崇
敬
し
、
其
余
之
諸
教
会
勝
手
ニ
致
布
教
候
様

可
相
成
、
当
地
ニ
而
者
既
ニ
別
派
独
立
願
立
之
向
も
有
之
顕
然
た
る
事
ニ
相

成
候
、
依
而
者
自
然
昨
春
大
会
議
之
砌
一
同
協
議
之
上
祭
神
之
儀
ハ
勅
諚
ニ

而
被
仰
出
候
様
奉
願
候
末
、
勅
命
を
以
而
堅
所
天
神
地
祇
歴
代
皇
霊
等
遥
拝

可
仕
被
仰
出
一
同
拝
戴
仕
候
も
、
今
日
ニ
至
ル
て
ハ
如
何
可
相
成
哉
、
万
一

消
滅
候
様
ニ
而
者
実
以
奉
恐
入
候
次
第
ニ
候
、（
中
略
）
今
日
ニ
至
リ
祭
神

を
各
自
之
都
合
ニ
よ
ろ
し
き
様
仕
候
と
ハ
、
上
ハ
天
皇
を
奉
欺
、
下
者
良
庶

を
誑
惑
い
た
し
候
ニ
而
、
実
ニ
恐
入
候
次
第
と
存
候

　

胤
雄
は
ま
ず
、
書
簡
の
冒
頭
で
神
官
教
導
職
分
離
に
触
れ
た
後
、
祭
神
論
争
の

結
論
を
引
き
、
神
道
大
会
議
で
天
皇
の
勅
命
を
一
同
で
拝
承
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

祭
神
を
各
自
都
合
よ
く
祀
る
の
は
、
天
皇
を
欺
き
庶
民
を
狂
惑
す
る
こ
と
で
あ
る

と
強
く
批
判
す
る
。
文
中
の
伊
勢
と
出
雲
は
神
道
神
宮
派
と
神
道
大
社
派
で
あ
ろ

う
。

　

続
い
て
、
惟
神
教
会
と
本
教
教
会
の
合
併
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
そ
の
正
当
性
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が
主
張
さ
れ
る
。

当
地
分
局
ニ
者
開
局
之
節
ゟ
従
来
之
四
神
奉
仕
、
昨
年
四
月
以
来
昇
神
社
示

来
ハ
遥
拝
式
の
ミ
之
外
ニ
西
京
元
皇
学
所
神
殿
ニ
鎮
祭
之
祭
神
を
も
合
せ
て

奉
祭
仕
居
候
、
則
只
今
ハ
惟
神
教
会
之
祭
神
と
奉
称
候
、
尤
も
御
届
済
右
神

等
者
即
賢
所
天
神
地
祇
歴
代
皇
霊
其
余
ニ
学
神
等
を
御
合
祭
被
為
在
候
事
ニ

御
座
候
、
皇
学
所
御
鎮
祭
ニ
付
而
者
、
矢
野
玄
道
翁
并
ニ
凶
父
等
御
尽
力
ニ

而
御
確
定
相
成
候
、
右
様
之
事
ニ
候
間
、
既
ニ
一
昨
年
十
二
月
祭
神
論
沸
騰

之
砌
も
矢
野
翁
ゟ
右
之
御
神
霊
を
奉
祭
仕
候
様
被
仰
出
候
様
、
其
筋
へ
建
言

も
有
之
候
次
第
ニ
御
座
候
、
右
御
神
体
当
地
へ
御
引
移
相
成
候
儀
ハ
、
尤
も

確
乎
た
る
事
ニ
御
座
候
へ
共
御
不
審
ニ
候
ハ
ゝ
認
メ
可
差
出
候
、
偖
又
当
地

分
局
ニ
元
皇
学
所
神
殿
鎮
祭
之
時
ゟ
結
果
之
惟
神
教
会
と
称
し
候
教
会
有
之

候
而
、
右
様
之
成
立
故
当
教
会
と
同
主
義
ニ
有
之

　

惟
神
教
会
の
実
態
は
現
時
点
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
太
教
新
報
』
の
記
事

と
書
簡
の
記
載
を
併
せ
み
る
か
ぎ
り
、
惟
神
教
会
（
＝
神
宮
教
会
）
は
、
四
神

（
造
化
三
神
と
天
照
大
神
）
と
皇
学
所
の
祭
神
を
祀
っ
て
い
る
と
読
め
る
。
そ
の

う
え
で
胤
雄
は
、
皇
学
所
の
祭
神
確
定
か
ら
の
一
連
の
流
れ
を
矢
野
と
銕
胤
の
尽

力
に
よ
る
も
の
と
し
て
強
調
し
、
当
然
こ
の
間
に
創
設
さ
れ
た
本
教
教
会
の
祭
神

も
同
流
に
あ
り
、
惟
神
教
会
は
「
当
教
会
と
同
主
義
ニ
有
之
」
と
し
て
合
併
に
理

解
を
求
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
惟
神
教
会
の
祭
神
に
大
国
主
大
神
が
列

せ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
胤
雄
は
合
併
を
正
当
化
す
る
に
あ
た
り
、
本
来
平

田
家
が
も
っ
と
も
重
要
視
し
て
い
た
は
ず
の
大
国
主
大
神
に
は
あ
え
て
触
れ
ず
、

矢
野
や
銕
胤
が
主
張
し
て
き
た
神
々
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
か
ら
な
ん
ら
問
題

は
な
い
、
と
い
う
理
屈
を
前
面
に
主
張
す
る
体
裁
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
平
田
家
に
お
け
る
神
学
体
系
の
認
識
の
分
岐
点
を
示
す

も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
平
田
家
の
祀
る
祭
神
か
ら
大
国
主
大
神

が
姿
を
潜
め
、
宮
中
に
祀
ら
れ
る
神
々
の
正
統
性
が
強
く
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
際

に
天
皇
勅
裁
と
い
う
絶
対
性
の
認
識
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
平
田
家
の

当
主
が
勅
諚
の
祭
神
を
遵
奉
す
る
こ
と
を
明
確
に
支
持
し
て
い
る
点
は
特
に
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

　

中
川
和
明
は
、
祭
神
論
争
の
際
に
平
田
国
学
の
顕
幽
論
が
出
雲
派
の
根
拠
で
あ

っ
た
こ
と
を
あ
げ
、「
平
田
国
学
に
は
近
代
神
道
の
本
流
と
は
違
っ
た
神
学
体
系

が
開
花
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

前
掲
の
本
教
教
会
「
誓
約
」
に
追
加
さ
れ
た
「
幽
界
に
至
り
て
も
斯
道
を
忘
れ

じ
」
の
文
言
は
、
そ
の
可
能
性
の
わ
ず
か
な
萌
芽
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
し
か

し
、
惟
神
教
会
と
の
合
併
が
検
討
さ
れ
る
段
階
で
は
、
平
田
家
が
そ
れ
を
先
導
す

る
可
能
性
は
極
め
て
薄
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
胤
雄
か
ら
は
、
両
教
会
の
合
併
後
の
方
針
が
述
べ
ら
れ
る
。

種
々
熟
考
も
仕
矢
野
翁
始
其
余
有
志
輩
へ
相
談
之
上
、
当
教
会
之
名
称
を
廃

し
惟
神
教
会
へ
合
併
、
乍
恐
勅
諚
之
祭
神
を
遵
奉
今
一
際
盛
大
ニ
結
集
仕
、

惟
神
本
教
之
名
称
を
全
く
し
弥
益
布
教
ニ
尽
力
仕
度
奉
存
候
間
、
尊
君
ニ
も

何
分
御
尽
力
被
下
他
教
ニ
不
被
侮
候
様
、
尤
も
当
節
ニ
相
成
候
而
者
是
迄
之

通
リ
中
等
以
上
を
の
ミ
結
集
之
都
合
ニ
も
相
運
ひ
兼
可
申
、
自
然
愚
夫
愚
婦

ニ
も
相
及
ひ
不
申
ハ
難
相
成
、
今
日
之
勢
ニ
右
様
相
談
仕
去
ル
八
日
届
書
差

出
申
候
、
且
又
別
ニ
惟
神
教
会
内
へ
学
校
を
致
設
置
、
右
を
本
教
館
と
称
し

本
教
々
会
之
名
称
を
残
し
置
候
事
ニ
致
決
定
候
、
従
前
ゟ
分
局
資
金
御
座
候
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間
右
を
以
而
校
費
と
可
致
候

　

惟
神
教
会
と
の
合
併
に
あ
た
っ
て
胤
雄
は
「
是
迄
之
通
リ
中
等
以
上
を
の
ミ
結

集
之
都
合
ニ
も
相
運
ひ
兼
可
申
」
と
述
べ
、
こ
れ
か
ら
は
愚
夫
愚
婦
に
も
布
教
を

お
こ
な
う
と
し
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
本
教
教
会
は
そ
れ
ま
で
中
等
以
上
の
人

び
と
の
み
を
対
象
と
し
、
当
時
愚
民
と
さ
れ
る
層
へ
働
き
か
け
る
方
針
は
な
か
っ

た
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
こ
れ
も
本
教
教
会
を
気
吹
舎
の
後
継
組
織
と
捉
え
れ

ば
当
然
と
い
え
よ
う
。

　
「
宗
教
」
は
愚
民
の
も
の
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
の
時
代
、
書
簡
の
冒
頭
、

諸
教
会
が
勝
手
に
布
教
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
文
脈
で
「
最
早
一
宗
教
と
被
同
視

候
も
同
様
ニ
而
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
他
教
に
侮
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
愚
夫
愚
婦

に
対
す
る
布
教
に
言
及
す
る
の
は
矛
盾
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
針
転

換
に
あ
た
っ
て
「
当
教
会
之
名
称
を
廃
し
惟
神
教
会
へ
合
併
」
と
本
教
教
会
の
名

を
あ
っ
さ
り
と
手
放
す
の
は
、
学
問
を
重
視
す
る
平
田
家
の
一
貫
し
た
態
度
を
表

す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
惟
神
教
会
内
へ
学
校
を
致
設
置
、

右
を
本
教
館
と
称
し
本
教
々
会
之
名
称
を
残
し
置
候
事
ニ
致
決
定
候
」
と
あ
る
よ

う
に
、
本
教
教
会
の
名
称
は
「
本
教
館
」
と
い
う
学
校
の
方
へ
と
引
き
継
が
れ
る

の
で
あ
る
。

　

九
柱
の
神
々
を
祭
神
と
す
る
本
教
教
会
は
、
近
世
の
気
吹
舎
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
信
仰
と
学
び
と
が
不
可
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
起
こ
っ
た
神
官
教
導
職

分
離
は
本
教
教
会
に
「
宗
教
」
を
意
識
さ
せ
、
学
事
拡
充
の
目
的
を
再
認
識
さ
せ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
郭
が
明
確
に
な
る
な
か
で
の
「
本
教
館
」
の
命
名
は
、「
本

教
」
の
語
が
学
問
と
と
も
に
あ
り
、
平
田
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

の
証
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
本
教
教
会
を
め
ぐ
る
経
過
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
二
〇
年
代

の
公
文
書
で
は
惟
神
教
会
と
本
教
教
会
が
別
個
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合

併
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
両
教
会
と
も
代
表
を
古
川
豊
彭

が
務
め
て
お
り
、
実
質
的
に
は
同
体
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「
本
教
館
」
も
設
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
、
以
降
の
情
報
は
途
絶
え
て

い
る
。

　

明
治
の
平
田
国
学
に
対
す
る
視
点
は
様
々
で
あ
る
が
、
銕
胤
が
据
え
た
「
学
事

擴
充
第
一
之
事
」「
本
教
の
名
義
を
弘
く
衆
人
ニ
知
ら
せ
度
候
」
と
い
う
目
的
に

着
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
「
本
教
館
」
の
設
立
が
叶
わ
な
か
っ
た
明

治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
区
切
り
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
教
教
会
も
平
田
家
の
手
を
離
れ
、
顕
幽
論
や
創
造
神
な
ど
に
関
す
る
篤
胤

の
神
学
の
ほ
か
、
神
仙
や
密
法
へ
の
興
味
や
実
践
は
、
門
人
ら
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
人
々
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

七　

印
行
社
の
設
立
と
新
た
な
試
み

　

祭
神
論
争
決
着
後
の
同
時
並
行
的
な
動
き
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き

大
き
な
展
開
に
、
胤
雄
に
よ
る
印
行
社
の
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
印
行
社
は
、
明

治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
六
月
に
「
本
教
教
会
規
約
」
第
七
條
に
則
っ
て
設
立
さ

れ
た
出
版
事
業
会
社
で
あ
る
が
、
実
際
の
活
動
は
本
教
教
会
内
に
留
ま
ら
ず
、
広

く
一
般
の
神
道
関
係
者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
木
版
か
ら
近
代
的
な

活
版
印
刷
も
導
入
さ
れ
た
。

　

印
行
社
か
ら
の
第
一
作
目
の
刊
行
物
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
の
久
保

季
茲
『
祝
詞
略
解
』
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
に
あ
る
胤
雄
に
よ
る
序
文
に
は
、
平
田
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家
と
因
縁
深
い
鈴
木
重
胤
の
名
が
挙
げ
ら
れ
間
接
的
に
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
、
同
じ
く
久
保
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
批

判
的
に
論
じ
た
講
本
『
洋
教
辨
略
』
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
出
版
人
と
し
て
の
胤

雄
の
新
た
な
試
み
が
み
ら
れ
る
点
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
矢
野
玄
道
門
下
の
木
野

戸
勝
隆
に
よ
る
『
祭
式
摘
要
』
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
開
設
さ
れ
た

皇
典
講
究
所
の
参
考
書
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
他
の
複
数
の
書
物
に
も
同
所

と
の
関
連
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

　

本
教
教
会
の
事
例
と
は
別
に
、
こ
の
時
期
の
神
道
の
「
教
」
と
「
学
」
は
、
近

代
神
道
史
の
な
か
で
「
教
学
分
離
」「
祭
教
学
分
離
」
と
い
う
概
念
で
共
有
さ
れ

て
お
り
、
祭
神
論
争
の
反
省
か
ら
宗
教
性
を
制
限
さ
れ
た
神
社
神
道
と
、
近
代
学

術
へ
と
連
な
る
「
国
学
」
が
形
成
さ
れ
、
神
官
教
導
職
分
離
に
よ
っ
て
「
祭
祀
」

「
宗
教
」「
学
事
」
の
三
者
が
分
離
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
学
事
」
と

は
平
田
門
人
ら
が
中
核
と
な
る
皇
典
講
究
所
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
教
本
に
は
篤

胤
の
書
物
も
多
く
採
用
さ
れ
た
。
小
林
健
三
は
こ
れ
を
、
平
田
国
学
の
文
献
学
的

方
面
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
「
新
時
代
に
適
合
す
る
新
し
い
学
問
体
系
を
樹
立

し
た
地
位
に
あ
る
」
と
評
価
し
て
お
り
、
同
時
代
の
学
術
に
関
わ
る
検
討
の
可
能

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
研
究
が
進
む
「
近
代
仏
教
」
の
定
義
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
拡
大
や

大
学
制
度
の
創
設
と
学
術
の
発
展
、
と
い
う
重
要
な
指
標
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

吉
永
進
一
に
よ
る
「
仏
教
の
近
代
化
と
は
、
仏
教
が
（
日
本
の
）
寺
院
か
ら
出
て

行
く
過
程
だ
と
言
っ
て
も
い
い
」
と
の
見
解
は
特
に
興
味
深
い
。
皇
典
講
究
所
を

め
ぐ
る
印
行
社
の
活
動
は
、
学
問
、
出
版
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
こ
れ
ら
の
指
標

に
合
致
す
る
も
の
と
い
え
、「
近
代
神
道
」
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
う
え

で
、
胤
雄
と
そ
の
周
辺
の
動
向
に
は
多
く
の
論
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

一
方
、
平
田
家
の
目
線
で
考
え
れ
ば
、
も
と
よ
り
気
吹
舎
に
は
神
社
や
神
職
を

持
た
な
い
「
学
問
と
し
て
の
神
道
」
の
自
立
し
た
場
と
も
い
え
る
一
面
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
旺
盛
な
出
版
活
動
が
と
も
な
っ
て
い
た
。
動
画
や
音
声
媒
体
の
な
い
時

代
に
、
講
本
と
い
う
手
法
で
遠
隔
地
に
ま
で
篤
胤
の
肉
声
を
届
け
よ
う
と
し
た
こ

と
は
、
当
時
で
き
う
る
限
り
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
近
代
化
の
指
標
の
一
部
は
、
近
代
以
前
か
ら
す
で
に
気
吹

舎
に
存
在
し
て
い
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
平
田
国
学
を
主
体
に
論
ず
る
う
え
で

は
、
篤
胤
や
門
人
た
ち
が
培
っ
た
気
吹
舎
の
遺
産
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

の
閉
鎖
を
超
え
て
い
か
に
展
開
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
、
地
続
き
の
課
題
と
し
て

も
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
明
治
の
平
田
家
は
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
見

据
え
て
印
行
社
を
設
立
し
た
の
か
。
こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
角
的

な
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
明
治
前
半
の
平
田
家
お
よ
び
平
田
胤
雄
の
動
向
を
追
い
な
が
ら
、

活
動
の
中
心
と
も
い
え
る
本
教
教
会
に
気
吹
舎
の
学
塾
的
性
格
を
指
摘
し
、
そ
の

創
設
が
政
府
の
近
代
化
政
策
を
巧
み
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
本
教
教
会
の
活
動
実
態
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
か
つ
て
の
活
況
の
再

現
が
叶
っ
た
と
は
到
底
言
い
難
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
、
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
で
気
吹
舎
が
終
焉
を
迎
え
平
田
家
の
家
塾
は
断
絶
し
た
と
の
認
識
は
再
考
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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平
田
家
に
は
明
治
に
至
っ
て
も
な
お
多
く
の
情
報
が
集
ま
り
、
近
代
化
に
対
す

る
絶
望
や
落
胆
と
い
う
従
来
の
印
象
と
は
異
な
る
視
野
の
広
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
の
銕
胤
の
書
簡
に
は
「
一
教
義
ニ
関
す
る
新
聞
之
事

承
知
い
た
し
候
」
と
し
て
、「
神
道
事
務
局
ニ
而
出
来
候
新
聞　

開
知
新
聞
、
仏

之
方
ニ
而
出
来
候
ハ　

明
教
新
誌
、
耶
蘇
教
之
方
ニ
而
出
来
候
ハ　

七
一
雑
報
」

と
書
か
れ
た
付
箋
が
あ
り
、
当
時
勃
興
し
た
新
聞
を
通
じ
て
も
、
異
教
に
関
す
る

最
新
の
情
報
が
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
我
々
の
研
究
も
、
近
代
の
仏

教
や
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
動
向
と
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
胤
雄
を
取
り
巻
く
現
実
は
神
道
事
務
局
を
中
心
と
し
た
神
道
の

世
界
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
あ
ら
た
に
登
場
し
た
「
宗
教
」
と
い
う
観
念
が
、

「
宗
教
臭
気
」「
宗
教
同
視
ノ
汚
辱
」
な
ど
の
表
現
で
あ
か
ら
さ
ま
に
蔑
視
さ
れ
て

い
た
が
、
傍
ら
で
は
、
の
ち
に
内
務
省
宗
教
局
の
管
轄
と
な
る
神
道
別
派
の
独
立

が
進
み
、
本
教
教
会
も
行
く
末
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
現
代
の
我
々
が
検
討
す
る

神
道
・
宗
教
・
学
問
な
ど
の
問
題
に
、
胤
雄
は
現
実
の
当
事
者
と
し
て
対
峙
し
、

難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
宗
教
」
と
は
何
か
、
偉
大
な
祖

父
篤
胤
が
遺
し
た
も
の
は
果
た
し
て
「
宗
教
」
な
の
か
、
天
皇
勅
裁
は
如
何
に
受

け
止
め
る
べ
き
な
の
か
と
、
懸
命
に
思
考
を
巡
ら
せ
る
姿
が
浮
か
ぶ
。
ま
た
、
明

治
の
平
田
国
学
の
中
枢
と
な
り
え
た
は
ず
の
本
教
教
会
が
平
田
家
の
手
を
離
れ
た

こ
と
が
、
篤
胤
の
学
問
の
個
別
的
発
展
に
如
何
に
接
続
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点

も
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
田
胤
雄
の
存
在
を
無
視
し
て
は
議
論
で
き

な
い
課
題
で
あ
る
。

　

筆
者
は
引
き
続
き
印
行
社
に
関
す
る
分
析
を
進
め
、
近
代
の
平
田
国
学
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
は
僻
見
を
拭
い
、
結
果
か
ら

遡
及
す
る
の
で
は
な
く
、
近
世
や
幕
末
か
ら
み
た
未
来
と
し
て
近
代
を
位
置
づ
け

る
視
点
を
持
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
明
治
の
平
田
家
か
ら
は
、
近
代
化
と
し

て
の
一
義
的
な
批
判
だ
け
で
は
な
い
、
多
様
な
「
近
代
」
の
可
能
性
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

阪
本
是
丸
『
明
治
維
新
と
国
学
者
』（
大
明
堂
、
一
九
九
三
年
）
ⅲ
頁
、
一
一
│

一
二
頁
。
高
木
博
志
「
神
道
国
教
化
政
策
崩
壊
過
程
の
政
治
史
的
考
察
」（『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
一
〇
四
号
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
の
論
考
を
批
判
。

原
武
史
『〈
出
雲
〉
と
い
う
思
想
│
│
近
代
日
本
の
抹
殺
さ
れ
た
神
々
』（
講
談

社
、
二
〇
〇
一
年
﹇
初
版
一
九
九
六
年
﹈）
一
七
九
頁
。
教
説
上
の
対
立
点
の
検

討
で
は
、
両
者
痛
み
分
け
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
（
武
田
幸
也
「
祭
神
論
争

に
お
け
る
『
伊
勢
』
と
『
出
雲
』」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第

七
号
、
二
〇
一
五
年
、
九
八
頁
）。

阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
ほ
か
。

三
ツ
松
誠
「
平
田
神
学
の
遺
産
」（『
宗
教
研
究
』
九
二
巻
二
輯
、
二
〇
一
八
年
）

参
照
。

本
稿
【
資
料
】
平
田
家
略
家
系
図
参
照
。『
明
治
維
新
と
平
田
国
学
』（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
頁
。
渡
邉
金
造
『
平
田
篤
胤
研
究
』（
鳳
出

版
、
一
九
七
八
年
﹇
初
版
一
九
四
二
年
﹈）
五
一
八
頁
。

宮
地
正
人
『
歴
史
の
な
か
の
「
夜
明
け
前
」
│
│
平
田
国
学
の
幕
末
維
新
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
二
六
七
頁
、
三
九
二
頁
。

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』「
平
田
国
学
の
再
検
討
」（
一
）
第
一
二
二

集
、
二
〇
〇
五
年･

（
二
）
第
一
二
八
集
、
二
〇
〇
六
年･

（
三
）
第
一
四
六

集
、
二
〇
〇
九
年･

（
四
）
第
一
五
九
集
、
二
〇
一
〇
年
。

中
川
和
明
『
平
田
国
学
の
史
的
研
究
』（
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
）
三
九
四

│
三
九
五
頁
、
四
〇
二
頁
。
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磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
│
│
宗
教
・
国
家
・
神
道
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

吉
田
麻
子
『
知
の
共
鳴
│
│
平
田
篤
胤
を
め
ぐ
る
書
物
の
社
会
史
』（
ぺ
り
か
ん

社
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
〇
頁
。

両
親
宛
平
田
延
胤
書
簡
「（
一
五
）
明
治
三
年
五
月
九
日
付
書
簡
」・「（
五
八
）
明

治
三
年
十
二
月
四
日
付
書
簡
」（
前
掲
報
告
書
（
7
）
第
一
二
八
集
、
四
三
五

頁
・
四
九
一
頁
）。「（
七
八
）
明
治
三
年
八
月
十
三
日
付
平
田
延
胤
書
簡
両
親
宛

（
一
四
│
二
五
）」（
前
掲
報
告
書
（
7
）
第
一
二
二
集
、
二
一
二
頁
）。

「
気
吹
舎
日
記
」（
前
掲
報
告
書
（
7
）
第
一
二
八
集
）
三
九
六
│
三
九
八
頁
。

安
丸
良
夫
『
近
代
天
皇
像
の
形
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
一
七
九
頁
参

照
。

熊
澤
恵
里
子
『
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
│
│
近
代

学
校
教
育
の
生
成
過
程
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
四
七
一
│
四
七
四
頁
。

宮
地
前
掲
書
（
6
）
二
六
六
頁
。

両
親
宛
平
田
延
胤
書
簡
「（
六
一
）
明
治
四
年
日
付
不
明
書
簡
（
秋
頃
カ
）」（
前

掲
報
告
書
（
7
）
第
一
二
八
集
、
四
九
三
頁
）。

国
立
公
文
書
館
「
宮
内
省
七
等
出
仕
平
田
延
胤
辞
表
ノ
件
」
明
治
五
年
一
月
（
任

Ａ
│
〇
〇
〇
〇
四
一
〇
〇
│
〇
四
二
〇
〇
）。「
⑤
明
治
五
年
八
月
一
日
付　
胤

雄
・
銕
胤
か
ら
栄
樹
様
・
平
武
様
宛
」（
田
崎
哲
郎
編
著
『
三
河
地
方
知
識
人
史

料
』
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
三
四
八
│
三
五
四
頁
）。

「
牛
嶋
御
社
其
外
近
年
板
下
之
書
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
﹇
平
田
篤
胤
関

係
資
料
﹈（
以
下
、
歴
博
所
蔵
と
す
る
）
Ｈ
│
一
六
一
五
│
八
│
二
│
二
九
）。

「
牛
島
大
神
」（
歴
博
所
蔵　
Ｈ
│
一
六
一
五
│
四
│
三
│
六
九
│
二
三
）。「
諸
社

格
調

請
書
」〈
社
寺
課
〉
明
治
五
年
壬
申
ヨ
リ
甲
戌
ニ
至
ル
（
東
京
都
公
文
書

館
所
蔵
）。

「
⑤
明
治
五
年
八
月
一
日
付　
胤
雄
・
銕
胤
か
ら
栄
樹
様
・
平
武
様
宛
」（
田
崎
前

掲
書
（
17
）
三
四
九
頁
）。
な
お
、
史
料
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
読
点
等
を
補

い
、
追
記
等
は
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
。
ま
た
、
送
り
仮
名
部
分
の
漢
字
表
記
は
か

な
に
改
め
た
（
以
下
同
様
）。

両
親
宛
平
田
延
胤
書
簡
「（
三
）
明
治
三
年
四
月
八
日
付
書
簡
」（
前
掲
報
告
書

（
7
）
第
一
二
八
集
、
四
二
四
頁
）。

鵜
崎
熊
吉
『
青
山
胤
通
』（
青
山
内
科
同
窓
会
、
一
九
三
〇
年
）
二
二
│
二
三
頁
。

平
田
篤
胤
『
志
都
能
石
屋
』
下
（
板
本
、
一
八
一
一
年
）
一
四
丁
ウ
ラ
。

「
平
田
千
束
命
名
書
」
明
治
七
年
二
月
四
日
（
歴
博
所
蔵　
Ｈ
│
一
六
一
五
│
三
│

一
三
│
四
│
八
三
）。「
父
銕
胤
家
督
の
申
付
書
」
明
治
七
年
二
月
（
歴
博
所
蔵　

Ｈ
│
一
六
一
五
│
四
│
六
│
四
三
│
四
）。「
銕
胤
隠
居
許
可
書
」
明
治
七
年
二
月

（
歴
博
所
蔵　
Ｈ
│
一
六
一
五
│
四
│
六
│
四
二
│
一
〇
）。

片
岡
優
子
『
原
胤
昭
の
研
究
│
│
生
涯
と
事
業
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
一
年
）。『
福
音
新
報
』
第
一
九
一
五
号
、
昭
和
七
年
六
月
九
日
。

村
岡
典
嗣
「
平
田
篤
胤
の
神
学
に
於
け
る
耶
蘇
教
の
影
響
」『
日
本
思
想
史
研
究

（
増
訂
版
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
﹇
初
版
一
九
二
〇
年
﹈）。
嶋
田　
彩
司

「
国
学
と
キ
リ
ス
ト
教
│
│
松
山
高
吉
の
場
合
」（『
明
治
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教

研
究
所
紀
要
』
第
五
二
巻
、
二
〇
二
〇
年
）
ほ
か
。

「
⑤
明
治
五
年
八
月
一
日
付　
胤
雄
・
銕
胤
か
ら
栄
樹
様
・
平
武
様
宛
」（
田
崎
前

掲
書
（
17
）
三
五
二
―
三
五
四
）。

遠
藤
潤
「
教
祖
論
・
教
団
論
か
ら
み
た
平
田
国
学
│
│
信
仰･

学
問
と
組
織
」
幡

鎌
一
弘
編
『
語
ら
れ
た
教
祖
│
│
近
世
・
近
現
代
の
信
仰
史
』（
法
藏
館
、
二
〇

一
二
年
）
二
五
六
頁
。「
平
田
神
社
明
細
書
」
明
治
一
一
年
五
月
（
歴
博
所
蔵　
Ｈ

│
一
六
一
五
│
一
│
二
七
〇
│
一
│
一
〇
）。

「
葉
書　
平
田
神
社
創
建
年
月
の
件
」（
歴
博
所
蔵　
Ｈ
│
一
六
一
五
│
五
│
三
│
一

│
一
六
）
ほ
か
。

河
村
忠
伸
『
近
現
代
神
道
の
法
制
的
研
究
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
一
四
三

│
一
四
七
頁
。

平
田
篤
胤
『
玉
襷
』
十
之
巻
（
板
本
、
一
八
六
九
年
）
七
丁
ウ
ラ
。
宣
長
の
歌
は

『
玉
鉾
百
首
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
八
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
三

二
五
頁
（
一
部
を
か
な
に
変
換
）。
遠
藤
潤
『
平
田
国
学
と
近
世
社
会
』
第
五
章

「
日
本
社
会
に
お
け
る
神
と
先
祖
」（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

両
親
宛
平
田
延
胤
書
簡
「（
四
三
）
明
治
三
年
九
月
一
九
日
付
書
簡
」・「（
四
五
）

明
治
三
年
十
月
七
日
付
書
簡
」・「（
四
六
）
明
治
三
年
十
月
十
四
日
付
書
簡
」（
前

掲
報
告
書
（
7
）
第
一
二
八
集
、
四
六
九
頁
・
四
七
二
頁
・
四
七
五
頁
）。
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『
読
売
新
聞
』
明
治
一
一
年
六
月
二
五
日　
朝
刊
。『
明
教
新
誌
』
明
治
一
一
年
五

月
一
六
日
「
雑
報
」。

実
際
の
篤
胤
の
葬
送
は
神
式
に
近
い
方
法
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
天
野
真
志
「
秋
田

藩
士
井
口
宗
翰
『
寛
斎
雑
記
』
と
気
吹
舎
情
報
」（『
東
北
文
化
研
究
室
紀
要
』
第

五
七
巻
、
二
〇
一
六
年
、
三
頁
）
参
照
。

中
川
前
掲
書
（
8
）
一
〇
六
│
一
〇
九
頁
。
遠
藤
潤
「
幕
末
に
お
け
る
国
学
・
仏

教
と
国
家
│
│
平
田
国
学
の
仏
教
批
判
と
仏
教
か
ら
の
反
批
判
」（『
國
學
院
大
學

大
學
院
紀
要
│
│
文
学
研
究
科
』
第
四
七
輯
、
二
〇
一
六
年
）。

「
気
吹
舎
日
記
」
天
保
一
一
年
一
一
月
四
日
・
二
一
日
条
（
前
掲
報
告
書
（
7
）

第
一
二
八
集
、
一
五
二
頁
）。

宮
地
前
掲
書
（
6
）
三
九
一
頁
。

平
田
篤
胤
『
鬼
神
新
論
』（
板
本
、
一
八
六
五
年
）
二
九
丁
ウ
ラ
│
三
〇
丁
オ
モ

テ
。
同
『
伊
吹
於
呂
志
』
下
（
板
本
、
一
八
六
二
年
）
一
丁
ウ
ラ
│
二
丁
オ
モ

テ
。

吉
田
麻
子
前
掲
書
（
10
）
三
九
八
頁
。
山
下
久
夫
「
平
田
篤
胤
の
仏
教
│
│
世
界

像
の
変
容
の
中
で
」（『
現
代
思
想
│
│
仏
教
を
考
え
る
』
青
土
社
、
二
〇
一
八

年
）
ほ
か
参
照
。

遠
藤
前
掲
論
文
（
27
）
二
五
九
頁
。

「
本
教
教
会
願
書
一
括
」（
歴
博
所
蔵　
Ｈ
│
一
六
一
五
│
三
│
一
八
│
二
│
二

八
）。

見
城
悌
治
「
明
治
の
平
田
銕
胤
と
平
田
神
社
│
│
福
住
正
兄
宛
書
簡
か
ら
見
た

る
」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
一
二
号
、
一
九
九
五
年
）
三
二
頁
。
遠
藤
前

掲
論
文
（
27
）
二
五
九
頁
。

藤
井
貞
文
『
明
治
国
学
発
生
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）
六
六

頁
。

「
本
教
教
会
規
約
」（
沼
津
市
明
治
資
料
館
所
蔵
「
三
津
羽
田
家
・
河
内
海
瀬
家
文

書
」
Ｅ
15
）。

「
誓
詞
案
（
気
吹
舎
入
門
）」（
前
掲
史
料
（
43
）
Ｅ
23
）。
本
教
教
会
「
誓
約
」
の

文
案
は
「
本
教
教
会
規
約
」（
前
掲
資
料
（
43
）
Ｅ
15
）
に
収
録
。

「
⑦
﹇
年
欠
│
│
一
八
七
八
年
﹈
寅
八
月
三
十
一
日
」（
見
城
前
掲
論
文
（
41
）
三

一
頁
）。「
史
料
23
富
士
万
宛
平
田
銕
胤
・
胤
雄
書
簡
」
明
治
一
一
年
九
月
一
八
日

付
（
樋
口
雄
彦
「
伊
豆
に
お
け
る
平
田
派
国
学
門
人
の
一
動
向
│
│
羽
田
直
秀

（
富
士
万
）
宛
平
田
銕
胤
書
簡
の
紹
介
か
ら
」『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
第
一
三

号
、
一
九
八
九
年
、
一
四
│
一
五
頁
。
前
掲
史
料
（
43
）
Ⅰ
27
）
ほ
か
。

「
⑩
寅
（
明
治
十
一
年
一
一
月
四
日
付　
加
年
胤
か
ら
佐
加
喜
様
宛
」（
田
崎
哲
郎

「
史
料
紹
介　
平
田
家
か
ら
羽
田
野
敬
雄
宛
書
簡
」『
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所

紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
九
〇
│
一
九
一
頁
）。

「
⑭
（
明
治
十
二
年
）
二
月
廾
六
日
付　
銕
胤
か
ら
神
木
君
宛
」（
田
崎
前
掲
論
文

（
46
）
一
九
三
頁
）。

越
智
通
敏
『
矢
野
玄
道
と
本
教
学
』（
錦
正
社
、
一
九
七
一
年
）
一
二
三
│
一
二

四
頁
。「
入
塾
生
徒
人
名
書
上
」（
歴
博
所
蔵　
Ｈ
│
一
六
一
五
│
一
│
二
七
〇
│

一
│
一
）。

宮
地
前
掲
書
（
6
）
二
六
八
│
二
六
九
頁
。

宮
地
前
掲
書
（
6
）
二
六
七
頁
。

矢
野
太
郎
『
矢
野
玄
道
』〈
愛
媛
縣
先
哲
偉
人
叢
書
第
一
巻
〉（
愛
媛
県
教
育
会
、

一
九
三
三
年
）
二
七
八
頁
。

教
部
省
に
出
仕
し
た
平
田
門
人
の
井
上
頼

は
他
教
会
の
官
許
手
続
き
に
も
助
言

を
行
っ
て
い
る
。
齋
藤
公
太
「
国
家
神
道
と
教
派
神
道
」
島
薗
進
ほ
か
編
『
近
代

日
本
宗
教
史　
第
二
巻　

国
家
と
信
仰
│
│
明
治
後
期
』（
春
秋
社
、
二
〇
二
一

年
）
参
照
。

藤
井
前
掲
書
（
42
）
六
四
三
│
六
四
五
頁
。

「
史
料
32　
富
士
万
宛
平
田
胤
雄
書
簡
綴
②
」
明
治
一
五
年
二
月
二
一
日
付
（
樋
口

前
掲
論
文
（
45
）
二
二
頁
。
前
掲
史
料
（
43
）
Ⅰ
39
②
）。

直
轄
教
会
は
別
派
独
立
の
前
段
階
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
常
世
長
胤
「
神
教
組

織
物
語
（
中
之
巻
）」（『
宗
教
と
国
家
』〈
日
本
近
代
思
想
大
系
五
〉、
岩
波
書

店
、
一
九
八
八
年
）
三
九
七
│
三
九
八
頁
ほ
か
参
照
。

『
太
教
新
報
』
第
九
二
号
、
明
治
一
五
年
二
月
二
二
日
「
雑
報
」。

「
史
料
29
富
士
万
宛
平
田
胤
雄
書
簡
」
明
治
一
五
年
三
月
二
九
日
付
（
樋
口
前
掲

論
文
（
45
）
一
九
│
二
〇
頁
。
前
掲
史
料
（
43
）
Ⅰ
33
）。

前
掲
史
料
（
57
）。
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当
該
書
簡
に
、
惟
神
教
会
会
長
の
本
居
豊
穎
の
辞
任
に
と
も
な
い
後
継
と
し
て
胤

雄
が
選
出
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
惟
神
教
会
の
実
態
は
不
明
点
が
多
く
調
査
を
要
す

る
。
皇
学
所
祭
神
は
、
大
久
保
利
謙
『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集　
四　

明
治
維

新
と
教
育
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
三
五
九
│
三
六
〇
頁
。
こ
こ
に
示

さ
れ
る
皇
学
所
の
祭
神
に
大
国
主
大
神
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

中
川
前
掲
書
（
8
）
四
〇
五
│
四
〇
六
頁
。

前
掲
史
料
（
57
）。

安
丸
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
」（
前
掲
書
（
55
））
五
四
一
│

五
四
五
頁
。

「
神
道
教
院
教
会
名
簿
」〈
第
三
課
社
寺
掛
〉
明
治
二
六
年
一
月
改
（
東
京
都
立
公

文
書
館
所
蔵
）。

「
印
行
社
設
立
廣
告
」『
太
教
新
報
』
第
七
号
、
明
治
一
四
年
六
月
五
日
。

藤
田
大
誠
『
近
代
国
学
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
二
一
六
│
二
一
七

頁
。

小
林
健
三
『
平
田
神
道
の
研
究
』（
古
神
道
仙
法
教
本
庁
、
一
九
七
五
年
）
八
二

│
八
三
頁
。

吉
永
進
一
「
は
じ
め
に
」
大
谷
栄
一
ほ
か
編
『
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
│
│
仏

教
か
ら
み
た
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
）
ⅴ
│
ⅸ
頁
。

「
史
料
24
富
士
万
宛
平
田
銕
胤
書
簡
」
明
治
一
一
年
一
〇
月
一
九
日
付
（
樋
口
前

掲
論
文
（
45
）
一
五
頁
。
前
掲
史
料
（
43
）
Ⅰ
28
）。

前
掲
資
料
（
56
）「
社
説
」
ほ
か
。

（
あ
い
ざ
わ　

み
の
り　

佛
教
大
学
文
学
研
究
科
研
究
員
）

（
指
導
教
員
：
斎
藤　

英
喜　

教
授

二
〇
二
一
年
九
月
二
十
七
日
受
理
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(
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おりせ ①篤胤
天保14年没

②銕胤
明治13年没

織瀬

③延胤
明治 5年没

青山胤通
（養子・離縁）

てふ④胤雄
明治19年没

千束
（夭折）

糸子原胤昭
（糸子弟）

ふじ

以志 ⑤盛胤
明治19年養子
昭和20年没

胤好銕弥
佐久間家

渡邉金造『平田篤胤研究』（鳳出版、1978年［1942年初版］）518頁
「平田篤胤略系譜」をもとに作成。

【資料】　平田家略家系図

平
田
国
学
の
明
治
（
相
澤
み
の
り
）
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は
じ
め
に

　

室
町
期
の
越
前
守
護
斯
波
氏
は
、
他
の
足
利
氏
一
門
同
様
分
国
越
前
に
下
向
せ

ず
、
京
都
に
在
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
越
前
守
護
代
甲
斐
氏
も
同
様
に
在
京

し
、
在
国
守
護
代
（
小
守
護
代
）
以
下
の
被
官
が
越
前
に
在
住
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
斯
波
氏
の
議
論
は
、
室
町
幕
府
の
幕
府
組
織
、
役
職
と
の
関
係
、
幕

府
の
動
向
と
の
関
係
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
室
町
幕
府
内
に
お
け
る
武

士
階
層
の
関
係
に
お
い
て
語
ら
れ
る
も
の
が
増
え
て
き
た
が
、
在
京
守
護
斯
波
氏

の
守
護
分
国
統
制
に
関
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、

同
様
に
斯
波
氏
の
守
護
代
、
被
官
、
そ
の
組
織
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
斯
波
氏
の
在
京
と
の
関
係
で
、
こ
れ
ら
被
官
を
用
い
た
守
護
分
国
内

の
統
制
方
法
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
も
の
は
、
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

　

近
年
、
室
町
期
の
幕
府
、
守
護
、
在
地
領
主
の
都
鄙
関
係
は
、
守
護
を
含
む
在

京
直
臣
団
の
在
京
を
前
提
と
し
て
幕
府
が
統
制
を
及
ぼ
し
、
一
般
の
御
家
人
は
鎌

(

1 (

(

2 (

(

3 (

(

4 (

甲
斐
氏
の
越
前
に
お
け
る
動
向
と
河
口
荘
に
つ
い
て

　
　
　
　

澤

﨑

崇

広

論　

文
　

室
町
期
越
前
守
護
斯
波
氏
は
、
守
護
代
甲
斐
氏
と
と
も
に
在
京
し
て
い

た
。
ま
た
、
越
前
室
町
期
荘
園
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
河
口
荘
は
、
興
福
寺

大
乗
院
を
荘
園
領
主
と
す
る
荘
園
で
あ
り
、
職
人
と
し
て
斯
波
氏
被
官
や
国

人
な
ど
が
現
地
支
配
を
行
っ
て
い
た
。
近
年
の
守
護
在
京
制
及
び
室
町
期
荘

園
に
お
け
る
研
究
を
踏
ま
え
、
河
口
荘
を
例
に
取
り
、
そ
の
多
く
の
職
人
が

守
護
代
甲
斐
氏
の
影
響
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
甲
斐
氏
が
そ
の
荘
園
と
荘

園
の
職
人
に
対
す
る
影
響
力
に
よ
り
越
前
を
統
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
甲
斐
氏
は
、
守
護
斯
波
氏
を
後
見
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
越
前
の
被
官
、
国
人
に
対
す
る
統
制
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
た
こ

と
も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
甲
斐
氏
が
在
京
し
た
ま
ま
、
越
前
を
統

制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
守
護
斯
波
氏
、
ひ
い
て
は
室
町
殿
の
権
威
を

そ
の
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

甲
斐
氏
、
斯
波
氏
、
守
護
在
京
制
、
河
口
荘
、
権
威

〔
抄　

録
〕佛
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学
大
学
院
紀
要　
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倉
期
以
来
の
散
在
領
地
の
集
中
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
在
京
守
護
を
含
む
在
京
直

臣
団
の
優
位
性
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
応
永
年
間
以
降
在
京
直
臣
団
の
京
済
や

諸
役
免
除
、
室
町
殿
と
の
対
面
と
い
う
優
位
性
は
、
以
後
室
町
期
を
通
じ
て
固
定

化
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
。
在
京
直
臣
団
の
在
京
制
は
、
守
護
被
官
ま
で
含
め
た
在

京
武
士
の
人
的
拡
大
、
そ
し
て
室
町
期
全
般
と
い
う
時
間
的
拡
大
の
両
面
に
研
究

の
深
化
が
認
め
ら
れ
る
。

　

荘
園
に
つ
い
て
は
、
平
安
期
、
鎌
倉
期
に
続
き
室
町
期
に
も
存
続
す
る
中
に
お

い
て
、
斯
波
氏
の
守
護
分
国
越
前
も
公
家
や
寺
社
が
荘
園
領
主
で
あ
っ
た
が
、
守

護
の
被
官
や
国
人
が
荘
園
の
代
官
と
な
っ
て
年
貢
や
公
事
の
取
り
立
て
を
行
う
と

こ
ろ
も
多
か
っ
た
（
代
官
請
負
制
）。
例
え
ば
越
前
国
河
口
荘
で
は
、
興
福
寺
大

乗
院
が
検
校
所
と
し
て
荘
園
領
主
と
な
り
、
斯
波
氏
の
被
官
や
国
人
が
在
地
の
職

人
と
し
て
、
年
貢
、
公
事
を
取
り
立
て
、
大
乗
院
に
納
め
て
い
た
。

　

以
上
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
守
護
を
含
む
武
士
の
在
京
制
と
室
町
期
荘
園
制

の
も
と
、
室
町
期
の
守
護
分
国
の
体
制
が
整
っ
た
応
永
年
間
以
降
の
越
前
守
護
斯

波
氏
は
、
ど
の
よ
う
に
守
護
分
国
の
統
制
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
在
京
の
斯

波
氏
は
、
同
じ
く
在
京
の
守
護
代
甲
斐
氏
を
中
核
と
し
て
、
荘
園
の
代
官
請
負
制

を
利
用
し
て
在
地
越
前
を
統
制
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
越

前
守
護
斯
波
氏
の
統
制
方
法
の
一
つ
と
し
て
の
室
町
期
荘
園
の
代
官
請
負
制
を
検

討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
越
前
河
口
荘
を
例
と
し
て
、
応
永
期
の
代
官
と
な
っ
た
斯
波
氏
被
官
等

を
確
定
す
る
。

　

次
に
越
前
河
口
荘
の
各
代
官
と
在
京
守
護
代
甲
斐
氏
の
関
係
を
整
理
し
、
甲
斐

氏
が
河
口
荘
に
お
い
て
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
事
実
を
確
定
さ
せ
る
。

　

そ
の
甲
斐
氏
が
越
前
河
口
荘
の
関
係
で
中
心
的
存
在
と
し
て
統
制
し
て
い
る
理

由
に
つ
い
て
、
越
前
守
護
斯
波
氏
と
の
関
係
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
甲
斐
氏
が
在
京
し
て
越
前
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
を
、

幕
府
、
守
護
斯
波
氏
と
荘
園
領
主
で
あ
る
興
福
寺
大
乗
院
と
の
関
係
に
お
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　

河
口
荘
各
郷
の
主
な
職
人

1　

越
前
の
荘
園
と
河
口
荘
に
つ
い
て

　

越
前
は
、
中
世
に
は
十
三
郡
に
分
か
れ
百
余
り
の
荘
、
郷
、
保
が
成
立
し
た
と

さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
比
較
的
荘
園
が
少
な
か
っ
た
敦
賀
郡
、
大
野
郡
に
対
し
て

丹
生
郡
、
今
立
郡
、
足
羽
郡
、
吉
田
郡
、
そ
し
て
坂
井
郡
は
比
較
的
荘
園
が
多
く

成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
論
じ
る
河
口
荘
の
ほ
か
、
丹
生
郡
の
織
田
荘
等
は

大
規
模
な
荘
園
で
あ
る
。

　

河
口
荘
は
、
本
庄
郷
、
細
呂
宜
郷
、
荒
居
郷
、
溝
江
郷
、
新
庄
郷
、
新
郷
、
関

郷
、
王
見
郷
、
大
口
郷
、
兵
庫
郷
の
各
郷
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
応
永
年
間
の
河

口
荘
各
郷
の
職
人
の
補
任
、
興
福
寺
大
乗
院
へ
の
未
進
等
に
つ
い
て
は
「
寺
門
事

条
々
聞
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
を
も
と

に
、
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
の
段
階
の
河
口
荘
各
郷
の
職
人
と
そ
の
動
向

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
守
護
代
甲
斐
氏
、
荘
園
領
主
興
福
寺
大
乗
院
と
い
か
な
る
関
係
に

あ
る
か
検
討
す
る
。
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2　

河
口
荘
各
郷
の
主
な
職
人
と
甲
斐
氏

（
一
）　

本
庄
郷
・
細
呂
宜
郷

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
応
永
二
十
一
年
八
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
本
庄

郷
、
細
呂
宜
郷
は
堀
江
氏
が
職
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
河
口
荘
各
郷
の
職
人
の
年

貢
、
公
事
が
未
進
で
あ
り
、
堀
江
氏
も
、
こ
れ
ら
職
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の

堀
江
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
松
浦
義
則
氏
が
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
に
至
る
ま

で
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
以
下
、
松
浦
氏
の
論
考
に
沿
っ
て
論
じ
る
こ
と
と
す

る
。

　

本
庄
郷
で
は
、
堀
江
石
見
入
道
が
公
文
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
松
浦
氏

は
、「
堀
江
石
見
入
道
」
を
堀
江
道
賢
と
比
定
し
て
い
る
。
応
永
二
十
五
年
（
一

四
一
八
）
の
道
賢
申
状
に
、「
下
知
者
堀
江
教
実
重
代
也
」
及
び
「
河
口
庄
賢
光

譲
与
名
々
」
に
お
い
て
も
道
賢
に
不
法
は
な
い
と
の
文
言
か
ら
、
道
賢
は
堀
江
賢

光
の
子
で
あ
り
、
そ
の
実
名
は
堀
江
教
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
庄
郷
が
河
口

荘
の
発
祥
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
こ
で
公
文
職
と
し
て
嫡
流
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
る
。

　

本
庄
郷
の
政
所
に
つ
い
て
は
「
政
所
朝
倉
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
こ
こ
に
い
う

「
政
所
朝
倉
」
は
、
同
記
事
中
の
「
本
庄
政
所
勝
営
」
と
同
一
で
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
「
政
所
朝
倉
」「
勝
営
」
の
人
物
は
、
佐
藤
圭
氏
が
朝
倉
貞
景
の
子
教
景
と

比
定
し
て
い
る
が
、「
政
所
朝
倉
」「
勝
営
」
は
誰
か
比
定
で
き
な
い
。

　

興
味
深
い
の
は
、
応
永
二
十
一
年
の
時
点
で
、
本
庄
郷
の
政
所
に
朝
倉
氏
が
補

任
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
倉
氏
の
越
前
入
部
後
の
根
拠
地
だ
っ
た
の
は
、
足
羽

荘
、
安
居
郷
で
あ
り
、
ま
た
、
宇
坂
荘
、
東
郷
荘
も
地
頭
職
が
宛
行
わ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
。
元
々
朝
倉
氏
に
対
し
て
地
頭
職
が
宛
て
行
わ
れ
て
い
た
地
域
は
、
河

口
荘
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
庄
郷
公
文
職
で
あ
る
堀
江
氏
は
、

祖
藤
原
利
仁
の
頃
の
古
く
か
ら
越
前
に
在
地
し
て
い
た
と
さ
れ
、
本
庄
郷
は
そ
の

発
祥
地
で
あ
る
。
朝
倉
氏
の
勢
力
の
拡
大
と
堀
江
氏
の
焦
慮
を
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

堀
江
石
見
入
道
、
つ
ま
り
堀
江
道
賢
は
本
庄
郷
の
ほ
か
細
呂
宜
郷
上
方
の
政
所

職
に
勤
仕
し
て
い
る
が
、
細
呂
宜
郷
上
方
下
方
は
、「
公
文
堀
江
帯
刀
」
と
あ

り
、
堀
江
帯
刀
が
同
郷
上
方
下
方
の
公
文
に
補
任
さ
れ
た
ほ
か
、
細
呂
宜
郷
下
方

の
政
所
に
も
補
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
堀
江
帯
刀
に
つ
き
、
松
浦
氏
は
、
堀
江
賢

光
の
子
に
堀
江
景
用
が
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
経
覚
私

要
鈔
』
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
五
月
二
十
九
日
条
は
細
呂
宜
郷
下
方
代
官
に

「
一
代
政
所
賢
光
子
越
中
守
景
用
」
を
挙
げ
て
こ
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま

た
、
松
浦
氏
は
、
こ
こ
か
ら
道
賢
と
景
用
は
、
兄
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、『
経
覚
私
要
鈔
』
の
当
該
記
事
か
ら
、
景
用
は
、

細
呂
宜
郷
下
方
の
代
官
を
勤
仕
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
細
呂
宜
郷
下
方
の
公
文
は

景
用
に
な
り
、
堀
江
帯
刀
は
景
用
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
細
呂
宜
郷
は
、

政
所
に
朝
倉
勝
営
が
補
任
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
石
見
守
の
官
途
を
得
て
嫡
系
と

考
え
ら
れ
る
堀
江
石
見
入
道
の
ほ
か
、
そ
の
弟
で
あ
る
堀
江
庶
流
家
で
あ
る
帯
刀

が
と
も
に
在
地
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
の

細
呂
宜
郷
全
体
の
未
進
を
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
作
者
長
専
か
ら
糾
弾
さ
れ
て

い
る
記
事
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
時
点
で
は
嫡
流
の
堀
江
石
見
守
家
と
堀
江
景
用

が
属
し
て
い
た
堀
江
細
呂
宜
家
は
一
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
よ
る
と
、
細
呂
宜
と
本
庄
は
、
と
も
に
未
進
で
あ
り
、

そ
の
解
消
の
方
向
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
地
を
長
く
支
配
し
て
い
る
こ
と
か

(
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ら
ど
う
し
て
作
物
が
減
少
す
る
の
か
な
ど
と
、
細
呂
宜
と
本
庄
の
各
郷
の
職
人
に

対
す
る
非
難
と
も
い
う
べ
き
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。

　

以
上
記
し
た
と
お
り
、
細
呂
宜
郷
に
お
い
て
は
、
堀
江
石
見
守
家
、
堀
江
細
呂

宜
家
が
職
人
と
し
て
一
定
の
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
細
呂
宜
郷

は
、
越
前
北
東
部
に
位
置
し
、
越
前
国
境
で
加
賀
と
接
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

加
賀
は
、
至
徳
四
年
（
一
三
八
七
）
斯
波
義
種
が
守
護
に
補
任
し
た
こ
と
も
あ

り
、
越
前
守
護
斯
波
氏
と
そ
の
被
官
に
と
っ
て
は
重
大
な
利
害
関
係
を
有
し
、
国

境
で
接
す
る
細
呂
宜
郷
の
職
人
堀
江
氏
は
、
細
呂
宜
郷
で
勢
力
を
確
保
し
続
け
る

必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
二
）　

新
郷

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
は
、
河
口
荘
新
郷
の
公
文
、
政
所
と
し
て
「
織
田
主

計
」
と
あ
り
、
そ
の
割
書
に
「
代
平
方
上
洛
」
と
あ
る
。
こ
の
職
人
織
田
主
計
に

つ
い
て
は
、
山
﨑
布
美
氏
の
「
織
田
氏
の
出
現
と
そ
の
存
在
形
態
」
が
そ
の
動
向

を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
以
下
山
﨑
氏
の
業
績
を
参
考
に
「
織
田
主
計
」
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

織
田
主
計
は
、
織
田
与
三
と
称
し
、
山
﨑
氏
に
よ
る
と
そ
の
諱
は
「
重
治
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
織
田
主
計
は
、
斯
波
氏
と
東
寺
の
連
絡
役
の
職
務
を
有
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
廿
一
口
方
評
定
引
付
」
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
五
月

二
十
八
日
条
は
、
東
寺
が
斯
波
義
将
に
渡
す
点
心
料
に
つ
い
て
織
田
主
計
に
相
談

す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
文
書
で
織
田
主
計
は
、「
内
者
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
「
内
者
」
と
は
、「
内
衆
」
と
同
様
と
さ
れ
、
大
名
の
近
臣
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
東
寺
の
交
渉
の
相
手
方
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
織
田

主
計
は
基
本
的
に
斯
波
氏
の
近
臣
と
し
て
在
京
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
織
田
主
計
の
甲
斐
氏
と
の
関
係
で
あ
る
。
応
永
期
後

の
作
成
時
期
の
史
料
だ
が
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
五
月
二
十
八
日
に
甲
斐
祐

徳
の
子
で
あ
る
甲
斐
常
治
（
将
久
）
は
、
越
前
国
人
か
ら
の
自
分
に
対
す
る
反
発

の
噂
を
聞
き
つ
け
、
京
都
の
自
邸
を
焼
き
払
い
、
織
田
主
計
の
邸
宅
に
起
居
し
て

い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
織
田
主
計
は
甲
斐
氏
と
親
密
な
関
係
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
推
測
す
る
に
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」

が
記
さ
れ
た
応
永
二
十
一
年
の
段
階
で
も
、
織
田
主
計
が
甲
斐
氏
の
一
派
に
属
し

て
い
た
だ
ろ
う
。

（
三
）　

王
見
郷

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
で
上
洛
し
た
王
見
郷
の
政
所
に
「
嶋
田
弥
三
郎
」
な
る

者
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
関
郷
政
所
に
「
嶋
田
」
と
い
う
名
称
も
存
在
す
る
。
王

見
郷
政
所
に
い
う
「
嶋
田
弥
三
郎
」
は
い
か
な
る
者
に
比
定
さ
れ
る
か
。「
嶋
田

弥
三
郎
」「
有
家
」
は
、
特
定
の
人
物
に
比
定
す
る
に
足
る
史
料
が
不
足
し
、
こ

の
者
の
位
置
付
け
を
正
確
に
追
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
他
の
史
料
、
具
体
的
に
は
、「
和
泉
堺
御
犬
追
物
日
記
」
明
徳
四
年

（
一
三
九
三
）
十
月
十
九
日
条
に
「
嶋
田
弥
三
郎
」
が
記
載
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、「
喚
次
」
と
あ
り
、
和
泉
国
堺
で
足
利
義
満
が
犬
追
物
を
催
し
た
際
、
嶋

田
弥
三
郎
は
、
喚
次
の
職
務
に
従
事
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
足
利
将
軍
家
主
催

の
犬
追
物
で
、
喚
次
の
役
目
を
負
う
こ
と
か
ら
、
弥
三
郎
は
、
斯
波
氏
被
官
の
中

で
も
上
位
の
地
位
を
推
測
さ
せ
る
。

　

斯
波
氏
被
官
中
の
島
田
氏
の
位
置
付
け
は
、『
相
国
寺
供
養
記
』
明
徳
三
年

（
一
三
九
二
）
八
月
二
十
八
日
条
に
斯
波
義
重
の
敷
皮
役
と
し
て
「
嶋
田
平
次
郎

憲
国
」
が
、
笠
役
と
し
て
「
嶋
田
弥
次
郎
重
憲
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
徳
三
年
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(
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(
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と
応
永
二
十
一
年
の
間
に
間
隔
が
あ
る
も
の
の
、「
嶋
田
弥
三
郎
」
と
「
嶋
田
弥

次
郎
重
憲
」
の
仮
名
か
ら
一
定
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。『
相
国
寺

供
養
記
』
に
お
い
て
斯
波
義
重
に
供
奉
し
た
被
官
は
「
二
宮
種
氏
」「
甲
斐
将
教
」

の
い
ず
れ
も
守
護
代
に
な
っ
た
者
で
あ
り
、「
嶋
田
弥
次
郎
」
も
斯
波
氏
被
官
の

中
に
お
い
て
は
重
臣
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
後
、
応
永
八
年

（
一
四
〇
一
）、
島
田
遠
江
入
道
常
栄
が
斯
波
義
将
信
濃
守
護
補
任
後
の
信
濃
守
護

代
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
義
将
は
、
応
永
八
年
に
信
濃
守
護
補
任
以
前
に
も
、
至

徳
四
年
（
嘉
慶
元
年
、
一
三
八
七
）
に
信
濃
守
護
に
補
任
さ
れ
、
信
濃
守
護
代

は
、
二
宮
氏
泰
で
あ
っ
た
。
守
護
斯
波
氏
の
守
護
分
国
で
守
護
代
に
補
任
し
た
の

は
、
細
川
氏
、
二
宮
氏
、
そ
し
て
甲
斐
氏
で
あ
り
、
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
島
田

遠
江
入
道
も
斯
波
氏
被
官
の
中
で
も
重
臣
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
を
総
合

し
て
「
嶋
田
弥
三
郎
」
は
斯
波
氏
被
官
の
中
で
も
重
臣
で
あ
る
と
推
測
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
王
見
郷
は
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
は
、「
甲
斐
持
之
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
甲
斐
祐
徳
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
王
見
郷
は
、
甲
斐
氏
の
実
質
的
支
配
下
に
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
島
田
氏

は
王
見
郷
政
所
と
し
て
職
人
に
補
任
さ
れ
て
い
た
が
、
甲
斐
氏
の
影
響
を
強
く
受

け
る
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
四
）　

兵
庫
郷

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
は
、
河
口
荘
兵
庫
郷
の
公
文
、
政
所
代
と
し
て
「
応

嶋
与
五
郎
」
が
い
る
こ
と
、
そ
の
者
が
上
洛
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

「
応
嶋
与
五
郎
」
は
、
忠
重
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
応
島
氏
は
、
応
島
久

重
、
氏
信
が
文
安
、
寛
正
年
間
に
同
様
に
兵
庫
郷
公
文
職
代
に
補
任
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
応
嶋
与
五
郎
」
こ
と
応
島
忠
重
と
甲
斐
氏
の
関
係
に
つ
き
松
島
周
一
氏

の
論
考
「
室
町
中
期
の
遠
江
国
蒲
御
厨
を
め
ぐ
る
甲
斐
氏
と
吉
良
氏
」
が
参
考
に

な
る
。
確
か
に
、
松
島
氏
の
論
考
は
、
本
稿
で
記
し
て
い
る
越
前
守
護
代
の
ほ

か
、
遠
江
守
護
代
に
補
任
さ
れ
て
い
た
甲
斐
氏
と
遠
江
国
蒲
御
厨
代
官
職
の
補
任

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
年
代
は
、
本
稿
で
検
討
す
る
応

永
二
十
年
代
か
ら
後
の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
応
島
忠
重
と
応
島
久
重
の
間
の
関

係
に
つ
き
、
不
明
で
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
応
島
忠
重
と
久
重
の
間

に
は
、「
重
」
と
の
偏
諱
が
あ
る
こ
と
、
仮
名
は
忠
重
も
与
五
郎
で
あ
り
、
久
重

も
同
じ
五
郎
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
応
永
年
間
に
お
け
る
甲
斐
氏
と
応

島
氏
と
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
一
つ
と
し
て
松
島
氏
の
論
考
を
参
考
に
す
る

の
が
適
当
で
あ
る
。

　

松
島
氏
に
よ
る
と
、
甲
斐
氏
が
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
末
に
蒲
御
厨
の
代
官

職
を
求
め
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
応
島
氏
が
代
官
職
に
補
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ

で
一
つ
の
史
料
が
問
題
と
な
る
。

　
　

目
安

　
　
　
　

遠
州
蒲
御
厨
公
文
百
姓
等
謹
言
上
、

　

右
条
者
、
応
嶋
方
廿
余
年
御
代
官
候
、
其
内
十
ヶ
年
応
嶋
五
郎
衞
門
方
御

代
官
之
間
、
御
沙
汰
条
々
ち
か
い
候
へ
と
も
、
上
意
を
い
か
ゞ
と
依
存
候
、

此
年
月
不
申
上
候
、

　
（
略
）

　
　
　
　

十
月　

日　
　
　
　
　
　

蒲
御
厨
諸
公
文
御
百
姓
等

　
　

目
安

　
　
　
　

御
奉
行
所
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当
該
文
書
に
よ
る
と
、
応
嶋
氏
が
二
十
年
に
わ
た
り
遠
江
国
蒲
御
厨
の
代
官
職

を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
十
年
を
「
応
嶋
五
郎
衛

門
」
が
代
官
職
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
「
応
嶋
五
郎
衞
門
」
に
つ
き
、
こ
こ
で
次

の
史
料
が
問
題
と
な
る
。

 　

東
大
寺
領
遠
州
蒲
御
厨
代
官
職
事
、
依
応
嶋
久
重
不
法
及
寺
訴
儀
之
上

者
、
申
付
他
人
、
向
後
御
年
貢
無
延
引
之
儀
、
任
応
嶋
両
度
之
請
文
可
執
沙

汰
候
、
於
当
年
夏
秋
未
進
万
七
千
疋
者
、
新
代
官
入
部
以
後
、
相
副
冬
分
御

年
貢
、
年
内
必
々
可
致
沙
汰
候
、
某
如
此
申
候
上
者
、
旁
無
御
疑
之
儀
、
可

預
無
為
之
御
口
入
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

宝
徳
元

　
　
　
　
　

十
一
月
十
一
日　
　
　
　
　

常
治
（
花
押
）

　
　
　
　

人
々
御
中

　

こ
れ
は
、
越
前
国
守
護
代
で
遠
江
国
守
護
代
も
勤
め
た
甲
斐
常
治
の
発
し
た
文

書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
蒲
御
厨
代
官
職
で
あ
っ
た
応
島
久
重
が
東
大
寺
へ
の

年
貢
未
進
に
つ
い
て
、
今
後
は
必
ず
年
貢
納
入
を
約
束
し
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
年
未
詳
の
文
書
に
つ
い
て
も
応
嶋
五
郎
衞
門
に
つ
き
、
蒲
御
厨
の
公
文
百
姓

か
ら
厳
し
い
指
摘
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
蒲
御
厨
の
代
官
職
で
あ
る
「
応
嶋
五
郎

衞
門
」
は
、
応
島
久
重
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
宝
徳
元
年
文
書
を
も
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
蒲
御
厨
の
代
官

職
に
補
任
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
の
が
甲
斐
常
治
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
甲
斐
常
治
と
応
島
久
重
が
主
と
被
官
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
こ
の
宝
徳
元
年
の
記
事
の
み
を
も
っ
て
、
応
島
氏
が
応
永
二
十
一
年
の

段
階
に
お
い
て
も
甲
斐
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
早
計
で
あ
る
。
し

か
し
、
応
永
年
間
に
お
い
て
、
被
官
関
係
に
な
い
と
し
て
も
、
甲
斐
氏
、
特
に
惣

領
家
の
祐
徳
は
、
応
嶋
氏
に
対
し
て
一
定
の
影
響
力
を
有
す
る
関
係
が
あ
る
と
推

測
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
応
永
二
十
一
年
の
段
階
に
お
い

て
も
、
応
嶋
氏
は
甲
斐
氏
の
勢
力
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）　

溝
江
郷

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
は
、
応
永
二
十
一
年
の
時
点
に
お
け
る
甲
斐
氏
の
河

口
荘
に
お
け
る
主
導
権
確
保
の
実
態
と
越
前
国
人
の
抵
抗
を
み
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
応
永
年
間
の
河
口
荘
に
お
け
る
甲
斐
氏
の
支
配
実
態
を
、
ま
ず
溝
江

郷
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
、「
守
護
代
甲
斐
濃
州
入
道
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
こ

の
「
守
護
代
甲
斐
濃
州
入
道
」
は
溝
江
郷
の
公
文
・
政
所
に
補
任
の
記
載
が
あ

る
。

　
「
守
護
代
甲
斐
濃
州
入
道
」
は
、
甲
斐
祐
徳
（
将
教
）
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
五
月
十
九
日
に
甲
斐
教
光
の
死
亡
記
事
が
み
ら
れ
、
同

年
八
月
十
五
日
に
足
利
義
満
か
ら
安
堵
状
が
下
さ
れ
、
越
前
国
大
土
呂
、
河
北
、

同
国
稲
津
保
、
越
中
国
東
条
南
北
、
伊
勢
国
岩
田
御
厨
等
に
つ
き
甲
斐
将
教
が
甲

斐
教
光
跡
に
安
堵
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
応
永
二
年
の
甲
斐
教
光
死
後

に
お
い
て
甲
斐
祐
徳
は
甲
斐
教
光
の
跡
を
継
い
で
甲
斐
氏
惣
領
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
甲
斐
祐
徳
は
そ
の
後
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
八
月
十
六
日
に
死

去
し
た
と
解
さ
れ
る
。

　

な
お
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
は
新
庄
郷
の
公
文
、
政
所
職
と
し
て
甲
斐
帯
刀

正
円
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
実
名
が
将
国
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
い
う
甲
斐
将
国
が
い
か
な
る
者
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
甲
斐

(

29(

(

30(

(

31(

(

32(

(

33(
甲
斐
氏
の
越
前
に
お
け
る
動
向
と
河
口
荘
に
つ
い
て
（
澤
﨑
崇
広
）

四
二



氏
嫡
流
と
い
か
な
る
関
係
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
甲
斐
一
族
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
名
か
ら
将
教
（
祐
徳
）、
将
久
（
常
治
）
と

は
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
堀
江
氏
の
よ
う
に
年
貢
未
進
時

に
大
乗
院
と
治
定
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、
他
の
河
口
荘
公
文
、
政

所
と
同
様
に
、
検
注
を
受
け
、
年
貢
の
加
増
な
ど
に
よ
り
治
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
甲
斐
祐
徳
ら
の
職
人
と
対
立
関
係
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
お
い
て
、
甲
斐
祐
徳
は
溝
江
郷
の
公
文
、
政
所
職
に

補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
守
護
代
と
は
異
な
る
役
割
を
記
載
し
て
い

る
。
こ
こ
で
、
甲
斐
祐
徳
が
溝
江
郷
の
公
文
、
政
所
職
に
補
任
さ
れ
る
経
緯
、
役

割
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
専
は
、
未
進
の
職
人
等
の
上
洛
の
際
、
興
福
寺
大
乗
院
に
対
す
る
年
貢
、
公

事
の
未
進
の
原
因
を
探
る
こ
と
と
な
り
、
応
永
二
十
一
年
九
月
二
日
、
三
日
そ
し

て
四
日
に
わ
た
り
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
河
口
荘
十
郷
の
う
ち
、
新
庄

郷
、
新
郷
、
関
郷
、
王
見
郷
、
大
口
郷
そ
し
て
兵
庫
郷
の
六
郷
に
つ
い
て
は
、
本

年
の
作
物
が
不
作
が
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
注
を
加
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
同
月
四
日
に
決
着
を
み
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
乗
院
側
は
、
河
口
荘
十
郷
の
う
ち
、
四
郷
に
つ
い
て
は
未
だ
決
着
を

み
て
い
な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
年
貢
、
公
事
未
進
で
治
定
し
て
い
な
い

四
郷
の
中
に
溝
江
郷
も
そ
の
一
つ
と
し
て
含
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
長
専

は
、
こ
の
溝
江
郷
の
未
進
に
つ
い
て
は
京
都
に
お
い
て
決
着
を
す
る
べ
き
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
九
月
四
日
に
年
貢
、
公
事
未
進
に
対
し
年
貢
、
公
事
を
加
増
す
る

こ
と
な
ど
と
決
着
し
た
六
つ
の
郷
は
、
わ
ざ
わ
ざ
現
地
河
口
荘
の
そ
れ
ぞ
れ
の
郷

で
検
注
を
行
う
と
い
う
負
担
を
し
て
い
る
。
他
方
、
溝
江
郷
に
つ
い
て
は
そ
の
よ

う
な
負
担
が
な
い
。
こ
の
格
差
は
、
甲
斐
祐
徳
が
越
前
守
護
代
で
あ
り
、
在
京
し

て
い
た
こ
と
か
ら
京
都
で
年
貢
、
公
事
未
進
分
を
決
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と

も
考
え
ら
れ
得
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
新
郷
の
公
文
職
、
政
所
職
に
補
任
さ
れ

て
い
た
織
田
主
計
は
、
在
地
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
斯
波
氏
の
連
絡
役
と
し

て
在
京
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
地
で
の
検
注
と

年
貢
、
公
事
の
加
増
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
地
で
の
検
注
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

他
の
職
人
に
比
べ
て
、
検
注
を
経
な
い
甲
斐
祐
徳
が
京
都
で
決
着
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

応
永
二
十
一
年
九
月
十
七
日
、
甲
斐
祐
徳
は
伝
奏
奉
行
人
井
上
を
宛
所
と
し

て
、
文
書
を
発
す
る
。

守
護
代
甲
斐
美
乃
入
道
状

 　

溝
江
郷
両
職
事
、
依
御
口
入
、
当
年
事
先
両
使
領
状
申
候
、
畏
入
候
、
料

足
一
万
疋
、
為
彼
両
職
請
口
可
沙
汰
渡
寺
門
候
、
更
不
可
有
不
法
儀
候
、
以

此
旨
被
伝
仰
候
者
、
可
畏
存
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

九
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祐
徳
判

　
　
　
　
　

伝
奏
奉
行
人

　
　
　
　
　
　

井
上
殿

　
「
寺
門
事
条
々
事
書
」
収
載
の
こ
の
文
書
は
、
甲
斐
祐
徳
が
溝
江
郷
の
公
文
、

政
所
に
つ
い
て
、
伝
奏
広
橋
兼
宣
の
口
入
に
よ
る
こ
と
を
記
し
た
上
で
、
請
文
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
大
乗
院
に
対
し
、
溝
江
郷
の
料
足
と
し
て
一

万
疋
を
支
払
う
こ
と
、
今
後
は
更
な
る
不
法
は
行
わ
な
い
こ
と
を
約
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
甲
斐
祐
徳
が
溝
江
郷
の
公
文
、
政
所
職
に
つ
き
武
家
伝
奏
広
橋
兼
宣
の
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口
入
を
受
け
た
事
実
を
検
討
す
る
。
甲
斐
祐
徳
は
、
従
来
か
ら
越
前
守
護
代
で
あ

る
と
と
も
に
、
そ
の
一
族
が
敦
賀
郡
代
に
補
任
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
応
永
二

十
一
年
の
時
点
に
お
け
る
河
口
荘
の
公
文
、
政
所
職
も
、
甲
斐
氏
の
影
響
を
強
く

受
け
る
斯
波
氏
被
官
、
国
人
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
広
橋
兼
宣

が
武
家
伝
奏
に
補
任
さ
れ
た
の
は
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
で
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、
応
永
八
年
か
ら
本
史
料
の
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
が
記
さ
れ
た
応
永
二
十
一

年
ま
で
の
少
な
く
と
も
十
三
年
の
間
、
溝
江
郷
公
文
、
政
所
職
甲
斐
祐
徳
は
、
守

護
代
と
し
て
兼
宣
と
連
絡
を
取
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

3　

小
括

　

河
口
荘
各
郷
の
職
人
は
、
堀
江
石
見
入
道
、
堀
江
帯
刀
を
除
き
、
い
ず
れ
も
甲

斐
祐
徳
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
斐
祐
徳
は
、
伝
奏
広
橋
兼

宣
、
ひ
い
て
は
大
乗
院
と
連
絡
を
取
り
、
河
口
荘
の
各
郷
を
統
制
し
た
と
考
え

る
。

二　

甲
斐
氏
と
堀
江
氏
の
拮
抗

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
よ
る
と
、
応
永
二
十
一
年
の
時
点
に
お
い
て
、
越
前

守
護
代
甲
斐
祐
徳
と
堀
江
石
見
守
家
の
対
立
関
係
が
垣
間
見
え
る
こ
と
に
な
る
。

長
禄
二
年
に
守
護
斯
波
義
敏
と
甲
斐
祐
徳
の
子
甲
斐
常
治
が
戦
っ
た
長
禄
の
合
戦

の
対
抗
関
係
が
既
に
こ
の
時
期
に
も
現
れ
て
い
る
。
河
口
荘
に
対
す
る
甲
斐
氏
の

支
配
を
考
え
る
上
で
、
以
下
、
越
前
守
護
代
甲
斐
祐
徳
と
堀
江
石
見
守
家
の
対
立

関
係
を
河
口
荘
の
他
の
職
人
や
関
係
者
の
動
向
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら

か
に
す
る
。

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
応
永
二
十
一
年
八
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
堀
江
氏

が
公
文
、
政
所
職
を
担
っ
て
い
た
郷
は
、
本
庄
郷
、
細
呂
宜
郷
、
荒
居
郷
で
あ

る
。
う
ち
、
本
庄
郷
は
、
堀
江
道
賢
が
公
文
職
を
勤
め
、
細
呂
宜
郷
上
方
の
政
所

職
も
勤
め
て
い
た
。
ま
た
、
堀
江
景
用
は
細
呂
宜
郷
の
公
文
職
と
同
郷
下
方
の
政

所
職
を
勤
め
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
、
堀
江
三
郎
左
衛
門
は
荒
居
郷
の
政
所
を
勤

め
て
い
た
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
堀
江
氏
が
職
人
で
あ
る
郷
と
そ
れ
以
外
の
郷
に
つ

き
、
年
貢
、
公
事
の
未
進
な
ど
に
関
し
著
し
い
隔
た
り
が
あ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
応
永
二
十
一
年
八
月
二
十
三
日
、
二
十
五
日
、
二
十
七
日
、
二
十
九
日
、
九

月
二
日
、
三
日
、
四
日
に
興
福
寺
大
乗
院
の
使
者
顕
覚
僧
都
等
と
対
面
し
、
新
庄

郷
、
新
郷
、
関
郷
、
王
見
郷
、
大
口
郷
、
そ
し
て
兵
庫
郷
の
六
郷
は
荒
不
作
で
あ

り
、
検
注
す
べ
き
こ
と
、
衣
服
は
本
式
の
沙
汰
、
供
米
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
弁

済
額
に
増
額
し
て
弁
済
す
る
こ
と
を
治
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
年
貢
、
公
事
の
未
進
の
弁
済
に
つ
き
、
四
郷
が
治
定
し
て
い

な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
溝
江
郷
、
荒
居
郷
、
そ
し
て
本
庄
郷

と
細
呂
宜
郷
で
あ
っ
た
。
荒
居
郷
は
、
職
人
が
い
ず
れ
も
新
補
の
た
め
、
治
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
応
永
二
十
一
年
八
月
二
十
二
日
条
は
、

荒
居
郷
の
公
文
職
を
原
入
道
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
新
補
で
あ
る
た
め
上
洛
し
て

い
な
い
こ
と
も
割
書
で
記
載
す
る
。
加
え
て
堀
江
三
郎
左
衛
門
代
も
上
洛
せ
ず
、

そ
の
結
果
荒
居
郷
を
代
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
他
に
い
な
か
っ
た
。
溝
江
郷

に
つ
い
て
は
甲
斐
祐
徳
が
政
所
、
公
文
職
で
あ
る
た
め
、
京
都
に
お
い
て
治
定
す

べ
き
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。
先
述
の
応
永
二
十
一
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
同

年
九
月
四
日
ま
で
の
問
答
に
甲
斐
祐
徳
は
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

(
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る
。
そ
し
て
、
長
専
の
溝
江
郷
の
治
定
に
関
す
る
記
述
は
、
問
答
に
加
わ
っ
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
晩
治
定
に
決
着
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
記

載
し
て
い
る
。

　

他
方
、
細
呂
宜
郷
と
本
庄
郷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
未
進
の
経
緯
と
そ
の

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
年
貢
と
公
事
は
日
頃
か
ら
未
進
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
不
法
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
郷
に

つ
い
て
は
、
年
来
の
郷
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
進
を
強
調
し
て
い
る
。
検
校

所
で
あ
る
興
福
寺
大
乗
院
側
の
堀
江
氏
に
対
す
る
態
度
は
、
明
ら
か
に
甲
斐
氏
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
冷
徹
で
不
信
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

九
月
四
日
に
治
定
し
た
六
郷
に
つ
い
て
は
、
請
文
が
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
々
に
お
い
て
特
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
落
名
の

部
分
で
あ
る
。
請
文
の
二
条
は
、
落
名
の
衣
服
、
供
料
の
納
付
が
な
く
、
今
年
か

ら
興
福
寺
大
乗
院
に
納
め
る
こ
と
を
記
載
す
る
。
さ
ら
に
、
落
名
の
定
員
は
増
や

す
こ
と
も
記
載
し
て
い
る
。
興
福
寺
大
乗
院
に
対
す
る
年
貢
、
公
事
の
未
進
は
、

耕
作
物
の
不
作
の
ほ
か
、
落
名
、
つ
ま
り
名
主
の
追
放
に
よ
る
こ
と
が
こ
の
請
文

の
条
々
か
ら
わ
か
る
。

　

応
永
二
十
一
年
九
月
四
日
の
時
点
に
お
い
て
、
堀
江
石
見
守
、
堀
江
帯
刀
の
い

ず
れ
も
年
貢
、
公
事
が
未
進
で
あ
り
、
違
法
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
元
々
こ
れ
ら

の
土
地
は
堀
江
氏
代
々
の
土
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
進
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
甲
斐
氏
の
場
合
、
京
都
に
お
い
て
治
定

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
両
方
と
も
年
貢
、
公
事
を
未
進
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
に
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
乗
院
と
甲
斐
氏
の
関
係
と
、
大
乗
院

と
堀
江
氏
の
関
係
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
甲
斐
祐
徳
は
、
応
永
二
十
一
年
当
時
、
越
前
守
護
代
で
あ
っ
た
。
大
乗
院

側
と
し
て
は
、
代
官
請
負
制
の
下
、
年
貢
、
公
事
の
未
進
を
防
い
で
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
請
負
代
官
で
あ
る
斯
波
氏
被
官
を
統
制
す
る
守
護
代
甲
斐

祐
徳
と
協
調
し
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え

て
応
永
二
十
一
年
の
時
点
で
、
河
口
荘
に
甲
斐
氏
の
影
響
を
受
け
る
職
人
が
多
数

い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
河
口
荘
各
郷
の
職
人
の
動
向
を
検
討
し

た
が
、
甲
斐
祐
徳
の
ほ
か
、
甲
斐
氏
の
一
派
と
考
え
ら
れ
る
者
等
実
質
的
に
甲
斐

氏
の
影
響
を
受
け
て
い
る
者
が
い
た
。
河
口
荘
に
お
い
て
甲
斐
氏
の
影
響
の
も
と

そ
の
統
制
を
受
け
る
職
人
が
多
い
と
す
る
と
、
甲
斐
氏
と
の
対
立
は
興
福
寺
大
乗

院
に
と
っ
て
圧
倒
的
に
不
利
益
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
甲
斐
祐
徳
が
職

人
の
郷
は
、
た
と
え
未
進
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
有
利
に
取
り
扱
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
堀
江
氏
の
勢
力
範
囲
は
、
細
呂
宜
郷
、
本
庄
郷
に
限
ら
れ
て

い
る
。
確
か
に
年
貢
、
公
事
未
進
の
解
消
に
は
、
大
乗
院
も
堀
江
氏
と
の
関
係
を

一
定
に
保
つ
必
要
が
あ
る
。
荘
園
領
主
で
あ
る
大
乗
院
と
し
て
は
、
彼
の
地
を
本

貫
と
し
て
い
る
堀
江
氏
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
乗
院
は
、
あ
え
て
堀
江
石
見
守
家
を
対
立
的
に
位
置
付
け
て
ま
で
甲

斐
祐
徳
と
繫
が
り
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
甲
斐
祐
徳
を
は
じ
め
と
す
る
甲
斐
氏
は
、
こ
の
時
す
で
に
堀
江
石
見
守

家
と
は
対
立
関
係
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
の
応
永
二
十
一
年
十
月
十
日
条
に
は
、
堀
江
帯

刀
が
細
呂
宜
郷
に
つ
き
、
堀
江
帯
刀
が
供
米
に
つ
き
、
そ
の
従
事
す
る
名
の
数
を
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踏
ま
え
、
今
月
中
に
納
所
に
運
上
す
る
が
、
翌
々
年
は
定
め
る
の
が
困
難
で
あ
る

こ
と
も
申
し
添
え
て
い
る
。
応
永
二
十
一
年
十
月
の
時
点
に
お
い
て
は
、
堀
江
帯

刀
は
、
興
福
寺
大
乗
院
と
妥
協
す
る
用
意
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
堀
江

石
見
守
家
は
、
興
福
寺
大
乗
院
と
妥
協
し
て
未
進
を
解
消
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
堀
江
氏
一
門
内
で
も
考
え
に
違
い
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

三　

越
前
守
護
代
と
守
護
斯
波
氏

1　

応
永
二
十
一
年
の
斯
波
氏
を
め
ぐ
る
状
況
と
甲
斐
氏

　

次
に
、
甲
斐
氏
の
河
口
荘
現
地
支
配
に
お
け
る
中
心
的
役
割
と
越
前
守
護
斯
波

氏
と
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
応
永
年
間
に
お
け
る
守
護
斯
波
氏
を
め
ぐ

る
状
況
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
は
、
応
永
二
十
一
年
六
月
十
八
日
に
興
福
寺
大
乗
院
寺

官
が
越
前
河
口
荘
に
下
向
し
、
興
福
寺
大
乗
院
か
ら
越
前
守
護
斯
波
義
淳
に
河
口

荘
各
郷
の
職
人
等
を
上
洛
さ
せ
て
年
貢
、
公
事
未
進
を
究
明
す
る
べ
き
こ
と
を
申

立
て
た
こ
と
に
つ
い
て
、
義
淳
は
、
職
人
等
か
ら
の
文
書
を
以
て
理
由
を
申
し
述

べ
て
く
れ
ば
よ
い
の
で
、
そ
の
間
京
都
に
逗
留
す
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
同
年
八
月
二
十
二
日
に
は
、
河
口
荘
各
郷
の
職
人
等
が
記
さ

れ
、
そ
の
中
で
上
洛
し
た
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
義
淳
が
上
洛
を
伴
う
弁
明
に
つ

い
て
は
無
用
と
し
な
が
ら
、
そ
の
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
に
は
河
口
荘
各
郷
の
職
人
等

が
上
洛
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

一
つ
は
、
守
護
の
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
年
六
月
八
日
に
加
賀
国
守
護
斯

波
満
種
が
足
利
義
持
の
怒
り
に
触
れ
て
、
そ
の
守
護
職
を
改
替
さ
れ
、
高
野
山
に

世
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
。
こ
の
事
件
に
よ
る
斯
波
惣
領
家
の
対
応
の
状

況
は
史
料
に
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
斯
波
庶
子
家
の
守
護
改
替
と

世
の
記

事
は
、
斯
波
惣
領
家
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
事

件
の
影
響
に
よ
り
越
前
守
護
斯
波
氏
は
京
都
に
お
い
て
越
前
を
統
制
す
る
力
を
喪

失
す
る
程
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
斯
波
惣
領
家
に
お
い
て

は
、
幕
府
内
に
も
大
き
な
影
響
力
を
誇
っ
た
斯
波
義
将
が
応
永
十
七
年
（
一
四
一

〇
）
五
月
七
日
に
死
亡
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
斯
波
惣
領
家
は
、
応
永
二
十
一
年

の
直
前
の
年
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
を
失
っ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
斯

波
義
将
の
子
で
当
時
の
斯
波
氏
の
当
主
で
あ
る
義
教
は
こ
の
混
乱
に
対
応
す
る
政

治
的
能
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
越
前
守
護
で
義
教

の
子
義
淳
は
、
応
永
四
年
に
出
生
し
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
り
、
未
だ
そ
の
混

乱
状
況
を
収
拾
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
斯
波
氏
の
大
き
な

混
乱
を
収
拾
で
き
る
者
は
斯
波
惣
領
家
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
書
状
で
も
っ
て
職
人
等
の
弁
解
を
知
る
状
況
に
な
く
、
河
口
荘
職

人
の
年
貢
、
公
事
未
進
を
統
制
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い

た
と
解
さ
れ
る
。

　

そ
の
二
つ
は
、
越
前
守
護
代
甲
斐
祐
徳
の
問
題
解
決
の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
の
場

の
創
出
と
い
う
要
素
も
大
き
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
書
状
だ

け
に
よ
る
弁
解
の
徴
収
の
み
だ
と
、
問
題
解
決
の
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
よ
る
と
、
河
口
荘
各
郷
の
職
人
は
上
洛
後
、
応

永
二
十
一
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
延
べ
五
日
間
に
わ
た
り
、
興
福
寺
大
乗
院
の
使

者
と
対
面
し
て
問
答
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
九
月
二
日
、
三
日
、
そ
し

て
四
日
と
さ
ら
に
対
面
を
行
っ
て
問
答
を
交
わ
し
、
各
郷
の
未
進
の
理
由
を
明
ら
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か
に
し
て
い
る
。
弁
明
の
設
定
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
他
の
者
に
自
己
の
行
動

を
明
ら
か
に
す
る
の
で
、
甲
斐
祐
徳
に
と
っ
て
は
、
越
前
国
人
や
大
乗
院
に
対

し
、
そ
の
解
決
能
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
場
と
な
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
う

る
。「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
の
作
者
長
専
が
こ
の
史
料
を
明
ら
か
に
し
た
意
図
と

は
別
に
、
甲
斐
祐
徳
が
河
口
荘
各
郷
の
職
人
の
年
貢
、
公
事
未
進
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
を
結
果
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
荘
園
領
主
大
乗
院
に
対
し
て
も
、
自
己
が
越
前
の
調
整
役
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

2　

守
護
と
そ
の
後
見

　

こ
こ
で
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
お
け
る
「
守
護
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
斯
波
義
淳
に
つ
い
て
述
べ
る
。
斯
波
義
淳
は
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に
出

生
し
て
い
る
。
応
永
二
十
一
年
に
お
い
て
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
斯
波
義

淳
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
小
泉
義
博
氏
、
河
村
昭
一
氏
の
論
考
が
先
行
研
究
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
の
間
に
お
い
て
、
義
淳
の
精
神
的
障
害
の
有
無
に
つ
き

そ
れ
ぞ
れ
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
不
明
で
あ
る
。
た
だ

し
、
小
泉
氏
の
拠
る
史
料
が
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
作
成
の
「
斯
波
家
伝
」

で
あ
り
、
そ
の
作
成
年
代
の
点
か
ら
も
、
本
史
料
の
他
の
記
述
か
ら
、
そ
の
こ
と

を
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
斯
波
義
淳
は
、
こ
の
時
点

に
お
い
て
越
前
守
護
に
補
任
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
お
い
て
は
、
越
前
守
護
そ
の
者
に

関
す
る
行
動
の
記
述
は
、
こ
の
「
守
護
送
事
者
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
そ

れ
以
後
義
淳
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
を
い
か
に
評
価
す
る
か
が
越
前
守
護
義

淳
と
守
護
代
甲
斐
祐
徳
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
要
素
と
な
り
得

る
の
で
あ
ろ
う
。

　

義
淳
の
元
服
は
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
十
一
月
十
九
日
で
あ
る
。
義
淳
の

父
斯
波
義
重
が
管
領
に
補
任
さ
れ
る
の
は
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
で
あ
り
、

応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
二
月
十
九
日
に
上
表
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
同

年
六
月
五
日
に
は
義
淳
が
管
領
に
補
任
し
て
い
る
。
他
方
、
義
将
が
同
年
五
月
七

日
に
死
去
す
る
。
そ
し
て
、
翌
十
八
年
義
淳
の
管
領
職
改
替
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
義
将
死
去
時
期
と
義
淳
管
領
改
替
時
期
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

義
将
死
去
と
義
淳
管
領
改
替
が
関
連
性
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
義
淳
の
父
で
あ
る
義
教
の
無
力
さ
を
表
す
も

の
で
あ
る
。
義
教
は
現
存
し
な
が
ら
、
子
義
淳
が
管
領
を
改
替
す
る
こ
と
を
望
ま

な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
望
ん
で
い
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

義
将
が
そ
の
後
見
と
な
っ
て
義
淳
の
管
領
補
任
を
明
ら
か
に
し
て
、
幕
府
政
治

に
一
定
の
影
響
力
を
持
と
う
と
し
た
の
か
。
義
淳
の
第
一
次
管
領
補
任
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
斯
波
義
将
自
身
の
管
領
第
一
期
に
か
か
る
状
況
と
類
似
し
て
い

る
。
斯
波
氏
が
初
め
て
管
領
の
前
に
当
た
る
執
事
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
貞
治
元

年
（
一
三
六
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
義
将
は
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の

と
き
も
父
で
あ
る
斯
波
高
経
が
執
事
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
高
経
の
推
挙
に

よ
り
執
事
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
然
義
将
が
単
独
で
執
事
の
職
務
を

全
う
で
き
る
余
地
は
な
く
、
父
高
経
の
後
見
を
必
要
と
し
た
。
義
将
が
こ
の
若
さ

で
執
事
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
義
将
を
嫡
子
と
し
て
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
高
経
は
、
義
将
の
他
に
家
長
、
氏
経
、
氏
頼
、
そ
し
て
義
種
の

4
人
の
子
が
い
た
。
特
に
斯
波
氏
頼
は
、
岳
父
が
佐
々
木
道
誉
で
あ
り
、
道
誉
は
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娘
婿
で
あ
る
氏
頼
が
嫡
子
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。

　

振
り
返
っ
て
義
淳
と
そ
の
祖
父
義
将
の
間
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
も
、
高

経
、
義
将
父
子
と
類
似
の
関
係
と
い
え
な
い
か
。
先
述
し
た
と
お
り
、
義
淳
は
管

領
補
任
時
十
四
歳
で
あ
り
、
貞
治
元
年
に
義
将
が
補
任
し
た
と
き
と
類
似
の
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
応
永
十
七
年
に
お
い
て
、
義
将
は
三
度
管
領
に

補
任
し
て
お
り
、
貞
治
元
年
当
時
の
高
経
も
合
戦
経
験
も
政
治
経
験
の
い
ず
れ
も

豊
富
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
応
永
十
七
年
当
時
当
主
と
は
い
え
、
心
許
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
斯
波
義
教
の
嫡
子
で
あ
り
、
家
督
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
は
、
不
安
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
不
安
感
を
払
拭
さ
せ
る
必
要
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
応
永
二
十
一
年
の
時
点
に
お
い
て
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
お

け
る
守
護
の
記
載
が
一
箇
所
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
守
護
代
や
そ
の
被
官
、
国
人

等
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
程
度
推
測
が
つ
く
。
先
に
応
永
二
十
一
年

当
時
義
淳
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
既
に
元
服
し
た
義
淳
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
応

永
二
十
一
年
で
は
自
ら
一
人
で
眼
前
に
あ
る
政
治
的
問
題
に
つ
き
判
断
を
行
う
年

齢
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
お
い
て
、
そ
の
判

断
を
助
け
る
後
見
役
が
必
要
で
あ
る
が
、
義
淳
の
父
義
教
は
、
義
将
が
自
ら
義
淳

の
後
見
役
を
行
っ
た
よ
う
に
、
政
治
を
行
う
に
は
不
向
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
事
実
か
ら
『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
に
お
い
て
は
、
義
淳
は
越
前
守
護

と
し
て
、
河
口
荘
職
人
の
京
都
上
洛
に
あ
る
程
度
関
わ
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
判

断
過
程
に
入
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
は
、「
守
護
」
で
あ
る
斯
波
義
淳
が
河
口
荘
各
郷
職
人

の
未
進
等
に
つ
き
文
書
で
言
い
分
を
聞
く
の
で
、
上
洛
無
用
を
述
べ
る
記
述
以
外

に
守
護
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
守
護
が
差
出
人
と
な
っ
た
文
書
も
収
載
さ
れ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
南
都
両
寺
官
を
宛
所
と
し
た
「
越
前
国
河
口
庄
条
々
事
」
と
題

す
る
九
月
十
七
日
付
の
守
護
代
請
文
が
収
載
さ
れ
、
そ
の
後
伝
奏
広
橋
兼
宣
を
差

出
人
と
し
、
両
寺
官
を
宛
所
と
し
て
同
日
付
の
「
伝
奏
御
書
」
も
収
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
守
護
代
請
文
が
幕
府
を
通
じ
て
伝
奏
が
興
福
寺
大
乗
院
の
寺
官
に
伝
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
、
当
該
守
護
分
国
内
の
遵
行
等
の
守
護
公
権
の
行

使
は
、
守
護
が
請
文
を
発
し
て
守
護
が
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
の
が
通
常
で
あ

る
。

　

こ
の
場
合
に
は
守
護
代
甲
斐
祐
徳
が
守
護
義
淳
の
権
限
を
代
わ
り
に
行
使
す
る

後
見
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
越
前
守
護
斯
波
氏
と
越
前
守

護
代
甲
斐
氏
の
間
で
後
見
と
思
し
き
事
例
は
、
守
護
斯
波
千
代
徳
丸
（
後
の
義

健
）
と
甲
斐
祐
徳
の
子
で
あ
る
甲
斐
将
久
（
法
名
常
治
）
と
の
間
で
見
ら
れ
、
小

泉
義
博
氏
が
「
十
五
世
紀
の
越
前
国
守
護
代
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
論
考
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
河
口
荘
兵
庫
郷
に
守
護
使
の
入
部
を
停
止
す
る
よ
う
に

命
じ
た
永
享
十
一
年
十
一
月
七
日
付
け
将
軍
足
利
義
教
の
御
判
御
教
書
、
そ
し
て

そ
れ
を
受
け
た
同
月
二
十
一
日
付
け
の
管
領
細
川
持
之
の
施
行
状
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
を
受
け
て
守
護
執
行
状
は
、
守
護
斯
波
千
代
徳
丸
の
名
で
発
せ
ら
れ
た

の
で
は
な
く
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

 　

大
乗
院
家
雑
掌
申
越
前
国
河
口
庄
兵
庫
郷
（
寺
門
分
在
之
）
事
、
早
任
今

月
廿
一
日
御
施
行
之
旨
、
可
被
止
使
者
入
部
之
状
、
仍
執
達
如
件
、

永
享
十
一
年
十
一
月
廿
六
日　
　
　
　

沙
弥
判
甲
斐
入
道
常
治

　
　

狩
野
修
理
亮
殿

　
　
　

池
田
勘
解
由
左
衛
門
尉
殿
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小
泉
氏
は
、「
支
族
の
斯
波
持
種
が
「
扶
持
」
を
加
え
、
甲
斐
常
治
が
「
後
見
」

に
あ
た
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
に
お
い
て
も
、
守
護
に

よ
る
請
文
で
は
な
く
、
守
護
代
の
請
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
甲
斐
常
治
に
よ
る

「
後
見
」
と
し
て
か
か
る
行
為
を
行
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
こ
で
義
教
が
応

永
十
七
年
の
当
初
義
淳
が
管
領
の
時
の
義
将
の
よ
う
に
後
見
で
あ
っ
た
と
は
い
え

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
河
口
荘
の
職
人
に
よ
る
未
進
の
遵
行
の
手
続
に
全
く
関
与
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
甲
斐
祐
徳
が
守
護
代
斯
波
義
淳
の
後
見
と
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
甲
斐
祐
徳
の
請
文
の
内
容
を
検
討
す

る
。
室
町
期
に
お
け
る
守
護
、
特
に
斯
波
氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
は
在
京
を
求

め
ら
れ
て
い
た
（
守
護
・
大
名
の
在
京
）。
こ
の
在
京
は
、
斯
波
氏
の
場
合
、
三

管
領
の
一
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
中
央
に
政
治
参
画
す
る
た
め
認
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
応
永
二
十
一
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
細
川
満

元
が
管
領
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
斯
波
義
淳
は
管
領
に
補
任
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。

　

応
永
二
十
一
年
段
階
に
お
い
て
甲
斐
氏
に
つ
い
て
も
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」

に
は
、「
溝
江
郷
甲
斐
持
之
間
、
於
京
都
可
治
定
」
と
の
記
述
の
と
お
り
、
甲
斐

祐
徳
の
在
京
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
お
い
て
、
甲
斐
祐
徳
が
守
護
代
と
し
て

大
乗
院
に
対
し
て
約
束
し
た
守
護
代
請
文
に
お
け
る
主
な
も
の
と
し
て
は
、
一
つ

目
は
落
名
の
供
料
、
衣
服
料
と
大
乗
院
門
跡
方
へ
の
支
払
い
を
行
う
よ
う
、
各
名

主
に
下
知
し
、
こ
の
名
主
等
に
お
い
て
不
法
が
あ
れ
ば
、
当
該
名
に
つ
い
て
は
興

福
寺
に
返
さ
せ
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
こ
の
条
に
は
、
守
護
と
守
護
代
が
不
法

の
名
主
の
追
放
を
興
福
寺
に
注
進
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
越
前
守
護
、
結
局
守
護
代
甲
斐
氏
が
遵
行
の
大
き
な
権
限
を
有
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
守
護
代
が
荘
園
領
内
に
お
い
て
そ
の
名
主
の
統
制

を
図
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
守
護
代
甲
斐
氏
は
、
荘
園

内
の
統
制
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
権
限
を
獲
得
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
請
文
に
お
い
て
は
、
八
朔
、
歳
暮
人
夫
、
そ
し
て
そ
の
他
の
臨
時
課
役

に
つ
い
て
未
進
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
。
常
の
年
貢

に
つ
い
て
未
進
な
く
、
納
め
る
こ
と
を
約
し
た
の
は
前
条
で
あ
る
。
本
条
に
お
い

て
は
、
臨
時
課
役
に
つ
い
て
も
未
進
す
る
こ
と
な
く
、
納
め
る
こ
と
を
求
め
た
も

の
で
あ
る
。
前
条
同
様
臨
時
課
役
に
つ
い
て
も
守
護
代
甲
斐
氏
の
荘
園
内
の
統
制

の
た
め
の
大
き
な
権
限
を
獲
得
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

守
護
代
請
文
の
三
つ
目
と
し
て
主
な
も
の
は
、
職
人
の
中
に
検
校
の
補
任
し
て

い
な
い
者
が
あ
り
、
補
任
し
た
こ
と
に
つ
き
そ
れ
を
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
定
め
る
。
任
料
と
は
、
荘
園
所
職
の
補
任
に
際
し
、
被
補
任
者
が
荘
園
領
主

側
に
提
出
す
る
貢
納
金
を
い
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
条
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と

は
、
河
口
荘
の
職
人
に
検
校
所
で
あ
る
興
福
寺
の
補
任
し
て
い
な
い
者
が
存
在
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
任
料
は
被
補
任
者
が
納
め
る
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
最

終
的
に
負
担
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
名
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
来

職
人
は
、
検
校
所
の
派
遣
す
る
僧
侶
等
が
職
人
と
し
て
年
貢
、
公
事
を
納
め
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
在
地
武
士
の
押
領
に
よ
り
年
貢
が
適
切
に
納
め
ら
れ
な
い

状
態
、
つ
ま
り
未
進
の
状
態
に
至
る
と
、
荘
園
領
主
は
守
護
被
官
や
在
地
領
主
を

職
人
に
補
任
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
任
料
を
納
め
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
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は
、
河
口
荘
各
郷
に
お
い
て
代
官
請
負
制
を
採
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

現
に
河
口
荘
各
郷
に
お
い
て
職
人
に
補
任
さ
れ
て
い
る
者
は
、
斯
波
氏
の
被
官
で

あ
る
者
、
又
は
越
前
在
地
の
国
人
で
あ
る
者
が
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
代
官

請
負
制
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
在
地
武
士
の
荘
園
に
お
け
る
押
領
、

違
乱
が
多
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
守
護
代
甲
斐
祐
徳
が
職
人
の
任
料
に
つ

い
て
補
任
さ
れ
た
者
に
限
る
と
定
め
る
こ
と
は
、
在
地
武
士
の
押
領
、
違
乱
に
よ

り
事
実
上
の
職
人
と
な
る
こ
と
を
制
限
し
、
越
前
守
護
に
よ
る
統
制
を
及
ぼ
し
た

も
の
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
お
け
る
「
越
前
国
河
口
庄
条
々
事
守
護
代

請
文
」
の
第
四
条
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 　

一
職
人
等
捧
請
文
諸
編
治
定
云
々
、
若
背
請
文
之
時
、
随
触
承
可
其
沙
汰

候
、
条
々
進
書
状
上
者
、
不
可
有
緩
怠
不
法
之
儀
、
背
此
旨
候
者
、
可
預
厳

蜜
御
訴
訟
候
、

　

職
人
が
捧
げ
た
請
文
で
様
々
な
こ
と
が
定
め
た
が
、
そ
の
請
文
に
背
い
た
と
き

は
、
そ
の
定
め
に
し
た
が
っ
て
沙
汰
を
行
う
こ
と
、
緩
怠
不
法
が
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
旨
に
背
い
た
と
き
は
、
幕
府
に
よ
る
訴
訟
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
荘
園
領
主
興
福
寺
大
乗
院
と
守
護
の
協
力
し
た
荘
園
運
営

を
表
す
も
の
の
、
最
終
的
に
は
幕
府
の
訴
訟
に
訴
え
る
べ
き
こ
と
を
記
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
河
口
荘
の
荘
園
管
理
が
現
地
職
人
に
よ
っ
て
第
一
義
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
争
わ
れ
る
場
合
に

は
、
最
終
的
に
京
都
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
守
護
代
請
状
に
記
さ
れ
て
い
る
甲
斐
祐
徳
の
権
限
内
容
か
ら
、
応
永
二

十
一
年
に
お
け
る
甲
斐
祐
徳
は
、
守
護
を
「
後
見
」
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と

考
え
る
。
幕
府
に
よ
り
出
さ
れ
た
判
決
は
、
守
護
及
び
そ
の
守
護
代
に
よ
っ
て
執

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
若
年
で
あ
り
、
守
護
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
斯
波
義
淳
の
代
わ
り
に
、
守
護
代
甲
斐
祐
徳
が
幕
府
に
よ
り
出
さ
れ
た
判

決
を
執
行
す
る
立
場
と
し
て
、
守
護
と
と
も
に
在
京
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
そ

の
役
割
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
守
護
斯
波
氏
の
被
官
と
し
て
、
守
護
斯
波
氏
の
下
、
幕
府
へ
の
取
次
の

役
割
も
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
甲
斐
祐
徳
在
京
の
本
来
的
目
的

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
興
福
寺
大
乗
院
と
の
間
で
甲
斐
祐

徳
が
こ
れ
ま
で
得
て
き
た
関
係
を
用
い
て
そ
の
交
渉
と
沙
汰
を
行
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

3　

守
護
斯
波
氏
に
つ
い
て

　

以
上
の
と
お
り
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
よ
る
と
、
応
永
二
十
一
年
の
時
点

に
お
い
て
、
越
前
河
口
荘
各
郷
の
職
人
に
は
、
堀
江
氏
を
別
と
し
て
甲
斐
祐
徳
の

一
族
と
甲
斐
祐
徳
の
影
響
、
統
制
を
受
け
て
い
る
被
官
、
国
人
が
含
ま
れ
て
い

る
。
併
せ
て
、
甲
斐
祐
徳
は
、
越
前
守
護
斯
波
義
淳
の
「
後
見
」
と
し
て
の
役

割
、
さ
ら
に
は
、
守
護
斯
波
氏
の
被
官
と
し
て
、
幕
府
へ
の
取
次
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
越
前
守
護
代
甲
斐
祐
徳
が
河
口
荘
、
ひ
い
て
は
越
前
国
の
中
に

お
い
て
勢
力
を
持
つ
に
至
り
、
そ
の
役
割
を
追
う
こ
と
に
な
っ
た
根
拠
は
何
か
。

こ
れ
ま
で
の
甲
斐
氏
に
関
す
る
経
緯
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

甲
斐
祐
徳
の
史
料
上
の
出
現
は
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
の
「
相
国
寺
供
養

記
」
で
あ
る
が
、
そ
の
越
前
と
の
関
わ
り
で
出
て
く
る
の
は
応
永
二
年
（
一
三
九
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五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
祐
徳
の
父
甲
斐
教
光
は
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に

「
甲
斐
八
郎
」
と
し
て
出
現
す
る
。
甲
斐
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
は
出
現
し

な
い
。
甲
斐
氏
の
越
前
に
お
け
る
軌
跡
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ

に
甲
斐
氏
は
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
応
永
二
十
一
年
九
月
四
日
で
作
者
長
専
に

に
堀
江
氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
「
下
地
熟
所
」
を
越
前
に
お
い
て
有
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
甲
斐
祐
徳
が
前
述
し
た
と
お
り
、
応
永
二
十
一
年
の
段
階
に
お

い
て
、
一
族
に
敦
賀
郡
代
を
勤
め
て
こ
れ
を
支
配
さ
せ
、
他
の
斯
波
被
官
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
そ
の
権
力
は
ど
こ
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
。
こ
の
点
、「
寺

門
事
条
々
聞
書
」
応
永
二
十
一
年
六
月
十
八
日
条
に
あ
る
と
お
り
、
本
来
越
前
を

統
制
す
る
経
緯
は
「
守
護
」
に
あ
る
と
い
え
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
川
岡
勉
氏

は
、
将
軍
の
「
上
意
」
に
よ
り
、
そ
の
守
護
は
室
町
殿
に
よ
り
権
威
づ
け
ら
れ
る

と
主
張
す
る
。
守
護
斯
波
氏
は
、
室
町
幕
府
の
権
威
を
武
器
に
自
ら
が
そ
の
守
護

分
国
の
下
地
を
支
配
し
て
い
く
こ
と
が
基
礎
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
い
て

は
、
守
護
代
甲
斐
祐
徳
が
そ
の
守
護
そ
の
も
の
の
行
為
と
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に

越
前
の
下
地
支
配
を
行
な
っ
て
い
く
の
は
、
守
護
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
室
町
殿

の
権
威
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
斐
祐
徳
は
、
守
護
の
後
見
と
し
て
、
そ
の

室
町
殿
の
権
威
を
も
と
に
、
守
護
斯
波
氏
の
中
で
荘
園
領
主
興
福
寺
大
乗
院
と
交

渉
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
京
都
に
在
住
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
守
護
斯
波
氏
の
在
京
と
同
様
に
、
守
護
代
と
し
て
、
在
京
す

る
こ
と
に
よ
り
、
守
護
と
同
様
の
権
威
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
山
田
徹
氏
や
湯
浅
治
久
氏
は
、
在
地
の
国
人
等
と
比
較
し
て
在
京
直
臣

の
特
権
と
し
て
、
京
済
や
守
護
の
免
除
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
論

じ
た
。
確
か
に
、
甲
斐
氏
は
在
京
し
て
い
る
も
の
の
直
臣
で
は
な
い
。
し
か
し
、

甲
斐
祐
徳
は
、
守
護
の
後
見
、
そ
し
て
在
京
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
、
室
町
殿
の

権
威
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
甲
斐
祐
徳
は
交
渉
に
お

い
て
も
現
地
支
配
に
お
い
て
も
、
室
町
殿
及
び
斯
波
氏
と
い
う
と
こ
ろ
に
権
威
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
他
の
越
前
国
人
を
統
制
す
る

上
で
「
特
権
的
地
位
」
と
い
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
応
永
年
間
に
お
け
る
河
口
荘
の
職
人
、
そ
し
て
守
護
代
甲
斐
祐
徳
の
河

口
荘
に
お
け
る
影
響
力
、
支
配
力
を
考
察
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
甲
斐
氏
が
在

京
す
る
こ
と
に
よ
る
越
前
支
配
を
守
護
、
室
町
殿
、
そ
し
て
荘
園
領
主
と
の
関
係

に
よ
っ
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
応
永
年
間
に
お
け
る
越
前
河
口
荘
の
職
人
に
つ
い
て
記
し
た
「
寺

門
事
条
々
聞
書
」
に
よ
り
既
に
六
郷
は
、
年
貢
、
公
事
の
未
進
に
つ
い
て
治
定

し
、
そ
の
多
く
が
越
前
守
護
代
甲
斐
祐
徳
の
一
族
か
、
甲
斐
祐
徳
の
影
響
力
を
強

く
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
堀
江
氏
と
の
対
立
関
係
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
甲
斐
祐
徳
の
越
前
支
配
は
、
守
護
斯
波
義
淳
の
後

見
で
あ
り
、
大
乗
院
と
の
交
渉
を
行
う
た
め
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
室
町
殿
の

権
威
を
帯
び
在
京
武
士
と
い
う
特
権
的
地
位
を
有
す
る
た
め
、
在
京
す
る
こ
と
に

よ
り
関
係
性
を
構
築
し
て
き
た
。

　

こ
の
応
永
年
間
の
甲
斐
氏
の
越
前
に
お
け
る
支
配
及
び
荘
園
領
主
と
の
関
係
性

の
構
築
は
、
永
享
年
間
以
降
大
き
く
変
わ
る
。
永
享
期
以
後
、
甲
斐
氏
の
勢
力
と

そ
の
影
響
の
強
大
化
の
根
拠
た
る
斯
波
嫡
流
家
が
断
絶
を
迎
え
、
そ
れ
に
伴
い
、

(
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斯
波
義
種
を
祖
と
す
る
斯
波
庶
流
家
が
越
前
守
護
家
を
継
承
す
る
と
い
う
事
態
が

生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
在
京
に
よ
り
、
越
前
で
権
力
を
強
大
化
し
て
き
た
甲
斐
氏

が
、
守
護
家
と
な
っ
た
斯
波
庶
流
家
と
対
立
関
係
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
権

力
の
根
底
部
分
が
崩
れ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

果
た
し
て
、
な
ぜ
将
軍
家
や
守
護
斯
波
氏
の
権
威
の
下
で
そ
の
勢
力
拡
大
に
腐

心
し
て
き
た
甲
斐
氏
が
主
家
で
あ
る
斯
波
氏
と
対
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
。
今
後
は
、
甲
斐
氏
が
越
前
に
お
い
て
斯
波
氏
と
対
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
点
を
中
心
に
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
解
明
を
行
う
と
と
も
に
、
甲
斐
氏

が
同
様
に
守
護
代
と
な
っ
て
い
た
遠
江
国
の
状
況
に
つ
い
て
、
越
前
と
の
比
較
を

含
め
て
論
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
注
〕

山
田
徹
「
室
町
領
主
社
会
の
形
成
と
武
家
勢
力
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
二
三

号
、
二
〇
一
〇
）

室
町
期
の
斯
波
氏
に
つ
い
て
は
、
小
泉
義
博
「
室
町
期
の
斯
波
氏
に
つ
い
て
」

（『
北
陸
史
学
』
四
二
、
一
九
九
三
）、
秋
元
信
英
「
斯
波
義
重
の
動
向
」（『
歴
史

教
育
』
一
六
│
一
二
、
一
九
六
八
）、
河
村
昭
一
「
管
領
斯
波
義
淳
の
就
任
と
上

表
を
め
ぐ
っ
て
」（『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
一
八
、
一
九
九
八
）、
同
「
管

領
斯
波
義
淳
の
政
治
活
動
」『
政
治
経
済
史
学
』
四
一
七
、
四
一
八
、
二
〇
〇
一
）

前
掲
注
（
1
）
山
田
論
文
。
湯
浅
治
久
「
室
町
期
都
鄙
館
交
通
と
荘
園
制
・
在
地

領
主
│
│
地
域
経
済
圏
の
展
開
と
の
関
連
で
│
│
」『
旅
と
移
動
│
│
人
流
と
物

流
の
移
動
│
│
』（
竹
林
舎
、
二
〇
一
八
）

甲
斐
氏
に
つ
い
て
は
河
村
昭
一
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
守
護
権
力
構
造
│
│
斯
波

氏
の
被
官
構
成
│
│
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
二
（
二
）、（
三
）、（
四
）、
一
九

七
八
）、
同
「
畿
内
近
国
に
お
け
る
大
名
領
国
制
の
形
成
│
│
越
前
守
護
代
甲
斐

氏
の
動
向
を
中
心
に
│
│
」（『
史
学
研
究
五
十
周
年
記
念
論
叢
』、
一
九
八
〇
）

が
あ
る
。

前
掲
注
（
1
）
山
田
論
文
、
注
（
3
）
湯
浅
論
文

職
人
と
は
、
興
福
寺
荘
園
に
お
け
る
荘
官
職
で
あ
る
政
所
、
公
文
、
別
当
、
専
当

を
い
う
と
さ
れ
る
。
河
村
昭
一
「
畿
内
近
国
に
お
け
る
大
名
領
国
制
の
形
成
│
│

越
前
守
護
代
甲
斐
氏
の
動
向
を
中
心
に
│
│
」（『
史
学
研
究
五
十
周
年
記
念
論

叢
』、
一
九
八
〇
）

「
武
家
政
権
の
成
立
と
荘
園
・
国
衙
領
」（『
福
井
県
史　

通
史
編
2　

中
世
』、
一

九
九
四
）

「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
は
、「
三
十
二
歳　

十
七
臈　

朝
乗
」
と
あ
り
、
外
題
に

「
朝
乗
記
之
」
と
あ
り
（「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六

五
））、
室
町
後
期
の
興
福
寺
学
侶
朝
乗
が
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
に
妙
出
し

た
も
の
と
さ
れ
る
。
妙
出
さ
れ
た
の
は
、
室
町
前
期
の
興
福
寺
学
侶
長
専
の
日
記

で
あ
る
（
末
柄
豊
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
│
│
附
、
国
立

公
文
書
館
所
蔵
『
長
専
五
師
記
写
』
│
│
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報

告
書
〔
研
究
代
表
者
：
安
田
次
郎
〕『
大
和
の
武
士
と
武
士
団
の
基
礎
的
研
究
』、

二
〇
〇
四
）。
本
史
料
に
よ
る
と
、
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
五
月
に
、
河

口
荘
本
庄
郷
の
訴
訟
に
つ
き
、「
可
差
上
長
専
之
結
構
歟
」
と
あ
る
の
で
、
河
口

荘
各
郷
の
職
人
の
年
貢
、
公
事
未
進
の
や
り
取
り
を
自
ら
見
聞
し
た
こ
と
を
日
記

に
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

松
浦
義
則
「
越
前
国
人
堀
江
氏
の
動
向
に
つ
い
て
」（『
福
井
大
学
教
育
学
部
研
究

紀
要　

第
三
部
社
会
科
学
』
第
三
四
号
、
一
九
九
八
）

「
道
賢
申
状
」『
福
智
院
家
文
書
』（『
福
井
県
史　

資
料
編
2　

中
世
』、
一
九
八

六
）

佐
藤
圭
『
朝
倉
孝
景
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
）。
な
お
、
応
永
期
に
お
け
る

朝
倉
氏
に
つ
い
て
の
伝
存
史
料
は
著
し
く
少
な
く
、
こ
こ
で
い
う
「
政
所
朝
倉
」

「
本
庄
政
所
勝
営
」
が
果
た
し
て
朝
倉
貞
景
な
の
か
、
そ
れ
と
も
教
景
に
比
定
す

る
の
か
、
筆
者
は
明
確
化
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

「
南
北
朝
動
乱
と
越
前
・
若
狭
」（『
福
井
県
史　

通
史
編
2　

中
世
』、
一
九
九

四
）、
前
掲
注
（
11
）

前
掲
注
（
9
）
松
浦
論
文
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「
経
覚
私
要
鈔
」
六
（『
史
料
纂
集
』、
二
〇
一
四
）

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）

佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究　

上
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）』（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
一
）。

山
﨑
布
美
「
織
田
氏
の
出
現
と
そ
の
存
在
形
態
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究

紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
六
）

『
康
富
記
』
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
二
月
七
日
条
（『
増
補
史
料
大
成
』
第
三
十

八
巻
、
一
九
六
五
）

応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
五
月
二
十
八
日
条
（『
東
寺
百
合
文
書
』
く
函
）

『
建
内
記
』
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
五
月
二
十
八
日
条
（『
大
日
本
古
記
録
』、

一
九
七
六
）

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）

「
和
泉
堺
御
犬
追
物
日
記
」
明
徳
四
年
十
月
十
九
日
条
『
後
鑑
』（『
大
日
本
史
料
』

七
編
一
冊
三
三
四
頁
、
一
九
六
八
）

「
斯
波
義
将
下
知
状
」『
市
河
文
書
』
応
永
八
年
六
月
二
十
五
日
（『
新
編
信
濃
史

料
』
三
、
一
九
七
一
）

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）。
な

お
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」『
大
日
本
史
料
』
七
│
三
│
八
三
〇
は
、「
彦
浦
与
五

郎
」
を
「
応
嶋
与
五
郎
」
と
記
し
て
い
る
。

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）。
な

お
、「
寺
門
事
条
々
聞
書
」
に
は
、
応
永
二
十
一
年
九
月
四
日
付
け
で
河
口
荘
各

郷
の
中
で
落
名
の
な
い
郷
を
記
し
た
文
書
差
出
人
中
に
「
忠
重
判　

深
浦
与
五

郎
」
と
あ
る
。
こ
の
深
浦
与
五
郎
は
、
応
嶋
与
五
郎
の
誤
り
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
元
年
（
一
四
六
一
）
八
月
二
十
五
日
条
（『
大
日
本

史
料
』
寛
正
元
年
八
月
二
十
五
日
）

松
島
周
一
「
室
町
中
期
の
遠
江
国
蒲
御
厨
を
め
ぐ
る
甲
斐
氏
と
吉
良
氏
」（『
日
本

文
化
論
叢
』
二
十
一
号
、
二
〇
一
三
）

「
遠
江
国
蒲
御
厨
公
文
百
姓
等
申
状
」
宝
徳
三
年
十
月
『
静
岡
県
史　

史
料
篇
6　

中
世
2
』（
静
岡
県
、
一
九
九
二
）

「
甲
斐
常
治
書
状
」『
静
岡
県
史　

史
料
篇
6　

中
世
2
』（
静
岡
県
、
一
九
九
二
）

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）

『
常
楽
記
』
応
永
二
年
五
月
十
九
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
七
編
二
冊
四
十
二
頁
、

一
九
六
八
）

「
義
満
安
堵
状
」『
三
宝
院
文
書
』　

応
永
二
年
八
月
十
五
日
（『
大
日
本
古
文

書
』、
一
九
一
二
）

『
看
聞
日
記
』
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
八
月
十
六
日
条
（『
続
群
書
類

従
』、
一
九
五
八
）。
な
お
、『
経
覚
私
要
鈔
』
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
八

月
一
日
条
（『
史
料
纂
集
』、
一
九
七
七
）
は
、
甲
斐
将
久
（
常
治
）
が
登
場
す
る

こ
と
か
ら
甲
斐
氏
死
亡
記
事
を
載
せ
た
『
看
聞
日
記
』
応
永
二
十
七
年
八
月
十
六

日
条
は
、
甲
斐
祐
徳
の
こ
と
を
い
う
と
考
え
る
。
小
泉
義
博
「
十
五
世
紀
の
越
前

国
守
護
代
に
つ
い
て
」（『
一
乗
谷
史
学
』
第
七
号
、
一
九
七
四
）

「
郷
衡
寄
進
状
」
永
享
十
二
年
四
月
八
日
『
西
福
寺
文
書
』
一
〇
六
（『
史
料
纂

集
』、
一
九
七
三
）

「
広
橋
兼
宣
」『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）

「
寺
門
事
条
々
聞
書
」『
北
国
庄
園
史
料
』（『
大
日
本
史
料
』
七
│
二
十
一
│
二
九

四
頁
）

前
掲
注
（
9
）
松
浦
論
文

「
寺
門
事
条
々
聞
書
」『
北
国
庄
園
史
料
』（『
大
日
本
史
料
』
七
│
二
十
一
│
二
九

四
頁
）

『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
二
十
一
年
六
月
八
日
条
（『
群
書
類
従
』、
一
九
五
八
）

小
泉
義
博
「
室
町
期
の
斯
波
氏
に
つ
い
て
」（『
北
陸
史
学
』
四
十
二
、
一
九
九

三
、
木
下
聡
『
管
領
斯
波
氏
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
）
に
収
載
）、
河
村
昭

一
「
管
領
斯
波
義
淳
の
政
治
活
動
│
│
将
軍
義
教
期
初
期
の
管
領
・
重
臣
会
議

│
│
」（『
政
治
経
済
史
学
』
四
一
七
・
四
一
八
、
二
〇
〇
一
）

河
村
昭
一
「
管
領
斯
波
義
淳
の
就
任
・
上
表
を
め
ぐ
っ
て
」（『
兵
庫
教
育
大
学
研

究
紀
要
』
第
2
分
冊
言
語
系
教
育
、
社
会
系
教
育
、
一
九
九
八
）
に
よ
る
と
、

「
斯
波
家
伝
」（
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
）
は
、『
斯
波
家
譜
』
の
う

ち
の
「
当
流
式
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
）、「
大
雙
紙
」
下
巻
（
同
）
と
並
ぶ
も
の
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
微
細
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
同
系
統
に
属
す
る
も
の
と
さ
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れ
る
。
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
）

参
照

『
教
言
卿
記
』
応
永
十
四
年
十
一
月
十
九
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
七
編
九
冊
三
百

十
一
頁
、
一
九
六
八
）

『
鎌
倉
大
日
記
』（『
続
史
料
大
成
』、
一
九
七
九
）

『
東
院
毎
日
雑
々
記
』（『
大
日
本
史
料
』
七
編
十
三
冊
一
八
四
頁
、
一
九
六
八
）

小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
）

「
尊
卑
分
脈
」（『
新
訂
増
版
国
史
大
系
』
第
五
六
十
巻
、
二
〇
〇
一
）

前
掲
注
（
46
）
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
〇
）

応
永
十
七
年
に
斯
波
義
教
（
義
重
）
が
守
護
を
改
替
さ
れ
、
義
淳
が
守
護
に
補
任

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
秋
元
信
英
氏
は
義
淳
が
守
護
に
補
任
さ
れ
た
場
合
で
も

義
重
が
証
判
を
加
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
（
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
八
月
二

十
八
日
付
け
管
領
執
行
状
（「
東
寺
百
合
文
書
」
オ
一
之
二
十
五
）、
同
年
九
月
十

六
日
付
け
山
城
守
護
宛
管
領
施
行
状
（「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
」
編
年
文
書
）、

同
年
十
一
月
九
日
付
け
近
江
守
護
宛
管
領
施
行
状
（「
宍
戸
文
書
」））、
義
重
が
幕

政
に
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
自
他
共
に
認
め
て
い
た
と
解
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
秋

元
信
英
「
斯
波
義
重
の
動
向
」（『
歴
史
教
育
』
一
六
│
一
二
、
一
九
六
八
、
木
下

聡
『
管
領
斯
波
氏
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
）
に
収
載
）

「
寺
社
伝
奏
」『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）

小
泉
義
博
「
十
五
世
紀
の
越
前
国
守
護
代
に
つ
い
て
」（『
一
乗
谷
史
学
』
第
七

号
、
一
九
七
四
）

「
河
口
庄
兵
庫
郷
公
文
政
所
間
記
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）

前
掲
注
（
51
）
小
泉
論
文

前
掲
注
（
51
）
小
泉
論
文

吉
田
賢
司
「
室
町
幕
府
に
よ
る
都
鄙
の
権
力
編
成
」『
室
町
・
戦
国
期
研
究
を
読

み
直
す
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
）

「
越
前
国
河
口
庄
条
々
事
守
護
代
請
文
」『
寺
門
事
条
々
聞
書
』（『
大
日
本
史
料
』

七
│
二
一
、
一
九
六
八
）

「
任
領
」『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）

前
掲
注
（
8
）「
寺
門
事
条
々
聞
書
」（『
北
国
庄
園
史
料
』、
一
九
六
五
）

前
掲
注
（
31
）

「
祇
園
執
行
日
記
」
応
安
四
年
七
月
十
二
日
（『
八
坂
神
社
記
録　

上
』、
一
九
六

一
）

川
岡
勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）

前
掲
注
（
1
）
山
田
論
文
、
注
（
3
）
湯
浅
論
文

（
さ
わ
ざ
き　

た
か
ひ
ろ　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
貝　

英
幸　

教
授
）

二
〇
二
一
年
九
月
二
十
七
日
受
理
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
「
巫
女
の
存
立
に
関
す
る
史
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、〝
物
忌
〞
と

巫
女
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
〝
物
忌
〞（
以
下
、〝　

〞
な
し
の
物
忌
と
す
る
）
と
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け

て
、
限
定
さ
れ
た
神
社
や
祭
儀
に
奉
仕
し
た
女
性
神
職
者
で
あ
る
が
、
そ
の
実
像

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

柳
田
國
男
は
「
巫
女
考
」〈
神
子
の
夫
、
修
験
の
妻
〉
の
冒
頭
に
常
陸
鹿
島
社

の
物
忌
に
つ
い
て
、
特
定
の
社
人
家
よ
り
卜
定
に
て
選
ば
れ
、
一
生
外
に
出
ず
、

経
水
も
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
柳
田
は
そ
の
後
、
さ
ら
に
巫
女
の
源
流
の
探

求
を
試
み
、『
妹
の
力
』「
玉
依
彦
の
問
題
」
に
お
い
て
、
鹿
島
物
忌
は
玉
依
姫
・

御
子
神
信
仰
に
お
け
る
巫
女
の
極
め
て
古
い
形
を
残
し
た
存
在
で
あ
る
と
し
た
認

(

1 (

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て

│
│
平
安
前
期
現
出
の
〝
物
忌
〞
を
中
心
に
│
│

堀

岡

喜
美
子

研
究
ノ
ー
ト

　

物
忌
と
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
神
社
や
祭
祀
に
奉
仕
し
た
女
性
神
職

者
で
あ
る
が
、
柳
田
國
男
は
鹿
島
社
物
忌
の
未
婚
で
聖
女
と
し
て
偶
像
化
さ

れ
た
姿
に
巫
女
の
源
像
を
見
出
し
た
。
義
江
明
子
は
史
料
に
基
づ
い
て
鹿
島

社
な
ど
の
物
忌
の
実
像
を
探
り
、
柳
田
の
巫
女
聖
女
（
御
子
神
信
仰
）
論
に

反
証
し
た
が
、
物
忌
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
研
究
は
十
分
と
い
え
ず
、
そ
の

実
像
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
を
博
捜
し
た
と
こ
ろ
、

『
貞
観
儀
式
』
お
よ
び
『
延
喜
式
』
に
は
天
皇
家
と
藤
原
氏
家
と
所
縁
が
深

い
神
社
と
祭
儀
に
奉
仕
す
る
物
忌
の
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
吟
味

し
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
物
忌
の
奉
仕
に
は
平
安
前
期
に
摂
政
と
な
り
権
力
を

掌
握
し
た
藤
原
良
房
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
よ
り
本

稿
は
、
物
忌
研
究
の
到
達
を
踏
ま
え
、
平
安
前
期
に
お
け
る
政
治
社
会
と
祭

祀
と
の
つ
な
が
り
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
物
忌
の
実
像
を
探
り
、
巫
女

と
の
関
連
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

 

巫
女
、
女
性
神
職
者
、
物
忌
、
祭
儀
、
藤
原
良
房
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識
を
示
す
に
至
る
。

　

義
江
明
子
は
柳
田
の
こ
う
し
た
御
子
神
信
仰
か
ら
の
巫
女
論
は
、「
神
聖
な
る

未
婚
の
処
女
↓
神
の
妻
（
玉
依
ヒ
メ
）
を
巫
女
の
原
型
」
と
す
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
名
残
り
を
鹿
島
物
忌
に
求
め
た
と
し
て
、
鹿
島
社
、
伊
勢
神
宮
、
賀
茂
社
の

物
忌
を
巫
女
の
原
型
と
位
置
付
け
反
証
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
田
精
司
は

「
伊
勢
神
宮
の
巫
女
」
と
し
て
伊
勢
神
宮
の
物
忌
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
反

し
て
小
平
美
香
は
、
伊
勢
物
忌
は
巫
女
と
は
相
違
す
る
女
性
神
職
者
と
し
て
論
じ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
物
忌
な
る
女
性
神
職
者
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
者
は
も
と
よ
り
、

女
性
史
家
や
歴
史
学
者
、
神
道
研
究
者
に
と
っ
て
も
古
代
に
お
け
る
巫
女
の
原
型

像
、
あ
る
い
は
類
似
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
歴
史
史
料
を
博
捜
す
る
と
、
平
安
前
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞
観
儀
式
』

お
よ
び
『
延
喜
式
』
か
ら
は
、
伊
勢
神
宮
や
鹿
島
社
以
外
の
十
社
近
い
神
社
と
四

祭
に
物
忌
が
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
ら
の
社
・
祭
は
い
ず
れ
も

天
皇
家
と
藤
原
氏
家
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
社
や
祭
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
物
忌
の
実
像
を
探
る
に
あ
た
り
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
ら
れ
、
当
時
の
政
権
を
め
ぐ
る
権
力
構
造
と
何
ら
か
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
物
忌
に
つ
い
て
の
研
究
実
績
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
前
述
の

よ
う
に
神
に
仕
え
る
巫
女
の
原
型
像
と
捉
え
ら
れ
、
政
治
社
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
柳
田
の
玉
依
姫
・
御
子
神
信
仰
論
に
よ
る

巫
女
像
の
影
響
力
は
未
だ
大
き
く
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
決
す
る
上
で
も
物
忌

が
歴
史
社
会
、
す
な
わ
ち
宗
教
・
祭
祀
上
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
治

社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
極
め

て
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
以
上
の
問
題
意
識
よ
り
、
平
安
前
期
に
現
出
し
た
と
思
わ
れ
る

物
忌
の
実
像
に
つ
い
て
探
求
し
、
巫
女
の
歴
史
的
実
像
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
文
中
の
史
料
、
引
用
文
献
、
参
照
文
献
の
照
会
は
脚
注
と
せ

ず
、
本
文
末
尾
に
参
考
文
献
と
し
て
通
し
番
号
を
付
し
、（
〇
（
頁
））
と
記
す
。

第
一
章　

こ
れ
ま
で
の
物
忌
に
関
す
る
研
究
の
整
理

1　

柳
田
國
男

　

物
忌
の
存
在
と
巫
女
と
の
関
係
に
つ
い
て
最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
柳
田
國
男

で
あ
り
、「
は
じ
め
に
」
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
二
月

『
郷
土
研
究
』
に
載
せ
た
「
巫
女
考
」〈
神
子
の
夫
、
修
験
の
妻
〉（
㉔
二
八
一
頁

（
以
下
「
頁
」
を
略
す
）
の
冒
頭
に
、「
常
陸
鹿
島
の
社
人
従
五
位
上
東
長
門
守
胤

長
物
語
に
、
當
社
に
は
長
門
守
の
家
よ
り
代
々
齋
宮
の
如
く
女
を
神
に
仕
え
し

む
。
是
を
御
物
忌
と
謂
う
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
物
忌
は
卜
定
に
て
選
ば
れ
、
周

囲
の
女
性
は
少
女
老
女
問
わ
ず
経
水
も
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
神
と
の

介
在
者
が
「
素
女
（
処
女
）
で
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
我
々
に
は
よ
く
解
る
」

と
し
つ
つ
、「
不
思
議
な
こ
と
に
は
巫
女
童
貞
の
約
束
は
必
ず
し
も
日
本
に
お
け

る
神
社
に
於
け
る
原
則
で
は
な
か
っ
た
」
と
の
べ
、
中
世
以
降
の
巫
女
的
女
性
は

必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
未
婚
・
聖
女
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
山
伏
と
口
寄
せ
を

行
う
守
子
の
夫
婦
な
ど
の
多
く
の
事
例
を
引
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

　

柳
田
は
そ
の
後
、
こ
う
し
た
現
象
の
「
不
思
議
」
解
明
の
た
め
、
さ
ら
に
巫
女

(
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の
源
流
の
探
求
を
試
み
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
『
郷
土
研
究
』
に

「
玉
依
姫
考
」
を
発
表
し
、
そ
こ
で
「「
巫
女
考
」
の
続
編
と
し
て
、
殊
に
自
分
の

研
究
を
試
み
た
い
と
思
ふ
の
は
比
咩
大
神
の
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
『
妹
の
力
』
の
「
玉
依
彦
の
問
題
」
に
お

い
て
、
鹿
島
物
忌
は
御
子
神
信
仰
に
お
け
る
巫
女
の
極
め
て
古
い
形
を
残
し
た
存

在
で
あ
る
と
し
た
認
識
を
示
す
に
至
る
（
㉔
三
六
〜
三
七
）。

　
「
玉
依
姫
考
」
に
は
宇
佐
八
幡
の
大
帶
（
お
ほ
た
ら
し
）
姫
や
三
輪
社
の
生
玉

依
姫
、
お
よ
び
下
鴨
社
の
多
々
須
玉
依
姫
を
代
表
と
す
る
各
地
の
「
玉
依
姫
」
信

仰
よ
り
、
上
代
の
姫
巫
女
こ
そ
神
に
接
近
し
て
神
の
王
子
を
産
む
神
異
な
る
婦
人

と
述
べ
、
玉
依
姫
信
仰
（
神
嫁
＝
御
子
神
信
仰
）
と
巫
女
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
鹿
島
物
忌
の
聖
女
的
残
像
か
ら
「
玉
依
姫
」
を
導
き
出

し
、
神
話
世
界
や
古
の
信
仰
や
伝
説
よ
り
、
神
の
霊
（
玉
・
タ
マ
）
を
管
理
し
神

託
を
受
け
る
べ
く
能
力
を
有
し
、
か
つ
神
の
御
子
を
生
ま
し
め
る
女
神
、
す
な
わ

ち
玉
依
姫
＝
御
子
神
こ
そ
が
、「
巫
女
の
開
祖
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
鹿
島
物
忌
の
存
在
は
柳
田
に
と
っ
て
「
巫
女
」
の
源
流
を
探
究
す
る
上

で
の
重
要
な
座
標
で
あ
っ
た
の
だ
。

2　

義
江
明
子

　

義
江
明
子
は
古
代
史
お
よ
び
女
性
史
研
究
家
で
あ
り
、
祭
祀
と
女
性
に
関
す
る

優
れ
た
論
考
を
著
し
、
古
代
の
祭
祀
は
女
性
と
男
性
が
任
務
を
分
か
ち
合
い
、
女

性
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
義
江
は
己
の
研
究
成

果
よ
り
、
前
述
し
た
柳
田
の
鹿
島
物
忌
か
ら
の
巫
女
源
流
＝
御
子
神
信
仰
論

（「
女
の
霊
力
論
」）
に
大
い
に
疑
問
を
感
じ
、
鹿
島
物
忌
を
は
じ
め
と
し
伊
勢
神

宮
、
賀
茂
社
の
女
性
神
職
者
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。
義
江
の
各
社
物
忌
の
論
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
伊
勢
神
宮
内
宮
の
物
忌
に
つ
い
て
だ
が
（
㉕
九
九
〜
一
七
七
）、
延
暦
二

十
三
年
（
八
〇
四
）
に
神
祇
官
に
提
出
さ
れ
た
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
と
『
止
由

気
宮
儀
式
帳
』
の
内
容
よ
り
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
内
宮
に
は
大
物

忌
を
筆
頭
に
九
人
と
所
管
四
宮
と
の
計
十
三
名
が
在
り
、
そ
の
う
ち
宮
守
物
忌
と

山
向
物
忌
が
童
男
で
あ
と
は
童
女
で
、
各
々
に
補
佐
役
と
し
て
物
忌
父
が
付
い
て

い
た
。
多
数
の
部
門
に
よ
る
多
様
な
職
掌
か
ら
な
り
、
神
饌
関
係
の
ほ
と
ん
ど
を

担
っ
て
い
る
旨
を
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
大
物
忌
は
天
照
大
神
に
仕
え
る

も
の
と
し
て
最
も
重
視
さ
れ
、
義
江
に
よ
れ
ば
そ
の
主
な
職
掌
は
①
春
米
奉
仕
と

御
饌
供
進
、
②
玉
串
奉
納
、
③
正
殿
の
御
戸
開
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
物
忌

が
童
女
、
童
男
で
あ
る
の
は
、
宮
廷
の
座
摩
御
巫
に
童
女
を
任
し
て
し
て
い
る
理

由
を
地
方
豪
族
の
支
配
と
理
解
し
た
岡
田
精
司
の
論
か
ら
（
⑪
二
一
九
）、
伊
勢

神
宮
の
地
方
豪
族
の
支
配
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
し
、
童
女
の
神

秘
・
神
聖
性
を
否
定
的
に
論
じ
て
い
る
。

　

古
代
の
物
忌
は
中
世
に
は
衰
退
し
、
平
安
後
期
に
は
大
物
忌
子
・
御
炊
物
忌

子
・
御
塩
焼
物
忌
子
が
主
た
る
物
忌
と
な
り
、
そ
の
他
は
「
子
良
」
と
称
さ
れ

「
母
良
」
の
補
佐
に
よ
り
存
在
し
た
と
い
う
。

　

鹿
島
神
宮
の
物
忌
に
つ
い
て
は
（
㉕
八
〜
二
五
）、
先
の
柳
田
國
男
の
「
妹
の

力
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
物
忌
＝
御
子
神
＝
巫
女
（
聖
処
女
）」
論
に
対
し
、

詳
細
な
史
料
分
析
に
よ
り
反
論
を
呈
し
、
古
代
の
鹿
島
神
宮
の
物
忌
に
は
「
神
の

妻
」
的
要
素
は
な
く
、
物
忌
の
童
女
制
を
利
用
し
て
女
性
の
神
秘
性
を
高
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
伊
勢
神
宮
の
威
光
を
背
景
と
し

(
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て
社
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

賀
茂
社
の
物
忌
に
つ
い
て
は
（
㉕
二
六
〜
六
五
）、
古
代
よ
り
存
在
し
た
斎
祝

子
（
い
つ
き
は
ふ
り
こ
）
を
物
忌
（
賀
茂
社
で
は
忌
子
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
）

の
原
型
と
位
置
づ
け
、
賀
茂
社
の
歴
史
史
料
の
詳
細
な
検
証
か
ら
斎
祝
子
の
実
像

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
く
は
男
性
神
職
の
禰
宜
と
女
性
神
職
者

の
祝
が
ペ
ア
で
祭
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
が
、
女
性
の
上
層
祭
祀
者
を
排
除
す

る
動
き
に
よ
り
祝
か
ら
斎
祝
子
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
巫
女
で
は
あ
る
が

既
婚
者
の
存
在
も
見
え
、「
聖
な
る
処
女
」
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
義
江
の
物
忌
に
関
す
る
論
考
は
、
柳
田
の
「
物
忌
＝
御
子
神
＝
巫

女
」
論
を
史
料
分
析
と
社
会
背
景
よ
り
批
判
的
に
論
じ
、
実
に
納
得
の
い
く
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
勢
神
宮
、
鹿
島
社
、
賀
茂
社
以
外
の
物
忌
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
ず
、
他
の
神
社
に
つ
い
て
は
「
通
常
の
規
模
の
神
社
の
神
祭
り
に
お
い
て

は
、
一
人
の
物
忌
が
す
べ
て
を
兼
ね
て
神
饌
奉
仕
の
任
に
あ
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
」（
㉕
一
七
）
と
し
た
認
識
で
あ
り
、
三
社
以
外
の
物
忌
の
存
在
や
各
社
毎
の

相
違
点
や
類
似
点
、
お
よ
び
女
性
祭
祀
者
と
し
て
の
全
体
像
が
判
然
と
し
な
い
。

3　

そ
の
他

　

古
代
祭
祀
研
究
者
で
あ
る
岡
田
精
司
は
、
伊
勢
神
宮
の
物
忌
に
つ
い
て
「
宮
廷

巫
女
」
す
な
わ
ち
御
巫
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
（
⑪
二
二
〇
）。
物
忌
の
組
織

構
造
や
職
掌
に
つ
い
て
は
義
江
が
明
ら
か
に
し
た
内
容
と
大
差
は
な
く
、
そ
の
具

体
像
は
大
物
忌
を
筆
頭
に
、
宮
守
・
地
祭
・
酒
作
・
清
酒
作
・
滝
祭
・
御
塩
焼
・

土
師
器
作
・
山
向
で
あ
り
、
そ
の
職
掌
は
酒
作
や
清
酒
作
は
神
酒
を
醸
造
し
、
御

塩
焼
は
御
饌
用
の
塩
を
焼
き
、
土
師
器
は
神
饌
用
の
器
を
作
る
な
ど
名
称
ど
お
り

で
あ
り
、
神
饌
調
達
の
多
く
を
担
っ
て
い
た
。
外
宮
に
は
大
物
忌
の
ほ
か
五
人

（
御
炊
・
御
塩
焼
・
菅
裁
・
根
倉
・
高
宮
）
の
物
忌
が
い
て
す
べ
て
童
女
で
あ
っ

た
、
な
ど
で
あ
る
。

　

岡
田
は
義
江
と
同
様
に
大
物
忌
は
天
照
大
神
に
仕
え
る
も
の
と
し
て
最
も
重
視

さ
れ
、
主
要
な
祭
典
に
神
饌
を
供
え
た
り
す
る
役
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
が
、

義
江
に
よ
る
②
玉
串
奉
納
、
③
正
殿
の
御
戸
開
に
は
触
れ
ず
、
神
殿
内
の
掃
除
が

大
物
忌
以
下
童
女
の
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
点
に
注
目
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
「
御
巫
＝
宮
廷
巫
女
」
と
の
関
連
で
、
物
忌
は
御
巫
と
同
様
に

「
巫
女
」
の
要
件
で
あ
る
神
が
か
り
や
託
宣
と
い
っ
た
活
動
が
全
く
み
ら
れ
ず
、

そ
の
理
由
を
考
え
る
必
要
性
を
問
う
て
い
る
。

　

小
平
美
香
は
伊
勢
神
宮
物
忌
に
つ
い
て
、
神
道
思
想
か
ら
の
「
社
殿
（
神
殿
）

祭
祀
」
に
お
け
る
物
忌
の
役
割
か
ら
論
じ
て
い
る
（
⑮
一
四
〇
〜
一
五
一
）。
小

平
は
古
代
だ
け
で
は
な
く
中
世
（
十
二
世
紀
）
に
お
い
て
も
、
大
物
忌
子
良
が
母

良
の
補
佐
に
よ
っ
て
鑰
に
手
を
か
け
る
所
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
物
忌

の
重
要
な
役
割
が
「
御
扉
開
閉
」
と
「
御
鑰
管
理
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
御
扉
開
閉
」
は
神
祇
祭
祀
に
お
い
て
は
最
も
重
要
な
「
降
神
」「
昇
神
」
を

意
味
す
る
所
作
で
あ
る
と
し
、
天
磐
戸
の
例
を
挙
げ
、「
御
鑰
管
理
」
は
天
照
大

神
顕
現
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
し
た
認
識
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
物
忌
が
童

女
で
あ
る
こ
と
は
、「
子
ど
も
」
で
は
な
く
「
女
性
」
に
焦
点
を
当
て
て
解
く
こ

と
が
妥
当
と
し
、
そ
の
他
の
祭
祀
に
お
け
る
物
忌
の
役
割
に
つ
い
て
も
検
証
を
加

え
、
宮
廷
御
巫
と
の
共
通
点
を
神
殿
祭
祀
に
お
け
る
「
神
顕
れ
」
に
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
岡
田
と
小
平
は
物
忌
を
宮
廷
御
巫
と
極
め
て
近
似
す
る
女
性
神
職

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）
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者
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
岡
田
は
物
忌
を
「
巫
女
」
と
し
た
認
識
の
上
の
論
考

で
あ
り
、
小
平
は
宮
廷
や
伊
勢
神
宮
の
女
性
神
職
者
・
物
忌
は
「
巫
女
」
と
は
違

っ
た
属
種
で
あ
る
と
し
た
捉
え
方
を
し
て
い
る
。
小
平
の
巫
女
に
関
す
る
認
識
は

重
要
で
検
討
を
要
す
る
も
の
だ
が
、「
巫
女
」
が
な
ぜ
女
性
神
職
者
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
が
物
忌
に
関
す
る
主
だ
っ
た
研
究
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
主
体
は
史
料
が

多
少
な
り
と
も
残
っ
て
い
る
大
社
で
あ
る
伊
勢
神
宮
と
鹿
島
社
、
賀
茂
社
に
限
ら

れ
て
お
り
、『
貞
観
儀
式
』
お
よ
び
『
延
喜
式
』
に
在
る
平
野
社
な
ど
他
社
や
祭

儀
に
お
け
る
物
忌
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
違
っ
た

角
度
・
視
点
か
ら
、
著
者
が
検
索
し
得
る
範
囲
内
の
史
料
よ
り
物
忌
の
全
体
像
を

探
り
出
す
こ
と
を
試
み
た
い
。

第
二
章　
『
貞
観
儀
式
』
お
よ
び
『
延
喜
式
』
に
表
れ
る
物
忌

　

物
忌
の
存
在
に
関
す
る
史
料
お
よ
び
記
録
は
寡
少
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

と
お
り
で
、
六
国
史
や
官
符
に
は
ほ
ぼ
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、『
貞
観
儀
式
』
や
『
延
喜
式
』
に
は
祭
儀
上
の
物
忌
の
姿
や
式
上
に
物
忌
の

存
在
が
あ
り
、
平
安
前
期
に
お
け
る
物
忌
の
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
少
な
い
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
物
忌
と
は
当
時
の
政
治
や
宗
教
社
会

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
検
証
し
、
物
忌
の
歴
史
的
実
像
に

迫
り
、
巫
女
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

1　
『
延
喜
式
』
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と

　
『
延
喜
式
』
と
は
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
醍
醐
天
皇
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ

た
格
式
で
、
神
祇
官
関
係
や
太
政
官
八
省
関
係
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
律
令
お
よ
び

社
会
状
況
に
基
づ
く
当
時
の
神
社
、
祭
祀
の
様
相
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
『
延
喜
式
』
の
内
容
よ
り
、
当
時
の
物
忌
が
ど
の
よ
う
な
社
会
、
宗
教

環
境
を
背
景
に
存
在
し
た
の
か
を
分
析
す
る
。

　

な
お
、『
延
喜
式
』
の
先
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞
観
儀
式
』（
以
下
、『
儀
式
』
と

す
る
）
は
儀
式
書
で
あ
り
、「
春
日
祭
儀
」
と
「
平
野
祭
儀
」「
松
尾
祭
儀
」
に
物

忌
の
記
事
が
あ
る
が
、『
延
喜
式
』
の
内
容
の
方
が
物
忌
の
全
体
像
を
理
解
す
る

上
で
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
儀
式
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
『
延
喜

式
』
の
内
容
と
共
に
吟
味
し
た
い
。

　
『
延
喜
式
』
に
記
さ
れ
て
い
る
物
忌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
①
）

　
　

巻
第
一
「
四
時
祭
上
」〈
斎
服
料
〉

春
日
神
四
座
祭　

物
忌
一
人
料
、
園

韓
神
三
座
祭　

物
忌
二
人
、
平

岡
神
四
座
祭　
　

物
忌
一
人

平
野
神
四
座
祭　

物
忌
王
氏
、（
中
略
）、
和
氏
、
大
江
氏
、

　
　

巻
第
四
「
伊
勢
太
神
宮
」　

物
忌
九
人
、
童
男
一
人
、
童
女
八
人
、
父
九
人

　
　

巻
第
六
「
斎
宮
司
」〈
装
束
料
〉　　

於
社
前
給
両
社
祢
宜
、
祝
及
忌
子

　
　

巻
第
十
三
「
中
宮
職
」〈
装
束
料
〉　

上
社
物
忌
料
、
下
社
亦
同

　
　

巻
第
十
五
「
内
蔵
寮
」

　
　
　
　

賀
茂
祭　
　
　

下
上
両
社
各
物
忌
一
人

　
　
　
　

鹿
嶋
香
取
祭　

鹿
嶋
社
物
忌
一
人
、
香
取
社
物
忌
二
人

〈
山
科
祭
〉 　

物
忌
料
緋
色
綾
二
尺
、
赤
紫
綾
四
尺
、
赤
紫
絹
二
尺
、
紫
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絲
四

、
両
面
九
尺
五
寸

〈
當
麻
祭
〉 　

物
忌
料
緋
綾
二
尺
、
赤
紫
綾
四
尺
、
両
面
九
尺
五
寸
、
赤

紫
絹
四
尺
、
緋
絹
三
丈
五
尺

〈
杜
本
祭
〉 　

物
忌
料
両
面
九
尺
五
寸
、
緋
絹
三
丈
五
尺
、
紫
絲
四

、

綿
十
屯

〈
當
宗
祭
〉 　

物
忌
料
緋
綾
六
尺
、
両
面
九
尺
五
寸
、
紫
綾
一
丈
二
尺
、

紫
絹
六
尺
、
緋
絹
三
丈
五
尺
、

 

（
傍
線
・
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

　

こ
れ
ら
の
記
事
よ
り
『
延
喜
式
』
が
編
ま
れ
た
十
世
紀
前
半
に
は
、
春
日
社
、

園

韓
神
社
、
平
岡
社
、
平
野
社
、
賀
茂
社
（
上
・
下
）、
松
尾
社
、
伊
勢
神

宮
、
鹿
嶋
社
（
香
取
社
を
含
む
）
に
、
そ
し
て
「
内
蔵
寮
」
の
山
科
祭
、
当
麻

祭
、
杜
本
祭
、
当
宗
祭
の
四
祭
（
以
下
、「
四
祭
」
と
す
る
）
に
物
忌
と
称
さ
れ

る
神
職
者
が
仕
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
勢
神
宮
内
宮
に
は
童
男
が
一
人
、

童
女
八
人
の
九
人
が
、
ま
た
他
の
社
に
は
一
人
か
ら
三
人
が
仕
え
て
い
る
が
、
こ

の
記
事
か
ら
は
伊
勢
神
宮
以
外
は
童
か
成
人
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、

祭
儀
の
み
の
奉
仕
か
常
駐
で
あ
る
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
「
四
祭
」

以
外
は
社
の
物
忌
と
し
て
捉
え
る
。
女
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、〈
装
束
料
〉
に

緋
色
綾
や
赤
紫
絹
な
ど
と
あ
り
女
性
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
物
忌
が
奉
仕
し
た
神
社
は
八
社
、
祭
が
四
祭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
が
、
こ
の
数
は
当
時
の
神
社
、
班
幣
祭
の
数
か
ら
考
え
る
と
極
め
て
少
数
で
限

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
物
忌
と
い
う
祭
祀
者
の
特
性
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
の

一
つ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
社
お
よ
び
祭
の
特
質
と
物
忌
の

存
在
状
況
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
忌
の
実
像
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た

い
。

　

伊
勢
神
宮
、
賀
茂
社
は
い
う
ま
で
も
な
く
天
皇
の
氏
神
で
あ
り
、
松
尾
社
は
賀

茂
社
と
共
に
平
安
京
の
守
護
神
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、『
延
喜
式
』
の
記
事
か

ら
賀
茂
社
と
は
歴
史
上
に
お
い
て
も
祭
祀
上
に
お
い
て
も
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
平
野
社
は
皇
太
子
守
護
を
司
り
、
桓
武
天
皇
の
生
母
高
野
新

笠
を
祖
神
と
し
て
い
る
（
㉖
一
八
八
）。
園

韓
神
社
は
鎮
座
、
祭
神
と
も
に
諸

説
が
あ
る
が
、
天
皇
の
守
護
神
と
し
て
宮
廷
内
に
鎮
座
す
る
社
で
あ
る
。
八
社
の

う
ち
こ
れ
ら
五
社
は
平
安
京
、
お
よ
び
天
皇
・
皇
太
子
守
護
に
深
く
か
か
わ
る
神

社
で
、「
内
蔵
寮
」
の
「
四
祭
」
も
天
皇
の
外
戚
女
性
祖
先
を
祀
る
祭
儀
と
し

て
、
い
ず
れ
も
天
皇
家
と
深
い
由
縁
が
あ
る
。

　

で
は
そ
の
他
の
三
社
に
共
通
す
る
の
は
な
に
か
。
そ
れ
は
藤
原
氏
家
と
強
い
関

わ
り
の
あ
る
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
春
日
社
の
創
祀
時
期
に
は
諸
説
が

あ
る
が
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
に
創
建
さ
れ
た
と
す
る
の
が
通
説
で
、
主

祭
神
の
四
柱
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
⑦
⑰
）。

　

・
武

槌
命
│
藤
原
氏
守
護
神
（
常
陸
国
鹿
島
の
神
）

　

・
経
津
主
命
│
藤
原
氏
守
護
神
（
下
総
国
香
取
の
神
）

　

・
天
児
屋
根
命
│
藤
原
氏
の
祖
神
（
河
内
国
平
岡
の
神
）

　

・
比
売
神　

│
天
児
屋
根
命
の
妻
（
河
内
国
平
岡
の
神
）

　

春
日
社
の
創
祀
目
的
に
は
異
説
は
あ
る
が
藤
原
氏
家
の
氏
神
と
し
て
創
建
さ
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
主
神
の
四
神
は
藤
原
氏
・
中
臣
氏
の
氏
神
で
あ
る
鹿

島
・
香
取
社
お
よ
び
平
岡
社
か
ら
の
神
々
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
春
日
・
鹿

島
（
香
取
を
含
む
）・
平
岡
の
三
社
は
、
藤
原
氏
家
の
守
護
神
と
し
て
の
強
い
連

帯
と
共
通
性
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

4 (

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）

六
〇



　

以
上
の
状
況
か
ら
踏
ま
え
、
物
忌
が
奉
仕
し
た
八
社
、
四
祭
は
、
天
皇
家
と
藤

原
氏
家
と
い
う
当
時
の
二
大
権
力
と
深
い
由
縁
の
あ
る
神
社
、
祭
で
あ
り
、
物
忌

と
い
う
女
性
神
職
者
が
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か

を
知
る
上
で
重
要
な
指
標
と
な
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
探
求
の
た
め

仮
に
、
天
皇
や
皇
太
子
の
守
護
を
司
る
、
あ
る
い
は
外
戚
を
祀
る
と
い
っ
た
天
皇

家
と
の
由
縁
が
深
い
前
者
の
五
社
と
「
四
祭
」
を
〈
天
皇
属
〉、
後
者
の
藤
原
氏

の
祖
神
を
祀
り
藤
原
氏
家
と
由
縁
の
深
い
三
社
を
〈
藤
原
属
〉、
と
分
類
し
論
を

進
め
て
い
き
た
い
。

第
三
章　
〈
天
皇
属
〉
に
つ
い
て

　

ま
ず
天
皇
家
に
関
わ
る
五
社
（
伊
勢
神
宮
、
賀
茂
社
、
松
尾
社
、
園

韓
神

社
、
平
野
社
）
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
後
「
四
祭
」
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

1　

伊
勢
神
宮

　

伊
勢
神
宮
物
忌
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
田
精
司
や
義
江
明
子

等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
重
複
は
避
け
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、

伊
勢
神
宮
と
は
天
皇
の
氏
神
と
し
て
最
高
神
で
あ
る
天
照
大
神
を
祀
る
神
社
で
あ

り
、
天
照
大
神
の
神
饌
を
供
奉
す
る
物
忌
た
ち
は
、
朝
廷
や
皇
室
と
の
権
威
に
結

び
付
く
こ
と
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
大
物
忌
は
天
照
大
神
に
近
位
に

て
供
奉
し
そ
の
地
位
も
高
く
、
女
性
神
職
者
と
し
て
最
も
高
い
権
威
を
持
つ
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
物
忌
の
存
在
は
、
他
社
の
女
性

神
職
者
の
在
り
様
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
点
に

大
い
に
留
意
し
他
社
の
物
忌
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

2　

賀
茂
社
、
松
尾
社
、
園

韓
神
社

　

賀
茂
社
の
物
忌
は
義
江
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
祭
祀
そ
の
も
の
に
仕
え
る

祝
・
斎
祝
子
が
前
身
で
あ
り
、
伊
勢
神
宮
の
物
忌
の
職
掌
で
あ
る
御
饌
の
供
奉
や

玉
串
の
奉
納
な
ど
は
一
切
な
い
。
童
女
と
い
っ
た
縛
り
も
な
く
既
婚
者
も
存
在

し
、
祭
祀
に
奉
仕
す
る
の
み
で
あ
る
。
人
数
も
上
下
社
、
お
よ
び
松
尾
社
各
々
に

一
人
で
あ
り
、
伊
勢
神
宮
物
忌
の
様
相
、
す
な
わ
ち
職
掌
は
も
と
よ
り
そ
の
在
り

方
そ
の
も
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
地
位
に
つ
い
て
は
古
く
は
斎
祝
子
と
し

て
祝
と
同
等
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
延
喜
式
』
巻
十
五
「
内
蔵
寮
」〈
賀

茂
祭
〉
に
は
「
下
社
、
上
社
、
松
尾
社
、
社
別
祢
宜
、
祝
各
一
人
、
上
下
両
社
各

物
忌
」
と
あ
り
祝
の
次
に
物
忌
が
記
載
さ
れ
、
神
職
者
と
し
て
は
祝
に
次
ぐ
地
位

に
あ
り
、
他
社
の
物
忌
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

賀
茂
社
以
外
の
物
忌
に
つ
い
て
の
史
料
は
乏
し
く
、
研
究
実
績
も
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
ず
そ
の
実
相
を
知
る
手
が
か
り
は
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
儀
式
』

の
祭
儀
次
第
に
は
次
の
よ
う
な
物
忌
の
記
事
が
あ
る
（
③
）。

　
〈
松
尾
祭
儀
〉　　
　

物
忌
等
内
侍
已
下
来
就
東
門
北

　
〈
平
野
祭
儀
〉　　
　

 

大
臣
〇
〇
授
勅
使
各
退
出
其
冬
祭
者
廻
御
馬
了
即
物
忌
神

舞
次
山
人
和
舞

　
〈
園

韓
神
三
座
祭
〉　

神
祇
官
率
御
巫
物
忌
神
部
等
歌
舞
即
調
神
楽

記
事
内
容
か
ら
、
松
尾
社
物
忌
は
祭
儀
上
の
具
体
的
な
役
割
は
不
明
だ
が
内
侍
と

共
に
祭
祀
に
参
列
し
、
平
野
社
お
よ
び
園

韓
神
社
の
物
忌
は
祭
儀
に
お
い
て
神

舞
を
舞
う
こ
と
が
見
え
る
。『
儀
式
』
の
記
事
か
ら
は
、
物
忌
が
そ
の
他
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
祭
儀
上
お
い
て
は
賀
茂

社
の
物
忌
と
同
様
に
、
神
饌
の
調
達
や
供
奉
、
お
よ
び
玉
串
や
幣
帛
を
授
か
る
役

(

5 (

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

六
一



割
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

3　

平
野
社

　

平
野
社
は
他
社
が
天
皇
、
平
安
京
の
氏
神
・
守
護
神
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
皇

太
子
守
護
を
司
り
桓
武
天
皇
の
生
母
高
野
新
笠
を
祖
神
と
し
て
い
る
こ
と
は
既
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
相
違
は
物
忌
の
在
り
様
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
儀
式
』
に
あ
る
平
野
社
物
忌
は
2
節
の
と
お
り
で
あ
る
が
、『
延
喜
式
』「
四

時
祭
上
」〈
平
野
神
四
座
祭
〉
の
「
斎
服
料
」
の
記
事
が
次
で
あ
る
。

物
忌
王
氏
夏
絹
五
疋
、
冬
加
一
疋
、
綿
十
屯
、
紅
花
小
六
片
、
錢
一
貫
六
百

卅
文
、
冬
料
准
此
、
和
氏
、
大
江
氏
並
夏
別
絹
二
疋
、
冬
加
一
疋
、
綿
三

屯
、
紅
花
小
三
片
、
錢
六
百
卅
文
、
冬
料
准
此

こ
の
記
事
か
ら
、
平
野
社
の
物
忌
は
王
氏
（
桓
武
天
皇
の
後
裔
）、
和
氏
、
大
江

氏
と
い
う
特
定
の
氏
族
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
明
ら
か
に
他
の
社
の
物

忌
と
は
様
相
を
異
と
し
て
い
る
。

　

平
野
社
や
平
野
祭
の
歴
史
や
祭
神
に
つ
い
て
は
、
岡
田
荘
司
や
義
江
明
子
な
ど

多
く
の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
⑩
七
〇
〜
、
㉖
一
八
九

〜
）。
詳
細
に
つ
い
て
説
明
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
祭
神
は
桓
武
天
皇
の
生
母
高

野
新
笠
の
父
方
和
氏
、
母
方
大
江
氏
で
あ
り
天
皇
の
女
性
外
戚
を
祀
っ
た
社
・
祭

で
あ
る
。
王
氏
に
つ
い
て
は
桓
武
天
皇
の
後
裔
と
し
か
わ
か
ら
ず
定
か
で
は
な
い

が
、
他
の
物
忌
は
高
野
新
笠
の
氏
族
名
を
冠
し
て
お
り
、
天
皇
の
女
性
外
戚
祖
先

の
投
影
と
し
て
祭
儀
に
奉
仕
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
点
が
他
社

の
物
忌
と
大
き
く
異
な
り
、
後
の
「
四
祭
」
の
物
忌
と
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。

4　
「
四
祭
」（
杜
本
祭
・
当
麻
祭
・
当
宗
祭
・
山
科
祭
）

　

次
に
内
蔵
寮
の
「
四
祭
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
（
⑩
一
一
二
〜
）。
こ
の

「
四
祭
」
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
大
神
社
の
祭
儀
と
は
明
ら
か
に
そ
の
様
相
を
異

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
相
違
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
な
ぜ
こ
の
「
四
祭
」
に
物
忌
が
奉
仕
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
を
検

証
し
て
い
き
た
い
。

　
「
四
祭
」
の
祭
祀
背
景
と
年
代
に
つ
い
て
だ
が
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一　

杜
本
祭
（
当
宗
祭
を
兼
ね
て
い
た
）

藤
原
冬
嗣
の
女
の
順
子
（
良
房
妹
）
と
仁
明
天
皇
と
の
間
に
生
ま
れ
た
文
徳
天

皇
が
即
位
し
冬
嗣
が
外
祖
父
と
な
り
、
冬
嗣
の
母
方
の
百
済
永
継
の
祭
祀
が
文

徳
天
皇
の
即
位
後
の
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
に
公
祭
化
し
た
。

一　

当
宗
（
ま
さ
む
ね
）
祭

宇
多
天
皇
の
外
祖
母
が
当
宗
氏
の
女
で
あ
り
、
宇
多
天
皇
の
外
祖
父
母
は
桓
武

の
皇
子
の
仲
野
親
王
と
当
宗
氏
の
女
で
あ
り
、
そ
の
子
の
班
子
が
天
皇
の
母
と

な
っ
た
た
め
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
に
公
祭
と
な
る
。

一　

当
麻
祭

清
和
天
皇
（
母
が
良
房
の
女
）
の
外
祖
母
で
あ
る
源
潔
姫
の
母
方
の
家
が
当
麻

氏
で
、
清
和
天
皇
即
位
の
天
安
二
年
（
八
五
八
）
か
ら
貞
観
年
間
（
八
五
九
〜

八
七
七
）
の
間
に
公
祭
化
。

一　

山
科
祭

宮
道
列
子
と
藤
原
高
藤
（
冬
嗣
の
孫
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
藤
原
胤
子
が
醍
醐

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）
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天
皇
の
生
母
と
な
り
列
子
が
醍
醐
天
皇
の
外
祖
母
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昌

泰
元
年
（
八
九
八
）
に
公
祭
と
な
る
。（
傍
線
・
太
字
は
筆
者
）

な
ん
と
も
複
雑
な
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
「
四
祭
」
に
は
共
通
と

な
る
特
徴
点
が
見
ら
れ
る
。

　

杜
本
祭
は
良
房
の
父
冬
嗣
の
女
順
子
、
当
麻
祭
は
清
和
天
皇
の
外
祖
母
で
良
房

の
妻
で
あ
る
源
潔
姫
、
山
科
祭
は
良
房
没
後
で
あ
る
が
、
冬
嗣
の
孫
で
あ
る
藤
原

高
藤
の
女
が
醍
醐
天
皇
の
生
母
と
い
っ
た
関
係
か
ら
、
そ
の
祖
先
た
ち
を
祀
っ
た

社
の
祭
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
祭
は
い
ず
れ
も
藤
原
良
房
お
よ
び
藤
原
北
家
と
の
関

係
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
当
宗
祭
は
、
宇
多
天
皇
と
桓
武
天
皇
と
の
関
係
の
外
祖
母

を
祀
っ
た
祭
で
あ
る
。

　

以
上
の
公
祭
化
を
め
ぐ
る
相
関
関
係
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
は
天
皇

の
外
祖
母
、
あ
る
い
は
外
祖
祖
母
、
す
な
わ
ち
女
性
の
外
戚
関
係
、
そ
れ
も
桓
武

天
皇
と
藤
原
良
房
と
つ
な
が
る
人
た
ち
と
い
え
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
平
安

前
期
に
公
祭
化
、
す
な
わ
ち
朝
廷
か
ら
の
「
奉
幣
」
を
授
か
り
特
別
の
関
与
を
受

け
る
よ
う
に
な
る
が
（
⑩
五
一
）、
他
の
社
の
祭
祀
と
は
違
い
、
神
祇
官
や
太
政

官
が
全
く
関
与
し
な
い
内
蔵
寮
祭
祀
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
⑩
一
二
八
）。

　

こ
の
よ
う
な
四
祭
の
特
徴
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
と
物
忌
の
奉
仕
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
五
章
に
て
良
房
の
覇
権
と
の
関
係
か
ら
検
証
す
る
。

　

以
上
よ
り
、〈
天
皇
属
〉
物
忌
の
特
性
を
ま
と
め
る
と

①　

 

天
皇
家
に
直
属
、
あ
る
い
は
極
め
て
近
い
五
社
四
祭
に
物
忌
の
奉
仕
が
見
ら

れ
る
が
、
伊
勢
神
宮
と
他
社
の
物
忌
に
は
そ
の
歴
史
お
よ
び
職
掌
、
様
相
に

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
伊
勢
神
宮
の
物
忌
が
童

女
・
童
男
の
集
団
で
あ
り
、
天
照
大
神
の
神
饌
の
調
達
を
重
要
な
職
掌
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
他
社
は
一
人
〜
三
人
か
ら
な
り
、
祭
儀
へ
の
参
列
や
神

舞
を
主
な
職
掌
・
役
割
と
し
神
饌
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

②　

 

こ
の
こ
と
は
、
伊
勢
の
物
忌
か
ら
の
直
接
の
関
係
性
を
他
社
の
物
忌
は
受
け

て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
別
個
の
歴
史
や
創
設
過
程
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
別
個
の
歴
史
に
つ
い
て
は
賀
茂
社
以
外
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、

平
野
祭
や
内
蔵
寮
「
四
祭
」
が
天
皇
の
外
祖
母
系
の
祭
祀
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
祭
祀
の
性
格
上
、
女
性
祭
祀
者
の
奉
仕
が
重
視
さ
れ
祭
祀
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
賀
茂
社
の
物
忌
・
忌
子
の
前
身
は
斎

祝
子
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
物
忌
は
『
貞
観
儀
式
』
成
立

前
後
に
お
い
て
、
伊
勢
神
宮
の
物
忌
・
忌
子
を
倣
っ
て
女
性
祭
祀
者
を
表
す

語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章　
〈
藤
原
属
〉
に
つ
い
て

　

次
に
〈
藤
原
属
〉
の
春
日
社
と
鹿
島
社
の
物
忌
の
職
掌
、
様
相
に
つ
い
て
検
証

し
た
い
。
な
お
、
平
岡
社
に
つ
い
て
は
史
料
が
見
当
た
ら
ず
検
討
で
き
て
い
な

い
。

1　

春
日
社
物
忌
と
は

　

春
日
社
の
物
忌
に
関
す
る
記
録
は
寡
少
で
あ
り
そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
不
明
で
あ
る
が
、
春
日
物
忌
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
『
貞
観
儀
式
』

〈
春
日
祭
儀
〉
で
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

祭
日
平
旦
神
祇
官
人
牽
物
忌
童
女
掃
除
日
（
四
？
）
神
殿
内
神
部
等
装
飾

(

6 (

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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神
部
四
人
進
執
内
蔵
弊
入
授
物
忌
退
出　

物
忌
遜
納
神
殿
退
出

　

記
事
よ
り
春
日
社
の
物
忌
は
童
女
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
神
殿
内
を
掃
除
（
掃

き
清
め
る
意
味
）
し
、
神
部
か
ら
受
け
取
っ
た
朝
廷
か
ら
の
内
蔵
幣
を
神
殿
に
納

め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
職
掌
は
伊
勢
神
宮
大
物
忌
の
神
殿
の
掃
除
と
玉

串
や
幣
帛
を
正
殿
に
奉
納
す
る
内
容
と
重
な
り
、
童
女
で
あ
る
点
も
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
伊
勢
神
宮
大
物
忌
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
「
正
殿
の
御
戸
開
」
が

見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
春
日
社
の
神
殿
造
り
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
春
日
社
の
祭
神
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
四
神
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
の

神
々
に
上
下
は
な
く
、
神
殿
も
同
規
模
で
同
列
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
神
殿
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
伊
勢
宮
や
鹿
島
社
の
よ
う
に
大
き
な
本
殿
、
扉
、

鑰
が
あ
る
場
合
は
「
御
戸
開
・
鑰
管
理
」
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
春
日
社
の

よ
う
な
本
殿
造
り
で
は
、
伊
勢
宮
の
様
式
を
そ
の
ま
ま
充
て
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
春
日
社
の
物
忌
は
春
日

社
神
殿
の
構
造
に
合
っ
た
掃
除
や
装
飾
な
ど
の
神
迎
え
の
役
割
を
担
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

春
日
物
忌
の
史
料
上
の
初
見
は
、「
神
護
景
雲
二
年
祭
文
」
に
あ
る
「
物
忌
殖

栗
乃
連
子
定
天
献
留
。
神
主
仁
其
官
・
姓
名
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
祭

文
」
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
義
江
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
神
護
景
雲

二
年
（
七
六
八
）
と
は
言
い
難
く
、
使
わ
れ
て
い
る
用
語
は
『
延
喜
式
』
よ
り
新

し
い
も
の
が
多
く
、「
物
忌
殖
栗
乃
連
子
」
は
社
家
側
の
挿
入
で
あ
る
と
い
う

（
㉖
二
三
六
〜
二
三
八
）。
そ
し
て
、『
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
の
記

事
に
付
託
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
為
が
事

実
で
あ
る
な
ら
ば
、
春
日
物
忌
奉
仕
の
現
出
は
平
安
時
代
前
期
で
あ
る
こ
と
の
傍

証
と
な
る
だ
ろ
う
。

2　

鹿
島
社
物
忌
に
つ
い
て

　

鹿
島
物
忌
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
義
江
明
子
以
外
に
丸
山
輝
子
（
㉑
）
や
森

本
ち
づ
る
（
㉓
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
像
や
職
掌
、
伊
勢
神
宮
と
の
関
係
等
に

つ
い
て
一
定
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
論
考
を
参
考
に
し
つ
つ
、

〈
藤
原
属
〉
と
し
て
の
鹿
島
物
忌
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

鹿
島
社
の
歴
史
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
社
伝
に
よ
る
と
神
武
天
皇

即
位
元
年
と
伝
え
ら
れ
、
蓋
し
古
代
の
鎮
座
で
古
く
よ
り
藤
原
氏
の
前
身
で
あ
る

中
臣
氏
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
と
い
う
（
⑧
）。
前
述
の
と
お
り
神
護
景
雲
二
年

に
平
城
京
春
日
の
社
に
遷
宮
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
神
譲
り
は
勧
請
で
は
な
く
、

神
そ
の
も
の
が
移
ら
れ
る
と
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
奈
良
時
代
の
宇
佐
八
幡

大
神
遷
宮
や
次
の
「
御
も
の
い
ミ
由
来
略
」（
②
四
五
三
〜
四
五
七
）
か
ら
理
解

さ
れ
よ
う
。

　

鹿
島
社
物
忌
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
前
記
の
「
御
も
の
い
ミ
由
来

略
」（
以
下
、「
由
来
略
」
と
す
る
）
が
あ
る
。
文
面
の
最
後
に
、
物
忌
が
直
接
書

い
た
御
守
で
確
か
な
効
用
あ
り
と
し
て
、「
月
水
除
御
守
」「
平
産
御
守
」「
愛
敬

御
守
」
な
ど
の
「
御
守
」
を
列
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
御
守
」
が
広
く
庶

民
に
浸
透
し
た
中
世
末
か
ら
近
世
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
由
来

略
」
の
冒
頭
に
、
鹿
島
物
忌
は
天
照
大
神
の
詔
を
受
け
誕
生
し
仲
哀
天
皇
の
「
ひ

め
ミ
や
」
の
「
斎
宮
」
と
関
わ
り
、
物
忌
こ
そ
御
戸
を
開
き
御
神
体
に
近
づ
け
る

唯
一
の
存
在
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
史
実
と
は
言
い
難
く
、

『
日
本
書
紀
』
な
ど
を
参
考
に
し
、
鹿
島
物
忌
の
由
来
を
天
皇
や
伊
勢
神
宮
の
権

(

7 (

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）
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威
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
由
来
略
」
の
中
で
物
忌
の
現
出
時
期
を
想
定
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
次

の
文
言
で
あ
る
。

同
御
宇
に
春
日
の
社
へ
御
せ
ん
か
う
あ
り
。
し
か
れ
共
、
し
ん
ち
ょ
く
（
神

勅
）
に
よ
り
、
御
も
の
い
ミ
ハ
、
其
ま
ゝ
か
の
ゝ
さ
と
に
御
す
ま
い
あ
る
な

り
。

す
な
わ
ち
鹿
島
大
神
が
春
日
に
遷
宮
さ
れ
た
時
に
お
い
て
、
物
忌
は
神
勅
に
よ
っ

て
移
動
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
、
大
神
は
大
同
元
年
（
八
二
六
）
に

春
日
の
社
よ
り
再
び
（
鹿
島
地
域
に
）
御
遷
宮
さ
れ
、
様
々
な
場
所
に
遷
座
さ
れ

る
。
し
か
し
物
忌
は
こ
れ
ま
た
神
勅
に
よ
っ
て
大
神
に
は
同
行
せ
ず
千
年
の
間
同

じ
社
に
居
た
と
い
う
。「
由
来
略
」
の
冒
頭
に
は
ご
遷
座
時
に
は
「
大
神
宮
と
御

も
の
い
み
と
、
み
あ
ら
か
（
御
甍
）
ひ
と
つ
に
て
ま
し
ま
す
」
と
あ
り
、
物
忌
は

大
神
と
常
に
一
つ
屋
根
に
居
る
存
在
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
当
時
の
遷

宮
は
神
そ
の
も
の
の
移
動
で
あ
る
か
ら
同
行
は
必
至
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
な
ぜ
春

日
の
社
に
も
そ
の
後
の
遷
宮
に
お
い
て
も
同
行
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
想

像
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
間
は
物
忌
の
存
在
は
無
く
、
物
忌
が
実
在
し
た
の
は
少
な

く
と
も
大
神
が
春
日
社
よ
り
遷
宮
さ
れ
た
大
同
元
年
以
降
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

義
江
は
『
鹿
島
神
宮
誌
』
に
あ
る
「
物
忌
相
続
次
第
」
の
物
忌
の
名
前
か
ら
、

中
世
以
降
の
名
前
に
は
何
か
拠
り
と
こ
ろ
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
鹿
島
に
物
忌
が
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
世
以
降

と
す
る
傍
証
で
あ
り
「
由
来
略
」
の
内
容
と
合
致
す
る
。

　

次
に
職
掌
と
そ
の
様
相
に
つ
い
て
だ
が
、
義
江
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
主
た

る
職
掌
は
「
御
戸
開
・
幣
帛
出
納
の
内
陣
奉
仕
」
で
あ
り
、
伊
勢
神
宮
の
大
物
忌

の
職
掌
の
「
玉
串
奉
幣
・
玉
殿
の
御
戸
開
」
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
社
家
の
童

女
か
ら
卜
定
に
よ
っ
て
選
ば
れ
物
忌
父
が
補
佐
役
と
す
る
点
も
似
て
い
る
。
終
身

制
で
あ
る
の
は
伊
勢
神
宮
物
忌
と
は
相
違
し
て
い
る
が
、
卜
定
に
て
選
ば
れ
る
点

は
「
由
来
略
」
の
斎
宮
と
合
致
し
、
鹿
島
物
忌
は
伊
勢
神
宮
物
忌
と
斎
宮
を
倣
っ

た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

3　

伊
勢
神
宮
物
忌
と
の
相
違

　

こ
の
よ
う
に
春
日
社
、
鹿
島
社
の
両
社
物
忌
は
伊
勢
神
宮
大
物
忌
の
姿
に
酷
似

し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
伊
勢
物
忌
と
両
社
の
物
忌
に
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ

る
。
一
つ
は
伊
勢
の
重
要
な
職
掌
で
あ
る
神
饌
の
供
奉
が
両
社
に
は
な
い
こ
と

で
、
も
う
一
つ
は
複
数
の
物
忌
組
織
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
岡
田
精
司
が
明
ら
か

に
し
て
い
る
よ
う
に
伊
勢
神
宮
の
神
饌
は
、
古
代
よ
り
物
忌
集
団
が
米
は
も
ち
ろ

ん
酒
や
器
な
ど
す
べ
て
を
初
期
段
階
か
ら
作
り
、
大
物
忌
は
そ
れ
ら
を
天
照
大
神

に
供
奉
す
る
の
で
あ
り
、
神
饌
の
調
達
に
は
物
忌
集
団
の
存
在
が
不
可
欠
で
、
大

物
忌
は
そ
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
相
違
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
〈
藤
原
属
〉

物
忌
の
設
置
に
当
た
っ
て
、
物
忌
が
あ
え
て
神
饌
調
達
を
す
る
必
要
が
な
い
条
件

下
に
あ
り
、
伊
勢
大
物
忌
の
一
部
分
の
み
、
す
な
わ
ち
童
女
で
あ
り
、
正
殿
扉
の

開
閉
、
奉
幣
な
ど
の
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
十
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
せ
た
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
古
代
か
ら
の
存
在
で
は
な
く
、
後
世
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
。

　

で
は
、
春
日
社
の
神
饌
調
達
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
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〇
二
二
年
三
月
）
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『
延
喜
式
』「
春
日
神
四
座
祭
」〈
祭
神
料
〉
に
は
多
量
の
米
や
大
豆
・
小
豆
、

酒
が
入
っ
て
お
り
、
堅
魚
、
烏
賊
、
平
魚
、
海
藻
な
ど
も
多
く
準
備
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、『
貞
観
儀
式
』「
春
日
祭
儀
」
に
は
「
前
二
日
早
旦
、
中
略
、
内
膳
官

人
率
膳
部
仕
丁
仕
女
等
、
向
社
行
事
」「
膳
物
韓
櫃
三
荷
次
之
膳
部
左
右
各
三
人

夾
櫃
後
之
」「
氏
人
五
位
以
㊤
下
、
舁
神
饌
机
、
依
次
陳
列
」「
次
神
部
舁
酒
樽
、

入
立
諸
殿
前
」
な
ど
の
記
事
が
あ
り
、
春
日
祭
に
お
け
る
神
饌
や
神
酒
は
宮
廷
が

準
備
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
花
山
院
親
忠
に
よ
れ
ば
春
日
社
に
は
酒

を
醸
造
す
る
酒
殿
が
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
建
立
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が

（
⑬
九
〇
）、『
貞
観
儀
式
』
に
は
「
一
宿
酒
一
杯
社
醸
酒
」
と
あ
り
、
神
酒
の
一

部
は
社
が
醸
造
し
多
く
は
宮
廷
か
ら
の
持
参
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
花
山

院
は
「
国
が
祀
る
祭
り
と
し
て
神
祇
官
や
内
蔵
寮
や
大
膳
職
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
も
の
が
準
備
調
達
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
、
明
治
維
新
に
な
り
春
日
社
内
に
て

調
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
⑬
九
二
）。

　

次
に
鹿
島
社
の
神
饌
の
調
達
だ
が
、
公
祭
で
は
な
く
か
つ
平
安
京
か
ら
遠
く
離

れ
た
地
域
性
よ
り
、
当
然
で
は
あ
る
が
春
日
社
の
よ
う
に
宮
廷
か
ら
運
ば
れ
た
と

は
考
え
難
く
、
ま
た
、
春
日
社
よ
り
古
い
鹿
島
社
の
歴
史
、
規
模
か
ら
考
え
て
、

伊
勢
神
宮
と
同
様
に
神
饌
を
賄
う
組
織
が
古
代
よ
り
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

　
『
神
道
大
系　

神
社
編　

鹿
島
・
香
取
』「
解
題
」（
②
二
二
）
の
「
鹿
島
」
に

よ
れ
ば
、
鹿
島
社
の
神
職
組
織
に
は
神
夫
（
神
部
と
も
称
す
）
と
称
す
る
神
饌
を

調
理
す
る
集
団
が
あ
り
、
大
神
・
中
神
・
小
中
神
・
榎
村
神
・
萩
原
神
・
田
神
・

五
郎
神
・
検
校
神
・
笛
田
神
・
弥
太
郎
神
・
家
司
神
・
三
郎
神
か
ら
成
り
、
さ
ら

に
大
判
官
代
を
筆
頭
に
多
く
の
判
官
代
と
称
さ
れ
る
神
官
が
神
饌
を
掌
っ
て
い
た

と
の
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
鹿
島
社
に
は
伊
勢
神
宮
と
同
様
に
神
饌
に
携
わ
る
大
組

織
が
古
代
よ
り
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
伊
勢
物
忌
と
は
全
く
異
な
る
趣
の
集
団
で

あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
春
日
社
、
鹿
島
社
の
物
忌
は
〈
天
皇
属
〉
と
同
様
に
義
江
が
捉
え

て
い
た
よ
う
な
神
饌
に
携
わ
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、〈
藤
原
属
〉
の
物
忌
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　

 

春
日
社
、
鹿
島
社
物
忌
共
に
伊
勢
神
宮
大
物
忌
の
様
相
と
極
め
て
類
似
し
て

い
る
。
童
女
で
あ
る
こ
と
、
神
殿
扉
開
閉
の
管
理
（
鑰
・
清
掃
を
含
む
）、

奉
幣
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
様
相
の
理
由
は
不
明
だ
が
、〈
天
皇
属
〉
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

②　

 〈
天
皇
属
〉
と
同
じ
く
集
団
組
織
で
は
無
く
、
神
饌
に
は
携
わ
っ
て
い
な
い
。

③　

 

設
置
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
安
前
期
に
現
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当

時
、
権
力
を
掌
握
し
さ
ら
な
る
権
力
の
拡
大
と
安
定
を
目
論
ん
で
い
た
藤
原

良
房
が
、
己
の
氏
神
の
威
光
・
権
威
を
高
め
る
た
め
に
、
伊
勢
神
宮
物
忌
を

伊
勢
神
宮
権
威
の
表
象
の
一
つ
と
し
て
設
置
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

第
五
章　

平
安
前
期
物
忌
現
出
の
背
景　

1　

良
房
覇
権
の
過
程

　

良
房
は
太
政
大
臣
と
い
う
最
高
権
力
を
手
中
に
し
、
そ
の
権
力
を
維
持
し
さ
ら

に
強
化
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
段
と
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

過
程
を
時
系
列
で
簡
単
に
辿
り
、
な
ぜ
物
忌
の
参
入
を
含
む
神
祇
政
策
に
関
与
、

介
入
す
る
に
至
っ
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
今
節
は
主
に
〔
参
考
文
献
〕
⑯
と
㉗

を
参
照
し
た
。

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）

六
六



　

藤
原
良
房
は
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）、
藤
原
冬
嗣
と
橘
美
都
子
の
間
に
次

男
と
し
て
誕
生
す
る
。
そ
の
優
れ
た
資
質
は
長
男
の
長
良
を
し
の
ぎ
、
嵯
峨
天
皇

の
厚
い
信
任
を
受
け
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）、
嵯
峨
天
皇
皇
女
源
潔
姫
と
結
婚

す
る
（
臣
籍
降
下
後
）
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
前
後
、
嵯
峨
天
皇
は
異
母
弟

大
伴
親
王
に
譲
位
し
淳
和
天
皇
が
誕
生
す
る
。

　

天
長
十
年
（
八
二
七
）、
淳
和
天
皇
は
嵯
峨
天
皇
の
実
子
正
良
皇
太
子
に
譲
位

し
仁
明
天
皇
が
誕
生
す
る
。
こ
の
時
す
で
に
良
房
の
妹
順
子
は
仁
明
天
皇
が
皇
太

子
の
時
嫁
し
、
第
一
皇
子
道
康
親
王
（
後
の
文
徳
天
皇
）
を
も
う
け
て
い
た
。

　

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
仁
明
天
皇
が
没
し
道
康
親
王
が
立
位
し
文
徳
天
皇
と

な
り
（
嘉
祥
三
年
三
月
二
十
一
日
）、
四
日
後
、
文
徳
天
皇
に
嫁
し
た
良
房
女
の

明
子
が
文
徳
天
皇
の
第
四
皇
子
惟
仁
親
王
を
出
産
（
良
房
外
孫
）
す
る
。
そ
し
て

惟
仁
は
生
後
八
か
月
で
三
人
の
兄
（
惟
喬
・
惟
条
（
母
紀
静
子
）・
惟
彦
（
母
滋

野
奥
子
）
を
超
え
て
皇
太
子
と
な
る
。

　

良
房
は
斉
衡
四
年
（
八
五
六
）
二
月
、
左
大
臣
を
経
ず
皇
族
以
外
初
め
て
の
太

政
大
臣
に
就
任
す
る
。
天
安
二
年
（
八
五
八
）
八
月
二
七
日
文
徳
天
皇
没
、
十
一

月
七
日
、
良
房
女
明
子
の
子
惟
仁
親
王
が
九
歳
に
て
即
位
し
清
和
天
皇
と
な
り
、

良
房
は
念
願
の
摂
政
と
し
て
天
皇
大
権
を
掌
握
し
、
事
実
上
の
詔
勅
発
出
の
主
体

者
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
（
㉗
五
八
）。

　

良
房
の
出
世
、
大
権
掌
握
は
順
調
に
進
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
が
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
承
久
九
年
（
八
四
二
）
の
「
承
知
の
変
」
で
は
淳
和
天
皇
の
皇
太
子
を

廃
位
に
し
、
文
徳
天
皇
が
立
位
し
た
時
は
前
述
の
如
く
三
人
の
兄
を
超
え
て
、
良

房
女
明
子
の
生
ん
だ
生
後
八
か
月
の
惟
仁
親
王
を
皇
太
子
に
立
位
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
「
応
天
門
炎
上
」
を
伴
善
男
・
中
庸
親
子
の
仕

業
と
し
、
当
時
の
有
力
氏
族
で
あ
っ
た
紀
氏
と
共
に
打
撃
を
与
え
、
ま
た
次
女
多

美
子
が
清
和
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
良
房
の
弟
良
相
も
、
連
座
を
疑
わ
れ
政

治
の
一
線
を
辞
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
良
房
は
己
の
権
力
掌
握
の
た
め
に
有
力
氏
族
は
も
と
よ
り
、
兄

弟
、
天
皇
・
親
王
ま
で
に
も
圧
力
と
攻
撃
を
加
え
そ
の
地
位
を
築
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
良
房
に
は
天
皇
の
外
戚
と
し
て
大
き
な
負
い
目
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
良
房
が
当
時
最
も
有
力
な
貴
族
出
身
で
あ
っ
た
が
皇
族
出
身
で
は
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
に
お
い
て
皇
族
か
否
か
は
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ

っ
た
。
律
令
国
家
で
は
太
政
大
臣
は
皇
族
出
身
を
原
則
と
し
て
お
り
、
良
房
は
初

め
て
の
皇
族
以
外
の
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
の
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま

た
天
皇
の
正
后
も
令
制
で
は
皇
族
を
基
本
と
し
て
い
た
。
妻
の
潔
姫
は
嵯
峨
天
皇

の
皇
女
で
あ
っ
た
が
臣
籍
降
下
後
の
婚
姻
で
あ
り
皇
族
と
は
言
え
ず
、
し
た
が
っ

て
妹
順
子
、
女
明
子
も
皇
族
で
は
な
く
、
当
然
文
徳
天
皇
、
清
和
天
皇
の
出
自
、

威
光
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
良
房
は
こ
の
こ
と
に
大
い
に
負
い
目
と

杞
憂
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
杞
憂
に
対
し
最
初
に
良
房
が
執
っ
た
の
が
、
斉
衡
四
年
（
八
五
六
）

郊
天
祭
祀
の
執
行
で
あ
る
。
郊
天
祭
祀
と
は
中
国
の
皇
帝
が
執
り
行
っ
た
国
家
祭

祀
、
天
神
地
祇
を
祀
る
儀
式
で
あ
る
が
、
桓
武
天
皇
が
延
暦
時
代
に
行
っ
た
こ
と

に
倣
っ
て
行
っ
た
と
さ
れ
、
実
母
の
出
自
が
似
通
っ
た
文
徳
天
皇
の
正
統
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
⑯
二
〇
三
〜
二
〇
八
）。

　

次
に
天
安
二
年
（
八
五
九
）
に
「
十
陵
四
墓
」
制
度
が
施
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は

良
房
の
係
累
＝
藤
原
氏
の
祖
先
を
顕
彰
す
る
と
共
に
自
身
の
権
威
付
け
を
行
う
た

め
で
あ
っ
た
。

(
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着
実
に
大
権
を
掌
握
し
権
威
付
け
に
成
功
し
た
良
房
は
、
貞
観
八
年
（
八
六

六
）
春
日
斎
女
の
派
遣
を
実
行
し
、
さ
ら
な
る
藤
原
氏
、
特
に
北
家
の
権
威
の
高

揚
を
図
っ
た
の
で
あ
る
（
⑯
二
四
八
）。
春
日
斎
女
派
遣
の
目
的
に
は
異
論
が
あ

る
が
、
朝
廷
の
氏
神
で
あ
る
伊
勢
神
宮
の
斎
宮
に
対
応
し
そ
の
権
威
・
威
光
を
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
機
に
春
日
物
忌
も
伊
勢
神
宮

権
威
の
一
つ
の
表
象
と
し
て
設
置
さ
れ
た
可
能
性
は
、
先
に
の
べ
た
様
態
か
ら
も

否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
良
房
の
後
継
者
で
あ
る
養
子
基
経
も
順
調
に
出
世
し
、
貞
観
十
八
年

（
八
七
八
）
に
は
摂
政
、
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
に
は
清
和
天
皇
が
没
し
、
基
経

は
太
政
大
臣
と
な
る
。

2　
「
四
祭
」
の
公
祭
化
と
物
忌

　

本
節
で
は
一
節
の
内
容
を
受
け
、「
四
祭
」
と
良
房
が
執
っ
た
神
祇
政
策
が
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
物
忌
の
存
在
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
検
証
す

る
。

　

岡
田
荘
司
に
よ
れ
ば
神
社
祭
祀
の
公
祭
化
、
す
な
わ
ち
「
神
社
恒
例
の
年
中
祭

祀
が
国
家
公
的
の
性
格
を
付
与
さ
れ
る
」
の
は
、
神
祇
令
規
定
（
伊
勢
の
新
嘗

祭
、
広
瀬
・
龍
田
の
祭
の
み
）
外
で
は
春
日
祭
を
筆
頭
に
主
に
平
安
前
期
に
集
中

し
、
平
安
期
に
公
祭
化
し
た
の
は
平
野
祭
・
園
韓
神
祭
・
賀
茂
祭
・
松
尾
祭
・
梅

宮
祭
・
大
原
野
祭
・
杜
本
祭
・
大
神
祭
・
当
麻
祭
・
平
岡
祭
・
率
川
祭
・
当
宗

祭
・
山
科
祭
の
十
三
祭
で
あ
り
（
⑩
五
二
）、
そ
の
主
流
は
天
皇
外
戚
の
氏
神
祭

祀
で
あ
っ
た
と
い
う
（
⑩
一
一
二
）。

　

こ
の
中
で
物
忌
の
奉
仕
が
な
い
の
は
大
神
祭
と
梅
宮
祭
、
率
川
祭
で
あ
る
。
大

神
祭
は
大
和
国
支
配
の
強
化
を
目
的
と
し
て
お
り
天
皇
外
戚
と
は
関
係
な
い
が
、

梅
宮
祭
と
率
川
祭
は
あ
き
ら
か
に
天
皇
外
戚
を
祀
っ
た
祭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
物
忌
の
奉
仕
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
梅

宮
祭
と
率
川
祭
に
つ
い
て
検
証
し
、「
四
祭
」
と
の
相
違
は
何
か
を
探
っ
て
み
る
。

一　

梅
宮
祭

梅
宮
社
は
橘
氏
の
氏
社
で
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
と
橘
嘉
智
子
の
間
に
生
ま
れ
た
仁

明
天
皇
の
即
位
後
承
和
年
間
（
八
三
四
〜
八
三
八
）
に
公
祭
と
な
る
が
、
元
慶

三
年
（
八
七
九
）
に
は
橘
氏
と
の
関
係
が
薄
く
な
り
私
祭
と
な
る
。
元
慶
八

年
、
光
孝
天
皇
の
祖
母
が
橘
嘉
智
子
で
あ
り
再
び
公
祭
と
な
る
が
、
寛
平
年
間

に
は
再
度
廃
さ
れ
る
（
⑩
一
一
五
）。

一　

率
川
祭

光
孝
天
皇
時
（
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
〜
仁
和
三
年
（
八
八
七
））
に
公
祭
と

な
る
。
率
川
社
は
藤
原
是
公
の
建
立
し
た
社
で
藤
原
南
家
の
氏
社
で
あ
っ
た
。

光
孝
天
皇
の
母
親
藤
原
沢
子
は
、
藤
原
総
継
と
数
子
の
女
で
数
子
の
父
が
是
公

の
子
雄
公
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
光
孝
天
皇
の
外
祖
母
が
藤
原
是
公
の
子
孫
と

い
う
関
係
か
ら
率
川
祭
が
公
祭
と
な
っ
た
（
⑩
一
三
二
〜
一
三
四
）。

以
上
よ
り
、
両
祭
と
も
に
天
皇
の
外
祖
母
系
を
祀
っ
た
祭
で
あ
る
が
、
梅
宮
祭
は

橘
氏
、
率
川
祭
は
藤
原
南
家
の
氏
社
で
あ
り
、「
四
祭
」
が
藤
原
北
家
お
よ
び
桓

武
天
皇
に
関
わ
る
祭
で
あ
る
こ
と
と
は
対
比
的
で
あ
る
。
ま
た
、
梅
宮
祭
が
二
度

も
廃
祀
と
な
る
の
は
藤
原
氏
側
の
意
図
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
⑩
一
一

五
）。

　
「
四
祭
」
の
特
徴
の
一
つ
に
、
神
祇
官
や
太
政
官
の
関
与
を
一
切
受
け
な
い
内

蔵
寮
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
が
、
岡
田
荘
司
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
な
ん
ら

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）

六
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言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
古
尾
谷
知
裕
に
よ
れ
ば
内
蔵
寮
給
付
に
は
太
政
官
を
通
さ

ず
天
皇
の
意
志
の
実
行
権
利
が
あ
っ
た
と
い
う
（
⑲
三
三
〜
三
四
）。
す
な
わ
ち

内
蔵
寮
祭
祀
は
天
皇
の
意
志
に
よ
っ
て
催
行
が
可
能
で
あ
り
、「
四
祭
」
公
祭
化

の
時
期
を
考
え
る
な
ら
、
太
政
大
臣
と
し
て
天
皇
大
権
を
掌
握
し
て
い
た
良
房
や

基
経
も
執
行
可
能
で
あ
り
、「
四
祭
」
は
彼
ら
の
意
図
に
よ
っ
て
公
祭
化
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　

で
は
北
家
と
「
四
祭
」
に
物
忌
が
奉
仕
す
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
史
料

が
無
く
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
一
つ
は
北
家
と
親
和
性
の
あ
る
平

野
社
の
桓
武
天
皇
の
女
性
外
戚
を
冠
し
た
和
氏
、
大
江
氏
物
忌
の
存
在
の
表
象
と

し
て
で
あ
り
、
一
つ
は
春
日
社
や
鹿
島
社
の
物
忌
と
同
様
に
伊
勢
神
宮
物
忌
の
権

威
の
表
象
で
あ
ろ
う
。
双
方
共
に
北
家
の
女
性
祖
先
を
崇
敬
す
る
に
相
応
し
い
存

在
で
あ
り
、
北
家
権
威
の
高
揚
を
誇
示
す
る
重
要
な
役
割
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　

律
令
国
家
の
祭
祀
は
天
皇
制
の
下
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
を
貫
徹
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
が
（
⑨
二
五
）、
良
房
の
摂
関
政
治
誕
生
に
よ
り
そ
の
目
的
、
様
相

は
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
変
容
が
先
に
岡
田
荘
司
が
述
べ
た
神
社

祭
祀
の
公
祭
化
で
あ
り
、
そ
の
主
流
は
天
皇
外
戚
の
氏
神
祭
祀
で
あ
っ
た
。
岡
田

は
そ
の
理
由
、
背
景
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
外
戚
の
氏
神
祭
（
私
祭
）
を
天
皇
の
祭
（
公
祭
）
と
し
、
外
戚
す
な
わ
ち
藤

原
北
家
の
権
威
・
威
光
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
お
い
て
物
忌
は
前

述
の
如
く
天
皇
の
母
方
祖
先
を
表
象
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
と
め

　

伊
勢
神
宮
の
物
忌
集
団
は
、
古
代
よ
り
天
照
大
神
に
仕
え
る
神
職
者
集
団
で
、

童
女
・
童
男
か
ら
な
り
、
主
な
る
職
掌
は
大
御
神
の
神
饌
調
達
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
に
お
い
て
大
物
忌
は
神
饌
御
供
、
玉
殿
扉
開
閉
（
鑰
管
理
）、
玉
串
奉
納
を
司

り
、
大
御
神
に
最
も
近
位
に
仕
え
、
大
御
神
の
威
光
・
権
威
を
間
接
的
に
象
徴
さ

れ
る
女
性
神
職
者
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
平
安
前
期
に
現
出
し
た
と
思
わ
れ
る
物
忌
は
、
伊
勢
神
宮
以
外
は
七
社

四
祭
と
極
め
て
限
定
さ
れ
た
社
と
祭
に
仕
え
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
社
・
祭
を
創

祀
や
祭
神
か
ら
分
類
す
る
と
天
皇
家
と
所
縁
の
強
い
〈
天
皇
属
〉（
賀
茂
・
松

尾
・
園

韓
神
・
平
野
、「
四
祭
」（
杜
本
・
当
宗
・
当
麻
・
山
科
）
と
、
藤
原
氏

家
と
所
縁
が
あ
る
〈
藤
原
属
〉（
春
日
・
鹿
島
・
平
岡
）
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

両
者
の
物
忌
に
つ
い
て
検
証
し
た
結
果
、〈
天
皇
属
〉
の
物
忌
の
様
態
は
伊
勢

神
宮
の
物
忌
と
は
組
織
形
態
、
職
掌
共
に
相
違
し
て
い
る
。
童
女
の
有
無
に
関
し

て
は
明
確
で
は
な
い
が
、
一
人
か
ら
三
人
の
女
性
か
ら
な
り
、
神
舞
や
祭
儀
へ
の

参
列
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
四
祭
」
は
、
藤
原
氏
が
外
戚
と
し
て

そ
の
威
信
を
高
め
る
た
め
の
女
性
祖
先
祭
祀
で
あ
り
、
物
忌
は
藤
原
北
家
女
性
祖

先
崇
敬
の
表
像
と
し
て
祭
祀
奉
仕
し
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

反
し
て
〈
藤
原
属
〉
の
物
忌
は
童
女
で
あ
り
、
神
殿
扉
開
閉
（
鑰
管
理
）、
奉

幣
、
神
殿
の
清
掃
な
ど
、
極
め
て
伊
勢
神
宮
の
大
物
忌
と
類
似
す
る
様
態
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
前
期
に
大
椎
を
掌
握
し
た
藤
原
良
房
が
藤
原
氏
社
に
伊

勢
神
宮
の
威
光
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
配
置
し
た
の
で
は
な
い
か
と
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想
像
さ
れ
る
。

　

良
房
は
娘
明
子
と
文
徳
天
皇
の
間
に
生
ま
れ
た
清
和
天
皇
の
外
戚
、
摂
政
と
な

る
が
、
皇
族
出
身
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
天
皇
と
外
戚
の
地
位
と
権
力
を
安
定
さ

せ
、
さ
ら
に
強
力
に
す
る
た
め
に
様
々
な
方
策
を
め
ぐ
ら
す
。
そ
の
方
策
の
一
つ

が
外
戚
氏
神
祭
（
私
祭
）
の
公
祭
化
で
あ
っ
た
。
天
皇
外
戚
で
あ
る
藤
原
北
家
の

朝
廷
で
の
権
威
高
揚
の
た
め
に
、
男
性
祖
先
ば
か
り
で
な
く
女
性
祖
先
の
崇
敬
を

促
し
、
春
日
社
な
ど
の
氏
神
社
お
よ
び
女
性
祖
先
を
祀
っ
た
「
四
祭
」
に
、
桓
武

天
皇
お
よ
び
伊
勢
神
宮
の
威
光
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
祭
儀
に

お
け
る
女
性
祭
祀
者
を
重
用
し
、
伊
勢
神
宮
物
忌
を
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、
鹿
島
社
な
ど
の
物
忌
は
柳
田
が
想
う
よ
う
な
御
子
神
信
仰
や
玉
依

姫
の
残
像
で
は
な
く
、
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
女
性
神
職
者
の
残
像
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

ま
た
巫
女
と
の
関
係
を
み
る
な
ら
ば
、
白
河
院
政
期
に
現
出
し
神
社
巫
女
（
⑳

「
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
」）
と
物
忌
は
、
現
出
背
景
、
出
自
共
に
全
く
相
違
し

同
じ
属
性
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
従
来
の
タ
ー
ム
と
し
て
の
「
巫
女
」
は
、
神

が
か
り
、
託
宣
な
ど
を
伴
う
女
性
神
職
者
と
し
て
お
り
物
忌
と
は
合
致
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
物
忌
は
女
性
神
職
者
で
は
あ
る
が
、
巫
女
と
は
い
え
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
祭
儀
に
て
神
舞
を
舞
い
、
華
麗
な
装
束
に
て
参
列
す
る
姿
は
後
の
神

社
巫
女
を
彷
彿
と
さ
せ
、
女
性
神
職
者
と
し
て
の
共
通
性
を
有
し
て
お
り
、
物
忌

の
存
在
は
祭
祀
神
幸
の
隆
盛
に
伴
う
巫
女
の
現
出
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
た

可
能
性
は
否
め
な
い
。

〔
注
〕〝

物
忌
〞
と
は
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば

「
一
、「
物
忌
」
と
書
い
た
札
を
用
い
る
謹
慎
行
為
。
二
、
魔
物
や
不
浄
に
触
れ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
謹
慎
す
る
こ
と
、
ま
た
神
霊
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
不
浄

を
遠
ざ
け
、
何
も
し
な
い
で
心
身
の
安
静
な
状
態
を
保
つ
こ
と
。
三
、
伊
勢
神
宮

を
は
じ
め
賀
茂
・
春
日
・
松
尾
・
香
取
・
鹿
島
な
ど
の
大
社
に
仕
え
た
童
女
・
童

男
を
物
忌
と
称
す
る
。」
と
あ
る
が
、
一
、
二
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。
表

題
を
〝
物
忌
〞
と
す
る
こ
と
に
よ
り
女
性
神
職
者
で
あ
る
こ
と
が
強
調
で
き
れ
ば

と
考
え
る
。

柳
田
國
男
の
「
民
俗
学
」
と
義
江
明
子
の
「
歴
史
学
」
に
お
け
る
研
究
手
法
の
相

違
は
、
前
者
が
伝
承
や
地
域
の
調
査
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
後
者
は
主
に
文
献
史

料
を
読
み
解
く
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
柳
田
の
「
巫
女
像
」
は
歴
史
学
か
ら

み
れ
ば
、
確
証
の
な
い
漠
然
と
し
た
存
在
で
あ
り
、
明
確
な
批
判
の
対
象
と
は
な

り
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
義
江
は
、
柳
田
の
「
巫
女
論
」
が
そ
の
後
の
女
性
史
観

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
あ
え
て
史
料
を
網
羅
し
反
証
を

行
っ
た
と
い
え
る
。

義
江
明
子
の
代
表
的
著
書
と
し
て
、『
古
代
女
性
史
へ
の
招
待
〈
妹
の
力
〉
を
超

え
て
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）、『
日
本
古
代
女
性
論
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年
）、『
古
代
王
権
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
女
性
の
歴
史
を
史
料
に
基
づ
き
丁
寧
に
究
明
し
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず

女
性
が
活
躍
し
た
道
筋
を
解
き
明
か
し
、
古
代
女
性
史
の
画
期
を
成
し
た
と
考
え

る
。

『
延
喜
式
』
の
「
神
名
上
」
に
は
「
天
神
地
祇
惣
三
一
三
二
座
」
と
あ
り
、
山
城

国
だ
け
で
も
一
一
二
座
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
西
宮
秀
紀
は
、
月
次
祭
・
新
嘗
祭

に
班
弊
に
預
か
る
畿
内
神
は
二
三
一
座
（
⑱
五
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
数
か

ら
も
、
物
忌
奉
仕
社
が
十
社
足
ら
ず
と
い
う
の
は
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
考
え

る
。

伊
勢
神
宮
に
仕
え
る
女
性
と
し
て
、
皇
族
の
未
婚
女
性
か
ら
卜
定
に
て
選
定
さ
れ

る
斎
宮
（
斎
王
）
が
い
る
が
、
斎
宮
は
榎
村
寛
之
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
⑨

一
三
七
）、「
天
皇
制
の
荘
厳
装
置
的
性
格
」
存
在
で
あ
り
、
天
照
大
神
の
「
御

(

1 (

(

2 (

(

3 (

(

4 (

(

5 (

女
性
神
職
者
〝
物
忌
〞
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
（
堀
岡
喜
美
子
）
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代
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
物
忌
と
同
等
の
神
職
者
と
は
言
い

難
い
。

岡
田
荘
司
は
神
祇
官
に
お
い
て
各
神
社
の
祝
部
に
対
し
て
幣
帛
を
授
け
る
「
班

弊
」
と
、
神
社
に
「
奉
幣
」
使
が
遣
わ
さ
れ
る
の
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。（
⑩

『
続
日
本
紀
』『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
な
ど
の
記
録
よ
り
宇
佐
八
幡
大
神
は
、

天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
聖
武
天
皇
の
盧
舎
那
仏
造
立
を
後
押
し
し
た
功
績
に

よ
り
、
平
城
京
梨
原
宮
に
尼
杜
女
、
大
神
田
麻
呂
と
供
に
遷
宮
す
る
が
、
杜
女
な

ど
の
厭
魅
に
よ
り
再
び
平
城
京
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。

堀
岡
（
⑳
「『
小
右
記
』
に
記
さ
れ
た
託
宣
者
た
ち
」
一
〇
八
頁
）
参
照
。

【
参
考
文
献
】

〔
史
料
〕

①　
『
延
喜
式
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
一
八
『
交
替
式
・
弘
仁
格
・
延
喜
式
前
編
』、
同

一
九
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年

②　
『
鹿
島
・
香
取
』
神
道
大
系
神
社
編
二
二
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
〇
年

③　
『
貞
観
儀
式
』
荷
田
在
満
校
訂
『
日
本
古
典
全
集
』
続
【
8
】、
現
代
思
潮
社
、
一

九
八
〇
年

④　
『
日
本
三
代
実
録
』
国
史
大
系
八
・
九
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年

⑤　
『
令
義
解
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年

〔
著
書
・
論
文
・
そ
の
他
事
典
な
ど
〕

⑥　

阿
部
猛
等
編
『
平
安
時
代
年
中
行
事
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年

⑦　

上
田
正
昭
編
『
春
日
明
神
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年

⑧　

大
和
岩
雄
『
中
臣
・
藤
原
氏
の
研
究
』
大
和
書
房
、
二
〇
一
八
年

⑨　

榎
村
寛
之
『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年

⑩　

岡
田
荘
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年

⑪　

岡
田
精
司
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年

⑫　

岡
田
精
司
「
伊
勢
内
宮
相
殿
神
の
性
格
と
成
立
」（
岡
田
精
司
編
『
祭
祀
と
国
家
の

歴
史
学
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）

⑬　

花
山
院
親
忠
「
春
日
大
社
の
祭
礼
と
神
饌
」（
上
田
正
昭
編
『
春
日
明
神
』
筑
摩
書

房
、
一
九
八
七
年
）

⑭　

加
瀬
直
哉
『
古
代
の
神
社
と
神
職
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年

⑮　

小
平
美
香
『
女
性
神
職
の
近
代
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年

⑯　

瀧
浪
貞
子
『
藤
原
良
房
・
基
経
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年

⑰　

土
橋
誠
「
氏
神
祭
祀
と
「
春
日
祭
」」（
岡
田
精
司
編
『
古
代
祭
祀
の
歴
史
と
文
学
』

塙
書
房
、
一
九
九
七
年
）

⑱　

西
宮
秀
紀
『
律
令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年

⑲　

古
尾
谷
知
裕
「
内
蔵
寮
の
出
納
体
制
」（『
律
令
国
家
と
天
皇
家
家
産
機
構
』
塙
書

房
、
二
〇
〇
六
年
）

⑳　

堀
岡
喜
美
子
「
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
」（
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究

科
篇　

第
四
八
号　

二
〇
二
〇
年
）。「『
小
右
記
』
に
記
さ
れ
た
託
宣
者
た
ち
」（
同　

第
四
九
号　

二
〇
二
一
年
）

㉑　

丸
山
輝
子
「
鹿
島
神
宮
物
忌
に
つ
い
て
│
│
女
性
祀
職
の
一
考
察
│
│
」（『
信
濃
』

三
二
巻
一
号
、
一
九
八
〇
年
）

㉒　

三
宅
和
郎
「
平
安
期
の
春
日
祭
に
つ
い
て
」（
岡
田
精
司
編
『
祭
祀
と
国
家
の
歴
史

学
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）

㉓　

森
本
ち
づ
る
「
鹿
島
神
宮
物
忌
職
の
祭
祀
│
│
そ
の
由
来
と
亀
卜
に
よ
る
補
任
に

つ
い
て
│
│
」（『
薗
田
稔
等
編
『
祭
礼
と
芸
能
の
文
化
史
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇

三
年
）

㉔　

柳
田
國
男
「
巫
女
考
」「
妹
の
力
」（
定
本
『
柳
田
國
男
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書

房
、
一
九
七
七
年
）

㉕　

義
江
明
子
『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
女
性
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年

㉖　

義
江
明
子
『
日
本
古
代
の
氏
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年

㉗　

吉
川
真
司
「
承
和
の
転
換
」（
吉
川
真
司
編
『
日
本
の
時
代
史
』
五　

平
安
京
、
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）

（
ほ
り
お
か　

き
み
こ　

文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
導
教
員
：
八
木　

透　

教
授
）

二
〇
二
一
年
九
月
二
十
九
日
受
理

(

6 (

(

7 (

(

8 (

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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一
、
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
に
つ
い
て

　

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
は
、
近
衛
府
が
成
立
し
た
天
平
神
護
元
年
（
七
六

五
）
か
ら
一
三
世
紀
半
ば
に
お
け
る
近
衛
府
下
級
官
人
（
将
監
・
将
曹
・
医
師
・

府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
）
の
補
任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
、
順
次
公

開
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
将
曹
（
採
録
期
間
：
天
永
元
年
〔
一
一
一

〇
〕
〜
宝
治
二
年
〔
一
二
四
八
〕）
を
掲
載
し
、
将
曹
の
補
任
稿
は
本
稿
を
も
っ

て
完
了
と
す
る
。

二
、
凡
例

① 

本
補
任
稿
は
、
左
右
近
衛
府
の
う
ち
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案

主
・
府
掌
・
近
衛
の
下
級
官
人
の
補
任
状
況
を
官
職
ご
と
の
項
目
に
載
録
、
掲

載
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
か
ら
宝
治
二
年

（
一
二
四
八
）
に
お
け
る
将
曹
を
掲
載
す
る
。

② 

左
右
近
衛
府
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
る
か
判
明
し
な
い
場
合
は
、「
左
右
不

詳
」
の
項
目
に
記
し
た
。

③ 

人
物
の
表
記
に
つ
い
て
、
位
階
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
〔　

〕
内
に
記
載

し
、
位
階
が
不
明
の
場
合
は
〔
│
〕
と
記
載
し
た
。
加
階
の
記
述
が
あ
る
場
合

は
加
階
後
の
位
階
を
記
載
、
備
考
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
。

④ 

在
職
で
あ
る
、
或
い
は
そ
う
思
わ
れ
る
場
合
は
「
在
」、
新
た
に
任
じ
ら
れ
た

場
合
は
「
任
」、
す
で
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
「
故
」

を
備
考
欄
内
の
先
頭
に
記
載
し
た
。

⑤ 

兼
官
、
兼
職
が
あ
る
場
合
は
備
考
に
記
載
し
た
。
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
事

項
を
備
考
欄
に
記
載
し
た
。

⑥ 

出
典
は
「（『
史
料
名
』
年
月
日
）」
で
示
し
、
閏
月
は
○
枠
で
示
し
た
。
基
本

的
に
そ
の
年
の
初
見
月
日
を
記
載
し
た
が
、
初
見
月
日
以
降
、
詳
細
な
所
属
、

経
歴
な
ど
が
確
認
で
き
る
場
合
は
そ
の
月
日
を
記
載
し
た
。

⑦ 

出
典
の
う
ち
、
一
部
の
史
料
名
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
略
記
し
た
。
な
お
、
古

記
録
の
名
称
に
つ
い
て
大
日
本
古
記
録
、
増
補
史
料
大
成
、
史
料
纂
集
等
に
も

収
録
さ
れ
て
い
る
古
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。

(

1 (

(

2 (

(

3 ( 近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
│
│
将
曹
（
2
）
│
│

西

山

史

朗

資
料
紹
介

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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『
群
書
類
従
』
や
『
歴
代
残
闕
日
記
』、
そ
の
ほ
か
史
料
紹
介
等
に
収
録
、
掲
載

さ
れ
て
い
る
古
記
録
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
記
主
の
名
前
を
冠
す
る

名
称
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
大
日
本
古
記
録
、
増
補
史
料
大
成
、
史
料

纂
集
等
の
刊
本
の
書
誌
情
報
の
記
載
は
省
略
し
た
が
、
史
料
紹
介
等
を
含
む
場

合
は
適
宜
注
に
記
し
た
。

略
記
一
覧
：『
古
今
著
聞
集
』（『
著
聞
』）、『
平
安
遺
文
』（『
平
遺
』）、『
楽
所
補

任
』（『
楽
所
』）、『
大
間
成
文
抄
』（『
大
間
』）、『
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』（『
移

徙
』）、『
御
譲
位
記
』（『
譲
位
』）、『
御
産
部
類
記
』（『
産
部
』）、『
洞
院
家
部
類
』

（『
洞
院
』）、『
賭
弓
部
類
記
』（『
賭
部
』）、『
宮
寺
縁
事
抄
』（『
宮
寺
』）、『
東
大

寺
続
要
録
』（『
続
録
』）、『
九
条
家
本
紙
背
文
書
集　

中
右
記
』（『
九
中
』）、『
本

朝
世
紀
』（『
世
紀
』）、『
百
錬
抄
』（『
百
錬
』）、『
吾
妻
鏡
』（『
吾
妻
』）、『
中
右

記
』（『
中
右
』）、『
栄
昌
記
』（『
栄
昌
』）、『
平
知
信
朝
臣
記
』（『
知
信
』）、『
時

信
公
記
』（『
時
信
』）、『
朝
隆
公
記
』（『
朝
隆
』）、『
師
元
朝
臣
記
』（『
師
元
』）、

『
実
行
公
記
』（『
実
行
』）、『
長
秋
記
』（『
長
秋
』）、『
顕
時
卿
記
』（『
顕
時
』）、

『
台
記
』、『
山
槐
記
』（『
山
槐
』）、『
兵
範
記
』（『
兵
範
』）、『
愚
昧
記
』（『
愚

昧
』）、『
顕
広
王
記
』（『
顕
広
』）、『
後
白
河
院
御
落
飾
記
』（『
落
飾
』）、『
親
経

卿
記
』（『
親
経
』）、『
文
治
元
年
後
白
河
院
賀
茂
御
幸
記
』（『
文
治
』）・『
建
久
九

年
後
鳥
羽
院
賀
茂
御
幸
記
』（『
建
久
』）、『
定
長
卿
記
』（『
定
長
』）、『
明
月
記
』

（『
明
月
』）、『
三
長
記
』（『
三
長
』）、『
猪
隈
関
白
記
』（『
猪
隈
』）、『
良
業
記
』

（『
良
業
』）、『
後
鳥
羽
院
宸
記
』（『
後
鳥
羽
』）、『
順
徳
院
御
記
』（『
順
徳
』）、

『
岡
屋
関
白
記
』（『
岡
屋
』）、『
民
経
記
』（『
民
経
』）、『
葉
黄
記
』（『
葉
黄
』）、

『
平
戸
記
』（『
平
戸
』）、『
経
俊
卿
記
』（『
経
俊
』）、『
為
経
卿
記
』（『
為
経
』）、

『
公
光
卿
記
』（『
公
光
』）、『
賀
茂
御
幸
記
』（『
賀
茂
』）、『
宇
治
御
幸
記
』（『
宇

治
』）

⑧ 

補
任
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

│
│
下
級
官
人
・
舎
人
そ
の
（
一
）
│
│
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科

紀
要
』
六
一
、
一
九
七
五
）、「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
│
│
下
級
官

人
・
舎
人
そ
の
（
二
）
│
│
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六

六
、
一
九
七
八
）
も
参
照
し
た
。

⑨ 

人
物
比
定
に
つ
い
て
、
史
料
上
で
は
、
姓
或
い
は
名
が
同
名
同
音
の
場
合
、
人

物
の
混
同
が
考
え
ら
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
か
か
る
事
例
や
姓
名
い
ず
れ
か

の
記
載
が
無
い
場
合
、
例
え
ば
刊
本
で
は
編
纂
者
に
よ
っ
て
人
物
な
ら
び
に
姓

名
の
同
定
・
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
無
し
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
た

め
、
本
補
任
稿
で
は
改
め
て
姓
名
の
推
定
を
行
い
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
載

し
た
。

⑩ 

史
料
上
、「
○
○
子
」、「
○
○
男
」
と
表
記
さ
れ
、
人
物
比
定
が
困
難
な
も
の

は
、
人
物
欄
中
に
「
○
○
子
」
と
統
一
し
て
表
記
し
た
。

⑪ 

人
物
に
よ
っ
て
は
数
年
以
上
に
わ
た
り
近
衛
府
に
在
職
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
の
、
そ
の
間
一
部
の
年
に
お
い
て
官
職
が
確
認
で
き
な
い
例
が
散

見
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
前
後
の
時
期
に
お
け
る
在
職
状
況
か
ら

官
職
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
一
二
世
紀
後
期
以
降
、
同
一
の
近
衛
府

下
級
官
人
が
降
格
、
昇
進
を
繰
り
返
す
事
例
も
一
部
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
本
補
任
稿
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
衛
府
下
級
官
人
で
あ

る
こ
と
は
判
明
す
る
も
の
の
、
官
職
が
不
明
な
場
合
も
同
様
に
掲
載
し
て
い
な

い
。

(

4 (

(

5 (

(

6 (

(

7 (

(
8 (

(

9 (

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）

七
四



〔
注
〕

本
補
任
稿
で
は
、
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
を
近
衛
府
の
下
級
官
人
と
区
分
し
て

い
る
。
こ
の
区
分
は
笹
山
晴
生
氏
に
よ
る
近
衛
府
大
将
・
中
将
・
少
将
を
上
級
官

人
、
近
衛
府
将
監
以
下
を
下
級
官
人
と
す
る
理
解
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し

く
は
笹
山
晴
生
「
平
安
前
期
の
左
右
近
衛
府
に
関
す
る
研
究
」（
坂
本
太
郎
博
士

還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）、

同
「
左
右
近
衛
府
上
級
官
人
の
構
成
と
そ
の
推
移
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念

会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
、
以
上

『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』〔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
〕
再
収
）
を
参

照
。

近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
に
、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官

人
・
舎
人
補
任
表
│
│
下
級
官
人
・
舎
人 

そ
の
（
一
）
│
│
」（『
東
京
大
学
経

学
部
人
文
科
学
紀
要
』
六
十
一
、
一
九
七
五
）、
同
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人

補
任
表
│
│
下
級
官
人
・
舎
人 

そ
の
（
二
）
│
│
」（『
東
京
大
学
経
学
部
人
文

科
学
紀
要
』
六
十
六
、
一
九
七
八
）、
市
川
久
編
『
近
衞
府
補
任　

第
一
』（
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
二
）、
同
『
近
衞
府
補
任　

第
二
』（
続
群
書
類
従
完
成

会
、
一
九
九
三
）
が
あ
る
。
本
補
任
稿
は
こ
れ
ら
の
補
任
類
を
参
考
と
し
て
、
そ

の
欠
を
補
う
か
た
ち
で
作
成
し
て
い
る
。

拙
稿
「「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
1
）」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
│
│
文
学

研
究
科
篇
│
│
』
四
六
、
二
〇
一
八
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
│
│
府
生

│
│
（
1
）」（『
鷹
陵
史
学
』
四
四
、
二
〇
一
八
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

（
2
）
│
│
将
監
│
│
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
│
│
文
学
研
究
科
篇
│
│
』

四
七
、
二
〇
一
九
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
│
│
府
生
│
│
（
2
）」（『
鷹

陵
史
学
』
四
五
、
二
〇
一
九
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
3
）
│
│
将
監

│
│
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
│
│
文
学
研
究
科
篇
│
│
』
四
八
、
二
〇
二

〇
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
│
│
府
生
│
│
（
3
）」（『
鷹
陵
史
学
』
四

六
、
二
〇
二
〇
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
│
│
将
監
（
4
）・
将
曹
（
1
）・

医
師
・
府
掌
│
│
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
│
│
文
学
研
究
科
篇
│
│
』
四

九
、
二
〇
二
一
）、「
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
│
│
番
長
・
案
主
│
│
」（『
鷹
陵

史
学
』
四
七
、
二
〇
二
一
）。
な
お
、
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
の
作
成
意
図
な

ら
び
に
近
衛
府
や
近
衛
府
下
級
官
人
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
上
記
拙
稿
に
お
い

て
言
及
し
て
い
る
た
め
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

木
本
好
信
「『
朝
隆
卿
記
』
逸
文
集
成
稿
」（
一
）・（
二
）・（
三
）（『
龍
谷
史
壇
』

一
四
二
・
一
四
四
・
一
五
〇
、
二
〇
一
六
・
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）。

藤
原
重
雄
・
尾
上
陽
介
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
台
記
』
仁
平
三
年
冬

記
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
六
、
二
〇
〇
六
）、
白
根
靖
大

「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
『
台
記
』
の
初
歩
的
考
察
│
│
保
延
二

年
記
十
月
記
を
中
心
に
│
│
」（『
中
央
史
学
』
四
二
、
二
〇
一
九
）、
同
「『
台

記
』
保
延
二
年
記
の
基
礎
的
考
察
│
│
写
本
の
比
較
検
討
を
通
し
て
│
│
」（『
中

央
史
学
』
四
三
、
二
〇
二
〇
）。

三
浦
龍
昭
「
大
正
大
学
蔵
『
山
槐
記
』「
蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記
」
に
つ
い
て

（
二
）」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
一
〇
〇
、
二
〇
一
四
）

高
橋
昌
明
・
樋
口
健
太
郎
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
応
保
三

年
・
長
寛
三
年
・
仁
安
二
年
巻
』（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三

九
、
二
〇
〇
八
）、
同
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
承
安
四

年
・
安
元
二
年
・
安
元
三
年
・
治
承
二
年
巻
』（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』
一
五
三
、
二
〇
〇
九
）。

米
田
雄
介
・
詫
間
直
樹
「
伏
見
宮
本
『
後
白
河
院
御
落
飾
記
』
に
つ
い
て
」（
古

代
学
協
会
編
『
後
白
河
院
│
│
動
乱
期
の
天
皇
│
│
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

三
）。

藤
原
重
雄
「
菊
亭
家
本
の
賀
茂
（
鴨
）
御
幸
記
二
種
│
│
洞
院
家
文
庫
の
遺
品

│
│
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究　

第
一
輯
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
三
）。（

に
し
や
ま　

し
ろ
う　

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
佐
古　

愛
己　

教
授
）

二
〇
二
一
年
九
月
二
十
一
日
受
理

(
1 (

(

2 (
(

3 (

(

4 (

(
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(
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(
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(

8 (

(

9 (

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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五



左
右
近
衛
府
将
曹

和
暦
（
西
暦
）

左
近
衛
将
曹

備
考
・
出
典

右
近
衛
将
曹

備
考
・
出
典

左
右
不
詳

備
考
・
出
典

天
永
元
年
（
1110）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
近
季
〔
―
〕

在
：（『

殿
曆
』
天
永
1
・
1
・
1
）

天
永
2
年
（
1111）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
天
永
2
・
10・

20）
多
忠
方
〔
―
〕

在
：（『

中
右
』
天
永
2
・
2
・
1
）
/
賭
射
に
お
い

て
将
監
代
を
務
め
る
。（『
長
秋
』
天
永
2
・
3
・

15、『
楽
所
』）

狛
行
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
近
季
〔
―
〕

在
：
雑
色
長
。（『

殿
曆
』
,『
中
右
』
天
永
2
・

1
・
24）

/
山
陽
道
相
撲
使
。
白
河
上
皇
随
身
。

（『
長
秋
』
同
2
・
7
・
4
）
/
小
除
目
に
お
い
て
左

近
将
監
に
任
ず
。（『
殿
曆
』
,『
中
右
』
同
2
・

10・
25）

天
永
3
年
（
1112）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
天
永
3
・
2
・
11）

狛
行
高
〔
―
〕

在
：
一
者
。（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
天
永
3
・

11・
25）

下
毛
野
重
時
〔
―
〕

在
：
下
毛
野
敦
時
と
混
同
か
。（『

殿
曆
』
天
永
3
・

8
・
14）

永
久
元
年
（
1113）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

殿
曆
』
永
久
1
・
1
・
16、

『
長
秋
』
同
1
・
1
・
8
）

狛
行
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

殿
曆
』
永
久
1
・
1
・
16、

『
長
秋
』
同
1
・
8
・
6
）

永
久
2
年
（
1114）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

任
：
12月

、
除
目
に
よ
り
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

/「
右
近
将
曹
」。（『

中
右
』
永
久
2
・
8
・

2
/11・

29）

狛
行
高
〔
―
〕

在
：
将
曹
よ
り
将
監
に
任
ず
。（『

殿
曆
』
永
久
2
・

11・
29、『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
永
久
2
・
2
・

10）

永
久
3
年
（
1115）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
則
〔
―
〕

任
：
正
月
、
除
目
に
よ
り
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

永
久
4
年
（
1116）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

任
：
正
月
、
除
目
に
よ
り
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

永
久
5
年
（
1117）

小
部
正
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
貞
〔
―
〕

任
：
12月

、
除
目
に
よ
り
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

元
永
元
年
（
1118）

狛
光
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
元
永
1
・
2
・
10）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
元
永
1
・
⑨
・
22）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

山
村
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

元
永
2
年
（
1119）

狛
光
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
元
永
2
・
9
・
30、

『
長
秋
』
同
2
・
8
・
17）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
元
永
2
・
9
・
30、

『
長
秋
』
同
2
・
8
・
17）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
同
上
、『
長
秋
』
同

上
）

山
村
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
同
上
）
/「
資
高
」
に

つ
く
る
。（『

長
秋
』
同
上
）

保
安
元
年
（
1120）

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
一
者
。（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
保
安
1
・

2
・
2
）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
保
安
1
・
2
・
2
）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

保
安
2
年
（
1121）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
正
六
位
上
〕

任
：
正
月
、
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
将
曹
に
任

ず
。（『

楽
所
』）
/
府
生
の
者
、
将
曹
闕
の
時
転
任

す
る
例
無
し
と
い
え
ど
も
、
光
時
は
舞
楽
の
役
を
務

め
、
節
会
・
行
幸
の
時
傍
輩
に
勝
る
に
よ
り
左
近
将

曹
に
任
ず
。（『

大
間
』
第
七
「
府
奏
」）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）
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保
安
3
年
（
1122）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

保
安
4
年
（
1123）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/
少
将
代
。（『

師
元
』
保
安
4
・

2
・
19）

秦
季
貞
〔
―
〕

在
：
少
将
代
。
左
近
か
。
狛
季
貞
と
同
一
人
物
か
。

（『
師
元
』
保
安
4
・
2
・
19）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
師
元
』
保
安
4
・
2
・

19）
下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
師
元
』
保
安
4
・
2
・

19）

天
治
元
年
（
1124）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

（
姓
不
詳
）
季
俊
〔
―
〕

在
：「
御
随
身
」、「
権
輩
」。（『

栄
昌
』
天
治
1
・

4
・
14）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

賭
部
』
保
安
五
年
正
月
廿
九

日
）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
公
種
〔
―
〕

在
：「
公
胤
」
に
つ
く
る
。
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。

（『
実
行
』
天
治
1
・
10・

21）
山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
公
俊
〔
―
〕

在
：「
公
種
子
」 。（『

著
聞
』
馬
芸
第
十
四
-
三
五

七
）

天
治
2
年
（
1125）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

大
治
元
年
（
1126）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

大
治
2
年
（
1127）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
大
治
2
・
1
・
2
）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
大
治
2
・
1
・
2
）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

大
治
3
年
（
1128）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

山
村
ヵ
助
高
〔
―
〕

故
：
9
月
、
出
家
、
死
去
。
天
喜
元
年
生
、（『
楽

所
』）

大
治
4
年
（
1129）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
： （『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
大
治
4
・
1
・
20）

下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：「
院
将
曹
」。（『

中
右
』
大
治
4
・
4
・
19）

/
「
院
将
曹
」。
右
近
か
。（『
長
秋
』
大
治
4
・
4
・

25）
/
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『
長
秋
』
同
4
・
8
・

2
）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
大
治
4
・
1
・
20）

下
毛
野
敦
友
〔
―
〕

在
：「
院
将
曹
」。「

敦
知
」
に
つ
く
る
。（『

中
右
』

大
治
4
・
4
・
19）

秦
公
種
〔
―
〕

在
：
白
河
上
皇
召
次
。（『
長
秋
』
大
治
4
・
4
・

19）
/
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『

長
秋
』
同
4
・
7
・

16）

大
治
5
年
（
1130）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：「
将
曹
」
と
あ
る
は
誤
り
か
。（『
中
右
』
大
治

5
・
10・

13）
狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

任
：
正
月
、
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

秦
公
種
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
召
次
。（『

中
右
』
,『
長
秋
』
大
治

5
・
4
・
14）

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：「
敦
俊
」
に
つ
く
る
。（『

長
秋
』
大
治
5
・

11・
8
）
/「
左
近
将
曹
」。（『

中
右
』
大
治
5
・

11・
8
）
/
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
長
秋
』
同
5
・

11・
22）

下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：（『

長
秋
』
大
治
5
・
11・

8
）
/
鳥
羽
上
皇
随

身
。（『

中
右
』
大
治
5
・
11・

8
）

天
承
元
年
（
1131）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（ 『
楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

長
秋
』
天
承
1
・
1
・
19）

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：「
厚
利
」
に
つ
く
る
。「
院
将
曹
」。
舞
師
。

（『
時
信
』
天
承
1
・
11・

1
）
/「
院
」。（『

時
信
』

同
1
・
11・

7
）

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

長
秋
』
天
承
1
・
3
・
16）

多
近
方
〔
―
〕

任
：
正
月
、
朝
覲
行
幸
の
時
、
採
桑
老
賞
に
よ
り
右

近
将
監
に
任
ず
。（『
楽
所
』）
/（『

内
侍
所
御
神
楽

部
類
』
天
承
元
年
）
/
採
桑
老
の
勧
賞
に
よ
り
右
近

将
曹
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。（『

長
秋
』
天
承
1
・

1
・
2
）

秦
公
種
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
召
次
。（『
長
秋
』
天
承
1
・
4
・

19）
下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
長
秋
』
天
承
1
・
4
・

19）
/「
院
」。（『

時
信
』
同
1
・
11・

7
）

長
承
元
年
（
1132）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
長
承
1
・
2
・
28）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

中
右
』
長
承
1
・
1
・
2
）

（
姓
不
詳
）
末
知
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
中
右
』
長
承
1
・
4
・

19）

下
毛
野
敦
友
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。「
敦
和
」
に
つ
く
る
。（『
中

右
』
長
承
1
・
4
・
19）

長
承
2
年
（
1133）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
中
右
』
長
承
2
・
2
・

9
、『
長
秋
』
同
2
・
6
・
27）

下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『

中
右
』
同
上
）
/「
左
将

曹
」。（『

長
秋
』
同
2
・
9
・
18）

長
承
3
年
（
1134）

狛
季
貞
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

長
秋
』
長
承
3
・
8
・
27）

/
楽
所
「
上
日
无
、
夜
无
」。（『

平
遺
』
2304）

豊
原
元
秋
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

楽
所
』）
/
楽
所
「
上
日
无
、
夜
无
」。（『

平
遺
』
2304）

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
中
右
』
長
承
3
・
3
・

20）

狛
光
時
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

長
秋
』
長
承
3
・
11・

4
）
/

楽
所
「
上
日
无
、
夜
无
」。（『

平
遺
』
2304）

下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。「
末
利
」
に
つ
く
る
。（
同

上
）

保
延
元
年
（
1135）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
年
過
七
十
」
と
あ
り
。（『
長

秋
』
保
延
1
・
1
・
4
）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
右
近
属
」。（『

長
秋
』
保
延
1
・

3
・
27）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

清
原
遠
兼
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

長
秋
』
保
延
1
・
2
・
8
）
/「
正
六
位
上

行
」。（『

知
信
』
同
1
・
2
・
8
）

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『

朝
隆
』
保
延
1
・
11・

29）
/
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『

中
右
』
同
1
・
12・

29）
下
毛
野
季
利
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。
召
次
長
に
任
ず
。（『
長
秋
』

保
延
1
・
1
・
4
）
/
年
預
。
鳥
羽
上
皇
随
身
。

「
季
俊
」
に
つ
く
る
。『
知
信
』
同
1
・
2
・
8
/
鳥

羽
上
皇
随
身
か
。（『

朝
隆
』
同
1
・
11・

29）
/

（『
中
右
』
同
1
・
12・

29）

保
延
2
年
（
1136）

狛
季
貞
〔
―
〕

在
：「
末
定
」
に
つ
く
る
。（『

長
秋
』
保
延
2
・

1
・
5
）
/
鳥
羽
御
堂
供
養
に
お
い
て
舞
人
を
務

め
、
将
監
に
任
ず
。（『

中
右
』
同
2
・
3
・
23）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
時
〔
―
〕

在
：
法
金
剛
院
御
塔
供
養
に
お
い
て
、
散
手
賞
に
よ

り
左
近
将
監
に
任
ず
。（『
中
右
』
保
延
2
・
10・

15）
豊
原
時
秋
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

中
右
』

保
延
2
・
11・

4
、『
楽
所
』）

保
延
3
年
（
1137）

藤
原
資
元
〔
―
〕

在
：（『

中
右
』
保
延
3
・
1
・
5
）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
公
種
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
保
延
3
・
9
・
23）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
弘
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

中
右
』

保
延
3
・
1
・
30）

/「
兼
久
子
」、「

院
将
曹
」。

（『
著
聞
』
馬
芸
第
十
四
-
三
五
八
）
/（『

台
記
』
同

3
・
9
・
23）

保
延
4
年
（
1138）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

保
延
5
年
（
1139）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/
藤
原
頼
長
、
時
秋
を
師
と
し
て

平
調
・
入
調
を
習
う
。（『
台
記
』
保
延
5
・
6
・

19）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）

七
八



多
忠
節
〔
―
〕

任
：
正
月
、
朝
覲
行
幸
に
お
い
て
胡
飲
酒
賞
に
よ
り

右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

任
：
10月

、
成
勝
寺
供
養
の
と
き
、
父
多
近
方
の
譲

り
に
よ
り
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

保
延
6
年
（
1140）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

永
治
元
年
（
1141）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

康
治
元
年
（
1142）

大
石
ヵ
久
季
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
康
治
1
・
11・

16）
豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

康
治
2
年
（
1143）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

天
養
元
年
（
1144）

大
石
ヵ
久
季
〔
―
〕

在
：
左
近
庁
頭
。（『

台
記
』
天
養
1
・
1
・
7
）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
天
養
1
・
11・

5
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

久
安
元
年
（
1145）

狛
行
則
〔
―
〕

任
：
正
月
、
除
目
の
時
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
助
〔
―
〕

任
：
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』

久
安
1
・
3
・
2
）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
1
・
1
・
6
）

狛
光
近
〔
―
〕

任
：
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

久
安
2
年
（
1146）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
2
・
10・

30）
豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
： （『

楽
所
』）

下
毛
野
武
正
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

世
紀
』
久
安
2
・
1
・
26）

惟
宗
忠
清
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
右
近
将
曹
に
任
ず
。（
同

上
）

久
安
3
年
（
1147）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
3
・
3
・
28）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
3
・
3
・
28）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/
武
芸
に
堪
え
る
に
よ
り
藤
原
頼

長
に
従
う
。（『

台
記
』
久
安
3
・
5
・
13）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
3
・
3
・
28）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
忠
時
」
に
つ
く
る
。（
同
上
）

大
石
久
季
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
久
安
3
・
1
・
7
）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
成
賢
」
に
つ
く
る
。（
同
上
）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
崇
徳
上
皇
随
身
。（『
台
記
』
久
安
3
・
6
・

5
）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
崇
徳
上
皇
随
身
。（『
台
記
』
久
安
3
・
6
・

5
）

久
安
4
年
（
1148）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

惟
宗
忠
清
〔
―
〕

在
：
庁
頭
。（『

台
記
』
久
安
4
・
10・

13）

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

七
九



狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
4
・
⑥
・
14）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
延
久
4
・
10・

30）
多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
忠
時
」
に
つ
く
る
。（『

台
記
』

延
久
4
・
10・

30）
多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

久
安
5
年
（
1149）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
顕
時
』
久
安
5
・
10・

10）
狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

（
姓
不
詳
）
遠
近
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（
同
上
）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『

兵
範
』
久
安
5
・
10・

26）
/
人
長
。「
重
親
」
に
つ
く
る
。（『
兵
範
』
,

『
世
紀
』
同
5
・
11・

19）
/「
右
近
将
監
」。（『

兵
範
』
同
5
・
11・

25）

久
安
6
年
（
1150）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：
6
月
、
落
馬
よ
り
足
を
負
傷
し
出
仕
せ
ず
。

（『
楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
安
⑥
・
6
・
24）

豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
光
親
」
に
つ
く
る
。
父
光
時
と

同
居
。（
同
上
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

仁
平
元
年
（
1151）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：
8
月
の
放
生
会
よ
り
出
仕
す
る
。（（『

台
記
』

仁
平
1
・
8
・
11、『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
左
近
将
曹
」。（『

台
記
』
仁
平

1
・
8
・
10）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
仁
平
1
・
11・

10）
豊
原
時
秋
〔
―
〕

在
：
翌
年
正
月
、
雅
楽
允
に
転
任
。（『

楽
所
』）
/

「
左
近
将
曹
」。（『

台
記
』
同
上
）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
左
近
将
曹
」。（『

台
記
』
同
上
）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
藤
原
隆
長
舞
師
。（『
台
記
』
仁
平
1
・
11・

9
）
/
崇
徳
上
皇
随
身
。（『
台
記
』
同
1
・
11・

15）
/
院
御
随
身
。（『

世
紀
』
同
1
・
11・

11）
多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
左
近
将
曹
」。（『

台
記
』
同
上
）

大
原
野
久
季
〔
―
〕

在
：
大
石
久
季
と
同
一
人
物
か
。（『

台
記
』
仁
平

1
・
8
・
10）

清
原
遠
兼
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
同
上
）

秦
兼
和
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『

台
記
』
仁
平
1
・
2
・

16）
中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
仁
平
1
・
2
・
16）

大
石
久
季
〔
―
〕

在
：
左
近
庁
頭
。（『

台
記
』
仁
平
1
・
11・

10）
清
原
安
国
〔
正
六
位
上
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
任
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

大
間
』

第
十
「
大
間
書
落
諸
司
諸
国
事
」）

仁
平
2
年
（
1152）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
仁
平
2
・
1
・
26）

/
「
左
近
府
生
」。（『

兵
範
』
同
2
・
1
・
26、

8
・

16）
豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
,『
兵
範
』
仁
平
2
・

1
・
26）

/
藤
原
頼
長
笙
師
。
雅
楽
允
に
任
ず
。

（『
台
記
』
同
2
・
1
・
28）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）「

左
近
府
生
」。（『

兵
範
』
仁
平

2
・
1
・
26/
3
・
2
/
8
・
16）

/（『
山
槐
』
同

2
・
3
・
2
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
,『
兵
範
』
仁
平
2
・
1
・
26）

/
（『
山
槐
』
同
2
・
2
・
13）

/
8
月
、
元
秋
を
超
越

し
て
一
者
と
な
る
も
多
氏
た
る
に
よ
る
。（『

楽
所
』）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
仁
平
2
・
1
・
26）

/
「
左
近
府
生
」。（『

兵
範
』
同
2
・
1
・
26、

3
・

2
、
8
・
16）

/（『
山
槐
』
同
2
・
3
・
2
）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
,『
兵
範
』
仁
平
2
・

1
・
26）

秦
兼
弘
〔
正
六
位
上
〕

在
：
府
年
預
。（『

兵
範
』
仁
平
2
・
3
・
6
）
/
舞

師
。（ 『

兵
範
』
同
2
・
3
・
24）

/
忌
寸
、
正
六
位

上
。
院
御
随
身
。（『

兵
範
』
同
2
・
4
・
5
）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
府
年
預
。（『

兵
範
』
仁
平
2
・
3
・
6
）
/

「
大
中
臣
」
と
あ
り
。（『

兵
範
』
同
2
・
3
・
6
）

大
石
久
季
〔
正
六
位
上
〕

在
：
左
近
庁
頭
。（『
兵
範
』
仁
平
2
・
3
・
14）

/
宿
禰
。
正
六
位
上
。
上
日
廿
三
、
夜
七
。（『
兵
範
』

同
2
・
4
・
5
）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）

八
〇



仁
平
3
年
（
1153）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
仁
平
3
・
10・

18）
豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
仁
平
3
・
3
・
3
）
/

（『
台
記
』
仁
平
3
・
11・

17）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
府
生
」
と
あ
り
。（『

兵
範
』
仁

平
3
・
3
・
3
）
/（『

台
記
』
同
3
・
11・

27）
多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
仁
平
3
・
10・

18）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
同
上
）
/「
光
親
」
に

つ
く
る
。（『

台
記
』
同
上
）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
仁
平
3
・
11・

17）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：「
候
院
者
」。（『

台
記
』
仁
平
3
・
11・

18）
/

崇
徳
上
皇
随
身
。（『

台
記
』
同
3
・
11・

27）
/

（『
兵
範
』
同
3
・
11・

26）
/（『

世
紀
』
同
3
・

11・
27）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：（『

兵
範
』
仁
平
3
・
11・

26）
/（『
台
記
』
,

『
世
紀
』
同
3
・
11・

27）

久
寿
元
年
（
1154）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
寿
1
・
4
・
3
）
/

（『
兵
範
』
同
1
・
8
・
9
）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
久
寿
1
・
8
・
9
）

狛
則
助
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
同
上
）
/「
府
生
」
と

あ
り
。（『

兵
範
』
同
上
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
同
上
）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（ 『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
同
上
）
/「
府
生
」
と

あ
り
。（『

兵
範
』
同
上
）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/
本
府
権
随
身
。（『

兵
範
』
久
寿

1
・
1
・
30）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『

台
記
』
久
寿
1
・
1
・

29）
/
院
御
随
身
。（『

兵
範
』
同
1
・
1
・
30）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
院
御
随
身
。（『
兵
範
』
久
寿
1
・
1
・
30）

/
（『
台
記
』
同
1
・
5
・
9
）
/
右
近
府
年
預
。（『

兵
範
』
同
1
・
8
・
18）

（
姓
不
詳
）
兼
顕
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
久
寿
1
・
5
・
9
）

久
寿
2
年
（
1155）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

台
記
』
久
寿
2
・
4
・
20）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
久
寿
2
・
3
・
3
）
/

（『
台
記
』
同
2
・
4
・
20）

/（『
山
槐
』
同
2
・

12・
2
）

狛
則
助
〔
―
〕

故
：（『

兵
範
』
久
寿
2
・
3
・
3
）
/
6
月
、
死

去
。（『

楽
所
』）
/
死
去
。「
年
卅
二
」。（『

台
記
』

同
2
・
6
・
1
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
同
上
）
/（『

台
記
』

同
上
）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
久
寿
2
・
3
・
3
）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
同
上
）
/（『

台
記
』

同
上
）
/（『

山
槐
』
同
2
・
12・

2
）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：「
院
御
随
身
」。 （『

兵
範
』
久
寿
2
・
2
・
6
）

/
崇
徳
上
皇
随
身
。（『

台
記
』
同
2
・
4
・
20）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：「
院
御
随
身
」。（『

兵
範
』
久
寿
2
・
2
・
6
）

/
崇
徳
上
皇
随
身
。（『
台
記
』
同
上
、『
兵
範
』
同

2
・
12・

1
）

大
石
久
季
〔
―
〕

在
：（『

台
記
』
同
上
）

保
元
年
間

狛
則
高
〔
―
〕

在
ヵ
：「
保
元
頼
業
記
云
」
に
あ
り
。
同
姓
同
名
の

人
物
は
承
保
年
間
に
既
に
死
去
。（『

御
即
位
次
第
』）

保
元
元
年
（
1156）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
保
元
1
・
3
・
3
）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
保
元
1
・
3
・
3
）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

清
原
助
種
〔
―
〕

任
：
3
月
、
左
近
府
生
よ
り
左
近
将
曹
に
任
ず
。

（『
楽
所
』）
/（『

兵
範
』
同
上
）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

下
毛
野
敦
忠
〔
正
六
位
上
〕
任
：
正
月
27日

、
除
目
に
お
い
て
左
近
将
曹
に
任

ず
。（『

山
槐
』
除
目
部
類
）
/
功
あ
る
に
よ
り
将
曹

に
任
ず
。（『

大
間
』
第
八
「
転
任
」）

道
守
重
光
〔
―
〕

在
：「
重
元
」
と
す
る
は
誤
り
。（『

兵
範
』
保
元

1
・
9
・
8
）

保
元
2
年
（
1157）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
近
〔
―
〕

在
：
翌
年
、
左
兵
衛
尉
に
転
任
。（『

楽
所
』）

多
忠
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』 ）
/（『

兵
範
』
保
元
2
・
3
・
3
）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
保
元
2
・
11・

7
）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：（『

兵
範
』
保
元
2
・
4
・
11）

保
元
3
年
（
1158）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
保
元
3
・
3
・
3
）

豊
原
元
秋
〔
―
〕

故
：「
将
監
元
秋
」。（『

兵
範
』
保
元
3
・
6
・
28）

/
8
月
、
死
去
。（『

楽
所
』）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
同
上
）

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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大
石
（
姓
不
詳
）〔
正
六
位

上
〕

在
：
大
石
久
季
か
。「
正
六
位
上
行
」。（『

山
槐
』
保

元
3
・
8
・
2
）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：「
重
親
」
に
つ
く
る
。（『

兵
範
』
保
元
3
・

4
・
20）

/
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

兵
範
』
,『
山

槐
』
同
3
・
8
・
25）

狛
（
姓
不
詳
）〔
正
六
位

上
〕

在
：
狛
行
則
か
。「
正
六
位
上
行
」。（

同
上
）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

兵
範
』
保
元
3
・
6
・
28）

下
毛
野
（
姓
不
詳
）〔
正
六

位
上
〕

在
：「
正
六
位
上
行
」。（

同
上
）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（
同
上
）

清
原
（
姓
不
詳
）〔
正
六
位

上
〕

在
：「
正
六
位
上
行
」。（

同
上
）

平
治
元
年
（
1159）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
平
治
1
・
1
・
12）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

山
槐
』
平
治
1
・
2
・
22）

永
暦
元
年
（
1160）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
成
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：
保
元
2
年
に
府
生
を
経
ず
右
衛
門
志
に
任
ず
。

多
近
方
三
男
。（『

楽
所
』）

狛
則
近
〔
―
〕

任
：
正
月
、
左
近
府
生
よ
り
左
近
将
曹
に
任
ず
。

（『
楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

応
保
元
年
（
1161）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
正
六
位
上
〕

任
：
8
月
、
左
近
府
生
よ
り
左
近
将
曹
に
任
ず
。

（『
楽
所
』）
/
奉
公
の
労
な
ど
に
よ
り
将
曹
に
任

ず
。（『

大
間
』
第
八
「
転
任
」）

大
石
光
堅
〔
―
〕

任
：「
光
賢
」
に
つ
く
る
。
除
目
に
お
い
て
府
奏
に

よ
り
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

山
槐
』
応
保
1
・
4
・

1
）

応
保
2
年
（
1162）

狛
行
則
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

長
寛
元
年
（
1163）

狛
行
則
〔
―
〕

故
：
3
月
、
病
に
よ
り
出
家
。
4
月
、
死
去
。（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

長
寛
2
年
（
1164）

大
石
ヵ
範
直
〔
―
〕

在
：（『

長
寛
二
年
朔
旦
冬
至
記
』）

永
万
元
年
（
1165）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
重
〔
―
〕

任
：
正
月
、
除
目
の
時
左
近
府
生
よ
り
左
近
将
曹
に

任
ず
。（『

楽
所
』）

仁
安
元
年
（
1166）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
頼
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。
上
﨟
。「
兼
依
」
に
つ
く

る
。（『

兵
範
』
仁
安
1
・
10・

10）
/（『

愚
昧
』
同

1
・
10・

10）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）
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中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。
上
﨟
。（『

兵
範
』
,『
愚

昧
』
仁
安
1
・
10・

10）

仁
安
2
年
（
1167）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

内
侍
所
御
神
楽
部
類
』
仁
安

二
年
）
/（『

兵
範
』
仁
安
2
・
12・

4
）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

内
侍
所
御
神
楽
部
類
』
仁
安

二
年
）
/（『

兵
範
』
仁
安
2
・
1
・
28）

/
初
め
て

採
桑
老
を
舞
う
。（『

玉
葉
』
同
2
・
1
・
28）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

内
侍
所
御
神
楽
部
類
』
仁
安

二
年
）
/（『

兵
範
』
仁
安
2
・
12・

4
）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
景
節
〔
―
〕

任
：
2
月
、
内
舎
人
よ
り
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

中
臣
重
近
〔
正
六
位
〕

任
：
復
任
除
目
に
お
い
て
左
近
将
曹
に
任
ず
。「
中

原
」
は
誤
り
。（『

兵
範
』
仁
安
2
・
5
・
3
）

秦
兼
頼
〔
―
〕

在
：（『

顕
広
』
仁
安
2
・
2
・
13）

/
後
白
河
上
皇

随
身
。（『

山
槐
』
仁
安
2
・
3
・
19）

/
後
白
河
上

皇
随
身
。（『

顕
広
』
同
2
・
4
・
30）

/
秦
兼
弘
長

男
。（『

愚
昧
』
同
2
・
10・

15）
/
後
白
河
上
皇
随

身
。（『

愚
昧
』
同
2
・
10・

21）
/（『

顕
広
』
同

2
・
10・

25）
/
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

兵
範
』
同

2
・
11・

27）

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
秦
兼
頼
父
。「
院
右
将
曹
」。（『

愚
昧
』
仁
安

2
・
10・

15）

仁
安
3
年
（
1168）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
仁
安
3
・
4
・
13）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
仁
安
3
・
4
・
13）

/
（『
愚
昧
』
同
3
・
11・

16）
狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（
同
上
）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
仁
安
3
・
4
・
13）

/
（『
愚
昧
』
同
3
・
11・

16）
狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
景
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

高
倉
院
御
即
位
記
』）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：「
院
左
将
曹
」。（『

百
錬
』
仁
安
3
・
4
・
18）

/「
候
院
」。（『

愚
昧
』
同
3
・
4
・
18）

豊
原
利
秋
〔
―
〕

任
：（『

楽
所
』）

大
石
範
直
〔
―
〕

在
：「
光
直
」
と
す
る
は
誤
り
か
。（『
兵
範
』
仁
安

3
・
4
・
13）

秦
兼
頼
〔（
五
位
）〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

兵
範
』
,『
愚
昧
』
仁

安
3
・
4
・
3
）
/「
院
右
将
曹
」。（『

百
錬
』
同

3
・
4
・
18）

/「
左
近
将
曹
」。
後
白
河
上
皇
随

身
。（『

兵
範
』
同
3
・
8
・
4
）

大
石
範
直
〔
―
〕

在
：
左
近
庁
頭
。（『

玉
葉
』
仁
安
3
・
11・

24）
惟
宗
清
景
〔
―
〕

在
：（『

兵
範
』
仁
安
3
・
4
・
13）

/
右
近
庁
頭
。

（『
玉
葉
』
同
3
・
11・

24）

嘉
応
元
年
（
1169）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
1
・
20）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
将
監
」。（『

兵
範
』
嘉
応
1
・

1
・
20）

/
右
一
者
。（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
3
・

3
）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
1
・
20）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
景
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
12・

7
）

大
石
範
直
〔
―
〕

在
：（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
3
・
13）

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

兵
範
』
同
上
）
/
召
次

長
。（『

兵
範
』
同
1
・
6
・
5
）
/
将
曹
を
辞
し
男

近
武
の
任
府
生
を
申
す
。「
雖
非
御
随
身
、
只
可
祗

候
」。（『

兵
範
』
同
1
・
6
・
7
）
/
召
次
所
に
候

す
る
旨
を
仰
せ
ら
る
。（『

落
飾
』
,『
玉
葉
』
同

1
・
6
・
17）

/「
転
将
監
云
々
」。
秦
兼
頼
と
と
も

に
「
辞
将
曹
云
々
」。（『

落
飾
』
同
1
・
6
・
17）

秦
兼
頼
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
か
。「
兼
依
」
に
つ
く
る
。

（『
兵
範
』
嘉
応
1
・
1
・
13）

/
人
長
。（『

兵
範
』

同
1
・
2
・
13）

/
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

兵
範
』

同
1
・
3
・
13）

/
将
曹
を
辞
し
男
兼
宗
の
任
番
長

を
申
す
。「
雖
非
御
随
身
、
只
可
祗
候
」。（『

兵
範
』

同
1
・
6
・
7
）
/
召
次
所
に
候
す
る
旨
を
仰
せ
ら

る
。（『

落
飾
』
,『
玉
葉
』
同
1
・
6
・
17）

/
中
臣

重
近
と
と
も
に
「
辞
将
曹
云
々
」。（『

落
飾
』
同

1
・
6
・
17）

/
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

兵
範
』
同

1
・
11・

20）

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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秦
兼
任
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
に
任
ず
。（『

兵
範
』
嘉
応

1
・
6
・
7
）
/
後
白
河
上
皇
随
身
。（『

落
飾
』
同

1
・
6
・
17）

惟
宗
清
景
〔
―
〕

在
：「
清
科
清
景
」
に
つ
く
る
。
大
石
範
直
と
共
に

口
取
り
を
務
め
る
も
、
任
日
に
よ
り
口
取
り
に
お
い

て
上
手
を
取
る
。（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
3
・
13）

/
「
将
監
将
曹
惟
宗
清
景
代
」。（『

宮
寺
』
放
生
会
四
）

（
姓
不
詳
）
章
直
〔
―
〕

在
：
大
石
「
則
直
」（
範
直
）
か
。（『

愚
昧
』
嘉
応

1
・
3
・
13）

秦
兼
国
〔
―
〕

任
：
後
白
河
上
皇
随
身
に
任
ず
。
左
近
府
生
よ
り
右

近
将
曹
に
任
ず
。「
兼
国
転
任
尤
幸
運
者
」。（『

兵
範
』
嘉
応
1
・
6
・
7
）
/
後
白
河
上
皇
随
身
。

（『
落
飾
』
同
1
・
6
・
17）

（
姓
不
詳
）
清
経
〔
―
〕

在
：
惟
宗
「
清
景
」
か
。（『

愚
昧
』
嘉
応
1
・
3
・

13）

嘉
応
2
年
（
1170）

清
原
助
種
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
好
方
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

大
石
範
直
〔
―
〕

在
：「
則
直
」
に
つ
く
る
。（『

愚
昧
』
嘉
応
2
・

1
・
20）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
忠
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
季
時
〔
―
〕

在
：
承
安
2
年
、
死
去
。（『

楽
所
』）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

多
景
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
朝
〔
―
〕

任
：
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

』
楽
所
）

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
行
時
〔
―
〕

任
：
左
近
府
生
よ
り
左
近
将
曹
に
任
ず
。
安
元
2

年
、
死
去
。（『

楽
所
』）

承
安
元
年
（
1171）

清
原
助
種
〔
―
〕

故
：
こ
の
年
死
去
。
た
だ
し
安
元
元
年
に
左
近
将
曹

で
同
名
の
人
物
あ
り
。（『
楽
所
』）
/
ま
た
、
承
安

4
年
に
同
名
の
人
物
あ
り
。（『
玉
葉
』
承
安
4
・

7
・
28）

多
景
節
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
承
安
1
・
4
・
12）

/「
近
衛
召

人
」。（『

宮
寺
』
仏
神
事
次
第
）

大
石
範
直
〔
―
〕

在
：（『

愚
昧
』
承
安
1
・
1
・
3
）

秦
兼
国
〔
―
〕

在
：
人
長
。（『

宮
寺
』
仏
神
事
次
第
）

承
安
2
年
（
1172）

狛
則
房
〔
―
〕

任
：
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

秦
兼
任
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
承
安
2
・
4
・
23）

承
安
3
年
（
1173）

狛
行
近
〔
―
〕

任
：（『

楽
所
』）

承
安
4
年
（
1174）

大
石
範
直
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

吉
記
』
承
安
4
・
3
・
11）

/
左
近
庁
頭
。

（『
玉
葉
』
同
4
・
7
・
23）

/「
左
近
官
人
」。「
則

直
」
に
つ
く
る
。（『

愚
昧
』
同
4
・
11・

21）
多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

吉
記
』
承
安
4
・
8
・
2
）

中
臣
重
近
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

吉
記
』
承
安
4
・
3
・
11）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：「
左
近
将
監
」。（『

吉
記
』
承
安
4
・
8
・
2
）

安
元
元
年
（
1175）

秦
兼
頼
〔
―
〕

在
：
将
監
の
誤
り
か
。（『
玉
葉
』
安
元
1
・
8
・

17）
多
景
節
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

山
槐
』
安
元
1
・
9
・
13）

惟
宗
清
景
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

平
遺
』
3705）

安
元
2
年
（
1176）

秦
兼
任
〔
―
〕

在
： （『
吉
記
』
安
元
2
・
4
・
22）

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
安
元
2
・
2
・
21）

秦
兼
国
〔
―
〕

在
：（『

吉
記
』
,『
顕
広
』
安
元
2
・
4
・
22）

治
承
年
間

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：「
治
承
頼
業
記
云
」
と
あ
り
。（『
御
即
位
次

第
』）

治
承
元
年
（
1177）

秦
兼
任
〔
―
〕

在
：（『

愚
昧
』
治
承
1
・
3
・
24）

/
後
白
河
上
皇

随
身
か
。（『

山
槐
』
同
1
・
12・

17）
秦
頼
文
〔
―
〕

在
：「
右
将
曹
」。
後
白
河
上
皇
随
身
か
。（『
山
槐
』

治
承
1
・
12・

17）
狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
治
承
1
・
12・

17）

狛
則
近
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
同
上
）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
同
上
）

狛
則
房
〔
―
〕

在
：（
同
上
）

狛
行
近
〔
―
〕

在
：（
同
上
）

狛
光
景
〔
―
〕

在
：（
同
上
）

（
姓
不
詳
）
章
節
〔
―
〕

在
：
右
近
将
曹
か
。（
同
上
）

多
成
長
〔
―
〕

在
：
右
近
将
曹
か
。（
同
上
）

治
承
2
年
（
1178）

狛
光
行
〔
―
〕

任
：
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

惟
宗
清
景
〔
―
〕

在
：
右
近
庁
頭
。（『
玉
葉
』
治
承
1
・
1
・
11）

/
（『
玉
葉
』
同
2
・
10・

29）
/（『

平
遺
』
3787）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）

八
四



秦
兼
任
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
治
承
2
・
10・

20）
/「
候
院
」。

（『
玉
葉
』
同
2
・
10・

29）
/
後
白
河
上
皇
随
身
。

（『
玉
葉
』
同
2
・
11・

2
）
/
後
白
河
上
皇
随
身
。

（『
顕
広
』
同
2
・
10・

29）

多
近
久
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
治
承
2
・
10・

29）

秦
頼
文
〔
―
〕

任
：
将
曹
に
任
ず
。（『

玉
葉
』
治
承
2
・
10・

29）
/「
候
院
」。（『

玉
葉
』
同
2
・
10・

29）
/
後
白
河

上
皇
随
身
。（『

顕
広
』
同
2
・
10・

29）
/「
右
将

曹
」。
後
白
河
上
皇
随
身
。（『
玉
葉
』
同
2
・
11・

2
）
/「
右
将
曹
」。（『

玉
葉
』
同
2
・
12・

28）

多
景
節
〔
―
〕

在
：（
同
上
）

大
石
範
直
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
治
承
2
・
10・

29）
豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：「
俊
秋
」
に
つ
く
る
。（
同
上
）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：「
光
茂
」
に
つ
く
る
。（
同
上
）

治
承
3
年
（
1179）

秦
頼
文
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
治
承
3
・
4
・
21）

/「
左
近
将

曹
」。（『

玉
葉
』
同
3
・
11・

5
）
/「
左
将
曹
」。

人
長
。（『

山
槐
』
同
3
・
11・

19）
秦
兼
任
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
治
承
3
・
4
・
21）

惟
宗
清
景
〔
―
〕

在
：
右
近
庁
頭
。（『

玉
葉
』
治
承
3
・
12・

18）

治
承
4
年
（
1180）

平
信
光
〔
―
〕

任
：（『

安
徳
天
皇
御
即
位
記
』）
/
左
府
生
秦
公
春

子
、
平
か
ら
本
姓
秦
に
改
姓
す
る
。「
容
貌
勝
傍

輩
、
乗
悪
罵
無
敵
対
」。
高
倉
上
皇
の
随
身
と
す
る

た
め
、
左
衛
門
少
尉
か
ら
左
近
将
曹
に
任
じ
る
。

（『
山
槐
』
治
承
4
・
4
・
21）

/
宇
治
左
府
（
藤
原

頼
長
）
府
生
公
春
子
。
後
白
河
上
皇
御
脱
屐
の
時
、

右
番
長
に
任
ず
。
後
日
姓
を
「
大
江
」
に
改
め
、
兵

衛
尉
に
任
ず
。
近
年
舎
人
相
次
い
で
死
去
す
る
に
よ

り
、
信
光
靭
負
尉
た
る
と
い
え
ど
も
容
儀
・
芸
能
あ

る
に
よ
り
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『
吉
記
』
同
4
・

4
・
21）

/
御
車
お
よ
び
左
召
次
に
任
ず
。（『

山
槐
』
同
4
・
4
・
27）

/「
左
将
監
」。（『

山
槐
』
同

4
・
4
・
29）

/（『
玉
葉
』
同
4
・
5
・
4
）
/
高

倉
上
皇
随
身
を
停
め
、
召
次
所
に
候
す
。 （『

山
槐
』
,『
親
経
』
同
4
・
7
・
29）

/
高
倉
上
皇
召
次

長
。（『

山
槐
』
同
4
・
12・

28）

中
臣
近
武
〔
―
〕

任
：（『

安
徳
天
皇
御
即
位
記
』）
/
高
倉
上
皇
随
身

か
ら
後
白
河
上
皇
随
身
と
す
る
た
め
、「
右
近
衛
府

生
」
よ
り
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

山
槐
』
治
承
4
・

4
・
21）

/「
元
新
院
左
府
生
。
進
近
（
ﾏﾏ）

二
男
」。
高
倉
上
皇
随
身
を
停
め
後
白
河
上
皇
随
身
と

す
る
。（『

吉
記
』
同
4
・
4
・
21）

/
右
召
次
お
よ

び
御
厨
案
主
に
任
ず
。（『
山
槐
』
同
4
・
4
・
27）

/「
右
将
監
」。（『

山
槐
』
同
4
・
4
・
29）

/
年

預
。（『

玉
葉
』
同
5
・
4
・
6
））
/
高
倉
上
皇
随

身
を
停
め
、
召
次
所
に
候
す
。（『

山
槐
』
,『
親
経
』

同
4
・
7
・
29）

/
高
倉
上
皇
召
次
長
。（『

山
槐
』

同
4
・
12・

28）

狛
光
行
〔
―
〕

任
：（『

安
徳
天
皇
御
即
位
記
』）

豊
原
利
秋
〔
―
〕

任
：（『

楽
所
』）

狛
則
房
〔
―
〕

任
：（
同
上
）

多
盛
長
〔
―
〕

任
：（『

安
徳
天
皇
御
即
位
記
』）

秦
頼
文
〔
―
〕

在
：
人
長
。（『

山
槐
』
治
承
4
・
4
・
26）

大
神
宗
賢
〔
―
〕

任
：（
同
上
）

惟
宗
清
景
〔
―
〕

在
：
右
近
庁
頭
。
奉
公
労
に
よ
り
将
監
に
転
任
す
る

こ
と
を
申
請
す
る
。（『

玉
葉
』
治
承
4
・
1
・
22）

寿
永
元
年
（
1182）

豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
利
列
」
に
つ
く
る
。（『

安
徳
天

皇
御
即
位
記
』）

（
姓
不
詳
）
成
長
〔
―
〕

任
：（『

楽
所
』）

大
神
宗
賢
〔
―
〕

任
： （『

楽
所
』）

多
節
近
〔
―
〕

任
：（『

楽
所
』）
/（『

安
徳
天
皇
御
即
位
記
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

吉
記
』
寿
永
1
・
3
・
11）

寿
永
2
年
（
1183）

大
神
宗
賢
〔
―
〕

任
：（『

楽
所
』）
/
笛
師
。
藤
原
良
通
、
平
調
音
取

を
習
う
。「
左
近
将
曹
」。（『

玉
葉
』
寿
永
2
・
2
・

24）

豊
原
為
持
〔
―
〕

在
：
こ
の
年
死
去
。「
為
茂
」
に
つ
く
る
。（『

楽
所
』）

佛
教
大
学
大
学
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中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：（『

吉
記
』
寿
永
2
・
12・

8
）

元
暦
元
年
（
1184）

秦
信
光
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
元
暦
1
・
8
・
22）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：「
候
院
」。（『

玉
葉
』
元
暦
1
・
12・

16）

文
治
元
年
（
1185）

狛
則
房
〔
―
〕

在
：
籠
居
終
わ
る
。（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：「
右
近
将
曹
」。（『

玉
葉
』
文
治
1
・
6
・
21）

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
右
近
将
監
に
転
任
を
所
望
す
る
。（『

玉
葉
』
文

治
1
・
12・

21）
中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：（『

山
槐
』
文
治
1
・
8
・
14）

下
毛
野
武
安
〔
―
〕

在
：（『

文
治
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：「
敦
佐
」
に
つ
く
る
。（『

山
槐
』
文
治
1
・

8
・
26）

/（『
文
治
』）

文
治
2
年
（
1186）

豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：
左
近
か
。（『

楽
所
』）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

文
治
3
年
（
1187）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。（『

定
長
』
文
治
3
・
7
・
25）

文
治
4
年
（
1188）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

文
治
5
年
（
1189）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
久
元
年
（
1190）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：「
厚
助
」
に
つ
く
る
。（ 『
愚
昧
』
建
久
1
・

1
・
27）

大
石
久
直
〔
―
〕

在
：（『

愚
昧
』
建
久
1
・
1
・
5
）
/「
左
近
官

人
」。（『

愚
昧
』
同
1
・
1
・
7
）

建
久
2
年
（
1191）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
建
久
2
・
4
・
20）

/
後
白
河
上
皇

随
身
。（『

玉
葉
』
同
2
・
12・

8
）

建
久
3
年
（
1192）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：「
敦
佐
」
に
つ
く
る
。（『

明
月
』
建
久
3
・

3
・
19）

建
久
4
年
（
1193）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
久
5
年
（
1194）

狛
光
重
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/（『

玉
葉
』
建
久
5
・
3
・
10）

（
姓
不
詳
）
景
光
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
則
房
〔
―
〕

在
：
左
近
将
監
の
誤
り
か
。（『

楽
所
』）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：
左
近
将
曹
の
誤
り
か
。（『

楽
所
』）

豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

安
部
季
遠
〔
―
〕

在
：
建
暦
元
年
死
去
。（『

楽
所
』）

清
原
助
成
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

大
神
景
賢
〔
―
〕

在
：
大
神
宗
賢
二
男
。（『

楽
所
』）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：（『

百
錬
』
建
久
5
・
4
・
18）

下
毛
野
武
安
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
建
久
5
・
4
・
17）

/（『
百
錬
』
同

5
・
4
・
18）

建
久
6
年
（
1195）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
右
近
将
曹
」。（『

続
録
』
東
大

寺
供
養
事
建
久
記
）

安
倍
季
遠
〔
―
〕

在
：（『

続
録
』
東
大
寺
供
養
事
建
久
記
）

豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：（『

続
録
』
東
大
寺
供
養
事
建
久
記
）

戸
部
清
景
〔
―
〕

在
：（『

愚
昧
』
建
久
6
・
3
・
12）

建
久
7
年
（
1196）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
武
安
〔
―
〕

在
：（『

百
錬
』
建
久
7
・
4
・
14、『

明
月
』
同

7
・
4
・
23）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：「
将
曹
」。（『

百
錬
』
建
久
7
・
4
・
14）

建
久
8
年
（
1197）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
久
9
年
（
1198）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
中
原
守
正
」
と
あ
り
。
同
一
人

物
か
。（『

猪
隈
』
建
久
9
・
3
・
30）

秦
頼
澄
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
建
久
9
・
1
・
19）

/
後
白
河
上
皇

随
身
か
。（『

三
長
』
同
9
・
2
・
14）

/
院
右
将

曹
。（『

百
錬
』
同
9
・
4
・
18）

狛
光
真
〔
―
〕

在
：「
光
実
」
に
つ
く
る
。
仮
随
身
。（『

猪
隈
』
建

久
9
・
4
・
17）

下
毛
野
武
安
〔
正
六
位
上
〕
在
：（『

明
月
』
,『
猪
隈
』
建
久
9
・
1
・
19）

下
毛
野
敦
助
〔
―
〕

在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。「
敦
助
又
還
本
府
」。

（『
明
月
』
建
久
9
・
1
・
19）

/
後
鳥
羽
上
皇
随
身

か
。（『

三
長
』
同
9
・
1
・
21）

/
右
近
年
預
。

（『
明
月
』
同
9
・
2
・
19）

豊
原
忠
秋
〔
正
六
位
上
〕

在
： （
同
上
）

大
神
式
賢
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
本
省
労
に
よ
り
右
近
将
曹
に
任

ず
。（『

三
長
』
,『
明
月
』
建
久
9
・
1
・
30）

清
原
助
成
〔
―
〕

在
：（『

移
徙
』
後
鳥
羽
院
甲
）
/
左
近
衛
府
騎
射
荒

手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『

猪
隈
』
建
久
9
・
5
・

3
、
5
・
5
）

秦
兼
澄
〔
正
六
位
上
〕

在
：（『

猪
隈
』
建
久
9
・
1
・
19）

/
下
毛
野
敦
助

老
衰
に
よ
り
替
と
し
て
右
近
将
曹
に
列
す
。（『
明

月
』
同
9
・
2
・
14）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）
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中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：「
年
預
将
曹
」。（『

猪
隈
』
建
久
9
・
1
・
28）

/「
将
曹
」。
後
鳥
羽
上
皇
随
身
か
。（『

三
長
』
同

9
・
2
・
14）

/「
院
左
将
曹
」、「

近
武
如
本
任
将

監
」。（『

百
錬
』
同
9
・
4
・
18）

/「
府
年
預
将

曹
」。（『

猪
隈
』
同
9
・
5
・
3
）
/「
将
曹
」。
左

近
衛
府
騎
射
荒
手
結
・
真
手
結
に
載
る
。（『

猪
隈
』

同
9
・
5
・
3
、
5
・
5
）
/（『

建
久
』）
/（『

資
経
』
同
9
・
10・

3
）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：「
三
中
記
」
で
「
将
監
」
と
す
る
は
誤
り
か
。

（『
移
徙
』
後
鳥
羽
院
甲
）

豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：
楽
人
。「
自
本
府
進
差
文
」。（『

猪
隈
』
建
久

9
・
1
・
19）

/（『
移
徙
』
後
鳥
羽
院
甲
）

正
治
元
年
（
1199）

清
原
助
成
〔
―
〕

在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。（『

猪
隈
』
正

治
1
・
5
・
3
）

秦
兼
澄
〔
―
〕

在
：
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『
猪
隈
』
正
治
1
・
5
・

9
）
/
御
随
身
。（『

明
月
』
同
1
・
7
・
4
）

秦
兼
隆
〔
―
〕

在
：（『

玉
葉
』
正
治
1
・
11・

27）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
左
近
衛
府
騎
射
荒
手
結
に
載
る
。（『

猪
隈
』
同

上
）
/「
将
曹
」。（『

玉
葉
』
同
1
・
11・

27）
豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：
藤
原
家
実
随
身
か
。（『

猪
隈
』
正
治
1
・
6
・

25）

正
治
2
年
（
1200）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
澄
〔
―
〕

在
：（『

猪
隈
』
正
治
2
・
1
・
10、

4
・
24）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：（『

猪
隈
』
正
治
2
・
1
・
10）

/
後
鳥
羽
上
皇

随
身
。（『

明
月
』
同
2
・
2
・
3
）
/
上
﨟
。「
左

近
将
曹
」。 （『

猪
隈
』
同
2
・
2
・
3
）
/
後
鳥
羽

上
皇
随
身
。（『

猪
隈
』
同
2
・
4
・
24）

下
毛
野
武
安
〔
―
〕

在
：（『

猪
隈
』
正
治
2
・
1
・
10）

/「
府
随
身
」。

（『
猪
隈
』
同
2
・
4
・
24）

建
仁
元
年
（
1201）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
公
秀
〔
―
〕

在
：
左
近
か
。（『

楽
所
』）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『

明
月
』
建
仁
1
・
11・

27）
/（『

猪
隈
』
同
1
・
11・

27）
狛
行
近
〔
―
〕

在
：
左
近
か
。（『

楽
所
』）

狛
光
真
〔
―
〕

在
：
左
近
か
。（『

楽
所
』）

（
姓
不
詳
）
景
光
〔
―
〕

在
か
：（『

楽
所
』）

（
姓
不
詳
）
清
光
〔
―
〕

在
か
：（『

楽
所
』）

狛
近
房
〔
―
〕

在
：
左
近
か
。（『

楽
所
』）

大
神
景
賢
〔
―
〕

在
：
右
近
か
。（『

楽
所
』）

建
仁
2
年
（
1202）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

惟
宗
景
重
〔
―
〕

任
：
府
生
よ
り
将
曹
に
任
ず
。
御
幸
仮
随
身
と
す

る
。（『

猪
隈
』
建
仁
2
・
3
・
21）

大
石
久
景
〔
―
〕

任
：
府
生
よ
り
将
曹
に
任
ず
。
御
幸
仮
随
身
と
す

る
。（『

猪
隈
』
建
仁
2
・
3
・
21）

/（『
猪
隈
』
同

2
・
11・

1
）

秦
兼
澄
〔
―
〕

在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『

猪
隈
』
建
仁
2
・
3
・

24）
/（『

明
月
』
同
2
・
3
・
26）

/「
候
院
」。

（『
猪
隈
』
同
2
・
3
・
26）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
： （『
明
月
』
建
仁
2
・
3
・
24）

/「
候
院
」。

（『
猪
隈
』
同
2
・
3
・
26）

建
仁
3
年
（
1203）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
澄
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
建
仁
3
・
4
・
23）

狛
行
近
〔
―
〕

在
：
左
近
か
。（『

楽
所
』）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
中
臣
近
春
父
。（『

猪
隈
』
建
仁
3
・
5
・
28）

元
久
元
年
（
1204）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

元
久
2
年
（
1205）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
元
久
2
・
8
・
29）

大
石
久
景
〔
―
〕

在
：（『

洞
院
』「
天
皇
御
元
服
記
」
土
御
門
院
）
/

（『
良
業
』
元
久
2
・
1
・
3
）

承
元
元
年
（
1207）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

大
石
久
景
〔
正
六
位
上
〕

在
：
庁
頭
。（『

明
月
』
承
元
1
・
7
・
8
）

中
臣
（
名
不
詳
）〔
正
六
位

上
〕

在
：（
同
上
）

承
元
2
年
（
1208）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
澄
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
承
元
2
・
④
・
4
）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
承
元
2
・
④
・
4
）
/
召
次
長
。

（『
移
徙
』
後
鳥
羽
院
丙
下
）

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
五
十
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
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承
元
3
年
（
1209）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

承
元
4
年
（
1210）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

安
部
季
国
〔
―
〕

任
：
安
部
季
遠
男
。
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

秦
兼
直
〔
―
〕

任
：「
本
府
官
人
」。（『

譲
位
』
承
元
4
・
11・

25）
秦
兼
隆
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。（『

玉
蕊
』
承
元
4
・
3
・
5
）

下
毛
野
武
景
〔
―
〕

任
：
土
御
門
上
皇
随
身
下
﨟
一
座
。
夜
前
に
本
府
官

人
に
任
じ
、
25日

右
近
将
曹
に
任
ず
る
と
こ
ろ
「
天

下
驚
耳
」。（『

譲
位
』
承
元
4
・
11・

25）

建
暦
元
年
（
1211）

秦
兼
直
〔
―
〕

在
：
人
長
。（『

猪
隈
』
建
暦
1
・
3
・
18）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。「
皆
直
召
仕
院
召
次
」。（『

玉
蕊
』
建

暦
1
・
3
・
23）

建
暦
2
年
（
1212）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

中
原
景
康
〔
―
〕

任
：
12月

除
目
の
時
、
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『
楽

所
』）

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『

玉
蕊
』
建
暦
2
・
4
・

21）
秦
兼
隆
〔
―
〕

在
：
後
鳥
羽
上
皇
随
身
。（『

玉
蕊
』
建
暦
2
・
4
・

21）
/「
府
生
」。（『

玉
蕊
』
同
2
・
10・

28）

建
保
元
年
（
1213）

三
宅
守
正
〔
―
〕

在
：
12月

、
出
家
。（『

楽
所
』）

秦
頼
武
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
建
保
1
・
7
・
25）

安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
保
2
年
（
1214）

安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

秦
兼
澄
〔
―
〕

在
：
随
身
。（ 『
後
鳥
羽
』
建
保
2
・
4
・
9
）

建
保
3
年
（
1215）

安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
保
4
年
（
1216）

安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
保
5
年
（
1217）

狛
光
成
〔
―
〕

任
：
12月

、
除
目
の
時
左
近
将
曹
任
ず
。（『

楽
所
』）

安
部
季
清
〔
―
〕

任
：
右
大
将
家
府
奏
に
よ
り
右
近
将
曹
に
任
ず
。

（『
楽
所
』）

秦
兼
澄
〔
―
〕

故
：「
院
左
将
曹
」、
九
日
に
死
去
。「
左
府
生
同
類

歟
、
可
転
大
将
曹
之
仁
也
」
と
あ
り
。（『

後
鳥
羽

院
・
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記
』
建
保
5
・
10・

23）
安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

建
保
6
年
（
1218）

安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）
/「
末
国
」
に
つ
く
る
。（『

順
徳
』

建
保
6
・
12・

22）
菅
野
景
盛
〔
―
〕

在
：
源
実
朝
任
大
将
拝
賀
の
た
め
鶴
岡
八
幡
宮
参
拝

行
列
の
一
員
と
な
す
。（『
吾
妻
』
建
保
6
・
6
・

27）

承
久
元
年
（
1219）

清
原
助
成
〔
―
〕

故
：
7
月
、
死
去
。（『

楽
所
』）

大
神
延
賢
〔
―
〕

任
：
大
神
式
賢
二
男
。
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

菅
野
景
盛
〔
―
〕

在
：
源
実
朝
任
右
大
臣
拝
賀
の
た
め
鶴
岡
八
幡
宮
参

拝
行
列
の
一
員
と
な
す
。（『

吾
妻
』
承
久
1
・
1
・

27）

藤
原
家
盛
〔
従
五
位
下
〕

在
：
承
久
元
年
左
近
衛
府
官
位
交
名
。（『
九
中
』

133）
安
倍
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

藤
原
季
頼
〔
従
五
位
下
〕

在
：
承
久
元
年
左
近
衛
府
官
位
交
名
。（
同
上
）

承
久
2
年
（
1220）

下
毛
野
公
広
〔
―
〕

在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（『
玉
蕊
』
承
久
2
・
3
・

13）
下
毛
野
資
宗
〔
―
〕

在
：
賭
射
射
手
習
礼
。（『
玉
蕊
』
承
久
2
・
3
・

13）

承
久
3
年
（
1221）

狛
光
賢
〔
―
〕

任
：
正
月
、
除
目
下
名
の
時
左
近
将
曹
に
任
ず
。

（ 『
楽
所
』）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

豊
原
近
秋
〔
―
〕

任
：
多
好
節
三
男
、
豊
原
利
秋
養
子
。
翌
年
兵
衛

尉
。（『

楽
所
』）

大
神
景
道
〔
―
〕

任
：
大
神
景
賢
養
子
。
4
月
、
右
近
将
曹
に
任
ず
。

翌
年
右
兵
衛
尉
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

貞
応
元
年
（
1222）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

貞
応
2
年
（
1223）

小
部
清
景
〔
―
〕

任
：
小
部
清
近
男
。
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
成
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

中
原
景
康
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

狛
光
賢
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

安
部
季
清
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

元
仁
元
年
（
1224）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

嘉
禄
元
年
（
1225）

（
姓
不
詳
）
清
景
〔
―
〕

故
：
こ
の
年
死
去
。（『

楽
所
』）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

嘉
禄
2
年
（
1226）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

安
貞
元
年
（
1227）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）

八
八



安
貞
2
年
（
1228）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

寛
喜
元
年
（
1229）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

寛
喜
2
年
（
1230）

秦
頼
員
〔
―
〕

在
：「
還
補
」。（『

明
月
』
寛
喜
2
・
2
・
24）

秦
兼
廉
〔
―
〕

在
：
府
将
曹
。（『

明
月
』
寛
喜
2
・
2
・
11）

/
「
還
補
」。（『

明
月
』
同
2
・
2
・
24）

秦
久
清
〔
―
〕

在
：「
府
将
曹
」。（『

明
月
』
寛
喜
2
・
2
・
11）

/
将
曹
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。（『
明
月
』
同
2
・

2
・
24）

狛
光
成
〔
―
〕

在
：（『

続
録
』
寛
喜
二
年
勅
封
蔵
開
検
日
記
）

秦
武
澄
〔
―
〕

在
：（『

明
月
』
同
上
）
/「
還
補
」。（『

明
月
』
同

上
）

秦
兼
峯
〔
―
〕

在
：「
兼
峯
旧
老
家
嫡
之
上
、
已
為
召
次
長
府
年

預
」。「

府
将
曹
」。（『

明
月
』
同
上
）
/
将
曹
よ
り

右
近
将
監
に
任
ず
。（『

明
月
』
同
上
）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

下
毛
野
武
平
〔
―
〕

在
：「
府
将
曹
」。（『

明
月
』
同
上
）
/
秦
久
清
・
兼

峯
の
任
将
監
を
聞
き
逐
電
す
る
。（『

明
月
』
同
上
）

寛
喜
3
年
（
1231）

秦
兼
廉
〔
―
〕

在
：
随
身
。（『

民
経
』
寛
喜
3
・
4
・
17）

/
秦
兼

峯
の
替
と
し
て
、
伊
勢
勅
使
龓
の
下
知
あ
り
。（『

民
経
』
寛
喜
3
・
9
・
12）

下
毛
野
種
武
〔
―
〕

在
：（『

民
経
』
寛
喜
3
・
9
・
16）

/「
在
府
、
土

御
門
殿
所
被
召
仕
」。
伊
勢
勅
使

龓
。（『

民
経
』
同

3
・
9
・
25）

/
藤
原
家
実
随
身
。（『

民
経
』
同

3
・
10・

8
）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：（『

楽
所
』）

貞
永
元
年
（
1232）

狛
光
成
〔
―
〕

在
：
狛
清
光
男
。（『

楽
所
』）

安
部
季
国
〔
―
〕

在
：
安
部
季
遠
男
。（『

楽
所
』）

大
石
久
綱
〔
―
〕

在
：（『

四
条
院
御
即
位
記
』）
/（『

岡
屋
』
貞
永

1
・
12・

5
）

安
部
季
清
〔
―
〕

在
：
安
部
季
遠
二
男
。（『

楽
所
』）

惟
宗
景
重
〔
―
〕

在
：
出
納
。（『

民
経
』
同
1
・
2
・
13）

/
四
条
天

皇
主
典
代
と
な
す
。（『

民
経
』
貞
永
1
・
10・

4
）

天
福
元
年
（
1233）

秦
兼
廉
〔
―
〕

在
：
御
堀
河
上
皇
随
身
。（『

民
経
』
天
福
1
・
4
・

23）
/（『

明
月
』
同
1
・
4
・
24）

文
暦
元
年
（
1234）

秦
久
清
〔
―
〕

在
：「
御
随
身
将
曹
」。（『

明
月
』
文
暦
1
・
8
・

6
）

秦
兼
廉
〔
―
〕

在
：「
御
随
身
将
曹
」。（

同
上
）

嘉
禎
元
年
（
1235）

菅
原
（
名
不
詳
）〔
―
〕

在
：「
案
主
左
近
将
曹
」。（『

吾
妻
』
嘉
禎
1
・
7
・

7
）

嘉
禎
3
年
（
1237）

秦
久
実
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。（『

玉
蕊
』
嘉
禎
3
・
7
・
17）

暦
仁
元
年
（
1238）

秦
之
貞
〔
―
〕

在
：
雑
色
長
。（『

玉
蕊
』
暦
仁
1
・
1
・
26）

秦
久
員
〔
―
〕

在
：
衛
府
長
。
同
日
条
に
「
右
近
将
曹
」
と
も
あ

り
。（『

玉
蕊
』
暦
仁
1
・
4
・
11）

清
原
助
氏
〔
―
〕

任
：
左
近
将
曹
に
任
ず
。（『

楽
所
』）

仁
治
2
年
（
1241）

狛
光
保
〔
―
〕

任
：
秋
除
目
に
お
い
て
将
曹
に
任
ず
。（ 『
楽
所
』）

仁
治
3
年
（
1242）

紀
光
成
〔
―
〕

在
：（『

民
経
』
仁
治
3
・
1
・
20）

大
神
遠
弘
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
右
近
将
曹
に
任
ず
。（『

平
戸
』
仁
治
3
・
12・

26）
三
宅
正
康
〔
―
〕

在
：（『

民
経
』
仁
治
3
・
1
・
20）

寛
元
4
年
（
1246）

秦
久
員
〔
―
〕

在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。
召
次
長
。「
久
清
法
師
前

関
白
自
左
府
生
也
」（『
洞
院
』「
御
脱
履
記
」
後
嵯

峨
院
）
/「
本
官
将
監
也
」。（『

経
俊
』
同
4
・
2
・

13）
/
も
と
二
条
良
実
随
身
府
生
。「
不
被
行
将
曹

除
目
」。（『

為
経
』
寛
元
4
・
2
・
13）

/
後
嵯
峨

上
皇
随
身
。（『

経
俊
』
同
4
・
2
・
16）

/
上
臈
御

随
身
。（『

公
光
』
同
4
・
2
・
16）

/
後
嵯
峨
上
皇

随
身
。（『

葉
黄
』
同
4
・
3
・
2
）
/（『

葉
黄
』
同

4
・
4
・
27）

/
後
嵯
峨
上
皇
上
臈
随
身
。（『

葉
黄
』、『

賀
茂
』
同
4
・
4
・
29）

秦
兼
利
〔
―
〕

在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。「
故
頼
次
男
」、「
元
候
本

府
」。（（『

為
経
』
寛
元
4
・
2
・
13、『

洞
院
』「
御

脱
履
記
」
後
嵯
峨
）
/
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『

経
俊
』
寛
元
4
・
2
・
16）

/
上
臈
御
随
身
。（『
公

光
』
同
4
・
2
・
16）

後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
葉

黄
』
同
4
・
3
・
2
）
/（『
葉
黄
』
同
4
・
4
・

27）
/
後
嵯
峨
上
皇
上
臈
随
身
。（『

葉
黄
』、『

賀
茂
』
同
4
・
4
・
29）

/
右
近
年
預
。（『

葉
黄
』
同

4
・
6
・
29）

佛
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紀
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研
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宝
治
元
年
（
1247）

秦
久
員
〔
―
〕

在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。
腫
物
出
来
に
よ
り
医
師
丹

波
忠
方
治
療
あ
る
も
危
篤
。（『
葉
黄
』
宝
治
1
・

5
・
19）

/
死
去
。（『

葉
黄
』
同
1
・
5
・
21）

秦
兼
利
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。（『

葉
黄
』
宝
治
1
・
1
・
26）

/
後

嵯
峨
上
皇
随
身
。（『

葉
黄
』
同
1
・
5
・
18）

/
母

喪
五
旬
の
う
ち
た
る
も
左
将
曹
に
転
任
す
べ
き
の
由

あ
り
。（『

葉
黄
』
同
1
・
5
・
21）

/
右
近
衛
府
年

預
よ
り
左
近
衛
府
年
預
へ
転
ず
由
あ
り
。（『

葉
黄
』

同
1
・
6
・
1
）

秦
久
則
〔
―
〕

任
：
秦
久
員
死
去
の
替
に
召
次
長
と
な
し
、
左
近
将

曹
秦
久
員
死
去
に
よ
り
、
左
近
府
生
よ
り
右
近
将
曹

に
任
ず
。「
久
則
齢
卅
余
。
早
運
也
」。（『

葉
黄
』
宝

治
1
・
5
・
21）

/
右
近
衛
府
年
預
と
な
す
。（『
葉

黄
』
同
1
・
6
・
1
）
/「
院
右
将
曹
」、「
召
次

長
」。
後
嵯
峨
上
皇
随
身
か
。（『
産
部
』
綜
子
内
親

王
）

宝
治
2
年
（
1248）

秦
兼
利
〔
―
〕

在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『

葉
黄
』
宝
治
2
・
1
・

1
）
/
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
宇
治
』
同
2
・
2
・

21）
秦
久
則
〔
―
〕

在
：
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『

葉
黄
』
宝
治
2
・
1
・

1
）
/
後
嵯
峨
上
皇
随
身
。（『
宇
治
』
同
2
・
2
・

21）

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
西
山
史
朗
）

九
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